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　　　　　序章







　　　　　０




　澄すんだ夜空に色が散って、まるでネオンサインのようだった。

　全てを吞のみ込みそうな漆しつ黒こくを、あるものは鋭く突き刺すように、またあるものは粘ねばり気を持って絡からみつくように、光は照らす。それぞれに異なるその色は、時とき折おり薄い雲を浮かび上がらせながら、交こう尾び中の生き物のようにうねる。

　もはやそれぞれの名前すらわからないその色たちが、真下にある街並みから迸ほとばしっていることを、千歳ちとせ環たまきは知っていた。

　夜の路上を、ひたすらに走る。絶え間なく響ひびく自分の足音は、ひどく乾ききっていた。道には環たまき以外の人ひと影かげは無い。道の向こうでは火事も起こっているらしく、煙っぽい空気が肺はいに滑り込んでは渦うず巻まいた。

　なぜ、自分がここに居るのか。

　今、世界では何が起こっているのか。

　次々と浮かぶ疑問に答えはなかったが、今もフラッシュじみて空でのたうつ色彩たちの正体だけは、なぜか間違いようもなくわかっていた。

　何かに躓つまずき、転ぶ。強したたかに頭を打ちつけたような気がするが、不ふ思し議ぎと痛みは感じなかった。見れば、路上に転がった小さな端たん末まつが光を放っている。逃げる最中にでも、誰だれかが落としていったのだろう。反射的に拾うと、画面の中には頭ず上じようのそれとよく似た空が広がっていた。

　色の散る夜空の下、ニュース番組のリポーターと思おぼしき女性が、しきりに何かを伝えている。焦しよう燥そうが滲にじむ口く調ちようは、早送りじみた聞き辛づらさだ。

〝覚醒者コネクター〟──そんな単たん語ごが聞き取れた。

　環たまきは単たん語ごを復唱する。それこそが、天に絡からまる色彩の正体だった。五年ほど前から、メディアを騒がすようになった単たん語ご。ひどく奇き妙みような流は行やり病、そこから目覚めた人間の総称。

〝正夢コネクト〟と呼ばれる、異質の法ほう則そくを宿した者たち。

　漫まん画がみたいな話だな──と、初めてその存在を知った時、環たまきはそう思ったのだ。それがいつのことだったかは、わからないけれど。

　ふと、視し界かいの中の光がその色合いを変える。端たん末まつの画面が放つ鋭利な光とは異なる、ぼんやりとした赤しやく銅どう色いろの光。一いつ瞬しゆんの後に理解する。光は、変わったのではない。上書きされたのだ。手に持つ端たん末まつが赤しやく銅どう色いろの光を纏まとったのだ。

　次の瞬しゆん間かん、手の中の端たん末まつが燃え上がった。

　自分が声を上げたことに気付いたのは、放り投げた端たん末まつが路上で砕くだけた後だった。

　火傷やけどに痛む掌てのひらを押さえながら、顔を上げる。道の先に一つの影があった。見知らぬ男。虚うつろな表情をしており、その視線は頼りない。病院の入院着に似た簡素な衣服が、辺りの炎ほのおに照らされて脈みやく打うつようにゆらめいた。炎ほのお？──いつの間に、火はこの通りにまで燃え移っていた？

「……るな」

　小さく、男は呟つぶやく。この界かい隈わいの人間はあらかた避ひ難なんを終えているらしく、広い通りには環たまきと男以外の姿すがたは無い。男の声は必然、炎ほのおの爆はぜる音の中でもよく通った。

「見るな見るな見るな──」

　男が口にしているのは、そんな言葉のようだった。うわ言じみた声色に呼応するかのように、男の視線が宙ちゆうを彷徨さまよう。不ふ意いに、環たまきのすぐ横に聳そびえる雑ざつ居きよビルの壁面が、光に包まれ始める。赤しやく銅どう色いろの光。先せん刻こく環たまきの瞳ひとみを照らしたのと、全く同じその色合い。

　間もなく、ビルの壁面が発火した。

「見るな見るな見るな見るな見るな──」

　瞬またたく間に燃え盛るビルを、啞あ然ぜんと見つめる環たまき。男の虚うつろな瞳ひとみが、今度は環たまきへ向いた。環たまきの身に纏まとった上着が、ゆっくりと赤しやく銅どう色いろに光っていく。

　視認。

　そんな単たん語ごが脳のう裏りに浮かんだ。

　浮かんだ時には、もう上着は燃え上がっていた。叫ぶ。全身を包む熱は、痛みにすら等しい鋭さだ。半狂きよう乱らんになって、上着を脱ぎ捨てた。自然と腰が地面へ落ちる。上下しながら霞かすむ視し界かいに、男の姿すがたが映り込む。

　環たまきから興きよう味みを失ったように、視線を彷徨さまよわせる男。彼方かなたで発火する住宅。

　視認──発火。およそ関係のない二つの事じ象しよう。それらが接続コネクトされているのだ。動どう悸きに叩たたかれる脳のう味み噌そで、理解する。〝正夢コネクト〟。この世界に不具合バグのように芽め生ばえた、異質の法ほう則そく。

「見るな見るな見るなみるなみるなみるるるるるるるなるなるななな」

　ぬるりと湿った声を発し続ける男。そこだけが別の生き物のように蠢うごめく瞳ひとみが、再び自分へ焦しよう点てんを結んだ時のことを、環たまきは想そう像ぞうする。瞬またたく間に燃え上がる自分の姿すがたを。男の視線がゆっくりと動く。その動く先が自分であることを、頭のやけに冷えた一部が認にん識しきしていた。

　息すらできない緊きん張ちようの中、環たまきの視し界かいが赤く染まっていく。それはそう、男の視線が放つ赤しやく銅どう色いろと、ひどくよく似た色合いで──

　死の色だ、と思った。死を直前にした脳のうから滲にじみ出した、恐きよう怖ふと後こう悔かいの色。それが視し界かいを満たしているのだと。走そう馬ま灯とうじみた景色けしきすら、一いつ瞬しゆん視し界かいを過よぎった気がしたのだ。

　しかし、そうではなかった。

　色が消えた瞬しゆん間かん、火が点ついたのは──環たまきではなく男の入院着だった。

「なるなるななななるるななるるるなあああああ！」

　叫びへと変わる呻うめき。全身を炎ほのおに包まれながら、男は踊る。何かの玩具おもちやのようだった。街がい路ろ樹じゆや建築物に次々と火ひ種だねを注そそぐ視線は、しかし再び環たまきを向くことだけはなかった。男が地に伏せる。どこかから銃じゆう声せいが響ひびいたような気がした。

　一体何が起こったのか、環たまきにはわからない。

　混乱する思し考こうの中、とりあえず立ち上がる。動かなくなった男へ歩み寄ろうとしたところで、環たまきは反射的に足を止めた。不ふ意いに、鋭い耳鳴りのような音が鼓こ膜まくを揺さぶったからだ。遙はるか遠くの空へ、視線は吸い込まれる。どうやら音はそちらから聞こえてくるようだった。

　そうして、環たまきは見る。

　まるで空が罅ひび割われるかの如ごとく、見る間にそれが広がっていく様を。

　それは、純じゆん粋すいな暗黒だった。夜の闇やみの中でも明らかに異質な黒。天を縁ふち取どる閃せん光こうでも照らすことのできない本当の闇が、地上から天へ向け、枝分かれしつつ伸びていくのだ。

　やがて耳をつんざく音が弱まり、暗黒はその成長を止める。視し界かいの中のどんな建築物よりも大きく空に居座るそれを啞あ然ぜんと見つめる環たまきの耳に届いたのは、落ち着いたアルトだった。

「やれやれだ」

　再び視線を前方へ戻す。ほんの少し前までは男が地に伏せていたはずの路面に今、一人の少女が立っていた。皺しわ一つない白はく衣いに身を包んだ、小こ柄がらな少女だ。双そう眸ぼうはかたく閉じられている。艶つやのあるショートヘアを僅わずかに揺らしながら、少女は溜ため息いきを一つ吐つく。

「随ずい分ぶんと、歪ゆがんでしまったなあ。織り込み済みのリスクとはいえ──まあ、良い。ぼくは目的を果たした」

　何な故ぜだろう、どこかに違い和わを感じる立ち姿すがただ──混乱の中そんなことを思う環たまきへ向け、少女は続ける。小ぶりな瞼まぶたは、あくまでかたく閉じられたままだった。

「この世界は、これからずっとこんなものだよ。新たな法則ルールが形作る、新たな秩序ルールの誕生だ。そこで人はどう生きるだろう。ヒトはどんな答えを出すんだろうか」

　少女の立ち姿すがたに感じた違い和わの正体に、環たまきは気付く。辺りを包む炎ほのおの赤色に対して、少女の白はく衣いは、そして陶とう磁じ器きのような肌はだは、一切の赤みを帯びていないのだ。

「君が見てくれ。ぼくの代わりに。ぼくが与えた、その瞳ひとみで」

　そう笑って、少女の姿すがたは搔き消える。まるで立体映えい像ぞうのように。少女が消えた後には、半なかば炭化した男の身体からだが残されていた。男が上げる濁にごった煙の向こうから、こちらへ歩み寄ってくる人ひと影かげがあった。

　一人の男と、一人の女だ。

　男の方は壮年で、ぴんと伸びた背せ筋すじが年ねん齢れいを感じさせない精せい気きを発散している。女は若く、黒くろ髪かみのポニーテールだった。女の右手には拳けん銃じゆうがある。拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうから微かすかに洩もれる硝しよう煙えんに、環たまきは先せん刻こく耳にした銃じゆう声せいを思い出す。今は炭と化した男が地に伏せた瞬しゆん間かんの音おん響きようを。

「そうだな、さしあたっては彼らに加わると良い」

　耳元でアルトが響ひびいた。先さき程ほど消えたはずの少女の声だった。

　鼓こ動どうが鼓こ膜まくを叩たたく。全身が汗あせで濡ぬれている。空はネオンじみた色彩に満ちている。遠くに聳そびえる暗黒は、天へと繫つながる梯子はしごのようだ。歩み寄ってくる人ひと影かげの表情は読めない。何が起こっているかわからなかった。けれど、何かが起こっていることだけはわかった。

　忘れられない夜。

　全ての始まりの、それは夜だ。




「彼らこそは、新たな秩序ルールを司つかさどる天てん秤びんだ」




　千歳ちとせ環たまきの人生は、きっとここから始まったのだ。
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　夢を見ていた。今から遡さかのぼること三年前の夜の記き憶おくだ。

　自分が今の仕事に身を投じることとなった、その切っ掛けの夜。夢に見たのは久しぶりだった。どこか薄ぼんやりとした輪りん郭かくを伴って視し界かいに戻ってきた、ありふれた教室の風景。それを撫なでるように眺ながめながら、千歳ちとせ環たまきは浅く息を吐く。

「えー、だからつまり、現在の世界情勢は、悪夢の日ミラージユ・デイにおける各国の対応と、その事後処しよ理りによって構こう築ちくされた面が大きいと……」

　午後の柔らかな日差しに教室が浸ひたされる中、教師の声が前方から流れてくる。現代社会の時間だった。まだ誰だれの記き憶おくにも乾きかけの瘡かさ蓋ぶたのように残っていて、歴史になるにはあまりに早すぎる──そういった出来事についての話。そんな話を聞いていれば、夢見が悪くなるのも必然というものだった。

　かつかつか、と硬質な音をたて、黒板に文字が記されていく。教師の袖そでを染めていく白色の粉こなを眺ながめながら、環たまきは自分のポケットの中に入っている端たん末まつと、眼前の光こう景けいとの矛む盾じゆんについて考えた。端たん末まつさえあれば大たい抵ていのことはできるような世の中で、あえて板に粉こなを擦なすり付ける意味について。

　そこで、ポケットに振動を感じた。眉まゆ根ねを寄せつつ、机の陰で端たん末まつを取り出す。メッセージの受信。学校の授業中にも関わらず環たまきにメッセージを送ってくる人間など、彼の知り合いには一人しかいない。果たして、送り主は環たまきが予想した通りの相手だった。

「先生」

　無む造ぞう作さに右手を挙げる。教師の話が途と切ぎれるのを待って、ゆっくりとその言葉を口にした。

「仕事が入ったんで」

　ああ、と教師が頷うなずく。やりとりはそれだけだった。この教室で何十回と繰り返された結果、最低限の要素だけが残されたやりとりだ。

　手早く荷物を纏まとめて席を立つ。教室を横切る際に、教室中の視線が自分へ注そそがれていることに気付く。ただの視線ではない。好こう奇きと恐きよう怖ふが、複雑に入り交じった視線。それを浴びながら、環たまきは口元だけで薄く笑う。この視線には慣れていた。

　纏まとわりつく視線を断ち切るように、廊下に出て教室のドアを閉める。そのまま足早に昇しよう降こう口ぐちへ向かい、午後の日差しの中へ身を投じる。校門の前には、既すでに見慣れた車が停とまっていた。

　黒い、滑なめらかな輪りん郭かくの乗用車だ。側面には、小さく銀色の紋章エンブレムが刻まれている。数字の七で天てん秤びんを象かたどった特とく徴ちよう的なフォルム。それを一いち瞥べつしてから、環たまきは助手席の窓を覗のぞき込む。少し意い外がいそうな表情を浮かべた後、彼は後部座席のドアを開けた。

「遅い」

　後部座席に乗り込んだ環たまきに、涼やかな声が投げられる。運転席に座る女の声だった。年ねん齢れいは、二十代の半なかばといったところだろう。黒いコートを身に纏まとい、環たまきの方は見向きもしない。頭の後ろで結ばれた黒くろ髪かみが、静かに揺れていた。
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　バックミラー越しに見える女の無感動な表情が、つい先せん刻こくの夢と重なる。色とりどりに瞬またたく夜空の下、拳けん銃じゆうを右手に歩み寄ってきたその姿すがた。

「勘かん弁べんしてくれよ、悠ゆう理り。授業中だったんだ」

　女──境さかい悠ゆう理りは、ゆっくりと車を発進させる。にしても、と環たまきは言葉を続ける。日常そのものの口く調ちようだった。

「スコットまで来てるってのは、驚いたな」

「驚いているのは、俺おれも同じさ」

　今度は助手席から声が響ひびいた。金きん髪ぱつの男だ。スーツの上から、悠ゆう理りと同じ黒いコートを羽は織おっている。サングラスを載のせた鼻の佇たたずまいは、男が異国の血ち筋すじであることを隠かくそうともしていない。

「本部で仮眠していたら、ユーリに捕つかまっちまった。折せつ角かく、久方ぶりに眠気ってやつとおさらばできるはずだったのに、だ」

　男──スコット・ベックマンは、大おお袈げ裟さに肩を竦すくめる。その動作はひどく窮きゆう屈くつそうで、座りながらにして彼が長身であることを声こわ高だかに主張していた。

「そいつは気の毒どくに。で、わざわざスコットの安眠を妨さまたげてまで連れてきたってことは」

「ま、そうだな」環たまきの方を振り返って、スコットは笑う。「それだけのケースだ、ってことだ」

　そこで、悠ゆう理りはバックミラー越しに環たまきを睨にらむ。

「メッセージに資料を添てん付ぷしたはずだがな」

「え？　まじで？」慌あわてて端たん末まつを取り出す環たまき。「全然気付かなかった……」

　環たまきが端たん末まつを操そう作さするのを待たず、スコットが流りゆう暢ちような日本語で言った。

「病院が襲しゆう撃げきされた。人ひと質じちもとられている。状況から判はん断だんして、犯人は十じつ中ちゆう八はつ九く──」

「〝覚醒者コネクター〟だ」

　悠ゆう理りから洩もらされたその単たん語ごが、冷たく車内に響ひびく。

「……戦せん闘とうには、なりそう？」

　環たまきの問いに対する悠ゆう理りの返答は、簡かん潔けつな一言だ。

「おそらくはな」

「そっか」そこで、環たまきは溜ため息いきを一つ。「……苦にが手てだなあ」

　ひどく小さな呟つぶやき。これから従事する仕事に対する、偽いつわりのない本ほん音ねだった。それでも彼は車から降りようとはしない。端たん末まつを操そう作さしながら彼が見上げるのは、フロントガラスの向こう、速やかに流れていく景色けしきの奥に聳そびえる黒色だった。

　歪いびつに枝分かれしながら天へと伸びる、異質で巨きよ大だいな暗黒。

〝樹ツリー〟──この世界を決定的に歪ゆがませた大災さい害がい、悪夢の日ミラージユ・デイの、いっとう大きな爪つめ痕あと。

「本当に、苦にが手てだ」

　誰だれにともなく再び呟つぶやきながら、環たまきは端たん末まつへと視線を落とす。それを合あい図ずとしたかのように、自動車は一ひと際きわ大きな加速を見せた。




　　　　　＊




　特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシー。

　数え切れないほどの個人と、その総体である世界の運うん命めいを根本から歪ゆがませたその病が産うぶ声ごえを上げたのは、今から八年前のことだ。

　その症状は、その名の通りに、突とつ発ぱつ的に発生する深い睡すい眠みん状態に始まる。睡眠発作症ナルコレプシー──従来の世界において既すでに知られていた病気と同じように、発はつ症しよう者は何の自覚もないまま、ある日突然に睡すい眠みん状態に陥るのだ。しかしてその眠りは通常の睡すい眠みんではなく、一種の仮か死し状態のようなものだった。睡すい眠みん中の患かん者じやは一切歳としをとることはなく、新しん陳ちん代たい謝しやすら行わない。まるで患かん者じやの時間そのものが止まったかの如ごときその眠りこそが、この病が特異性ストレンジと呼ばれる所以ゆえんだった。

　睡すい眠みんの持続期間は、症例によって異なる。平均をとれば数ヶ月程度となるが、僅わずか数時間で目覚める患かん者じやもいれば、数年にわたり眠り続ける患かん者じやも存在した。睡すい眠みん時間と個々の症例との因いん果が関係は、現在のところ見つかっていない。症例の多さとは裏腹に、特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシーは患かん者じやの肉体に手がかりが乏しく、そのメカニズムについては発生から八年が経たった今も一向に明かされていないのが現状だった。

　かろうじて、各患かん者じやが眠りに落ちた時の状況から、どうやら過度な感情の高まり──それのもたらす精神的負荷が発症の引き金であるらしいことが、推すい測そくされているのみである。紛まごうことなき奇き病びようだった。あらゆる情報が、その病がこれまで知られているものとは異質な何かであることを示し唆さしていた。現に医師の中には、頑かたくなにこの病を「病気」であると呼称したがらない派は閥ばつさえ、少なからず存在したのである。

　しかしいかな奇き病びようといえど、それだけであったならば、世界を歪ゆがませることはなかっただろう。多くの人間を悲しませながらも、世界の一部として軋きしみながら回る歯車でしかなかったはずだ。この病を、個人の病から世界にとっての病にまで昇しよう華かさせたのは、ある後遺症だった。

　特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシーは、患かん者じやが覚かく醒せいしたその後にこそ、いっとう凶きよう悪あくな特異性を発はつ揮きしたのである。

〝正夢コネクト〟──それこそが、後こう遺い症しようの名だった。

　特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシーの眠りから覚めた患かん者じやは、例外なくその身に異質の法則を宿していたのだ。

　例えばある患かん者じやは、覚かく醒せいした後、視し界かいの中で焦しよう点てんを合わせた全てのものが燃え上がるようになった。

　またある患かん者じやは、己おのれが楽器で奏かなでた音が、悉ことごとく光に変換されるようになった。

【視認】と【発火】、【演奏】と【発光】──本来関係のないはずの事じ象しようの接続コネクト。既き存そんの物理法ほう則そくでは説明することの叶かなわない、異質の法ほう則そく。それが一人の患かん者じやに一つずつ、後こう遺い症しようとして残されるのである。まるで眠りの中で見た夢から、その一部を持ち帰ってきたかのように。

　それぞれの患かん者じやの得る〝正夢コネクト〟の症状は、患かん者じやごとに異なった。しかし症例が積み重なるにつれ、それらの症状にはある傾向があることが明らかになる。そしてその傾向を理解したとき、人はこの病の本当の異質さを知ったのだった。

　身に宿った法ほう則そく、〝正夢コネクト〟が発動する度たびに、患かん者じやたちは例外なく過去の情景フラツシユバツクを目にしていた。特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシーに罹り患かんした原因である精神的負ふ荷かが生じた、その瞬しゆん間かんの情景だ。そして鍵かぎは、そのフラッシュバックによって示された情景、眠りについた切っ掛けにこそあったのだ。

　視線でものを燃やす男は、長年にわたる汚お職しよくの証しよう拠こを眼前に突きつけられながら眠りについた。糸が切れたように意い識しきを失う直前まで、彼は同どう僚りように羽は交がい締じめにされながら、見るな、燃やせ、燃やせと口にしていたという。

　音を光に変える女は、不ふ遇ぐうなヴァイオリニストだった。最上の音を奏かなで続ける自分に、一向に当たらないスポットライト。暗い客席から見上げる眩まばゆいステージ。狂おしいほどの渇かつ望ぼうが、彼女を眠りへと誘いざなった。




　特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシーは──

　人の心を追い詰める強い感情を、法則に変える病なのだ。




〝正夢コネクト〟は、そしてそれを持つ患かん者じや〝覚醒者コネクター〟は、瞬またたく間に世界を変えた。それまでの世界においては考こう慮りよすらされなかった異質が、社会の内側に間かん断だんなく発生し続けるのだ。〝覚醒者コネクター〟が増えるごとに、社会の構こう造ぞうは、秩ちつ序じよは、急速に姿すがたを変えていき──

　そうして変質した世界に、千歳ちとせ環たまきは生きている。

　人の感情が世界を歪ゆがめ、従える世界。

　環たまきの眼めに今日きようも映るのは、そんな世界だった。
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　黒色の乗用車が滑り込んだのは、科しな出で市の郊こう外がいの病院だった。小高い丘をのぼり、住宅街の狭い道を縫ぬうように進んだ先。不自然に開けた広大な敷しき地ちに、それはある。

　科しな出で大学付ふ属ぞく病院。

　色の深い森林に囲まれた病院の駐ちゆう車しや場じようには、本来ならば最新の医い療りよう機き器きと万全の医い療りよう技術に縋すがる人々の車が、整然と並んでいるはずだった。しかしその空間は、現在は喧けん噪そうと混乱に満たされている。白線で区切られた駐ちゆう車しやスペースを埋めるのは、夥おびただしい数の警察車両だ。

　隙すきのない制せい服ふくに身を包んだ警官たちが、通信端たん末まつを片手に何事かを喚わめきつつ、車両の間を往復している。車両はどうやらバリケードの役割も果たしているらしく、彼らは一様に、病院の正面玄げん関かんと自分との間に車両を挟むよう意い識しきしているようだった。

　そんな中でただ一人、車両の側面に背を預け、真まっ直すぐに正面玄げん関かんを見み据すえる男が居た。火の点ついた煙草たばこを唇くちびるに挟みつつ、うんざりしたような目つきで病びよう棟とうを見上げている。草臥くたびれたスーツに同じく草臥くたびれたコートという出いで立たちは、男が他の警官たちとは異なる立場の人間であることを端たん的てきに示していた。

「ったく」

　ポケットに両手を入れたまま、男は唇くちびるだけで煙草たばこを揺らす。ぽとり、と一ひと塊かたまりの灰はいが地面に落ちた。

「好き放ほう題だいやりやがって」

　男の言葉はそれが呟つぶやきであることに加え、煙草たばこを啣くわえたまま発されたものであったため、周囲に届くことはなかった。小走りで男へ近寄ってきた警官も、男の言葉に気付くこともなく、警けい部ぶ、と几き帳ちよう面めんな声を上げるのみだ。

「到とう着ちやくしました。Seventhセブンスです」

　続けて警官が発した言葉に、おうと応じ、警けい部ぶと呼ばれた男は視線を病びよう棟とうから逸そらす。駐ちゆう車しや場じようの入口付近へ目を向ければ、今まさに黒色の車体から三つの人ひと影かげが現れたところだった。

　警けい部ぶは煙草たばこを一吸いすると、背を預けていた警察車両から離れ、三つの人ひと影かげへ足を踏み出す。そんな警けい部ぶに気付いていたのだろう、人ひと影かげの方も真まっ直すぐ警けい部ぶへ向け歩み寄ってきた。彼らが一様に羽は織おったコートの黒色が、青色を基き調ちようとした警官たちの中、異い様ような存在感を放っている。そんなことを思いつつ、勿もち論ろんそれは人のことを言えたものではないことを警けい部ぶは知っている。

　右う往おう左さ往おうする警官の中で、警けい部ぶと三人は対面する。最初に口を開いたのは警けい部ぶだった。

「久しぶり……って訳わけでもねえな。残念ながら」

　応こたえたのは、三つの人ひと影かげのうち最さい後こう尾びを歩んできた少年──千歳ちとせ環たまきだ。

「ほんと。言ってみたいもんだね、その挨あい拶さつ。一度でいいからさ」

　高校のものと思われる学生服の上に、黒いコートを羽は織おっている。その様がひどくアンバランスだった。

　肩を竦すくめる環たまきを視線で窘たしなめてから、三人の先せん頭とうに立つ境さかい悠ゆう理りが、コートの懐ふところからカード状の身分証明ライセンスを取り出す。それを警けい部ぶに示しつつ、畏かしこまった口く調ちようで言った。

「特級傷しよう病びよう患かん者じや管理機き構こう、Seventhセブンスの境さかい悠ゆう理り、以下三名です。県警からの要よう請せいにより参上しました」

　ライセンスに印しるされた銀色の紋章エンブレムを無感動に眺ながめつつ、警けい部ぶはひらひらと手を振る。鯱しやちほこ張ばったやりとりなどうんざりだ、と仕し草ぐさで表現していた。彼としては不本意なことだったが、眼前にいる三人は、彼にとって既すでに知らない仲ではないのだ。

「状況は把は握あくしている」三人のうちもっとも長身の男、スコット・ベックマンが言う。「この病院は、一人の人間により襲しゆう撃げきされた。そいつは医師や看かん護ご師し、患かん者じやを手当たり次第に殺害した後、十数人の人ひと質じちをとり今は病びよう棟とう内部に立て籠こもっている。間違いは？」

「無い」

　スコットだけではなく、その場の全員に聞かせるように、警けい部ぶは続ける。

「悪いことに野や郎ろう、人ひと質じちを大事にする気はさらさら無いらしい。ついさっき、処しよ刑けいをネット中ちゆう継けいしようとしやがった。むしろそれが目的なんだろうな。そういうのは、お前らの方が詳しいだろう」

「中ちゆう継けい……マジで？」引き攣つった表情で、環たまきが呻うめく。「で、その中ちゆう継けいは……」

「当然、すぐに切った」それでも一人やられたが、と苦にが々にがしげに吐き捨ててから、警けい部ぶは続けた。「そこから連れん中ちゆうの所しよ属ぞくも割れてる。中ちゆう継けいに奴やつらの紋章エンブレムが入ってたからな。焰の魂アイアン・ソールだ」

　その単たん語ごを耳にした三人の表情が、僅わずかに変化する。

　焰の魂アイアン・ソール──それは、この世界に数多く存在する〝覚醒者コネクター〟組そ織しきの中でも、いっとう危険な集団の名だった。〝覚醒者コネクター〟を人類の上位存在と捉とらえる宗しゆう教きよう組そ織しき。一般市民に対する彼らの救済は、いつだって多くの屍しかばねの上に行われるのだ。

　三人が見せた反応に気付きつつも、警けい部ぶは構わずに言葉を継いだ。

「今は、中ちゆう継けいの復活を要求している。中がどうなってるかはわからねえ。監かん視しによると動きはありそうにないって話だが、確証はな」

　ライセンスを懐ふところに仕し舞まいながら、悠ゆう理りは口を開く。

「おそらく監かん視しは正しい。処しよ刑けいが目的ではなく、その中ちゆう継けいが目的だろうからな。密室で殺すことに意味はない。奴らなら、そう判はん断だんするはずだ」

　ところで、と悠ゆう理りは警けい部ぶを真まっ直すぐに見み据すえた。

「その処しよ刑けいとやら、どのような方法で行われた？」

　予期していた質問だったのだろう、警けい部ぶの返答は事前に用意したようなそれだった。

「野や郎ろう、人ひと質じちの肩に手を置いた。その瞬しゆん間かんに人ひと質じちの肩が光って、崩れ落ちやがったんだ」

　僅わずかな沈ちん黙もく。悠ゆう理りは左手首の時計を確かく認にんする。小ぶりの文字盤ばんへ話しかけるように、はっきりと宣せん言げんした。

「今この時、一三五八時より、この現場の指し揮き権は私たちへ委い譲じようされます。相手は〝覚醒者コネクター〟。餅もちは餅もち屋や──ここからは、私たちの領分だ」

　異い論ろんはないか、と視線で問う悠ゆう理りへ向け、肩を竦すくめて応じる警けい部ぶ。健けん闘とうを祈るよ、とつけ加えるように言った。偽いつわらざる本ほん音ねだった。

「俺おれたちだって、〝覚醒者コネクター〟を向こうに回すのなんざ御ご免めんだからな」

　頷うなずいて、悠ゆう理りは足を踏み出した。警けい部ぶとすれ違うようにして病院の正面玄げん関かんへ進む悠ゆう理りに、環たまきとスコットが続いた。緩かん慢まんな動作で振り返った警けい部ぶの視し界かいには、黒い三つの背中が映る。

　すっかり変わってしまった世界の秩ちつ序じよを守る天秤バランサー。使命感と不ふ穏おんさを併あわせ持った、その背中。

「あれが……Seventhセブンスの捜そう査さ官かんですか」

　いつの間にか近寄ってきていたのか、警けい部ぶの傍かたわらにて一人の警官が呟つぶやいた。おそらくは新人なのだろう、若々しいその声は微かすかに震えているようだった。

「〝覚醒者コネクター〟と戦う〝覚醒者コネクター〟……僕らの……」

「味み方かただよ」啣くわえていた煙草たばこを地面へ捨て、踏みにじりながら、警けい部ぶは言葉を継ぐ。「今のところは、な」

　肺はいに残っていた最後の煙を吐き出し、天を仰ぐ。吐き出された煙は僅わずかな間だけ光を遮さえぎって、やがて消えた。




　Seventhセブンス──それは、異質な法ほう則そくをもって世に仇あだなす者たちに対応する、同じく異質な人間の集団。この世界で唯ゆい一いつの、〝覚醒者コネクター〟に関する処しよ理り機き関かんの名だった。
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「……やっぱり、こうなるんだよなあ」

　科しな出で大学付ふ属ぞく病院の廊下を静かに、だが素早く駆かけながら、千歳ちとせ環たまきは小さな呟つぶやきを洩もらす。僅わずかに目を伏せた後に再び前を向くと、自分の数歩先を進む境さかい悠ゆう理りが冷ややかにこちらを見ていた。

　目鼻立ちのはっきりとした、端たん整せいな顔立ち。目つきさえもう少し柔らかければ、さぞかし人好きもするだろうに、と環たまきは場違いなことを思う。

「いや、何でもないよ。何でもない」

　取り繕つくろうように笑う環たまき。だが、悠ゆう理りは環たまきの零こぼした言葉の意味を正確に理解していた。

「スコットの〝正夢コネクト〟──〈身体間隔フイールズ〉は、索さく敵てきおよび探知に特化している。あれは探知機レーダーだ。その仕事に専念して貰もらう」

『そういうことだ』

　耳元に装そう着ちやくしたマイク一体型の骨こつ伝でん導どうイヤホンから、おそらくは病院の中庭に居るだろうスコット・ベックマンの声が響ひびく。陽気な響ひびきは流りゆう暢ちような日本語でありながら、どこか母国の訛なまりを残している。

『フィールドの全てを感覚するには、それに相応ふさわしい立ち位置ってのがある。今回は、それがたまたま安全地帯だったというだけのことだ。わユかーるノかウ？』

「そりゃあ、わかってはいるけどさ」内心がばれているのならば、取り繕つくろう意味はない。心なし唇くちびるを尖とがらせて環たまきは言う。「そんなこと言って、一いつ緒しよに仕事をするとあんたはいっつも戦わないじゃんか。そんで、命を懸かけるのはこっちの仕事なんだよな」

『俺おれだって、そうすべきなら命を懸かけもするさ。共にチームを組むことがあれば、お前さんだって目にする時がくる』

「だったら、早いとこうちのチームに入ってくれよ。いつも言ってるじゃんか」

『悪いが、俺おれには俺おれのチームがある』

　これもいつも言っているな、とスコットが笑う。その物言いには不ふ思し議ぎと嫌いや味みがなく、それは男の持つ希け有うな資質の一つだった。

「戦せん闘とうが御ご免めんだというのなら、事務方かたにでも回ればいい」悠ゆう理りの声こわ色いろに、軽けい蔑べつの色は含まれていない。平静で硬質。どこまでも公平な、それは言葉だ。「Seventhセブンスはお前に戦せん闘とうを強制しない。これは、お前が自分自身で選んだ道だ。違うか？」

「そりゃあ、そうだけどさ」

　そこで、環たまきは気まずそうに目を逸そらす。言葉を継ごうと僅わずかに逡しゆん巡じゆんしてから、苦にが手てなんだよ、とだけ呟つぶやいた。駆かけ抜ける廊下には人ひと気けはなく、声は低くともよく通る。だから環たまきの呟つぶやきに対して悠ゆう理りが返した沈ちん黙もくも、一ひと際きわ存在感を増して空間を満たした。

『逃げ遅れはいないようだな。十数人、ベッドに寝たままの患かん者じやがいるが、これはおそらくSWS患かん者じやだ』

　スノウＳホワイトＷ・シンドロームＳ──それは、特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシーの俗ぞく称しようだ。いつ覚めるとも知れない眠りにつく患かん者じやの姿すがたに、いつしかマスメディアが用いるようになった呼称だった。

　SWSを患わずらった人間は、その時が来るまでは何をされたところで起きることはない。この非常事じ態たいにも、避ひ難なんすることができていないのは必然だった。

　足音を最小限に抑えつつ、病院の階段を駆かけ上がる。病びよう棟とう内の構こう造ぞうについては、ここへ来るまでの間に頭に叩たたき込んであった。二階に上がると、一階と全く代わり映えのしない景色けしきが目に飛び込んでくる。

『で、だ。肝かん心じんの奴やつこさんだが、Ｂ棟とう二階のホールから動いていない』

　スコットの言葉に、悠ゆう理りが呟つぶやきを返す。

「人ひと質じちと一いつ緒しよにいる、ということだな」

　そのやりとりを聞きながら、環たまきは脳のう裏りに先せん刻こく憶おぼえたばかりの地図を思い浮かべる。Ｂ棟とうのホールに行くには、ここからならば渡り廊下を通るのが最短であったはずだ。そちらの方向へ足を向けようとしたのとほぼ同時に、耳元でスコットの声が響ひびく。

『ああ、そっちじゃない。渡り廊下は通るな』

「……どうして？」

　環たまきの問いに答えるスコットの声には、一切の迷いがない。

『死体がごろごろ転がっている。足の踏み場もない、ってやつだ』

　ああ成なる程ほど、とうんざりした呟つぶやきを洩もらし、環たまきは足を止める。スコットの言葉を疑うことはしなかった。己おのれの感覚を拡張する〝正夢コネクト〟を持つ男。彼の知覚に間違いは無い。

『そこの病室を抜けろ。エレベータ前から回り込める』

　環たまきと悠ゆう理りは、迷うことなくすぐそばの病室へ駆かけ入る。この病院の病室は、その多くがドアを持っていない。二本の通路に挟まれた病室は、通路さながらに駆かけ抜けることが可能だった。

　そのまま病室を抜け、反対側の廊下に出る。再び味あじ気けない風景が背後に流れていく中、環たまきは悠ゆう理りに問う。強しいて雑談じみた口く調ちようだった。

「向こうの〝正夢コネクト〟、どんなんだと思う？　条件トリガーと結果エフエクトは」

〝覚醒者コネクター〟と呼ばれる者たちに与えられた、異質の法ほう則そく。一人につき一つ──それぞれに全く異なる特とく徴ちようを持つそれは、その性質を主に二つの要素で表すことが可能だった。条件トリガーと結果エフエクト──従来の物理法ほう則そくに支配された世界においては、関わるはずのなかった二つの事じ象しよう。それらを接続することを、〝正夢コネクト〟は可能とするのだ。

　僅わずかにも悩むことなく、悠ゆう理りは口を開く。

「予断は危険だ。結果エフエクトについては何とも言えない。しかし──おそらく、条件トリガーは【接触】だ」

　手がかりとなるのは、先せん刻こくの警けい部ぶの証しよう言げん。生中ちゆう継けいされたという人ひと質じちの処しよ刑けいの様よう子すだ。肩に手を置かれただけで、人間の身体からだが崩くずれ落ちたのだという。ならばその証しよう言げんから判はん断だんできることは、もう一つ。悠ゆう理りが滑なめらかに言葉を継いだ。

「そしてその〝正夢コネクト〟は、人体にも適用される」

「あんたの〈原罪判決バースデイ〉と違って、か」

「そうだ。今回の相手とは、決して接せつ触しよくするな」

　中心にラインの引かれた廊下は、曲がれど曲がれど取り立てた変化はなく、進むほどに距きよ離り感を麻ま痺ひさせていく。やがて時間の感覚も怪しくなった頃ころ、耳元で特とく徴ちよう的な訛なまりが響ひびいた。

『次の角を右、でホールだな。向こうもこちらに気付いている。不ふ意い打うちはできんぞ』

　了りよう解かい、と悠ゆう理り。角に到とう着ちやくすると、そこを曲がる直前で立ち止まる。一いつ瞬しゆんの後に追いついた環たまきへ向け、唇くちびるだけを動かした。

「人ひと質じちがいる時のパターンは、わかるな？」

「質問、っていうか確かく認にん？　があるんだけど」

「何だ？」

「一時的にでも、向こうの要求を吞のむ準備は？」

「無い」

　環たまきが何かを言う前に、悠ゆう理りは角を曲がる。数秒前とはうって変わった粗そ雑ざつな歩みだ。見る者を全く警けい戒かいさせない杜ず撰さんな足取り。

　溜ため息いきを一つ吐ついてから、環たまきも後を追う。視し界かいに飛び込んできたのは、高い天てん井じようを持つ開放的な空間だった。四機のエレベータを抱えた休きゆう憩けいスペースから、透とう明めいなドアを挟んだその先。普段ならば穏おだやかな活気に包まれているだろう二階ホール。

　沈ちん黙もくに満たされたホールの床は、伏せた人間で埋まっている。限界に達した緊きん張ちようを湛たたえた表情でこちらを見る人ひと質じちたちの中、唯ゆい一いつその場に屹きつ立りつする人ひと影かげは、環たまきの想そう像ぞうよりもずっと華きや奢しやなそれだった。




「……んー、あー、こういう時って何を言やーいいんだ？」




　環たまきたちの出現に些いささかの驚きも表さず、相手は笑った。この科しな出で大学付ふ属ぞく病院を襲しゆう撃げきし、多くの人間を殺さつ傷しよう、その後に人ひと質じちをとり立てこもった犯人。年ねん齢れいは二十代の半なかばだろうか、環たまきよりも頭一つぶんほど背は高い。全体的にラフな衣服は、実際の身体からだよりもかなり大きなサイズなのだろう。全身のあちこちで布がだらしくなくたるんでいた。

「んー、じゃあとりあえず、『待ってたぜ』」

　力の抜けたような仕し草ぐさで、相手がこちらを指で差す。広い襟えり口くちから左の肩が大きく覗のぞいた。

　まるで何かを口に含んでいるような、奇き妙みような話し方だな──環たまきはそんなことを考える。緊きん張ちよう感のせいか、やけに空気が粉こなっぽく感じられた。

「で、『動くな』。『武ぶ器きを床に捨てろ』と、『さもないと人ひと質じちの命は』ってやつだ」

　その言葉と同時に、男の足が傍かたわらに伏していた人間の手を小こ突づく。おそらくは人ひと質じちの一人だろう、顔を上げたのは長ちよう髪はつで整った顔の男だった。身に纏まとう白はく衣いから、医師だろうな、と環たまきは見当をつける。

　長ちよう髪はつの男の首くび筋すじに、犯人の左手が回される。ひっ、と小さな悲鳴が静せい寂じやくによく響ひびいた。手はまだ首くび筋すじに触れてはいないようだったが、それがもし触れたとき長ちよう髪はつの男がどうなるのか、悠ゆう理りと環たまきは知っていた。中ちゆう継けいされたという人ひと質じちの処しよ刑けい。その再現。

　二人の捜そう査さ官かんが、歩みを止める。

「あんたら、Seventhセブンスだろ？　流石さすがに丸腰で来るなんざ思っちゃいねーので。んー、そうだな。床に捨ててくれりゃあいいや」

　ゆっくりと、悠ゆう理りが右の懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出した。小ぶりの、いかにも携けい帯たい用といった風情ふぜいの拳けん銃じゆうだ。凹おう凸とつの少ないその側面には、流りゆう麗れいな字体で「Acedia怠惰」の文字が刻まれている。

　彼女はそれを床に置き、躊ちゆう躇ちよなく犯人へと蹴けり出した。

「オーケーオーケー。んー、で、俺おれの要求はどうなったのかな？　おねーさん、ほらさあ──」

「名前は何という？」

　男の言葉など耳に入ってはいないかの如ごとく、悠ゆう理りは静かに口を開いた。

「んー？　呉くれ遊ゆう道どう、だけど？」

「私たちは、特級傷しよう病びよう患かん者じや管理機き構こうの者だ」

　おそらくは拳けん銃じゆうとともに取り出していたのだろう、悠ゆう理りの右手には掌てのひら大のライセンスが掲かかげられていた。

　男──遊ゆう道どうの不敵なにやにや笑いが、僅わずかに強こわ張ばる。

「特級傷しよう病びよう患かん者じや管理法により、お前には今後の人生について二つの選せん択たく肢しが与えられる。一つは、特級傷しよう病びよう患かん者じや管理機き構こうの管理下にて、同機き構こうに所しよ属ぞくし、管理活動に従事するか。一つは、それを拒みここで死ぬかだ」

　ひどく事務的で、これ以上なく平静な言葉が、静せい寂じやくのホールを震わせた。

「選べ」

「……んー」遊ゆう道どうは再び笑う。先せん刻こくよりもいっそう軽けい薄はくな笑えみ。「どっちも嫌ノーだ、っつったら？」

「後者、ということだな」

　瞬しゆん間かん、悠ゆう理りは左の懐ふところに手を差し込む。そこから姿すがたを現したのは、無ぶ骨こつな黒い塊かたまりで──

　遊ゆう道どう、そして環たまきがその存在を認にん識しきするより先に、その銃じゆう口こうは遊ゆう道どうを向いていた。

　銃じゆう口こうが動きを止めるのと、悠ゆう理りが引き金に力を込めるのは、ほぼ同時だ。大口こう径けいの拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうは、流れるように光を──青い光を纏まとったかと思うと、一いつ瞬しゆんの後に火を噴ふいた。

　しかしその結果、辺りに響ひびいたのは銃じゆう声せいではなかった。

　爆発音。

「──ッ!?」

　全身に走る衝しよう撃げき。悠ゆう理りと環たまきは背後へ吹き飛ぶ。半分は爆ばく風ふうによるものだったが、もう半分は咄とつ嗟さの回かい避ひ行動だ。鋭い熱を感覚する間もなく、二人はもと来た角を曲がり、壁に背を預ける。

　身に纏まとう漆しつ黒こくのコートを大きく振り切る。身体からだを包んでいた炎ほのおが瞬またたく間に霧む散さんした。

「な、何だ？」

　咳せき込みながら呟つぶやく環たまき。悠ゆう理りは答えない。起こった現げん象しようについては、二人とも正しく理解していた──爆ばく発はつ。悠ゆう理りが発はつ砲ぽうした瞬しゆん間かんに、おそらくはその銃じゆう火かを火ひ種だねとして、爆ばく発はつが起こったのだ。

「スコット、人ひと質じちは？」

　悠ゆう理りの問いは、あくまで冷静で無む駄だがない。

『煙と残ざん響きようが邪じや魔まだが……おそらく無ぶ事じだ』

「奴やつは何をした？」

『わからん。発はつ砲ぽうの瞬しゆん間かんに怪しい動きはなかった』

「暴ぼう発はつ？」言ってから、環たまきはすぐさま自分で笑う。「無いか」

　隣となりにいる女の持つ、無ぶ骨こつな銃じゆう身しん。そこに刻まれた「Ira憤怒」の文字の、神経質なまでの美しさ。そう、境さかい悠ゆう理りという女は、己おのれの武ぶ器きの手入れには過か剰じようなまでに気を遣つかう。

　肌はだを走る火傷やけどの痛みの中、環たまきは思し考こうを巡らせ──

『後ろだ！　二人とも！』

　スコットの叫び。反射的に壁から飛び退のいた。

　宙ちゆうを舞う身体からだが、再び地面に到とう達たつするまでの刹せつ那な。身体からだごと視し界かいを回転させた環たまきの目に飛び込んできたのは──黄色い光だった。

　先せん刻こくまで背負っていた壁面が、その裏側から透すかすように、微かすかな光を発している。見み惚とれる暇いとまもなくその光の向こうから現れたのは、人間の指だ。

　障しよう子じ紙がみのごとく壁を突き抜いたその指を起き点てんとして、光は壁に広がっていく。僅わずかに明るめの黄色光。その光の正体を、環たまきは既すでに知っている。

〝残滓光レムナント〟──この世の理ことわりを外れた者たちの、その象徴しるし。〝正夢コネクト〟が発動した際に確かく認にんされる、独特な発光現げん象しようだ。

　光に包まれたそばから、コンクリートで造られたはずの壁は次々と崩くずれ落ちていく。

（砕くだけて……？）

　環たまきの思し考こうは、すぐさま認にん識しきによって否定される。光を纏まといながら床へと落下するそれらは、欠片かけらなどと呼べるような大きさでは、最も早はやない。ひどく細かい、砂よりもなお細かい無数の粒つぶ。それはそう、あえて呼ぶなら──

「粉末化──か」

　床に着ちやく地ちするのと、悠ゆう理りの警けい戒かいに満ちた呟つぶやきが聞こえるのは、ほぼ同時だった。

「んー、御ご明めい察さつ」

　粉ふん末まつと化した壁材が、光を纏まといつつ舞い上がる。その向こう、人間大に開いた穴から姿すがたを現した遊ゆう道どうは、先せん刻こくまでと全く変わらないにやにや笑いでそう言った。

「〈解塵スノウダウン〉っつうんだ。俺おれの〝正夢コネクト〟。以後よろしく」

　そのまま男は一いつ足そく飛とびに悠ゆう理りへ接近、無む造ぞう作さに腕を振るう。予測していたのだろう、その指先が身体からだに触れるより先に、悠ゆう理りは身を屈かがめて跳ちよう躍やく。環たまきを遊ゆう道どうとの間に挟む形で後退した。

　勢い余った遊ゆう道どうの掌てのひらが、壁とは反対側にある窓硝子ガラスに触れる。一いつ瞬しゆんのうちに形を失った硝子ガラスの欠片かけらが、空気中にきらきらと舞った。

「条件トリガーは【手との接せつ触しよく】。結果エフエクトは【粉ふん末まつ化】──ってこと？」

　環たまきがよく通る声を上げる。遊ゆう道どうに話しかけたのではない。背後にいるはずの悠ゆう理りと認にん識しきを共有するための言葉だった。

「案あん外がいと不ふ便べんなんだぜ？　何せ、手がまるっきり使いものにならねえ」

　雑談でもするようにそう言ったと思うと、遊ゆう道どうは両手で口元を覆おおった。一転して嗚お咽えつじみた呻うめきが上がる。

「──ッ！」

　環たまきの背後にて、遊ゆう道どうへ銃じゆう口こうを向けていた悠ゆう理りの顔色が変わる。

　瞬しゆん間かん、環たまきの身体からだが背後から引かれた。引いた張ちよう本ほん人にん──悠ゆう理りとともに、環たまきの身体からだは傍かたわらの病室へと転がり込む。悠ゆう理りが何かを投げた。再び彼女は拳けん銃じゆうを構える。銃じゆう口こうを包む青い光。発はつ砲ぽう。青色光が銃じゆう口こうを通過する弾だん丸がんへと乗り移った、その刹せつ那な。

　再び、爆ばく発はつ音が響ひびいた。







「あー、ったた……」

　病室の中では、環たまきと悠ゆう理りが、肩で息をしつつ床に膝ひざをついていた。深い溜ため息いきを環たまきは吐つく。ゆるやかに上下する視し界かいには、両の脚あしでしっかりと地面に立ち、銃じゆうを構えたままの悠ゆう理りが映っていた。

「何が起こった……んだ？」

　呟つぶやきながら、記き憶おくを探る。十数秒前にその眼めに映った光こう景けいを。自らの口元を両手で覆おおった遊ゆう道どう。呻うめきの後、彼の掌てのひらには──そう。丸い塊かたまりが載のっていたのだ。

　唾だ液えきでてらてらと光る、黒い塊かたまりが。

『爆ばく発はつだ。到とう底てい、火か薬やくや爆ばく薬やくの火力じゃないな』

　スコットの、あくまで平静な声。

『相そう当とうに引いん火か性の高い燃ねん料りようだろう。通常なら気軽には持ち運べないが、引いん火かを防ぐための処しよ理りを施ほどこせば可能だ。そしてそれは、〈解塵スノウダウン〉といったか、あの〝正夢コネクト〟にかかれば一いつ瞬しゆんでキャンセルされる。燃ねん料りようとしての性質を保ったまま粉ふん末まつ化、空気中にばら撒まく。火花の一つもあればああなるさ』

　おそらく人ひと質じちの前に環たまきたちが辿たどり着いた時にも、あの場には同様の粉ふん末まつがばら撒まかれていたのだろう。冷静な表情で悠ゆう理りは口を開く。

「あの〝正夢コネクト〟では、銃じゆうもろくに扱えない。中長距きよ離り戦せん闘とうを考えるなら、成なる程ほど理りに適かなっている。手を使えないのだから──火ひ種だねは、足にでも仕込んでいるか」

『御ご明めい察さつ。奴やつの足元から、何かが射しや出しゆつされるのを感覚した。射しや出しゆつ後数秒で火花を飛ばす類たぐいの装そう置ちだろう。作るだけなら中学生の工作レベルだ。焰の魂アイアン・ソールならば容易に用意できる』

　立ち上がりつつ、環たまきは感心する。たった数すう言ことの会話で相手の戦法を看かん破ぱしてしまう、経験に裏打ちされた同どう僚りようたちの頼もしさ。その一いつ端たんは、悠ゆう理りが今も銃じゆう口こうを向ける病室の入口にも表れていた。

　本来ドアの存在しないはずのそこを塞ふさいでいるのは、一枚のシーツだった。青い光を纏まとったシーツが、広がりたなびいた形のまま、中空に浮かんでいるのだ。〈原罪判決バースデイ〉──悠ゆう理りの持つ〝正夢コネクト〟の効果だった。

　条件トリガーは【弾だん丸がんの接せつ触しよく】、結果エフエクトは【物体の停止】。悠ゆう理りが放った銃じゆう弾だんに接せつ触しよくしたものは、その時間を完全に停止させる。それが悠ゆう理りの〝正夢コネクト〟の性質だ。生物を対たい象しようにできない点を除けば、強力無比な法ほう則そくだと言えた。

　中空に広がったシーツは、布の質感を保ちつつもぴくりとも動かず、僅わずかにもたなびかず、だから落下することもなく──悠ゆう理りによって撃うち抜かれた際の位置と形状を保ったまま、そこにあり続けている。正まさしく停止と呼ぶべき状態だった。

「……ほんと助かったよ、悠ゆう理り」

　おそらくは、シーツの向こうに居る遊ゆう道どうを警けい戒かいしているのだろう。こちらを見ない悠ゆう理りへ向け、環たまきは呟つぶやく。

「相変わらず便利だな、〈原罪判決バースデイ〉は」

「……」その言葉を聞き、悠ゆう理りは視線を環たまきへ移した。「環たまき、お前、少しは何かの役に立ったらどうなんだ」

「うわっ、矛ほこ先さきがこっちに来た」

「何の役にも立つつもりがないなら、壁になって貰もらってもいいんだぞ。足あし手で纏まといよりは幾いくらかマシだ」

「あっははは、そんな、まさか。冗じよう談だんはやめてくれよ」

　気まずそうに笑ってから、環たまきはゆっくり真顔に戻る。

「冗じよう談だん……ですよね？」

　悠ゆう理りの眼まな差ざしに、ユーモアの色は見て取れない。環たまきの身体からだがぶるりと震えた。

『勿もち論ろん、冗じよう談だんに決まっている。だろう？　ユーリ』

　助け舟のつもりなのだろう、スコットが軽い口く調ちようでそう言った。

『タマキを壁にしたところで、あの〝正夢コネクト〟の前では一いつ瞬しゆんで粉こなになって終わりだからな。役に立つとは思えない』

「そういう問題じゃねえよ」

　虚うつろな瞳ひとみで唸うなるように言ってから、環たまきは言葉を継ぐ。

「早く、次の手を打とう。あいつが人ひと質じちを始し末まつしに行ったら目もあてられない」

『安心しろ。その気け配はいはない。やはり、中ちゆう継けいの中で殺したいんだろうな』

「……ふん」視線を入口の方向へ戻しつつ、悠ゆう理りは言う。「やる気はあるんじゃないか」

「無いなんて一言も言ってないって。っていうか、まあ」そこで環たまきの脳のう裏りに浮かぶのは、つい数分前に目にした光こう景けいだ。一様に地に伏せた人々。首くび筋すじに手を当てられた男。その表情。「あんなもん、見せられたらなあ」

　助けないと──環たまきの呟つぶやきに、悠ゆう理りの眉まゆが僅わずかに動いた。

「では、何な故ぜさっきから何もしない？」

「無いのは、やる気じゃなくてストックだっていう話」

　短い沈ちん黙もく。言い訳わけするように、環たまきは再び口を開く。

「昨日きのう使ったのが最後。勿もち論ろん、さっき視たやつはあるけど──」

「それを頼みにあれと接近戦、というのでは、それこそ壁にすらならんか」

　銃じゆうを持っていない方の手を顎あごに当て、悠ゆう理りは続ける。

「厄やつ介かいだな。あの粉ふん末まつ燃ねん料りよう、奴やつの周辺全てにばら撒まかれていると思っていいだろう。発はつ砲ぽうは不可、か。私の〈原罪判決バースデイ〉は使えない」

「あいつの手に触れずに、あいつを行動不能にする……せめて、もう一つくらいストックがあればなあ」

『それならば、すぐに仕入れることができるだろうさ』

「え？」何かを確信したようなスコットの言葉に、環たまきは間まの抜ぬけた声を上げる。「スコット、それってどういう……」

『ユーリ、タマキ、来るぞ！』

　その一言で、場の空気が張り詰める。見れば、シーツに塞ふさがれた入口のすぐ横の壁が、うっすらと黄色い光を透すかし始めていた。

「……んー、すげえすげえ」

　見る間に粉こなと化し、崩くずれ落ちた壁の向こうから、遊ゆう道どうの愉たのしげな声が響ひびいた。

「そこの女の〝正夢コネクト〟だな？　そのシーツ、〈解塵スノウダウン〉も効かねえ。硬質化、じゃねえな。完全に時間が止まってるってこった」

　発はつ砲ぽうを警けい戒かいしているのだろう。壁に開いた穴から、遊ゆう道どうの姿すがたが覗のぞくことはない。

「条件トリガーは発はつ砲ぽう──いや、【弾だん丸がんの接せつ触しよく】。結果エフエクトは【物体の停止】って訳わけだ。良ーい〝正夢コネクト〟だ。まあ──」

　穴の向こうから、黄色い光が投げ込まれる。否いな、正確には、黄色い光を纏まとった粉ふん末まつだ。環たまきと悠ゆう理りには、その粉ふん末まつの正体がすぐにわかった。

　先せん刻こく、自分たちを脅おびやかした爆ばく発はつの元げん凶きよう──粉末燃料。

「発はつ砲ぽうできなけりゃ、何の役にも立たねえ〝正夢コネクト〟だけどな」

「──ちっ」

　悠ゆう理りの舌した打うち。今度こそ全てが粉こなと化していく壁面を見み据すえながら、環たまきは三歩ほど後ろへ下がる。空気を満たす粉ふん末まつ燃ねん料りようを吸い込まないよう気を付けつつ、どうする、と短く呟つぶやいた。同どう僚りよう二人へ向けた言葉だ。

「どうしようもねえよなあ。袋ふくろのネズミってやつだ」

　返事をしたのは遊ゆう道どうだった。環たまきと悠ゆう理りが逃げ込んだ先は、入口が一つしかない病室だ。その入口は今、空中で停止したシーツに覆おおわれている。遊ゆう道どうの言葉は客観的に正しく、数秒の後、壁を粉ふん末まつ化し終えた遊ゆう道どうが粉ふん末まつ燃ねん料りように着ちやつ火かをすれば、それで勝負はつくような状況だ。

　当然環たまきたちとて、それを吞のん気きに待っている訳わけにもいかないはずだった。だが──

『待とう』

　スコットの口から放たれたのは、予想外の一言だった。

　何をだ──環たまきの心しん中ちゆうを代弁するように、悠ゆう理りが呟つぶやく。

『すぐに仕入れることができる、と言ったろう……来るぞ』

　スコットの言葉が終わるより一いつ瞬しゆん早く、轟ごう音おんが響ひびいた。環たまきたちの側面、病室と病室を隔てる壁からである。咄とつ嗟さにそちらへ視線をやった環たまきは、驚きに目を見開く。壁には穴が開いていた。崩くずれ落ちた壁材は、粉ふん末まつ状ではない。それはただただ、物理的に砕くだかれただけの瓦が礫れきで──

　その向こうから病室へ飛び込んで来たのは、小さな人ひと影かげ。パジャマに包まれた矮わい軀くだった。

「う、おおおおおおおお!?」

　環たまきが声を上げた。そのまま直進した人ひと影かげが、轟ごう音おんとともに彼のもとへ突っ込んできたのだ。反射的に飛び退のきつつ、環たまきはその人ひと影かげの正体を見た。

　少女──だった。

　赤い艶つやのあるロングヘアーをたなびかせる、小こ柄がらな少女。年ねん齢れいは、十五歳さいといったところだろうか。未いまだ幼さの残る顔は端たん整せいで、ブラウンの瞳ひとみと相まって、まるで西洋人形のような可愛かわいらしさを醸かもし出している。もとは相当に白いだろう肌はだは、激しい運動のせいだろう、上気して微かすかに桃もも色いろに染まり──否いな。

　そこで環たまきは気付く。その桃もも色いろは、肌はだの色ではない。全身を包む淡い光のものだ。

（〝残滓光レムナント〟──！）

「わああああああああっ！」

　聞き慣れない悲鳴は、赤毛の少女のものだった。環たまきを避けようとしたのだろう、凄すさまじい速度でカーブを描きながら、少女はそのまま遊ゆう道どうが崩くずしたものと向かい合う壁へと突とつ撃げきする。

　轟ごう音おん。

　再び壁は砕くだけ、パジャマの背中はその壁の向こう側へと進んでいく。

「と、とめっ、とめてええええええ！」

　そんな叫びが、埃ほこりっぽい空気に反はん響きようした。

「……何だありゃあ」

　その言葉を洩もらしたのは、意い外がいにも環たまきや悠ゆう理りではない。粉と化し消しよう失しつした病室の壁の向こうに立つ遊ゆう道どうだった。

「お前の仲間じゃ……ないのか」

　遊ゆう道どうと少女のどちらへ視線をやるべきか迷いつつ、環たまきは呟つぶやく。迷わずに遊ゆう道どうを睨にらみつけたまま、悠ゆう理りは応こたえる。

「パジャマでテロに来るテロリストがいるか、馬ば鹿か」

『近くの病室で寝ていた患かん者じやだ。数分前にベッドから起き上がったのを感覚した』

　スコットの声は、どこまでも低く冷静だ。

『目覚めたてだ。自分の〝正夢コネクト〟を制せい御ぎよできていない。〝正夢コネクト〟の内容はおそらく──』

「身しん体たい強化、だな」悠ゆう理りが言葉を継ぐ。「確かに予言の通りだ。スコット」

　それを聞いた環たまきの脳のう裏りに、先せん刻こくのスコットの言葉が巡る。

　──『すぐに仕入れることができるだろうさ』

　スコットの予言。今まさに眼前で起きた現げん象しようの、その意味。

「悠ゆう理り！」

　気が付けば、環たまきは叫んでいた。

「あの娘こを頼んだ！　悠ゆう理りなら保ほ護ごできるだろ！」

「了りよう解かい」

　環たまきはどうするのか、と悠ゆう理りは訊きかなかった。一切振り返ることなく踵きびすを返し、彼女は少女の背を追って駆かけ出す。

「おいおい、何してんの？」

　遊ゆう道どうの呟つぶやき。環たまきは咄とつ嗟さに後ろへ跳ぶ。環たまきの鼻先数センチ先で、遊ゆう道どうの手が空くうを切った。

「俺おれを無視してくれてんじゃねえよ。寂しいじゃねえの」

「無視なんか、してないさ」遊ゆう道どうを真まっ直すぐに見み据すえて、環たまきは笑う。「あんたの相手は、僕がたっぷりしてやるよ」

「悪いが、ガキと遊ぶ趣しゆ味みはないんでね。仕事も増えたことだし、お前とはさっさとお別れだ」

　あれは是ぜ非ひとも欲しい──そう笑う遊ゆう道どうの足元、鮮あざやかな赤に染まったブーツから何かが飛び出すのを、環たまきは見み逃のがさない。端たん子しのようなものがついた小さな塊かたまりは、不ふ思し議ぎな軽快さでこちらへ向け跳ねる。

　──『火花の一つもあれば……』

　耳奥に過よぎる、スコットの言葉。過よぎったその時には、身体からだは既すでに動いていた。







　遊ゆう道どうは見る。己おのれが粉こなへと変化させ、ばら撒まいた特製の燃ねん料りよう。一度解き放てば、眼前の少年も、愚おろかにも自分に背を向け駆かけ出した女も、まとめて吹き飛ばすだろう爆ばく発はつの種たねたち。それらに着ちやつ火かすべく靴くつに仕込んだ装そう置ちを発はつ射しやしたその瞬しゆん間かん、少年の瞳ひとみに宿った光を。

（……いつからだ？）

　コンマ数秒後の着ちやつ火かへ向け、高まる集中力。圧あつ縮しゆくされた一いつ瞬しゆんの中で、疑問は素早く脳のう裏りを走る。

（こいつの瞳は、いつからこんな色だった？）

　数分前、人ひと質じちに囲まれながら初めて目にした少年の両の眼めは、確かに黒に沈んでいた。しかし今はどうだ。少年の左の瞳ひとみは、薄うす桃もも色いろに濡ぬれている。やけに幻げん想そう的な色オ違ツいドのア瞳イ。その淡い色合いは、どこかで見たことのあるようなそれで──

　疑問に対する解答は、すぐさま提てい示じされる。

　少年の左の瞳ひとみから、その色が滲にじむように広がっていく。眼球全体から、周囲の空間へと。薄うす桃もも色いろは見る間に彼の全身を覆おおい、その時には遊ゆう道どうは色彩の正体を理解することができていた。

（〝残滓光レムナント〟──しかもこの色は──）

　淀よどみない動作で、少年の身体からだが動く。火花を放つ一いつ瞬しゆん前の着ちやつ火か装そう置ちへと手を伸ばし、それをそのまま遊ゆう道どうの方へと弾はじき出す。装そう置ちはおよそ人間の手によるものとは思えない加速を見せ、弾だん丸がんさながらに遊ゆう道どうへと迫る。

（身体──強化──？）

　反射的に、それを手で受け止める遊ゆう道どう。本人の意い思しとは関係なく、〈解塵スノウダウン〉が発動。火ひ種だねは火花を放つことなく粉こなと化す。そして──

　気が付いた時には、少年自身が飛び込んできていた。

　自らの身体からだを、弾だん丸がんそのものに見立てたような勢いで。

「お、おおおおおおおお！」

　遊ゆう道どうの懐ふところに到っても、少年の身体からだは止まらない。彼自身にも止める術すべがないのだろう。少年が蹴けった床面に大きく走った亀き裂れつが、少年の身体からだの持つエネルギーの大きさを物語っていた。

　少年へ向け、手を伸ばす。しかしその手が少年の肩へ触れるより先に、身体からだには大きな衝しよう撃げきが走って──

　いかに触れれば無敵の法ほう則そくを持っていようとも。

　触れる暇いとまも与えられなければ、意味がない──

「がっ！」

　遊ゆう道どうの身体からだが、大きく宙ちゆうを舞った。







「んの──クソガキがッ！」

　悪あく態たいを吐つきつつ、立ち上がる遊ゆう道どう。彼が掌てのひらをつくと、床面は滑なめらかな粉こなに変わる。僅わずかにふらついたその姿すがたから目を離さずに、環たまきは距きよ離りをとる。身体からだを包んでいた薄うす桃もも色いろの光は、遊ゆう道どうに体当たりをした直後に空気中に霧む散さんした。そうでもしないと、まともに飛び退のくことすらできそうになかったからだ。

「なんて出力だ……」

　呟つぶやいて、遊ゆう道どうを見み据すえる環たまき。霧む散さんした薄うす桃もも色いろの光が、自分に生んだ加速を思い返していた。環たまきの予想を遙はるかに超えた加速だった。それだけの加速を衝しよう撃げきとして全身に受けた遊ゆう道どうのダメージは、見た目以上であるに違いなかった。

　だがそんな遊ゆう道どうを相手にすら、環たまきは追つい撃げきを試みない。それには二つの理由があった。一つはどれだけ弱っていようとも、この男の両の掌てのひらは、全く変わることなく大きな脅きよう威いであったから。そしてもう一つは──

「は、はははは！　何てガキだよ。お前、今の〝正夢コネクト〟は何だ？　ありゃあ、お前、さっきのメスガキと同じじゃねえのか？　たまたまか？　たまたま同じだったってのか？　馬ば鹿かが、信じっかそんなもん。じゃあ、何だってんだ。まさかお前──ははは、それこそ信じらんねえ！　こういう時って、何て言やーいいんだ？　ははっ、そんなの決まってるよなあ……がはっ」

　吐と血けつしつつ、遊ゆう道どうは笑う。一ひと際きわ凶きよう暴ぼうな瞳ひとみが環たまきを射い抜ぬいた。

「『かかって来い』、だ。ガキ。『粉こな微み塵じんにしてやんよ』」

　あからさまな挑ちよう発はつ。時間稼かせぎであることは明白だった。呼吸が整わないため、口から燃ねん料りようを吐き出すこともできないのだろう。

「……なあ、あんた」

　遊ゆう道どうを見み据すえたまま、環たまきは言う。どこか疲れ切ったような口く調ちようだった。

「どうして、こんなことをする？」

「どうして？　お前こそ、どうしてそんなことを訊きく？　俺おれらがやってんのは、慈じ悲ひってやつだぜ。礼れいこそ言われても、責められる謂いわれは、ねえな」

　視線だけで、環たまきは先を促うながす。そうしながらも、意い識しきは遊ゆう道どうの傍かたわらの中空にあった。そこでは一枚のシーツが停止している。抜け目のない遊ゆう道どうは、遠くに居る悠ゆう理りとの間にも遮しや蔽へい物を置くように立ち回っているのだった。

　こちらが防壁に用いた代しろ物ものが、皮肉にも敵の防壁へと変わった形。

「わざわざ俺おれらが、みんなを〝覚醒者コネクター〟にしてやろうって言ってんだ。圧あつ倒とう的に劣れつ等とうな、どうしようもねえ連れん中ちゆうを、それでも引き上げてやろうっつってんだ。それがどうして責められる？　そう、どうしてだ。これこそが、『どうして』ってやつだ」

「また、それか。あんたらは」

　深く重い呟つぶやきを、環たまきは洩もらす。その瞳ひとみに宿っているのは、紛まぎれもない軽けい蔑べつの色だった。焰の魂アイアン・ソール──かろうじて均きん衡こうの成り立っている社会に仇あだなす、外れ者の集団。遊ゆう道どうが口にするのは、そんな彼らが常じよう套とう句くのように唱となえる理り屈くつそのままなのだった。

　圧あつ倒とう的な恐きよう怖ふで、人間の心に負ふ荷かをかける。それだけを目的に試みられる殺さつ戮りく、破は壊かい活動。いつだって観かん衆しゆうを求めている惨さん劇げき。

「ほんと、あんたらは気楽でいいよな。うっかりすると、羨うらやましくなっちゃうくらいだ」

　吐き捨てられる環たまきの言葉を、遊ゆう道どうは笑う。どこまでも軽けい薄はくな笑えみだった。

「別に、わかって貰もらえるなんざ、思ってねえよ。Seventhセブンスの犬っころ──」

　言って、遊ゆう道どうは喉のどの奥を小さく鳴らした。呼吸が整ったのだろう。凶きよう暴ぼうな瞳ひとみが、時間稼かせぎは終わった、と叫ばんばかりに主張していた。

　そうか、と環たまき。

「僕もだよ」

　環たまきの呟つぶやきに、遊ゆう道どうの喉のど奥おくの音が止やむ。遊ゆう道どうからはシーツに遮さえぎられて見えていない方向、悠ゆう理りが駆かけていった先について、環たまきは思いを馳はせる。おそらく悠ゆう理りは少女を追い、既すでに数十メートルは遠くに到っていることだろう。そこは、遊ゆう道どうの粉ふん末まつ燃ねん料りようの影えい響きようも届かない範囲だ。

「……何の話だ？」

「悠ゆう理りの話さ。あのすっげえ冷たそうな女の人の話。あの人、見た目通りにほんと冷たくて、容よう赦しやがなくてさ。例えば、同じ質問を二度はしてくれない。いつもそれで怒られてるんだ、僕」

「おい、お前、何を言って……」

「あんたは、悠ゆう理りの質問にノーと答えたね？」

　二度目は無しだ──環たまきが囁ささやいたのと、シーツを包む光が霧む散さんしたのは、ほぼ同時だった。

　光を失った途と端たんに、シーツはもとの柔じゆう軟なん性を取り戻す。宙ちゆうを泳ぐように地面に落ちていくシーツ。驚きよう愕がくに見開かれた遊ゆう道どうの瞳ひとみには、舞い落ちるシーツの向こうに、ある人ひと影かげが映ったことだろう。

　幾いくつもぶち抜かれた壁の向こうにて、自分へ銃じゆう口こうを向ける、境さかい悠ゆう理りの姿すがたが。

　それが、彼が人生で見た最後の景色けしきとなった。

　銃じゆう声せい。それから一いつ瞬しゆんだけ遅れて、遊ゆう道どうの頭部が弾はじけ飛んだ。

「三分、なんだ」

　遊ゆう道どうが──かつて遊ゆう道どうだったものが、床へと崩くずれ落ちる。それを見ないようにするためか、環たまきは視線を横へと逸そらす。遠くに立つ悠ゆう理りの更さらに向こう側に、赤毛の少女の背中が見えた。少女のパジャマは、見慣れた青い光に包まれている。

「あの人の〈原罪判決バースデイ〉の効果時間はね」

　鈍い音をたてて床に落ちた胴どう体たいへ向けて、環たまきが感情のない声こわ色いろで言い捨てる。

「やっぱり、苦にが手てだよ──こういうのは」







　ニコラ・ベイカーは混乱していた。

　深く、深く、眠っていた。何か夢を見ていたような気もするが、それは気のせいかもしれなかった。ただ、自分が眠っていたこと、その眠りがこれまで経験したどんな眠りよりも深いものだったことだけを、上昇する意い識しきの淵ふちで感じていた。

　うっすらと開いた瞼まぶたの向こうから、茫ぼう漠ばくとした視し界かいに飛び込んできた天てん井じようの姿すがたは、やけに神経質な白色だった。それが病院に特有の色であることを、ニコラは知っていた。とりあえず身体からだを起こそうと、ベッドの脇わきの手すりに右手をかけて──その瞬しゆん間かんに、自分の身体からだの変化に気が付いた。

　薄うす桃もも色いろの淡い光。それが衣服さながらに、自分の身体からだを覆おおっているのだ。

　ぐにゃり。

　手をかけた金きん属ぞく製の手すりが、飴あめ細ざい工くのように折れ曲がった。

「……え？」

　夢ゆめ見み心地ごこちな動作でベッドについた左手は、容易たやすくそれを破は壊かいする。両の掌てのひらには、しかし何の感かん触しよくも残ってはいない。彼女はただ、いつも通りの気安さで世界に触れただけのはずだった。

　そこからの記き憶おくは、ひどく曖あい昧まいだ。砕くだけたベッドから落ちかけて、床へと脚あしを伸ばしたような気はする。いつの間にか、景色けしきは背後に流れていた。幾いくつもの壁を破は壊かいした。何人かの人間とすれ違った。全てが夢の中の出来事のようだった。彼女の身体からだはその時、最も早はや彼女のものではなくなっていた。

　一発の銃じゆう弾だんが、彼女の肩を掠かすめるまでは。

（いったい、何がどうなって──）

　青い光に包まれたパジャマは、ニコラがどれだけ懸けん命めいに動いてもびくともしない。まるで、存在そのものがこの世界に固定されたかのように。彼女は知らなかったが、実際それはこの世界でもっとも強固な拘こう束そく具ぐだった。

「あー……えー……」

　しばしの格かく闘とうの後に無む駄だを悟さとり、疲ひ労ろう感に脱だつ力りよくしていたニコラの前に現れたのは、一人の少年だった。おそらくは高校の制せい服ふくだろう、冴さえない衣服に身を包み、その上には大きめの黒いコートを羽は織おっている。

「ったく……苦にが手てなんだけどなあ、これ」

　身動きのできないニコラの正面に移動してから、少年はにこりと笑う。ひどく作り物臭くさい、ぎこちない笑えみだった。

　コートの懐ふところから、少年が何かを取り出す。掌てのひら大のカード。それが何を意味するのか、ニコラにはさっぱりわからない。

「僕は、千歳ちとせ環たまき。特級傷しよう病びよう患かん者じや管理機き構こうの者です。ええと、知ってる？　Seventhセブンス。知らない。あっそう、ええと、じゃあとりあえず規き則そくだし──問おうか」

　笑顔を崩くずさないまま、少年は言った。まるで、明日あしたの天気でも教えるような気安さで。

「大人おとなしく僕らと一いつ緒しよに来て話を聞くのと、ここで死ぬの、どっちがいい？」







　これが、出で逢あいだった。

　何も持っていない少年と、全てを失った少女──後に世界の命めい運うんを握った二つの存在の。

　自分が背負った業ごうを、これから自分が背負うものを、幼い彼らはまだ知らない。
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「なんか、調子悪そうじゃね？」

　掠かすれながら消えていく終わりかけのチャイム。その残ざん響きよう。椅い子すと床が次々と擦こすれ合う不協和音。たちまち濃度を増す放ほう課か後ごの喧けん噪そうの中で、千歳ちとせ環たまきは曖あい昧まいに笑う。投げかけられた問いに対して、教科書を揃そろえながら答えた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっと、疲れが溜たまってるだけでさ」

　疲れが？　と首を傾かしげるのは、環たまきの隣となりの席の男子生徒である。誰だれにでも気さくで、人好きのするタイプの少年だった。必然彼には友人も多く、その分類カテゴリの中には自分も入っているだろうことを環たまきは知っている。

　少年は僅わずかに考えてから、どこか慎しん重ちように口を開く。

「それは、あれか？　昨日きのうの『仕事』ってやつの絡からみで？」

「そうそう。内容については言えないけど」

「守しゆ秘ひ義務、ってやつか」

「そう、そういうやつ」

「ふうん」少年は環たまきを気き遣づかうように笑う。「大変なんだなあ、Seventhセブンスの捜そう査さ官かんってのも」

　その言葉には、ほんの少しの含みも感じられない。環たまきの胸に、尊そん敬けいと羨せん望ぼうの念が同時に湧わき上がった。純じゆん粋すいなる善意。誰だれも、理由なく人に好かれる訳わけではない──眼前に示されているのは、そんな当たり前の事実だ。

　そうだ、と少年はなおも言葉を紡つむぐ。

「昨日きのうから、木き野のたちとカラオケ行こうぜって言ってたんだけど、千歳ちとせも行くか？　たまには息抜きってのもいいだろ」

　にかっ、と歯を覗のぞかせる少年の表情は、造ぞう作さくは平へい凡ぼんだというのにひどく魅み力りよく的だった。悪いな、と環たまきは言う。

「今日きようも仕事なんだ。放ほう課か後ごに来いって言われててさ」

　そっか、という言葉とともに、少年は鞄かばんを持つ。頑がん張ばれよ、と片手を挙げてから椅い子すを引き、立ち上がった。

　去っていく少年の背中を一いち瞥べつし、環たまきはそこから目を逸そらす。誘いを断ったことに対する後ろめたさはなかった。疲れの原因も、今後の予定も、全て本当のことだった。

　それに──と環たまきは思う。もし自分が彼の誘いに乗ったとして、本当に「息抜き」ができたかどうかは怪しいところだ。

　教科書を鞄かばんへ仕舞ったところで、教室の出入口付近から不ふ穏おんな声が聞こえてきた。見れば、そこにはついさっき自分に声をかけた少年がいる。どうやら友人の男子生徒と話しているらしいその姿すがたを認めて、やっぱりな、と環たまきは思う。環たまきがその声を不ふ穏おんと判はん断だんしたのは、そこに自分の名前が含まれていたような気がしたからだ。

　環たまきに声をかけた少年が、坊ぼう主ず頭の友人から何事かを喚わめかれている。険悪なムードであることは、内容が聞こえずともわかった。坊ぼう主ず頭の少年が環たまきの方を指差す。その拍ひよう子しに、坊ぼう主ず頭の少年と環たまきの目が合った。気まずそうに目を逸そらし、一人教室を出ていく少年の姿すがたに、環たまきは会話の内容を悟さとる。

　大方、どうして環たまきを──〝覚醒者コネクター〟なんかを誘ったのか、というようなところだろう。

　取り残された方の少年が、バツが悪そうに環たまきを見る。悪いな、というように環たまきが片手を挙げると、少年はほっとしたように笑って教室を出た。環たまきは椅い子すを引く。こういった出来事は、別段珍めずらしいものではない。善意と悪意、公正と無知。いつの時代も、教室というのは社会の小さなジオラマだった。

　坊ぼう主ず頭の彼の態度は、〝覚醒者コネクター〟に対する市民の感情の、紛まぎれもない一面だ。

　立ち上がり、窓の外へと視線を投げる。夕方の色を帯び始めた太陽の光を遮さえぎるように、空に伸びるそれを眺ながめて、目を細めた。

　実際のところ、環たまきにも坊ぼう主ず頭の少年の気持ちはわからないでもないのだ。癒いえない傷。拭ぬぐい去れない恐きよう怖ふ心。制せい御ぎよできない感情。理解できないと言うには、それはあまりに卑ひ近きんな概がい念ねんだ。

「あんなものが、いつでも視し界かいに映ってればなあ……」

〝樹ツリー〟──罅ひび割われさながらに天へと伸びる、枝分かれした暗くら闇やみ。人々の心にいつまでも悪夢の日ミラージユ・デイの記き憶おくを刻み続ける異質の樹じゆ木もくへ向けて、環たまきは一つ溜ため息いきを吐ついた。
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　悪夢の日ミラージユ・デイ。

　あらゆる人々の心に、コールタールにも似た感かん触しよくとともに染しみ着いているその単たん語ごは、ある大災害の名称だ。それは世界の大きな転換点であり、そして同時に帰き還かん不可能点でもあった。

　今からおよそ三年前。特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシー──SWSが発生してから、五年後の出来事である。

　その日のことを、環たまきは今でも思い出せる。夜空を染め上げる色とりどりの光、炎ほのおと粉ふん塵じんが織りなす破は壊かいの香り、誰だれへともなく襲おそいかかる異質の法ほう則そくを纏まとった人々。まさに悪夢としか表しようのないその時間は、驚くべきことに、ただ一つの事じ象しようによって作り上げられたものだった。

　世界中における、SWS患かん者じやの大量同時覚醒──悪夢の日ミラージユ・デイと呼ばれる大災さい害がいの、それこそが正体だった。

　通常では散発的にしか目覚めないはずのSWS患かん者じやが、その日、世界中で大量に、それも一いつ斉せいに目覚めるという出来事が起こったのだ。それだけでも充分に奇き妙みようで危険な事じ象しようであったが、更さらにこの日目覚めた彼らには、従来のSWS患かん者じやとは決定的に異なる点があった。眠りから帰き還かんした彼らは、一様に正気というものを失っていたのだ。

　SWSに罹かかることとなった切っ掛けの感情だけが、もとの何倍にも増ぞう幅ふくされ、その感情に人格は完全に破は壊かいされていた。彼らは、明らかに失敗作だった。どのような理由によってか、SWSという病が、宿やど主ぬしの感情の取り扱いをしくじった結果生まれた、出来損ないの〝覚醒者コネクター〟だった。自分がどのような状態なのかも認にん識しきできないまま、その身に付与された〝正夢コネクト〟を振るい続ける〝覚醒者コネクター〟たちによって、世界は瞬またたく間に蹂じゆう躙りんされたという。

　およそ二万人──悪夢の日ミラージユ・デイ、およびそこから始まった一連の混乱の結果として、失われた命の概がい算さんである。

　どれほど異質の法ほう則そくを身に纏まとっていようと、〝覚醒者コネクター〟は人間であることには違いはなく、ゆえにその破は壊かいと混乱は、人間によって引き起こされたものだった。しかしてそれは、後世においては災さい害がいとして扱われる。人類は思い知らされたのだ──自分たちの世界が抱えたSWSという病が、それの生み出す〝覚醒者コネクター〟という異い分ぶん子しが、いかに凶きよう悪あくな存在であるかということを。それはもはや個人の悪意ではなく、世界の脅きよう威いだった。制せい御ぎよのしようのない災さい厄やくだった。

　今や世界中に広がったその共通理解を助けたのは、悪夢の日ミラージユ・デイを境さかいに、日本の東とう北ほく地方の一都市である科しな出で市に出現した、ある領りよう域いきだっただろう。

〝樹ツリー〟と、それは呼ばれる。

　地面から立ち上るそれは、大型のビルほどの胴どう回まわりを持つ円えん柱ちゆう状の領りよう域いきだ。何物も入ることができず、手で触れても個体がそこにあるかのように押し返される領りよう域いき。光もその例外ではないのか、領りよう域いき全体は純じゆん粋すいな闇やみに満たされている。それは──現時点までの調査によれば──上空と地底へ向け等しく伸び、上空においては、生物の進化図にも似た枝分かれを見せている。結果、闇やみに満たされた領りよう域いきは、地面に根を張った巨きよ大だいな黒色の樹じゆ木もくのように見えるのだった。

　その樹じゆ木もくは奇くしくも、最初は植物の種たね程度の大きさであったものが、およそ一晩のうちに成長したことで現在の姿すがたを獲かく得とくしたのだという。正まさしく〝樹ツリー〟だった。領りよう域いきの内側はどのようになっているのか、成長に飲み込まれた人間がどうなったのか──今も続く調査にも関わらず、科学はそれらを解き明かすことに成功していない。

　人知の及ばない領りよう域いき。それが生じたことは、悪夢の日ミラージユ・デイが個々人の意い思しとはかけ離れた何かであることの、何よりの証しよう左さだった。

　大だい規き模ぼな電でん波ぱ塔とうに匹ひつ敵てきする高さを獲かく得とくしている〝樹ツリー〟は現在、科しな出での街のどこからでも見上げることができる。それは、人々に悪夢の日ミラージユ・デイのことを四し六ろく時じ中ちゆう思い出させる記念碑モニユメントだ。

　時とき折おりそれを見上げながら、環たまきは思う。悪夢の日ミラージユ・デイ。あの日さえなければ、と。

　あの日から──そこから始まり、程なくして収しゆう束そくした数多あまたの混乱から、全てが変わった。世界の仕組み。自分たち〝覚醒者コネクター〟と、それ以外の人々との関係。自分たちへ注そそがれる世界の視線。それらの全てが。




　蜃しん気き楼ろうじみた色彩が、夜空を覆おおったあの一時さえなければ──今の自分を取り囲む世界は、もう少しだけ優しかったのだろうか。
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　大災さい害がい「悪夢の日ミラージユ・デイ」は、そのころには既すでにSWSに蝕むしばまれ始めていた世界を決定的に破は壊かいし、深く癒いえ難がたい爪きず痕あとを残した。世界でもっとも被ひ害がいを抑えることに成功した日本においてすら、首しゆ都とであるはずの東京都は、未いまだに充分な復ふつ興こうを遂とげてはいない。実質的に、日本の首しゆ都と機き能のうの多くは、東とう北ほく地方の主要都市に過ぎなかったはずの科しな出で市が担になっているのが現状だった。

　そんな言わば世界の中心である科しな出でにおいて、更さらに中心と呼べる場所こそが特級傷しよう病びよう患かん者じや管理機き構こう、通称Seventhセブンスの本部だ。再度の成長を懸け念ねんされる最重要監かん視し対たい象しようである〝樹ツリー〟を調査、管理するためにこの街に据すえられたその超高層ビルは、科しな出でを世界有数の先進都市へと押し上げた立役者でもあった。

　いち早い治安の安定、優ゆう秀しゆうな人材の流入、その結果としての復ふつ興こうの加速。多くのものを科しな出でにもたらしたSeventhセブンス本部は、今や科しな出でのシンボルとして、その内に多くの〝覚醒者コネクター〟を抱えながら聳そびえ立っている。そんな場所であったから、環たまきがそこを訪れる度たびに思うのは、自分はどうしてこんなところに居るんだろう、ということだった。

　千歳ちとせ環たまきは平へい凡ぼんである。

　三年前、後のちにSeventhセブンスと呼ばれる組そ織しきに拾われるまでの環たまきは、ごくごく普通の少年だった。平へい凡ぼんな生まれに、平へい凡ぼんな経済状況。平へい凡ぼんな学校へ通い、平へい凡ぼんな日々を過ごすだけの毎日。多くもなく少なくもない人間関係は、学年を一つ上がればすぐさま消える程度の希き薄はくさだ。

　気が付けば両親がいなくなっていたことだけが、唯ゆい一いつ特異と言えないこともない点だったが、それにしたところで別段悲ひ劇げき的な成り行きがあった訳わけではない。そこらに転がっているような人間関係のいざこざの結果でしかなく、現在に至るまで不ふ思し議ぎと収入に困った覚えがないことを鑑かんがみても、結局は平へい凡ぼんだったのだろうと環たまきは思う。

　あんまりに平へい凡ぼん過ぎて、逆に作りものフイクシヨンなんじゃないかと疑うほど。

　環たまきが自覚しているそんな自分は、世界の中心であるSeventhセブンス本部には不ふ釣つり合いであるように、環たまきには思えるのだ。

「重要なのは、お前さんがどう思うかじゃない。俺おれから見れば、お前さんは充分にここに居なきゃならん人間だよ」

　Seventhセブンス本部ビルの隣となり、併設された医い療りよう施設の二階にてスコット・ベックマンにそんな話をすると、スコットは苦にが笑わらいを浮かべながらそう言った。

　Seventhセブンスは、本部ビルの隣となりに大学病院と同程度の規き模ぼの医い療りよう施設を備えている。それは彼らの扱っている事じ案あんの性質、そして何より彼ら自身の性質を考えれば、必然の措そ置ちだ。

「……いや、違うか。ここで重要なのは、お前さんがどうしてそんなしち面めん倒どう臭くさいことを考えるに至ったか、の方だな」

　済ソまーなリいイ、という流れるような発音が、二人が歩く廊下に響ひびいた。スコットは続ける。

「俺おれのチームメイトが失しつ礼れいをした」

　おそらく彼が言っているのは、この医い療りよう施設の入口にて彼と環たまきが偶ぐう然ぜん出会った際に、彼の傍かたわらに居た青年のことだろう。

　スコットと同じようなスーツに身を包んだ、小こ柄がらな青年だった。薄い眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうは、環たまきの姿すがたを認めると、ひどく鋭角に地面へと吸い込まれていった。羽は織おった黒色のコートのポケットに手を突っ込んだと思うと、青年は駆かけ足になり、そのまま病院を出て行った。一連の動作の間、青年からはほんの少しの物音もしなかった。

　あからさまな拒きよ絶ぜつ。まるで、お前の居場所はここには無いのだとでも言うような。

　確かに、環たまきがスコットの言う「しち面めん倒どう臭くさいこと」を口に出したのは、あの一件があったからかもしれない。スコットに言われて、環たまきは初めて気付く。自覚はなかった。自分を避けた青年に対して、環たまきに思うところはない。小こ柄がらの青年は、その身体からだの周りに常に膜まくのような光を纏まとっていて、それだけで環たまきには大方の事情が理解できたからだ。

　環たまきに自らの〝残滓光レムナント〟を見られることを、大たい抵ていの〝覚醒者コネクター〟は好まない。

「気にしないでくれよ」環たまきは素直な心情を口にした。「何せ、当の僕が気にしてないんだから」

「そう言って貰もらえるとありがたい」

　ところで、とスコットは声の調子を変える。

「お前さん、今日きようは昨日きのうのあのお嬢じようちゃんの件で来たのか？」

「そ。なんか悠ゆう理りは忙いそがしいらしくてさ。総そう監かんに呼ばれてるんだと」

「成なる程ほど。となると、こいつもまだユーリから聞いてはいないだろう。あのお嬢じようちゃんの〝正夢コネクト〟だが、どうやらただの身しん体たい強化じゃあないらしいな」

　腰より少し低い位置に設しつらえられた手すりに触れつつ、角を曲がる。スコットに話の先を促うながしつつ、環たまきは昨日きのうの仕事を思い出す。どうして病院というのは、こうもみな似たような作りをしているのだろう。この医い療りよう機き関かんは一般に開放されてはおらず、だから廊下を歩く人間もひどく少ない。そんなところも先日の病院に似ていた。

　スコットの声は、今は隣となりから直接に響ひびく。

「条件トリガーは【力学的な力の付加】。結果エフエクトは、その【力の増ぞう幅ふく】──だとさ」

「へえ、そうなんだ。成なる程ほど成なる程ほど」頷うなずいてから、数秒。環たまきはゆっくりと首を傾かしげる。「……ええと、それってどういう意味？」

「お前さんって奴やつは、相変わらず適当だな」

　苦く笑しようしつつも、スコットに気を悪くした様よう子すはない。

「あの娘この身体からだが強くなった訳わけじゃなく、あの娘この身体からだが外側に及ぼす力が大きくなっているだけ、なんだとさ」

「ああ、今度こそ成なる程ほどだ。言われてみれば、確かにそういう感じだったな」

　両脚あしに感じる地面を意い識しきしながら、環たまきは呟つぶやく。昨日きのうのことを思い出していた。

「地面を踏んだ感覚と、実際の加速が全然違う感じだった」

「まさにそういうことだ。本人はいつも通りにコップを握っただけでも、その力が増ぞう幅ふくされた結果、コップが砕くだける。あの娘こ自身に自分が大きな力を生み出している自覚は無いんだな」

「そりゃあ、暴ぼう走そうもするってもんか」

「更さらに言えば、あくまで大きくなっているのは力だけで、体力はそのままだし、攻こう撃げきを受ければ骨は折れるということだ」

「ん？　でも、結果エフエクトが【力の増ぞう幅ふく】だっていうなら、例えば体重とかも大きくなるんじゃないの？　身体からだが外側に及ぼしてる力だし」

「条件トリガーはあくまで、力の付加だ。あの娘こが自らの意い思しで外界に及ぼそうとした力しか、その条件は満たさない。お前さんは立っている時、自分の質量が床に力を加えていることを意い識しきするか？」

「……何ていうか、適当だなあ」

「それが〝正夢コネクト〟だ。そういうことを言えば、ユーリの弾だん丸がんだって、発はつ射しやされた瞬しゆん間かんに空気分子に触れている」

　何度目かの角を曲がる。環たまきの目当ての部屋は、もうすぐのはずだった。そこに待っているだろう人物に思いを馳はせながら、それにしても、と彼は呟つぶやく。

「やっぱり、スコットはいい奴やつだなあ」

　スコット・ベックマンは、本来ならば環たまきと悠ゆう理りによるチーム〈オズ〉のメンバーではない。そんな彼が、環たまきたちの担当案件である少女のその後についてなど、本来ならば把は握あくしているはずもないのだ。

「そのままうちのチームに入っちゃってくれよ。悠ゆう理りも喜ぶ」

「そうしたいのは山々だがね、残念ながらそういう訳わけにもいかんさ」大おお袈げ裟さに肩を竦すくめつつ、スコットは続ける。オーバーリアクション。どれだけ巧みに日本語を操あやつっても、埋まることのない文化の違い。「お前さんに、うちの連れん中ちゆうの恨うらみまで買わせる訳わけにはいかん。そうだろうユーノウ？」

　確かにな、と環たまきは笑う。本来ならば三人一組が原則であるはずのSeventhセブンス捜そう査さ官かんの中で、唯ゆい一いつ、二人での活動を余よ儀ぎなくされている一組。絶え間なく入れ替わる三人目の人員。チームメイトが去っていく時の心しん境きようは、環たまき自身が誰だれよりも知っている。それをスコットのチーム──〈ディック〉のメンバーにまで味わわせたいとは、環たまきも思わなかった。

「先さき程ほどお前さんは、自分は平へい凡ぼんだ、なんて言ったがね」僅わずかに声の調子を落として、スコットが呟つぶやく。「俺おれらからすれば、そいつは笑えない冗じよう談だんってやつさ」

　彼があえてそれを口にしていることが、環たまきにはわかった。そうさせるのは、チームメイトへの負い目だろう。自分だけが清せい廉れんであるような立ち居振る舞いを、彼は自分に許さない。そういった点も含めて、やはりスコットはいい奴やつなのだと環たまきは思う。

　そうして、スコットは口にする。おそらくはSeventhセブンスの捜そう査さ官かんのほぼ全てが抱いているだろう疑問を。

「俺おれは不ふ思し議ぎだよ。そんな〝正夢コネクト〟、何があったら手に入れることができるのか」

「……それについては、僕が知りたいくらいだよ」

　肩を竦すくめて、環たまきは答える。先せん刻こくのスコットの仕し草ぐさを真ま似ねたつもりだったが、何なに分ぶん体格自体が違うので、やけに間の抜けた動作になった。

　そんな環たまきをサングラス越しに見み据すえて、スコットは笑った。失しつ礼れいをした、という言葉とともに、彼は立ち止まる。気が付けば、二人は一枚のドアの前にいた。白く滑なめらかな質感のドアには、清せい潔けつ感のある字体で「第三診しん察さつ室しつ」と記されている。環たまきが目的地としていた部屋だった。

「俺おれは別件の用がある」言って、スコットは踵きびすを返す。「さっきの質問は忘れてくれ。ドアを開けるなら、あと十分は待った方がいい」

　環たまきの返事を待たず、スコットは歩み去る。角の向こうへ消えていく長身を眺ながめながら、環たまきは自然と溜ため息いきを吐ついた。

（……本当、どうしてこんなところに居るんだろうなあ）

　Seventhセブンス本部のことではなかった。勿もち論ろん、今自分が立っている廊下を指すものでもなかった。〝覚醒者コネクター〟の中にも、それ以外の人々の中にも存在しない、自分の立ち位置のことだった。

「……まあ、どうでもいいか」

　ぱあん、と両の頰ほおに掌てのひらを叩たたきつける。痺しびれるような痛みに、両目を数度瞬まばたいた。

「よっし、切り替え完了！　せいぜい、自分の仕事くらいはしっかりこなそうじゃありませんか！」

　そのまま、環たまきの手は引き戸を思い切り開く。音もなくスライドしていく白色のドア。その向こうから環たまきの視し界かいに飛び込んできたのは、僅わずかに桃もも色いろがかった肌はだ色いろだった。
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　ぽかん、という言葉でしか形容できない表情でこちらを見る、下着姿すがたの少女。

「……」

「……」

　耳の奥で、今いま更さらのように、十数秒前のスコットの言葉が蘇よみがえる。

　──「ドアを開けるなら、あと十分は待った方がいい」

「あー、えーと……」

　混乱の極きよく致ちに陥った脳のう内ないとは裏腹に、環たまきの両の瞳ひとみは、呆あきれるほど冷静に少女の身体からだを眺ながめていた。骨が浮きそうなほどに、肉の少ない体つき。あちこちにガーゼを貼はられつつも、透すき通るように美しい色白の肌はだ。身体からだの全てを優しく包み込む、淡い色合いの〝残滓光レムナント〟──

　それらの情報を目まぐるしく処しよ理りした末に、彼の脳のう味み噌そが導き出した一言は、

「元気そうだね？」

　だった。

　数秒の後、病院中に響ひびき渡るような悲鳴が環たまきの鼓こ膜まくを貫つらぬいた。




　　　　　＊




「思ったよりも強いなあ、風」

　病院の屋おく上じようへ続く扉とびらを開けると、生なま温ぬるい空気が頰ほおを打った。車椅い子すを押して踏み出した屋おく上じように、先客はいない。車しや輪りんがたてる弦げんを擦こするような音が、風音と柔らかく溶け合って響ひびいた。

「こりゃあ、早めに戻った方がいいかもね」

　何せ病やみ上がりだし、と千歳ちとせ環たまきは笑う。風に当たろう、という自分の提てい案あんを、今いま更さらのように少しだけ後こう悔かいしていた。

　沈ちん黙もく。車椅い子すとともに、屋おく上じようの縁へりに設しつらえられたフェンスへと近付く。

「……案あん外がい、見えるもんだなあ。実は、ここに上がったのは僕も初めてなんだけど」天を衝く威い容ようを誇るSeventhセブンス本部と異なり、そこに併設された病院はさほど大きな建物ではない。にも関わらず、三階建ての屋おく上じようからは科しな出での街並みをよく見渡すことができた。

　沈ちん黙もく。環たまきは視線を、フェンスの向こうの街並みへと投げる。

「見ればわかると思うけど、うちの本部の周りって、何な故ぜかばりばりの歓かん楽らく街がいなんだよねー。治ち安あんが良いっていうんで、色々と集まってきた結果なんだと」

　Seventhセブンス本部の敷しき地ちを一歩出れば、そこから延びるのは、多くの噴ふん水すいに彩いろどられた大通りだ。通り沿いには、飲食店や映画館などが活気に満ちて立ち並ぶ。平日といえど時刻は夕方だ。見下ろす街路には、多くの老ろう若にやく男なん女によが談笑しつつ行き交っていた。

　沈ちん黙もく。歓かん楽らく街がいの喧けん噪そうが、風に乗って環たまきの耳にまで届く。それはひどく残ざん響きようじみた響ひびきだった。

「職場にする身としてはね、結けつ構こう便利だよ。仕事前にちょっと寄っちゃったりなんかして。で、そこを悠ゆう理りに──あ、あの厳きびしそうな女の人ね。あの人に見つかっちゃったりなんかして」

　環たまきの控えめな笑い声。

　乾いたスポンジのような沈ちん黙もくに、それは瞬またたく間に飲み込まれていく。

「……ニコラちゃん、だっけ？」

　笑顔を引き攣つらせながら、環たまきは言葉を紡つむぐ。独ひとり言ごとではない。彼が押す車椅い子すに座る、小こ柄がらな少女へ向けた問い掛けだった。

「……」

　ひどく小さな赤毛の後頭部は、こちらを振り向くこともなければ、言葉を返すこともない。病室を出る際に羽は織おらせた、環たまきとお揃そろいの黒いコートが、風に吹かれて微かすかに揺れた。

「あっ、ははは、は……日本語、通じるんだよね。昨日きのうも話したし」

「……ニコ」あくまで環たまきの方を向かないまま、ニコラ・ベイカーは呟つぶやいた。「パパもママもそう呼んでた。だから、そう呼んで」

「あ、ああ。わかったよ、ニコちゃん。それでさ──」

「ニコ。ちゃん、はいらない。それじゃあスマイリーみたい。ところで」

　そこで初めて、ニコラは環たまきの方へ振り向いた。じとり、と環たまきの冴さえない顔を睨ねめつける。

「話しかけないでくれませんか、ヘンタイの人」

　ばっ、と音さえ立たんばかりの勢いで、環たまきの視線が周囲を泳ぐ。屋おく上じように自分たち以外の誰だれも存在しないことは知っていた。それはほとんど反射に等しい反応だった。

「だ、だから、あれは事故だって」

「ほうほう、事故ですか。なら仕方ないなー、って」

　ふむふむ、とうなずくニコラの足下で、フットレストがみしりと音を立てた。

「なるかあああ！　事故なら乙女おとめの裸はだかを見てもいいっての!?」

「わ、わかった。わかったわかったごめん！」

「傷付いたの！　乙女おとめ心ごころが！　ヘンタイのせいでずだずだなの！」

「い、いや、安心してくれ。さっき見たモノを、僕はもう忘れた。僕は変へん態たいじゃない。中学生の裸はだかで興こう奮ふんなんかしない。だから──」

「忘れた!?　しっ、失しつ礼れいな！　確かにちょっと発育は足りないかもだけど、まだこれからなの！　発展途上なんだから！　乙女おとめ心ごころに謝れ！」

「わ、わかった、じゃあちゃんと思い出すから……」

「思い出すなあああああああああああ！」

　どうやら、正解はどこにも無いようだった。

　くらくらする頭を、車椅い子すの取っ手から離した右手で押さえる環たまき。言えることはもう無かった。親切なスコットの忠ちゆう告こくを、迂う闊かつにも失念した己おのれが悪いのだ。何より、不可抗こう力りよくとはいえ少女の着替えを覗のぞいてしまったことについて、環たまきとて罪ざい悪あく感かんを覚えていない訳わけではなかったのだ。

（やっぱり、苦にが手てなんだよなあ、こういうのは）

　再び訪れた沈ちん黙もくの中、環たまきは心しん中ちゆうで呟つぶやく。境さかい悠ゆう理りにこの役目を押しつけられた時にも口にして、あえなく黙もく殺さつされた主張だった。

　Seventhセブンスに保護された人間には、規き則そくに伴い、SWS、およびSeventhセブンスに関する基本知ち識しきが提てい供きようされる。そのうちSWSについての説明は、医い療りよう施設の医師により行われることになっていたが、Seventhセブンスという組そ織しきについての説明は、対たい象しようを保ほ護ごした捜そう査さ官かんが行うのが常だった。

　組そ織しきについては現場の人間が語る。それが三年という月日をかけてSeventhセブンスが培つちかった暗あん黙もくの了りよう解かいであり──環たまきが現在、割り当てられている任務なのだった。

　間抜けにも程がある手違いにより、ニコラと面会してから小一時間が経たった今でも話の糸口すら摑つかめない自分を見たら、悠ゆう理りは何と言うだろう。

「……ねえ」

　静せい寂じやくを破ったのは、ニコラの呟つぶやきだった。

「あれ、なあに？」

　赤毛の少女が指差したのは、前方遠く、眼がん下かに延びる大通りの奥に立ち上る水みず柱ばしらだった。歓かん楽らく街がいの真っ直中、放ほう射しや状に延びる街路の原点に位置する公園。その中心にて一ひと際きわ高く上がる水みず柱ばしらだ。

「ああ、噴ふん水すいだよ。あの公園にあるんだ。大きいのが」

　答えてから、環たまきは思い出す。病室を出る前に医師から聞いた話を。ニコラ・ベイカーがSWSの眠りについたのは、今から五年も前のことだという。ならば彼女は、その間に起こった科しな出でという街の変化を全く知らないのだ。

「公園だけじゃない」環たまきは続けて口を開く。「よく見れば、わかるだろ？　今のこの街には、あちこちにあるよ。噴ふん水すい」

「……確かに」人々の行き交う歓かん楽らく街がいに点在し、きらきらと輝く水みず柱ばしらを眺ながめながら、ニコラが呟つぶやく。「あんなに沢たく山さんの水を出しっぱなしだなんて、なんというぜいたく……」

「コストはかからない。地下水なんだ、あれ」

「地下水？」

　科しな出での地下には、大量の地下水が眠っている。その水すい脈みやくは、忌いまわしき悪夢の日ミラージユ・デイ以い降こうの復ふつ興こうの日々の中で、この街の活動を支える生命線となった。応急処しよ置ち的に街の至る所に整備された井い戸どは、その役割を終えた今、噴ふん水すいへと姿すがたを変えて街を彩いろどっている。それは五年前には存在しなかっただろう、科しな出での新しいシンボルだった。

「地下水……地下水かー……」

　少しの間、ニコラは何かを考えるように唸うなる。そうしてそれまでと同じ口く調ちようで、だがそれまでとは明らかに異なる力強さで、彼女はその言葉を口にした。

「行きたい」

　へ？　と環たまきの間抜けな声が上がる。

「あそこに行きたい。地下水って、触ったことないんだ。ねえ」彼女は再び環たまきの方を振り向く。その表情には、先さき程ほどまでとはうって変わった期待の色が滲にじんでいた。「連れてって。そうしたら、許してあげるかも」

「それは……」環たまきの頭を、そうきたか、という思いが過よぎった。「今すぐには、無む理りだなあ」

「どうして？」

「決まりなんだ。保ほ護ごされたばかりの患かん者じやは、医師と本部の許可が出るまで外出禁止っていう」

「そんなあ」

　失望に満ちた声を上げ、ニコラは唇くちびるを尖とがらせる。余よ程ほど、噴ふん水すいに興きよう味みを持ったようだった。でもでも、と諦あきらめ切れない様よう子すで彼女は続ける。

「あたし、身体からだの方なら大だい丈じよう夫ぶだよ？　外出くらい平気だよ？」

　自らの身体からだを、少女は右手で指し示す。指された身体からだも、指した指先も、薄うす桃もも色いろの光に包まれていた。〝残滓光レムナント〟。それは、少女が眠りにつくまでの少女とは異なる存在となった、何よりの証あかしだ。環たまきは小さくかぶりを振る。

「そういう話じゃないんだ。目覚めたての〝覚醒者コネクター〟を外出させないのはさ」

「いやもうほんとほんと。ほらもう、こんなに元気──」

　そこで彼女はおそらく、自分がいかに健康であるかをアピールしようとしたのだろう。そのために、少しだけ大げさに両腕と両脚あしを伸ばしてみたのだろう。通常の人間がやれば、体たい操そうにすらならないような動作。しかし、彼女のそんな動作が終わりもしないうちに──




　がごん、と。

　屋おく上じように、歪いびつな音が響ひびいた。




「へっ？」

　間の抜けた声を発しながら、車椅い子すの上の少女の身体からだが、バランスを崩くずしていく。少女が身体からだを支えようと屋おく上じように足をつくのと、砕くだけ散ったフットレストの欠片かけらが屋おく上じように落ちるのは、ほぼ同時だった。よろめくように、前のめりになる少女。身体からだを支えるため、反射的に脚あしに込められる力。環たまきが何事かを口にしようとした時には、もう遅かった。

　急加速──ニコラの身体からだは、車椅い子すと環たまきを置き去りにする。

　眼前に迫る屋おく上じようのフェンスを、咄とつ嗟さに右手で突き破ったのは、戦せん闘とうの素人しろうとにしては上出来な対応だったろう。おかげで少女の身体からだはフェンスに叩たたきつけられることなく──

　屋おく上じようの縁へりから、鮮あざやかに中空へ飛び出した。

「外出させないのはさ──」

　もぬけの殻からになった車椅い子すを横へ放り出しながら、環たまきは呟つぶやく。ひどくうんざりとした口く調ちようだった。

「──こうなるからだよ！」







　今、地表に立つ人間の手に一冊の本があったとしよう。

　片手に収まるサイズの、厚めの文ぶん庫こ本だ。この人間が本から手を離した時、本はどのような運うん命めいを辿たどるか。地面に落ちる、と答えない人間は、そう多くないだろう。地球上において、全ての物体は下方へ落下する。有ゆう史し以来、地球人類に常じよう識しき以前の概がい念ねんとして共有されてきた、それは認にん識しきだ。

　この現げん象しようを演出しているのが、万ばん有ゆう引いん力りよくの法ほう則そくであることを知っている者も、また多いだろう。この宇う宙ちゆうにおいて、質量を持つ物体の間には互いに引き合う力が働く。それは勿もち論ろん、本と地球との間も例外ではない。本の落下という現げん象しようは、本が地球に引き寄せられる過程そのものだ。この知ち識しきは、今こん日にちおそらく常じよう識しきに属する。

　だがこれらの認にん識しきを、知ち識しきを、十全に身につけている人間の中で、自らにこう訊たずねてみたことがある者はどれだけいることだろうか。

　何故、質量のある物体同士に引いん力りよくが働くのか。

「質量を持つ」という事じ象しようと「引いん力りよくが働く」という事じ象しようの間には、本来は何の関連性もない。では、何な故ぜこの二つの事じ象しようは繫つながっているのか。その問いに、現時点で明確な答えはない。あえて解答を探すなら、結局はこういった文もん句くに行き着くことだろう。それはつまり、「それこそが万ばん有ゆう引いん力りよくの法ほう則そくだから」という、単純にして強固な一言に。それらを繫つなげるものをこそ、私たちは法ほう則そくと呼ぶのだと。

　接続コネクト。それこそが、法ほう則そくというものの本質だ。本来は乖かい離りしたはずの二つの事じ象しよう──条件トリガーと結果エフエクトを、問もん答どう無む用ように繫つなぎ合わせるもの。それ以上分解することの叶かなわない、原初の接続が法ほう則そくなのだ。

〝覚醒者コネクター〟が持つ〝正夢コネクト〟が、それを識しる者たちの間では決して「能力」と呼ばれないのは、この事実によった。呼称の通り、〝正夢コネクト〟の本質は問もん答どう無む用ようの接続コネクトだった。従来の世界では関わりのなかったはずの事じ象しようを、〝残滓光レムナント〟を纏まといつつ繫つなぎ合わせる。それは正まさしく「法ほう則そく」としか呼びようのない現げん象しようだった。

　大切な者を自らの手で撃うち殺した悔かい恨こんは、【弾だん丸がんの接せつ触しよく】という条件トリガーを【物体の停止】という結果エフエクトに。視し界かいに映るものの焼失を望んだ怨おん念ねんは、【視認】という条件トリガーを【発火】という結果エフエクトに──それぞれ接続する。そこに人間の意い思しは介在しない。法ほう則そくたる〝正夢コネクト〟の持つその性質は、〝正夢コネクト〟が〝覚醒者コネクター〟自身の意い思しによって操そう作さできないことを意味している。

　その操そう作さ不可能性が、〝覚醒者コネクター〟の生におけるもっとも大きな障しよう害がいだった。〝正夢コネクト〟による接続に、例外は無い。触れた物体を粉こなにする〝覚醒者コネクター〟は、粉こなにすることなく物体に触れることはできないのだ。必然、己おのれの〝正夢コネクト〟の扱い方を把は握あくする前の〝覚醒者コネクター〟は、しばしば暴ぼう走そうし、自他に被ひ害がいを及ぼすこととなる。

　いつかの悪夢の日ミラージユ・デイにおける混乱も、その多くがこの操そう作さ不可能性に起き因いんしていただろうことに、疑いの余よ地ちはない。







「ふええええええええええーっ！」

　突き破られたフェンスの向こう、宙ちゆうを舞う少女の背中。たなびく柔らかな赤毛。それらを見つめる環たまきの左の瞳ひとみから、薄桃色の光が迸ほとばしる。その光が全身へと広がる間に、環たまきは状況を把は握あくする。ニコラの身体からだが描く放ほう物ぶつ線せんは、このままでは本部敷しき地ち内の地表へと到るようだった。

（身しん体たい強化じゃない──んだよな）

　先せん刻こく、病院の廊下にてスコットと交わした言葉。条件トリガーは【力学的な力の付加】、結果エフエクトは【力の増ぞう幅ふく】。増ぞう幅ふくされるのは、あくまで力のみ。ニコラ・ベイカーの得た〝正夢コネクト〟は、彼女の肉体を三階ぶんの落下から守りはしない。

「ええええええええええーっ！」

　間の抜けた悲鳴を上げ続ける少女の姿すがたを視し界かいに捉とらえたまま、環たまきは大きく一歩、背後へ跳ぶ。屋おく上じようの縁へりと環たまきとの距きよ離りが、一ひと息いきに十数メートル広がる。そのまま小さく、どこか溜ため息いきに似た息を吐いて、少年は屋おく上じようを蹴けった。今度は前方へ加速。足裏で何かが砕くだけるのを感覚しながら、環たまきは躊ちゆう躇ちよなく屋おく上じようを駆かけ抜ける。走り幅跳びの要よう領りようで、縁へりから身体からだを投げ出した。

　ニコラよりも遙はるかに緩やかな放ほう物ぶつ線せんを描きながら、環たまきの身体からだは宙ちゆうを舞う。自分と同じ薄うす桃もも色いろの光を纏まとった少女の矮わい軀くを慎しん重ちように抱えると、環たまきの身体からだは僅わずかにその軌き道どうを変えた。

「はえっ!?」

　気の抜ける少女の声を無視し、環たまきは意い識しきを遙はるか前方に集中させる。三階の高さから落ちれば一ひと溜たまりもないのは、環たまきとて同じだ。ここから無ぶ事じに地面に降りる方法は、ただ一つ。視線の先には、Seventhセブンス本部の敷しき地ちのすぐ外に建つ、雑ざつ居きよビルの屋おく上じようがあった。その高さは、環たまきたちの現在位置よりも僅わずかに低い。全力で屋おく上じようを飛び出した環たまきの描く軌き道どうは、本部の敷しき地ちの頭ず上じようを越え、正確にその屋おく上じようへと伸びていく。

　着ちやく地ち。両脚あしに大きな衝しよう撃げきが走る。

「くっ……！」

　一人の少女を抱えてなお、ほぼ水平に宙ちゆうを渡るほどの勢いだ。一度や二度のステップでは、到とう底てい殺すことは叶かなわない。呻うめきつつ、環たまきは再び跳ちよう躍やくする。雑ざつ居きよビルよりも更さらに少しだけ低い屋おく上じようへ向け、正確に踏み切った。

　Seventhセブンス本部の眼前から延びる歓かん楽らく街がい。そこに立ち並ぶ店てん舗ぽの屋おく上じようを、次々と渡っていく影があった。少女を抱えたままの少年は、ひどく緩やかな階段の如ごとく、幾いくつもの屋おく上じようを踏み締しめて──やがて大通りの奥、店てん舗ぽ群が途と切ぎれた地点にて、ようやく地面に降り立った。

　息を切らしつつ、環たまきは抱きかかえていたニコラを地面へ降ろす。度たび重なる衝しよう撃げきを経て、膝ひざはすっかり笑っていた。呆ほうけた表情から動かないニコラの顔を一いち瞥べつし、周囲を見渡す。視し界かいに飛び込んできたのは、過度に平へい坦たんな地面、整然と並べられたベンチ、点在する屋や台たい、そして──

　天へ向け高く地下水を吹き上げる、巨きよ大だいな噴ふん水すいの姿すがただ。

「あー……」

　思わず、天を仰ぐ。歓かん楽らく街がいの奥、病院の屋おく上じようからは小さくしか見えなかった公園。その中心に、環たまきは立っていた。

「……来ちゃった」

　足下から聞こえるニコラの呟つぶやきは、周囲から注そそがれる無ぶ遠えん慮りよな視線に、あまりに不ふ釣つり合いな響ひびきだった。







「ほおお、大きい……こんなものが街の中に……」

　広い公園の中心に据すえられた、一ひと際きわ大きな噴ふん水すいの縁ふちだった。噴ふん水すいの外側へ向け腰掛けた環たまきは、目を輝かせつつ水面へと手を伸ばすニコラの姿すがたを、黙って横目で見る。

「おおお、冷たい！　えっ、こんなに冷たいの？」

　無む邪じや気きに驚くニコラ。屈くつ託たくのない表情を、やはり環たまきは無言で眺ながめる。夕方の公園では、学校帰りの子供たちや買い物帰りだろう親子などが遊んでいたが、今この時、環たまきとニコラの周りに人の気け配はいはなかった。

「こんな冷え冷えの水が、一年中流し放ほう題だいだなんて……いつでも涼める。西瓜すいかだって冷やせる。これが未来……地下水おそるべし……」

　歓かん楽らく街がいの店頭にて流れているだろう音楽の名残なごりが、子供たちの歓かん声せいとともにここまで届く。そんな微かすかなノイズと水音だけが、空間を満たす音おん響きようの全てだった。

「……」

「……」

　沈ちん黙もく。それは同じ沈ちん黙もくでも、つい先せん刻こくの屋おく上じように流れたものとは明らかに異なる静けさだ。

「えー、と……その……」

　水面から指を離し、環たまきの隣となりに腰掛けつつ、ニコラは唸うなる。濡ぬれた指先で風向きを確かめるように、しばし中空に円を描いてから、力なく項うな垂だれた。

「……ごめんなさい」

「いや、まあ」ニコラを見つめる環たまきの視線は、不ふ機き嫌げんというよりもむしろ気まずそうなそれだった。「よかったよ。無ぶ事じで」

　えへへ、と笑うニコラ。つられるように環たまきの口こう角かくも上がる。笑うしかない、というのが、彼の素直な心持ちだった。保ほ護ごしたはずのSWS患かん者じやによる再度の暴ぼう走そう、及び無断外出。本部へ戻った後、果たして自分が何枚の始し末まつ書しよを書かなければならないのか、というようなことは、環たまきの頭から意い識しき的に追い出されている。

　本来ならば、環たまきはニコラを連れてすぐさま本部へと戻るべきだったが、環たまきはその選択をとらなかった。ニコラの車椅い子すは、彼女が歩行する際の暴走を防ぐためにあった。それを屋おく上じようへ置き去りにしてしまった今、ニコラを連れて帰るにはそれなりのリスクが伴う。少なくとも、もう少し彼女が落ち着くのを待つべきだと環たまきは判はん断だんしていた。

「あのー……」ところで、とニコラは続ける。「こんなに冷え冷えでおっきな噴ふん水すいなのに、みんなが集まってこないのは、なんで？」

　確かに、半はん径けい八メートルほどの円周を描く噴ふん水すいの縁へりには、環たまきとニコラ以外の人間はいなかった。公園で遊ぶ人々は、皆公園の端はしの方に集まるばかりで、環たまきたちのいる中心付近は奇き妙みような空白地帯と化している。

「そりゃ、まあ、なあ」

　自分の膝ひざに頰ほお杖づえを突きつつ、環たまきは答える。おそらくはニコラもその解答には気が付いていて、実際それは質問の形を借りた確かく認にんだった。

「あんな登場の仕方をすれば、こうなるだろうさ」

　遙はるか遠くの空中から不ふ意いに現れ、大きな音を立てて着ちやく地ちした二人。それがおよそ通常の人間には不可能な動きであることは、赤あか子ごですら知っている。

「ばればれだもの。〝覚醒者コネクター〟だって」

　環たまきがニコラに着せている黒色のコートは、ニコラが全身に纏まとっている薄うす桃もも色いろの光を、遠目にはわからないまでに相そう殺さいしている。そんな配はい慮りよすらも意味を成さないほどに、二人の来訪は劇的だった。

「つまり」ニコラは解答を口にする。「避けられてる？　あたしたちは」

　頷うなずく環たまき。そう、少年と少女は今、この場にいる全ての人間から遠巻きにされているのだった。自分たちへ注そそがれている好こう奇きの視線に少女が気付いているのかまでは、環たまきにはわからない。

　丁ちよう度ど良いな、と環たまきは思う。

　自分がなぜ今、ニコラと共にいるのか。元々の目的を、環たまきは忘れていなかった。Seventhセブンスという組そ織しきについて──環たまきたち〝覚醒者コネクター〟を取り巻く環かん境きようについて話そうと思うなら、今この時を逃のがすという手はない。

　頭の中で数秒だけ話を整理してから、環たまきはゆっくりと口を開いた。

「今の社会で、〝覚醒者コネクター〟の立場っていうのは、微び妙みようなんだ。かなり」

「それって、暴ぼう走そうしたりするから？　ええと……さ、さっきのあたしみたいに」

「勿もち論ろん、それもあるけどね。一番はやっぱり、悪夢の日ミラージユ・デイかな」

　ニコラがSWSの眠りについたのは、今から五年前のことだ。つまり悪夢の日ミラージユ・デイが起こったその日、彼女は深い眠りの底にいたことになる。しかし、頷うなずく少女の表情を見ると、どうやら彼女は悪夢の日ミラージユ・デイについて最低限の知ち識しきを得ているらしい。医師が説明してくれたのだろう、と環たまきは安あん堵どする。

　夕焼けに染まる空の向こう、天へと伸びる黒色の樹じゆ木もくを見上げながら、環たまきは続けた。

「悪夢の日ミラージユ・デイに、〝覚醒者コネクター〟は本当に徹てつ底てい的に世界を蹂じゆう躙りんしたから。日本はこれで、かなりマシな方なんだよ。海外では、三年経たった今でも、まともな機き能のうを取り戻してないってところも山程ある」

　悪夢の日ミラージユ・デイにおける暴ぼう走そう〝覚醒者コネクター〟への対たい処しよは、各国によって分かれる形になった。ほとんどの国は、単純に軍事的な形で制圧した。それは言い繕つくろいようもなく、〝覚醒者コネクター〟対軍ぐん隊たいの戦争だった。軍事行動はリスクと切り離すことができない。数日から数か月の戦せん闘とうで、事じ態たいの制圧には成功しても、それらの国は致ち命めい的な傷を負わざるを得なかった。

　では、日本は？

「なんで、日本は無ぶ事じ……じゃなくて、ええと、マシだったの？」

　ニコラの問いに、環たまきは淀よどみなく答える。

「Seventhセブンスがあったから。当時は、まだSeventhセブンスじゃなかったけど」

　当時の日本には、警察のかなり上の立場にいた人間が独立し、密ひそやかに作っていた組そ織しきがあったのだ。〝覚醒者コネクター〟を用いて〝覚醒者コネクター〟を取り締しまる──そんな発はつ想そうのもとに作られた治ち安あん機き構こう。

　頭とう角かくを現した、その手て際ぎわは鮮あざやかだった。正せい規きの警察機き構こうや自じ衛えい隊たいが事じ態たいの把は握あくに手て一いつ杯ぱいの間に、彼らは捜そう査さの指し揮き権をかすめ取り、暴れ回る〝覚醒者コネクター〟を次々と制圧していった。それは彼らが〝覚醒者コネクター〟というものについて、予あらかじめ熟じゆく知ちしていたとしか思えないような、見事な手て際ぎわだったという。

　大だい規き模ぼな軍事行動をせずに済んだせいか、最終的に日本は世界でもっとも被ひ害がいが少ない先進国となる。そしてその事実は、この国における彼らの立場を一ひと息いきに押し上げたという訳わけだった。

「まあ、その辺りはいいよ。とにかくさ、三年前のその日を境さかいに、世界の〝覚醒者コネクター〟に対する市民感情は急激に悪化したって訳わけ」

　それまではただの病気に過ぎなかったSWSは、たった一つの出来事を切っ掛けに、災さい禍かの種たねへと姿すがたを変えた。他でもない〝覚醒者コネクター〟が行った大破は壊かいだ。それは全く当然の成り行きだったと言える。

「今生きてる人間は、ほとんどがあの日を経験してる。あの日の恐きよう怖ふを、怒りを、哀かなしみを知ってる。もし今、僕らがこれを着てなかったら、みんなの反応はこんなものじゃ済まなかったろうね」

　これ、と環たまきが指したのは、自分とニコラが身に纏まとっている黒色のコートだ。

「これ、って……」自らが羽は織おったコートの胸元を、ニコラは見る。精せい密みつに刺し繡しゆうされた銀の紋章エンブレム。そのコートは、Seventhセブンス捜そう査さ官かんであることを周囲へ示す制せい服ふくだった。「ええと、つまり……環たまきがSeventhセブンスの人だから、みんなに避けられるだけで済んでるってこと？」

「そっ」

　頷うなずく環たまき。そうしてニコラは、環たまきがもっとも待ち望んでいた問いを口にした。

「Seventhセブンスって、いったい何なの？」

「〝覚醒者コネクター〟を、守るための組織──さ」

　ことの始まりは、悪夢の日ミラージユ・デイに連なる事じ態たいの多くが収しゆう束そくした後に先進国が集まり宣せん言げんした、六つの枠わく組ぐみだろう。環たまきは口にする。現在も〝覚醒者コネクター〟を縛しばっている、六つの文もん言ごんを。





一、〝覚醒者コネクター〟は、一般市民とは別べつ枠わくに扱うべき存在である

二、「悪夢の日ミラージユ・デイ」に各国で起こった戦せん闘とうは、




〝覚醒者コネクター〟という一つの集団と国際社会との交戦であった




三、今後の〝覚醒者コネクター〟に対する武力行使は、正当防ぼう衛えいとして容認される

四、〝覚醒者コネクター〟の海外渡と航こうは、これを制限する

五、〝覚醒者コネクター〟には、一般市民と同じく基本的人権は存在する

六、しかし、公共の福ふく祉しに反する場合には、先の条じよう項こうはその限りではない






「……え？」

　文もん言ごんの全てを理解した訳わけではないだろう。それでも、ニコラは呆ほうけたような声を上げた。

「ええと、それって、なんかすっごく、いやーな感じの決まりに聞こえるんだけど……」

「そうだね。嫌いやな条じよう項こうだ。凄すごく、凄すごく──ね」

　それらの六か条は、世界が〝覚醒者コネクター〟に抱いた嫌けん悪おを、憎ぞう悪おを、そして何よりも恐きよう怖ふを昇しよう華かさせた結けつ晶しようだった。

〝覚醒者コネクター〟の人権の、大幅な制限──はっきりと言ってしまえば、それらの条じよう項こうは〝覚醒者〟は人間ではない、と宣せん言げんしているに等しいのだ。

　もし話がこのまま終われば、今現在、〝覚醒者コネクター〟が人間社会に生きることは不可能になっていただろう。しかし、そうはならなかった。六か条に異を唱となえた集団があったのだ。有力国の地位を一気に獲かく得とくしていた日本で、悪夢の日ミラージユ・デイ以い降こう急速に力を伸ばしていた対〝覚醒者コネクター〟組そ織しき。

　世界各国を向こうに回して、そのリーダーである穂ほ積づみ聡そう一いち郎ろうは宣せん言げんしたのだ。自分たちこそが〝覚醒者コネクター〟の居場所になる、と。〝覚醒者コネクター〟から世界を守るために。そして何より──世界から〝覚醒者コネクター〟を守るために。





七、特級傷しよう病びよう患かん者じや管理機き構こうに所しよ属ぞくする、およびその可能性のある〝覚醒者コネクター〟に限っては、




上記条じよう項こうのうち、一、三、四、六の適用対たい象しよう外がいとする






　それが、彼らが交こう渉しようの末に獲かく得とくした条じよう項こうだ。彼らの存在意い義ぎとなり、同時に名前にもなった七つめの条項Seventh。

　環たまきは天を仰ぐ。街並みの向こうに聳そびえる、黒色のビル。〝樹ツリー〟と同等の高さにそれが建設されたのは、偶ぐう然ぜんではないだろう。悪夢を乗り越える。そんな意い思しの象しよう徴ちよう。

「〝覚醒者コネクター〟は、Seventhセブンスに所しよ属ぞくしている間だけ人権が保ほ障しようされる。だから僕らは、新しく生まれた〝覚醒者コネクター〟を、片かたっ端ぱしからSeventhセブンスに引き込んでる」

　Seventhセブンスに所しよ属ぞくしない〝覚醒者コネクター〟には、件くだんの六か条が適用されるのだ。Seventhセブンスに所しよ属ぞくする以外に、覚醒者コネクターが真っ当な人生を送る道は残されていない。

「同時に、Seventhセブンスに所しよ属ぞくしている〝覚醒者コネクター〟がそうじゃない野の良らの〝覚醒者コネクター〟たちを保ほ護ごし、時には取り締しまることは、自分たちが完全に制御された存在であることを社会へアピールすることにもなってるって訳わけ。この黒いコートを着ていることは、僕らが社会に適応した〝覚醒者コネクター〟であることの証あかしなんだ」

　公園の人々が遠巻きにこそすれ、環たまきたちから逃げ出したり、はたまた攻こう撃げきをしてきたりすることがないのはそのためだった。あまりに派は手でな登場をしてしまったためか、この場には見られないようだったが、Seventhセブンス関係者であれば〝覚醒者コネクター〟にも完全に平等フラツトに接する市民も、少なからず存在する。それは、Seventhセブンスが短くない年月をかけて培つちかってきた信頼の賜たま物ものだった。

「だから、僕は君に、Seventhセブンスに所しよ属ぞくすることに納なつ得とくして欲しいと思ってる。それがきっと、君にとっては一番良い道だから」

　しばしの沈ちん黙もく。夕暮れの風が立ち上る水飛沫しぶきの冷気を包んで、少年たちの頰ほおを撫なでる。ニコラの印いん象しよう的な赤毛が、鋭えい利りな光に照らされながら揺らめいた。

「……一つだけ、教えて」

　ニコラの唇くちびるが、ぽつりぽつりと言葉を象かたどる。

「あたしが〝覚醒者コネクター〟になっちゃったときに、もうSeventhセブンスに入るしかなかったのはわかったよ。そのために、タマキがあたしを誘ってくれたのも。でも、じゃあ、なんでタマキはあのとき──」

　少女の声は、どこか影のある響ひびきだった。

「あたしを、殺そうとしたの？」

　見れば、こちらを覗のぞき込むニコラの瞳ひとみには、僅わずかな恐きよう怖ふが滲にじんでいるようだった。さもありなん、と環たまきは心の中で溜ため息いきを吐つく。

　──「大人おとなしく僕らと一いつ緒しよに来て話を聞くのと、ここで死ぬの、どっちがいい？」

　己おのれが、眼前の少女へ向けて放った言葉。着替えの目もく撃げきとは訳わけが違う。それが簡単に水に流されるような言葉ではないことは、環たまきも充分に理解していた。

「……例えば、焰の魂アイアン・ソールっていう集団がある」

　遠くへ視線を投げながら、環たまきは呟つぶやく。声は、自然と低く沈んでいった。

「君が入院してた病院を襲しゆう撃げきしたのも、そいつらだ。宗しゆう教きよう組そ織しきでね。〝覚醒者コネクター〟のことを、人類の進化形だって言ってる。それまでの人類にはなかった、新しい力を持った優等人種だって」

　ニコラの表情は見ない。それでも、彼女が怪け訝げんそうな顔をしているだろうことは、手にとるようにわかった。

「奴やつらの厄やつ介かいなところは、その信しん仰こうに則のつとって、普通の人間を〝覚醒者コネクター〟にしようとするところだ。それが救きゆう済さいなんだと。だから、人をSWSにかけるために過度な精神的負ふ荷か──恐怖を与えようとする。そのためになら、奴やつらは何でもやる」

　何でもね──と、環たまきは再度口にした。ごくり、とニコラの喉のどが鳴る。

「Seventhぼくらの一番の敵、そしておそらくは世界でもっとも危険な〝覚醒者コネクター〟集団さ。奴やつらは極きよく端たんな例だけれど、そういう集団がこの世界には山程あるんだ。〝覚醒者コネクター〟による、非正規の集団。そのどれもに共通するのは、みんな人間社会に害をなす集団だってこと」

　それは、ある意味で当然の帰結と言えた。Seventhセブンス所しよ属ぞく外の〝覚醒者コネクター〟には、人間社会における居場所など用意されてはいないのだ。受け皿のない異質イレギユラーは、必然低く、暗く、危険な場所へと沈ちん殿でんし堆たい積せきしていくものだ。

「僕らの保ほ護ごを断った〝覚醒者コネクター〟は、ほぼ確実にそっちに流れていく。本人の意い思しとは、もはや関係ない。それしか生きようがないんだ」

　そして、と環たまきはニコラを真まっ直すぐに見み据すえる。

「Seventhぼくらは、それを見み逃のがす訳わけにはいかないんだ」

　ニコラの瞳ひとみに微かすかな理解の色が広がったのが、環たまきには見えたような気がした。

「Seventhセブンスによる〝覚醒者コネクター〟の保ほ護ごは、実際相当微び妙みようなバランスで保たれてる。もう一度、〝覚醒者コネクター〟が何か取り返しのつかないことをやらかしたら、すぐに天てん秤びんが傾いてしまうくらいに。今も国際会議の度たびに、七つめのSeventh条項の撤てつ廃ぱいは議ぎ題だいに上がる。それを押し止とどめてるのは、偏ひとえにSeventhセブンスが〝覚醒者コネクター〟の秩ちつ序じよを完全に守っているという実績だ」

　ほんの少しの切っ掛けで、世界は僕らに牙きばを剝むきうる──少年の言葉に、ぶるり、とニコラの身体からだが震えた。続く環たまきの呟つぶやきは、ひどく実感の籠こもったそれだった。

「折せつ角かく、確保されてる居場所なんだ。何があっても、失う訳わけにはいかないさ」

　だから、Seventhセブンス捜そう査さ官かんが野の良らの〝覚醒者コネクター〟に言えることは、結局のところ無む慈じ悲ひな二択とならざるを得ないのだ。

　──「大人おとなしく僕らと一いつ緒しよに来て話を聞くのと、ここで死ぬの、どっちがいい？」

　沈ちん黙もくは、数秒。ゆっくりと洩もらされたニコラの声は、どこかそっけない響ひびきを帯びていた。

「……あたしが一いつ緒しよに行くって言った時、タマキはどう思ったの？」

「どうって……ほっとした、かな」

　その言葉は、涼やかな水音に溶け込んだ。

「苦にが手てなんだ。〝覚醒者コネクター〟を始し末まつするとか、そういうの」

　ゆっくりと、正面を見み据すえる二人。公園のあちこちで憩いこう人ひと影かげたちは、どうやら環たまきたちから徐じよ々じよに興きよう味みを失いつつあるらしい。気き兼がねのない笑い声が、赤く染まる公園に谺こだましていた。

「ねえ、タマキ」

　不ふ意いにニコラが呟つぶやいた。

「うん？」

「あれ。あそこ」

　ニコラが細い指先で指したのは、公園の片かた隅すみにできた小さな人だかりだった。環たまきにとっては当たり前過ぎて、意い識しきすることさえなかったその光こう景けい。

「あれ、なあに？」

「あー、アイスの屋や台たいだな。土日は出るんだ、この辺り」

「アイス!?」

　その単たん語ごを聞いた途と端たん、ニコラの瞳ひとみは見違えるほどの輝きを放つ。

「アイスって、あのアイス!?　屋や台たいで売ってるの!?」

「あ、ああ」

「な、なんという時代……コペルニクス的てんかい……！」

　たじろぎつつ、環たまきは思う。どうやらこのニコラという少女は、自分が思っているよりずっとものを知らないみたいだぞ、と。変な娘こだな、と心しん中ちゆうで呟つぶやいた。自分が感じている奇き妙みようさが、異なった名前で呼ぶことも可能な何かであることには気付かなかった。

「食べたい！　食べてみたい！　タマキ、買ってきて！」

「僕が買うのか」

「あー、痛むなー。傷付いた乙女おとめ心ごころがズキズキだなー。これはアイスじゃないと癒いやせないズキズキだなー」

「まだ痛んでたのか、乙女おとめ心ごころ」

「ちょっと命を助けたくらいで償つぐなえるほど、乙女おとめの裸はだかは安くありません」

　もっともだ、と笑いつつ環たまきは立ち上がる。乙女おとめ心ごころが痛むならば仕方がない。アイスが効くとは初耳だったが。

　数分の後にベンチへ戻ってきた環たまきは、レモンシャーベットとチョコミントアイスを抱えていた。ニコラは黙ってチョコミントを指差す。使い捨ての容器に載のったアイスを環たまきから受け取ると、彼女はうっとりとそれを見つめた。

「おいしそー……」小さく、呟つぶやく。「憧あこがれてたんだ。こんな風ふうに、外で食べるの」

「これが和解の印しるしってことで、いいかな？」

「仕方ないなー。アイスに免めんじて許してしんぜよう」

　涎よだれすら垂たらさんばかりの表情を浮かべる少女へ、環たまきはプラスチック製のスプーンを差し出す。ニコラは笑顔でそれを受け取り、アイスへ向け突き立てようとする。

「いっただきまーす！」

「あ、ちょっと待……」

　めきり。

　ニコラの手の中で、スプーンが折れ曲がった。

「……」

　くの字になったスプーンを眺ながめながら、環たまきは呟つぶやく。

「忘れてたな、〝正夢コネクト〟のこと」

「……そんなことないデスよ？　ちゃんとわかってマシたよ？」

　何な故ぜか敬けい語ごだった。

　ああ、そうか。つい先せん刻こく構こう築ちくされた認にん識しきに、環たまきはすぐさま追加する。この子は自分が思っているよりもずっとものを知らなくて、奇き妙みようで、そして──

　馬ば鹿かなんだ。

　ひどく持ち難くなったスプーンを、今度は指先で摘つまむように持ち、ニコラは再度アイスへと向ける。フリース生き地じにも似た表面にスプーンの先が触れたのと、スプーンが砕くだけ散ったのは同時だった。

「ふあああ……」

　掌てのひらからはらはらと落ちるプラスチックの欠片かけらを、少女の涙なみだ目めが見つめていた。

「難しい……これは難しすぎる……」そこでニコラは何かを思いついたように、地面に落ちた欠片かけらから目を離す。「タマキ！　タマキはどうやってるの!?　コツを！　コツを教えてください！」

「……は？」

　予想外に真まっ直すぐ注そそがれた視線に、環たまきはたじろぐ。この娘こは一体、何を言っているのだろう。そういった内心が表情に出ていたらしく、ニコラが今度は首を傾かしげる。それを見ながら、やけにころころと表情が変わる少女だな、と環たまきは思う。

「え？　だって、タマキもあたしとおんなじようなやつなんでしょ？　〝正夢コネクト〟」

「……あー」

「ほら、さっきあたしを、その、助けてくれた時。ぴょーんって、すっごく跳んでたし」

　ゆっくりと、天を仰ぐ環たまき。言われてみれば当然の誤ご解かいだった。それを解くのは容易たやすいことだったが、数秒だけ彼は躊ちゆう躇ちよする。自らの〝正夢コネクト〟について語るのは、彼にとっては少しだけ覚かく悟ごの要いることだった。

　環たまきの〝正夢コネクト〟を知ってなお、環たまきの近くに居続けた人間は、これまで多くはなかったから。

　そこで、彼は不ふ意いに、自分がニコラに感じていた奇き妙みようさのもう一つの呼び名に気付く。それは、好感だった。いつの間にか、自分はこの少女のことを気に入ってしまっていたらしい。

　もう一度嫌きらわれることを、ほんの僅わずか恐れてしまうくらいには。

「……条件トリガーは【〝残滓光レムナント〟の視し認にん】」

　無む造ぞう作さに、口を開く。遅かれ早かれ知られることだ。ここで誤ご魔ま化かす意味はなかった。

「結果エフエクトは【〝残滓光レムナント〟の複製、備び蓄ちく】。それが僕の〈暗算子スケアクロウ〉だ」

　一度口にしてしまえば、後は流れ作業のようなものだった。

「要するに、僕の眼めで見た〝残滓光レムナント〟は、この眼めに備蓄ストツクされるってこと。で、それを僕は使える。僕はさっき、君の〝正夢〟を使ったんだ」

　ニコラの視線が自分の左ひだり眼めに注そそがれるのが、環たまきにはわかった。右みぎ眼めの黒色とは異なる色合いを見せる色オ違ツいドのア瞳イ。左ひだり眼めの中にたゆたい、その色合いを演出している幾いくつかの〝残滓光レムナント〟を、彼女は認めただろうか。

「へええ……」

　ニコラの呟つぶやき。僅わずかな緊きん張ちようを、環たまきは抱く。それはどこか諦てい念ねんを孕はらんだ緊きん張ちようだった。自分が口にした言葉の意味を、環たまきは理解している。〝正夢コネクト〟とは顕けん在ざい化した感情だ。それを複製コピーするというのは、その人の心の深い部分に、ずかずかと土足で踏み入ることと同じだった。

　捜そう査さ官かんとしてはこの上なく有用なその〝正夢コネクト〟は、しかし多くの〝覚醒者コネクター〟にとって嫌けん悪おの対たい象しようとなり得て──その感覚は、〝覚醒者コネクター〟になりたての少女ですら例外ではないはずだった。

　続くニコラの言葉を、環たまきは待つ。幸い、自分は説明義務を果たすことはできた。たとえ少女が自分を忌き避ひしたとしても、それで彼女が困ることはない。あとは、少女がSeventhセブンス内の環たまきの視し界かいに入らないどこかで、少しでも良い人生を送ることを祈るだけだ──そんなことを考えながら、彼はニコラを見る。視し界かいに映る少女の様よう子すは、彼の予想とは大きく異なるものだった。

　目を泳がせながら、アイスの表面を指で触り、冷たさに引っ込めるニコラ。何度かそれを繰り返した後に、彼女は黙だまり込む。ニコラは環たまきを、今度は下から覗のぞき込むように見み据すえた。

「タマキ」じとり、とニコラの視線が注そそがれる。「あたし、アイス食べたい」

「え……あ？」

　言葉の意味を汲くみ取れないでいる少年へ向け、少女はもう一度、はっきりと口を開く。その声は、茜あかね空ぞらの下、これまで彼女が発したどんな言葉よりもよく通ったように、環たまきには思えた。

「食べたい」







　境さかい悠ゆう理りは激げき怒どしていた。

　Seventhセブンス総そう監かんとの会談を済ませ、事務仕事にあたっていた同どう僚りようから幾いくつかの情報を受け取り、今後の方針を決定したところで、彼女のもとへ届いたのは、Seventhセブンス直ちよつ轄かつの医い療りよう施設からの報告だった。取るものも取りあえず病院へ駆かけつけ、案内された屋おく上じようへ上がると、そこにあったのは破られたフェンス、置き去りにされた車椅い子す、飛び石のように走った罅ひび割われだった。惨さん状じよう、と呼んで大きな間違いはないだろうその景色けしきを見れば、十数分前にそこで何が起きたのかは明らかだった。

　一度保ほ護ごした患かん者じやに再度の暴ぼう走そうを許すというのは、Seventhセブンス捜そう査さ官かんにとっては恥はずべき失しつ態たいである。流石さすがに事じ態たいの処しよ理りが適切に行われていることを疑いはしなかったが、事じ態たいを引き起こしたことそのものの責任は問わねばならない。Seventhセブンス本部外に飛び出しただろう環たまきを探すことが、悠ゆう理りの作業タスクリストの最優先事じ項こうに躍おどり出た瞬しゆん間かんだった。

　相手を端たん末まつで呼び出すことができればそれが一番早かったが、彼女はこの時代の人間には珍めずらしく、任務時に支し給きゆうされるもの以外に端たん末まつを所持してはいなかった。病院の屋おく上じようから、街並みに点在する痕こん跡せきを精せい査さし、怒りに満ちた足取りでSeventhセブンス本部を出る。街路を巡り、歓かん楽らく街がいの中心部の公園に辿たどり着いたところで、見慣れた黒いコートを見つけた。

　間抜け極まるミスを犯したうえ、その報告を怠おこたっている同どう僚りようにどのような言葉を浴びせるべきか、素早く吟ぎん味みしながら歩み寄る。頭の中で第一声を決定し、それを口に出そうとした瞬しゆん間かん、全ての思し考こうが霧む散さんした。

　予測通りにそこにいた少年と少女。しかし彼らの様よう子すは、悠ゆう理りが予測していたあらゆるケースとも異なるものだったのだ。

「……何をしているんだ、お前らは」

　悠ゆう理りの呟つぶやきに、はっ、と環たまきがこちらを見る。ニコラの口へとアイスを運んでいたスプーンが、彼の手から滑り落ちた。きょとん、と悠ゆう理りを見つめる少女とは対たい照しよう的に、少年の顔が見る間に赤く染まる。

「ち、違う！」

「趣しゆ味みに口を出す気はないがな……」

「だから、違うんだって！　これには訳わけが──」

　深い溜ため息いきを、悠ゆう理りは吐つく。ここに来るまでに温めていたはずの言葉は、欠片かけらも残らず霧む散さんしてしまっていた。こんな状況では、何を言っても締しまらない。仕方がないので、環たまきに書かせる始し末まつ書しよの話は後回しにして、今後の方針についてのみ事務的な口く調ちようで伝えることにした。

「次の任務が決まった。詳しよう細さいは本日の夜、総そう監かんから説明されるが──昨日きのうの病院から、カルテが消えていたらしい。焰の魂アイアン・ソールは、おそらくそれをもとにして動く」

　消えたスプーンを探すように手を彷徨さまよわせる少年の返事を待たず、悠ゆう理りは続ける。

「今度は待ち伏せる。出発は明朝になるだろう」

　そして、口くちの端はしにチョコチップを付けた少女へと視線を移した。

「ニコラ・ベイカー」

　訳わけがわからない、という表情で、少女はゆっくりと首を傾かしげる。

「お前の配はい属ぞく先については、明日あした、お前の希望も聞きつつ決められる。指し導どう係はその結果を受けて選ばれることになるだろう。それまで──」

「だったらもう、決まっちゃった」

「……？」

　予想外の答えに、悠ゆう理りの言葉が止まる。ニコラの表情を見れば、そこには数秒前までの困こん惑わくはなく、どこか自信に満ちた笑顔だけがあった。

　そうして、少女は口にする。自らの運うん命めいを決定づける言葉──おそらくはSeventhセブンス捜そう査さ官かんのほとんどが、頭に浮かべることさえできない言葉を。




「あたし、タマキと一いつ緒しよのところがいい！」




　それを聞いた時の環たまきの表情こそが見み物ものだったなと、この時のことを後から思い返す度たびに悠ゆう理りは思う。
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「でねっ、その時に先生が言ったのが、おっかしいの──」

　ころころと、鈴すずが鳴るような笑い声が上がる。

　笑っているのは、一人の少女だ。ニコラ・ベイカーと同じ年ねん齢れいの、しかし彼女よりも幾いく分ぶん血色の良よい少女。くりりと開いた目と華はなやかな表情に、少女の活発さが見て取れる。その少女は今、自らの発する雰ふん囲い気きとは裏うら腹はらにシックな色のパジャマに身を包み、ベッドにて半身を起こしつつ言葉を紡つむいでいた。

[image: ]

「ほほう……中学校ではそんなことが……」

　少女へ向け相あい槌づちを打つのは、ニコラである。少女のベッドの傍かたわらに置かれた木製の椅い子すに座り、楽しそうに笑っている。身に纏まとっているのは黒いコート。大きめのコートをゆったりと羽は織おる姿すがたは、父親の衣服をこっそりと身に着けてみた子供を思わせる。

「くそー、面白そうだなあ。いいなあ中学校」

「ニコって、学校行ったこと、ないの？　本当に？」

「小学校なら、昔、少しだけ行ったみたいなんだけどね。こっちに来てからはずっと病院だったから、中学校はね」

「楽しいよ、学校！　今はニコも退院したんでしょ？　そうだ、うちの学校来なよ。わたしももうすぐ戻るし、一いつ緒しよに行こ！」

「いいね、それ！　ナイスアイディアだよ、ミサト！」

　藍あい原はら美み里さと──それが、少女の名前だった。

　少女の笑顔には一切の屈くつ託たくがなく、とても彼女がまだ深い眠りから目覚めて数日しか経たっていないとは思わせない。ニコラと美み里さと、背せ格かつ好こうのよく似た二人の少女は、そんなところもよく似ていた。

（やれやれだ）

　談だん笑しようする二人の少女を眺ながめながら、千歳ちとせ環たまきは溜ため息いきを吐つく。ニコラの背後の壁に背中を預けて立ちつつ、自分の居る部屋を見渡した。

　環たまきとニコラ、そして美み里さとがいるのは、美み里さとの自室だった。少女らしいピンクを基き調ちようとした室内は、環たまきに僅わずかな居い心地ごこちの悪さを感じさせる。室内のあちこちに飾られたインテリアは、どれもが可愛かわいらしいそれで、年相そう応おうの少女の部屋といった趣おもむきだった。

（特に、変わったことはない……か？）

「それにしても、ニコ、日本語うまいよねー。イギリスの人なんでしょ？　移民は別に珍めずらしくないけど、そこまで話せるのは珍めずらしいよ」

　悪夢の日ミラージユ・デイからこっち、海外から日本への人員の流入は、増加する一方だった。かの日に被ひ害がいを最小に抑えたがゆえに獲かく得とくできた技術的なアドバンテージや、Seventhセブンス本部の存在がもたらす治ち安あんの安定によるところが大きい。ニコラが来日した理由は、それらの移民とは異なるものだったはずだが、彼女がここでそれを口にすることはなかった。

　照れたように、ニコラがはにかむ。

「病気してから、ずっとこっちだから。もう英語の方を忘れちゃいそうだよ」

　環たまきが観察を続けている間にも、二人の少女は談だん笑しようを続けている。中学生の少女の会話だ。年ねん齢れいも性別も異なる環たまきにとってそれは、それこそ異い国こくの言葉にも等しい。うんざりしながらも、しかし環たまきがその言葉を止めることはなかった。

　現在の環たまきたちの目的にとって、その会話は欠かせない行動であったからだ。

（リストカットも無し。外傷も無し。虐ぎやく待たいはノーか）

　美み里さとのパジャマの袖そでから覗のぞく、仄ほのかに色づいた肌はだに目をやりつつ、小さく息を吐いた。

（この娘の〝正夢〟は何なのか──か。どうしたもんかねえ）







「SWSから目覚めた患かん者じやの〝正夢コネクト〟がわからないケースは、稀まれにだが、確かに存在する」

　昨晩のことを、環たまきは思い出す。科しな出で市の中心部に聳そびえ立つ、Seventhセブンス本部ビルの頂ちよう点てん。エレベータから一歩を踏み出した瞬しゆん間かんに足裏の感かん触しよくが変わるそのフロアの、もっとも奥に位置する一室にて、壮そう年ねんの男はそう言ったのだ。

　部屋の壁は一面が硝子ガラス張りになっており、真まっ直すぐに男を見つめているだけの視し界かいにすら、科しな出での街並みは圧あつ倒とう的な存在感で飛び込んでくる。眼がん下かの街並みはやけにジオラマめいていて、それはSeventhセブンス本部ビルの威い容ようを相そう対たい的に表していた。

　まるで〝樹ツリー〟と競うように、高く高く築き上げられた威い容よう。

「個々の〝正夢コネクト〟の条件トリガーは、本当に千せん差さ万ばん別べつだからだ。例えば悠ゆう理りの〈原罪判決バースデイ〉は、銃じゆうを撃うたなければ発動しない。仮に悠ゆう理りが、SWSから目覚めた後のち、一度も銃じゆうを握ったことさえなかったならば──彼女の〝正夢コネクト〟は、今もわからないままだっただろう」

　特級傷しよう病びよう患かん者じや管理機き構こう総そう監かん──穂ほ積づみ聡そう一いち郎ろう。男は、この世界における環たまきたち〝覚醒者コネクター〟の秩ちつ序じよを守り続ける組そ織しきのトップだった。三年前の悪夢の日ミラージユ・デイに、境さかい悠ゆう理りとともに環たまきの前に現れ、環たまきを後のSeventhセブンスへと引き入れた男。

　椅い子すの背もたれに体重を預けながら、聡そう一いち郎ろうは再び口を開く。

「そういった患かん者じやの多くは、病院、もしくは自宅にて経過を観察される。〝正夢コネクト〟が確かく認にんされなければ、〝覚醒者コネクター〟であるとも確定できないからな」

「〝覚醒者コネクター〟であることが確定されなければ、Seventhセブンスの保ほ護ご対たい象しようにはなりませんからね」

　男の正面に立つ環たまきの隣となりで、同じく直立した悠ゆう理りが言った。環たまきたち二人と男との間には、いかにも高級そうな机つくえが鎮ちん座ざしている。瀟しよう洒しやでありながら実用性に注力されたそのデザインから、持ち主である男の性質を読み取ることができる者もいるだろう。

　そうだ、と聡そう一いち郎ろうは頷うなずき、続ける。

「先日、科しな出で大付ふ属ぞく病院から持ち出されたと思われるのは、その類たぐいの患かん者じやたちのカルテだ」

「呉くれ、でしたっけ？」どことなく話し辛づらそうに、環たまきは言う。「あいつがやったんですか？」

　その問いに答えたのは、悠ゆう理りだった。

「そんな暇ひまはなかった。伏ふく兵へいが居たんだ」

　今にして思えば──と、悠ゆう理りは悔くやむように眉まゆを寄せる。

「奴やつらの目的は、そもそもがそちらだったんだろう。呉くれは捨て駒ごまだったという訳わけだ。気付かなかったこちらが迂う闊かつだった」

「あまり自分を責めるな」鷹おう揚ように告げる聡そう一いち郎ろう。「もとから、焰の魂アイアン・ソールは一つの作戦行動に多くの人材は注つぎ込まない傾向にある。伏ふく兵へいの存在に気付くのは難しかったはずだ」

　悠ゆう理りは小さく頭を下げた。悠ゆう理りと聡そう一いち郎ろうの間に、阿あ吽うんの呼吸とも呼ぶべき空気が存在していることに、環たまきは気付いている。聞くところによれば、二人の付き合いはSeventhセブンスの前身組そ織しきの結成当初にまで遡さかのぼるらしい。聡そう一いち郎ろうが話を進める。

「まだSeventhセブンスに保ほ護ごされていない、〝覚醒者コネクター〟の卵たちの名めい簿ぼ。焰の魂アイアン・ソールにとって、人員の一人を擲なげうつだけの価か値ちは充分にある」

「自分たちの役に立つ〝覚醒者コネクター〟である可能性を求めて、奴やつらは迎えに来るでしょうね」

「ああ。そしてその時期は、明あ日す明後日あさつてといったところだろう。こちらがカルテの紛ふん失しつに気付くことは、当然連れん中ちゆうも想そう定てい済みだろうからな。カルテのチェックからターゲットの絞しぼり込みまでは迅じん速そくに行われるはずだ」

「そこを待ち伏せる、って話なんですよね」環たまきは言う。大まかな話だけは、事前に悠ゆう理りから聞かされていた。「でも、その患かん者じやって何人くらい居るんです？　全部カバーなんてできるんですか？」

　口を開く度たび、自分に悠ゆう理りの鋭い視線が突き刺さるのが、環たまきにはわかった。環たまきの態度が、彼女の目につくのだろう。悠ゆう理りは組そ織しき的な秩ちつ序じよを重んじる。そして環たまきは、この年ねん齢れいの少年の多くがそうであるように、目上の人間と接するのがあまり得意ではなかった。

　そんな環たまきの態度など意に介かいさず、聡そう一いち郎ろうは問いに答える。

「幸い、あの病院の患かん者じやで、自宅療りよう養ようしているのは一人だけだ。他の患かん者じやは全員、一時的にうちの医い療りよう施設で引き取った。奴やつらも迂う闊かつには手を出さないだろう」

　成なる程ほどな、と環たまきは思う。言われてみれば、目覚めたSWS患かん者じやを自宅に帰すなどということは、余よ程ほどの社会的信用のある人物でもなければ、許可されるはずもない。その条件を満たせる患かん者じやは、そうは多くないのが実際だろう。

　ばさり、と机つくえの上に資料が投げ出される。

「藍あい原はら美み里さと。患かん者じやの名だ」

　眠りについたのは三か月前。目覚めたのは五日前で、現在は自宅にて療りよう養よう中の、十四歳さいの少女──それが、資料にざっと目を通した結果、環たまきが把は握あくした患かん者じやのデータだった。

「そう、十四歳さい。ニコラ・ベイカーと同じ年ねん齢れいだ」

　聡そう一いち郎ろうの口からその名前が出たことに、環たまきは驚く。この男は組そ織しきのトップにありながら、昨日きのう保ほ護ごされたばかりの〝覚醒者コネクター〟のことまで把は握あくしているのか。

「〈オズ〉に加入するのだろう？　ならば丁ちよう度ど良い、彼女をうまく使え。同年代を話し相手とした方が、人のガードは緩むというものだ」

「話し相手、ですか？」

　資料を手にしたまま首を傾かしげた環たまきへ向け、悠ゆう理りが平静な声で説明する。

「私たちが焰の魂アイアン・ソールより先に藍あい原はら美み里さとを保ほ護ごするには、彼女が〝正夢コネクト〟を発現していることを確かく認にんする必要がある。だが、五日間に及ぶ経過観察の中で、その片へん鱗りんすら見せなかった対たい象しようだ。ただの観察で〝残滓光レムナント〟を確かく認にんできるとは思えない。異なる方向からアプローチするしかない」

「異なる方向って？」

　悠ゆう理りへ投げかけた環たまきの問いに、答えたのは聡そう一いち郎ろうだった。

「彼女がSWSに罹かかった、その原因を探る」

　環たまきがそっと机つくえの上に置いた資料を手元に引き寄せながら、聡そう一いち郎ろうは言葉を継いだ。

「〝正夢コネクト〟が感情をもとにしているのは、お前も知っているだろう。SWSに罹かかった原因となる感情だ。ならばその正体がわかれば、〝正夢コネクト〟の条件トリガーも、ある程度予測することが可能だ」

　成なる程ほど、と環たまきは唸うなる。

　病院のカウンセリングでは、原因の特定にまでは至っていない──悠ゆう理りはそう言った。だろうな、と環たまきは思う。SWSの罹り患かん要因は、多くの場合「心の傷」と呼ばれる類たぐいのものだ。患かん者じやが明言したがらないのは道どう理りと言える。

　聡そう一いち郎ろうに視線で促うながされ、悠ゆう理りが話を纏まとめた。環たまきへ向け、彼女は言う。

「私は、彼女の両親に話を聞く。ニコには、彼女自身と話をさせる。一いつ刻こくも早く彼女の〝正夢コネクト〟を突き止め、彼女を保ほ護ご。その後に焰の魂アイアン・ソールを迎え撃うつ。それが、今回の任務だ」

　数秒の沈ちん黙もく。広い部屋が、いつの間にかひりつくような緊きん張ちよう感かんに満たされていた。

「久々の三ト人リ組オとなった〈オズ〉の活かつ躍やくに、期待しているぞ」

　言って、聡そう一いち郎ろうは莞かん爾じと笑った。環たまきも笑う。聡そう一いち郎ろうが浮かべたのとは、違う笑えみだった。

「ニコの次の受け入れ先、探しておいて下さい。そう遠くないうちに必要になります」

「必要になってから言え、それは」窘たしなめるように、悠ゆう理りが言った。「必要になるかどうか、自分の目で確かめてからな。今回の任務は、丁度良い機き会かいだ」

　どういうことだ、と視線で尋たずねる環たまきへ、悠ゆう理りが返した言葉は明快だった。

「初任務で、ニコを単たん独どく行動させる訳わけにもいかないだろう。今回の任務、お前の担当はニコだ」

　その言葉の意味を、環たまきは正しく理解する。自然と浅い溜ため息いきが洩もれた。

　要するに、女子中学生二人のガールズトークに付き合うのが、環たまきの仕事であるようだった。







「そうだ！」

　昨晩の記き憶おくに環たまきが溜ため息いきを吐つくのと、現実の美み里さとが声を上げたのは、ほぼ同時だった。

「ニコ、喉のどが渇かわかない？　わたし、ちょっと飲み物取ってくる」

「え、あ、いや、いいよ」慌あわてたように、ニコラはかぶりを振る。「どうぞおかまいなく」

「あっはは、遠えん慮りよしないでよ。っていうかね」

　ぺろり、と美み里さとは舌を出し、悪戯いたずらっぽく続けた。

「わたしが渇かわいたの、実は」

　言って、美み里さとはベッドから降りようとする。だったら、というニコラの言葉が、そんな彼女の動きを止めた。

「あたしが取ってくるよ。ミサトは寝てて」

「悪いよ、そんな」

「いいのいいの、押し掛けたのはこっちなんだから」

　椅い子すから腰を浮かせたニコラの肩に、環たまきは自分の掌てのひらを置いた。一いつ旦たん浮いた少女の腰が、再び椅い子すへと着ちやく地ちする。振り向いたニコラの視し界かいに映るのは、思し案あん顔を浮かべる環たまきの姿すがただ。数秒の思し案あんの後、環たまきは口を開く。

「……僕が行く」

　環たまきの脳のう裏りに浮かんでいたのは、今も記き憶おくに新しい、病院の屋おく上じようから飛び出す少女の背中だ。勿もち論ろん、あれだけの失敗を経た後のことだ。ニコラ自身も、自らの身体からだのコントロールには細心の注意を払ってはいるだろう。しかしその信頼は、避けられるリスクを放ほう置ちする怠たい惰だと同一ではない。

「いいの？」環たまきとニコラの間を巡った無言の意志疎そ通つうに気付いたのか否いなか、美み里さとが明るい声を上げる。「じゃあ、お願い！　勝かつ手てにキッチンから取ってきていいよ。父とうさんも母かあさんも気にしないし」

　了りよう解かい、とだけ口にして、環たまきは部屋を出る。藍あい原はら家の二階の廊下は、部屋の中よりも僅わずかに気温が低い。ぶるりと身を震わせ、下り階段へ向かう。彼の記き憶おくでは、キッチンは一階だった。

　地上二階の一戸建て。藍あい原はら家の内部は、廊下を歩くだけでも、壁の色合いやあちこちに覗のぞく調度などに品の良さを感じる空間だった。事前の資料にあった、美み里さとの父の職業を頭に浮かべる。それが果たして儲もうかる仕事なのか、環たまきは知らない。それでも、今自分が感じている足裏の感かん触しよくだけで、その解答には充分であるようにも思えた。

　少しも軋きしまない階段で一階に下りると、居間の方から光が洩もれていた。微かすかに話し声も聞こえる。誰だれと誰だれが話しているのだろう、と考えながら、キッチンへ足を向けた。藍あい原はら夫ふ妻さいと悠ゆう理り、ということも考えられるが、それ以外の可能性もあった。環たまきたちのチーム〈オズ〉と藍あい原はら一家の他にも、この家には人間が存在したからだ。

　環たまきは思い出す。藍あい原はら家に到とう着ちやくした際に目にした光こう景けいを。環たまきたちが乗るSeventhセブンスの捜そう査さ車両が着いた時には既すでに藍あい原はら家のガレージに収まっていた、環たまきたちのものと同デザインの乗用車。

「よう」

　キッチンに入ると、先客がいた。片手を上げる男へ向け、環たまきも片手を軽く上げてみせる。

「仕事はいいのか？　スコット」

「失しつ礼れいな奴やつだな、お前さんは」

　笑いながら、スコット・ベックマンは冷れい蔵ぞう庫こを開ける。黒色のスーツ姿すがただった。彼がこの家に来た時に羽は織おっていたコートは、大方どこかに掛けられているのだろう。迷いのない手つきで何かを取り出しつつ、スコットは言葉を続けた。

「教きよう授じゆとの話は、うちのリーダーがやってくれているからな。俺おれがいても邪じや魔まになるだけさ。となれば、手の空すいた男が同どう僚りようの手伝いをするのもいいだろうさ。そうだろうユーノウ？」

　スコットの投げた何かを受け取りながら、成なる程ほどなと環たまきは思う。となると居間にて話しているのは、藍あい原はら夫ふ妻さいと、スコットの属する〈ディック〉のリーダーなのだろう。そこに悠ゆう理りは同席しているだろうか。しているだろうという確信があった。悠ゆう理りは、そこで大人おとなしく身を引く性格ではない。

　右手に受け取ったものを見ると、一本の葡ぶ萄どうジュースだった。厚みのある硝子ガラス瓶びんに入っており、果か汁じゆう百パーセントを示すラベルが貼はられている。冷れい蔵ぞう庫こを閉じつつ、スコットが言う。

「冷れい蔵ぞう庫このラインナップから見ると、そいつが娘むすめ用だ」

「……盗ぬすみ聞きとは趣しゆ味みが悪いね」

　聞こえるものは仕方があるまい、と肩を竦すくめるスコット。サングラスの向こうで彼が目を瞑つぶると、彼の身体からだを僅わずかに琥こ珀はく色の光が包んだ。それは彼が目を開くのと同時に薄まり、消える。

　食器棚だなから手て頃ごろなグラスを二つ用意し、ジュースを注つぐ。瓶びんに貼はられたラベルが視し界かいに入る。よくよく見てみれば、そこには環たまきもよく知る地名が記されていた。高級ワインの生産地として、世界的に有名な地名だ。

「そんなイメージは無かったんだが」サングラスのフレームを指で撫なでながら、スコットが呟つぶやく。「存外、儲もうかる職業らしいな。大学教きよう授じゆってのは」

　どうやらスコットも、環たまきと同じことを考えていたらしい。そうだね、と環たまきは笑う。

「Seventhセブンスに研究協力をしてるっていうのも、大きいだろうけどね。出るんだろ？　補助金」

「まあ、俺おれらの給きゆう料りようよりはな」

「何の研究をしてるんだっけ？」

「人間の五感と認にん識しき、に関するものだという話だ」

　生理学だな、というスコットの言葉に、環たまきは首を傾かしげる。その言葉の響ひびきと自らが属している組そ織しきとの間に、関連性が見み出いだせなかったからだ。素直にその疑問を口にした。

「そんな人に、何だってSeventhうちが協力を頼んでるんだ？」

「最新の研究内容は極ごく秘ひで、末まつ端たんには知らされないが」少し思し案あんするようにしてから、スコットは続ける。「関連はあるさ。SWSは、人間の感情を〝正夢コネクト〟に変える。感情ってのは、人間の認にん識しきが作り出すものだ。となれば、〝正夢コネクト〟は人間の認にん識しきを土台に成り立っていると言える」

　冷れい凍とう室しつから氷を取り出しつつ、例えば、とスコットは右手の人差し指を立てる。

「人体を適用対たい象しようとする〝正夢コネクト〟があるだろう？　では、その人体というのはどこまでが人体なのか。死体は？　千ち切ぎれた腕は？　その鍵かぎは、どうやら人間が人体と認識するか、にあるらしい」

　となると、とスコットへ向けてグラスを差し出しながら環たまきは思う。今スコットが挙げた候こう補ほは、その全てが適用対たい象しようということになるだろう。たとえ腕だけになろうと、人はそれを人間の身体からだと認にん識しきするはずだ。

　グラスに落とされた氷が、からん、と涼やかな音を立てた。

「で、だ。教きよう授じゆの研究室は、人間はどこまで分解すれば人体と認にん識しきされなくなるか、の線引きに成功したらしい」

「成なる程ほどね」シンクの横に立てかけられていたトレイにグラスを載のせながら、環たまきは呟つぶやく。「そういう類たぐいか。実用的だね。わざわざ〈ディック〉がデータの受け取りに派は遣けんされるのも頷うなずける」

「なかなかに、胸の悪くなる話だがな。そんな研究をしている男の一人娘むすめがSWSに罹かかるというのも、考えさせられるものがあるとは思わないか？」

「天てん罰ばつ、みたいな話？　ただの偶ぐう然ぜんだろ。悪いけど、僕はそこまで信心深くはないさ。そもそも、研究はただの研究だよ。良いも悪いもない」

「確かにな──ああ」

　そこで、スコットは声の調子を変える。だから環たまきには、次のスコットの言葉が自分へ向けられたものではないことがすぐにわかった。

「わかった。すぐに行く」

　スコットが呼び掛けた方向、自分の背後を環たまきが振り返ると、そこには一人の男が立っていた。

　猫ねこ背ぜで小こ柄がらな、童どう顔がんの男だった。どこからどう見ても少年にしか見えず、二十代中ちゆう盤ばんという実際の年ねん齢れいを当てられる者はいないだろう。マルコ・サヴィーニ。スコットの所しよ属ぞくする、チーム〈ディック〉のメンバーだ。

　異国の血をはっきりと感じさせる目鼻立ちは、一般に美少年、と評されるタイプのそれだ。身体からだよりもサイズの大きめなスーツが、えも言われぬ愛あい嬌きようを醸かもし出している。

　マルコが背後から近付いていたことに、環たまきは気付けなかった。しかし、環たまきがそのことに驚くことはない。マルコはそういうことができる人間であることを、環たまきは知っていたからだ。マルコが全身に纏まとう翡ひ翠すい色の〝残滓光レムナント〟が、それを可能にしていた。

　法ほう則そくの名は〈不調和音ハーモニー〉──条件トリガーは【音の発生】、結果エフエクトは【音の消去】。

　自らが発した音が、誰だれにも届くことなく消えていく。それがマルコの〝正夢コネクト〟だった。つまりマルコは、あえて物音を消そうと努力するまでもなく、完全なる無音で行動することが可能なのだ。その隠おん密みつ性は計り知れない。〈ディック〉の作戦行動の中ちゆう核かくを担になう男だった。

　薄い眼鏡めがねの奥から注そそがれるマルコの視線が、環たまきの視線と一いつ瞬しゆんだけ絡からみ合う。と思うと、すぐさまマルコは目を逸そらし、スコットを見た。マルコはどんな時でも、決して環たまきと視線を合わせようとはしない。いつかの医い療りよう施設の入り口でもそうだったな、と環たまきは思い出す。

　マルコはスコットへ向け両手を掲かかげ、踊るように動かした。それを見てスコットが頷うなずくと、マルコは踵きびすを返かえし、居間の方へ消えていく。それを確かく認にんして、スコットは呟つぶやいた。

「先さき程ほど、俺おれは何だかんだ言ったがな。藍あい原はら教きよう授じゆには期待しているのも事実だ。〝正夢コネクト〟の条件トリガーについての研究は、進めば進むほど良い。条件トリガーを自在に操あやつれるようになれば──」

　そこで、スコットは何かを悼いたむように一呼吸を置いた。

「その時ようやく、俺おれらはマルコの声を聞くことができるかもしれんのだから」

　環たまきは何も言わなかった。マルコが先さき程ほどスコットへ見せた動作は、手しゆ話わだ。マルコの口からは、どのような言葉も響ひびくことはない。彼の〝正夢コネクト〟は、彼自身の声をも対たい象しようとするからだ。

　何を話しても、何を叫んでも、決して響ひびくことのない声。それが、マルコの背負った十じゆう字じ架かだった。〝正夢コネクト〟の操そう作さ不可能性がもたらす不幸だった。

　スコットに礼れいを言って、環たまきはトレイを持ち上げる。キッチンから出る環たまきへ向け、スコットは一転して雑談じみた口く調ちようで言った。

「冷れい蔵ぞう庫この中でもっとも上等なのは、そのジュースだ。娘むすめ用ではないものは、一般家庭レベルの品物がほとんどだな」

　振り向いた環たまきの目には、優しげなスコットの笑えみが映る。笑えみを崩くずさないまま、スコットは再び口を開いた。

「娘むすめは愛されている。虐ぎやく待たいの可能性は、排はい除じよしてよさそうだ」

「……あんた、ちょっといい奴やつ過ぎないか？」

「三人目の加入、おめでとう。俺おれが再び引っ張り出されることがないよう、祈っておくさ」

　ははっ、と含みのない声を洩もらして、環たまきは今度こそキッチンを後にする。居間から流れてくる声は、来た時と変わらない調子で続いていた。







　美み里さとの部屋へ戻ると、そこに居たのは美み里さとただ一人だった。

　ベッド脇わきの小こ机づくえにトレイを置き、もぬけの殻からになった椅い子すに視線を遣やりながら、環たまきは訊たずねる。

「ニコは？」

「言わせないでよ。戻ってきた時には、花の一いち輪りんも持ってるんじゃないの」

　そっか、と環たまき。流石さすがに環たまきも、生理現げん象しように対してとやかく言うことはできない。せいぜい、事故が起こることのないよう心しん中ちゆうで祈るのみだ。

　ただ──美み里さとにグラスを手渡しながら、これじゃあ何のために自分が立ったのかわからないな、と環たまきは思う。

「これじゃあ、何のためにアンタを立たせたのかわからないじゃない」

　そんな彼の耳に飛び込んできたのは、自らの思し考こうをトレースしたような言葉だった。咄とつ嗟さに、環たまきは視線を巡らせる。しかしどう観察したところで、部屋の中には環たまきと美み里さとしかおらず──

「折せつ角かく、邪じや魔ま者もの抜きでニコと二人で話そうと思ってたのに。あーあ、台無しだわ」

　どうやらその言葉は、眼前の少女から発されているようだった。

「大体、アンタもアンタよ。何さっと手早くジュース注ついできちゃってんの。よく出来たお手伝いさんか。ちょっとは察しなさいよ。乙女おとめ二人にトーク時間をあげようって優しさはない訳わけ？　信じられない鈍さだわ、このぼんくら！」

「……あのう」

「何よ！」

「二つほど、質問があるんだけど」

　視線で先を促うながす美み里さとへ向け、環たまきは自分を指差しながら問う。

「それって、君ははじめから、僕に飲み物を取りに行かせるつもりだったってこと？」

　そうよ、と美み里さと。それはつまりこの少女が、自分が飲み物を欲するだけでニコラが、そして環たまきがどのように振る舞うのかを予見できていたということを意味する。予想外の聡そう明めいさ。驚きと感心を同時に抱きながら、環たまきは今度は人差し指を少女へと向けた。

「それで、ええと、二つめなんだけど」

　訝いぶかしげに環たまきの指先を見つめる少女へ向け、言った。

「君、さっきまでとキャラ違わないか？」

　つい先せん刻こくまでニコラと談だん笑しようしていた少女は、もっと無む邪じや気きな風ふうに笑う娘こだったはずだ。それがどうだろう、今眼前で笑う少女から環たまきが感じるのは、惚ほれ惚ぼれするほど純じゆん粋すいな邪じや気きだ。

　環たまきの言葉に、ふん、と美み里さとが鼻を鳴らす。どこか自じ慢まんげな響ひびきだった。

「ニコみたいな可愛かわいい子には、好かれとかないと勿もつ体たいないじゃない！　でも、アンタのことはどーでもいいわ。ムダな猫ねこは被かぶらない主義なの」

「相手によって、態度を変えてんのか……親おや御ごさんの前では？」

「ちゃんと良い子にしてるわよ、余よ計けいなお世せ話わ！」

「何だって、僕だけこっちのカテゴリなんだ」

「犬は、人間を見ただけで序じよ列れつがわかるっていうでしょ。犬にできて、このわたしにそれができない訳わけがないじゃない」

「犬と同列でいいのか、君」

「被かぶるのは猫ねこだけどね！」

「誰だれがうまいことを言えと」

「うっさいわねー。わたしの選別眼がんが言ったのよ。アンタはぼんくらだって。だから愛あい想そなんて振りまかなくっていいってね。この類たぐい稀まれなるぼんくら臭しゆう、きっとぼんくらの天てん才さいよ！　誇るがいいわ、ぼんくら！」

　少女の瞳ひとみはそれこそ餌えさを前にした犬の如ごときそれで、あまりに活いき活いきとしたその表情に、環たまきは溜ため息いきを洩もらす。深い、深い溜ため息いきだった。

　──「娘むすめは愛されている」

　思い出すのは、つい数分前にスコットの口から聞いた言の葉だ。

「何よ、そのタメイキ！」

「いや、別に。愛されすぎるのも考えものだなあ、なんて思っちゃいませんよ？」

　それよりもさ、と環たまきは部屋の入り口を顎あごで示す。

「被かぶらなくていいのかい、猫ねこ」

　環たまきの仕し草ぐさに合わせて、美み里さとの視線が動く。その先にあったのは、開け放たれた部屋のドアと、引き攣つった笑顔で立ち尽くすニコラの姿すがただった。

「……お帰り、ニコ！」

　一転して無む邪じや気きな笑えみを形作る美み里さと。一見完かん璧ぺきなその笑顔に、環たまきは感心せざるを得ない。

「場所、わかった？　ほらほら、環たまきさんがジュース持ってきてくれたから一いつ緒しよに飲もうよ！」

　環たまきさん、ときたものだ。苦く笑しようを抑えつつ見れば、立ち尽くしたニコラの形の良い瞳ひとみは、面白いように泳いでいる。美み里さとの笑顔が僅わずかに引き攣つる様を一いち瞥べつしてから、環たまきは思し案あんする。数秒の後、彼の口から零こぼれた言葉は、

「紹介するよ、ニコ。こちらが藍あい原はら美み里さとさんだ」

　だった。

　一いつ瞬しゆんで表情を変転させ、きっと環たまきを睨にらみつける美み里さと。

「あ、これはどうもごテイネイに……」

　そんな美み里さとへ向けて、ニコラは何な故ぜか深く頭を下げた。

　数秒の沈ちん黙もく。堪こらえきれなくなったように笑い声をあげたのは、美み里さとだった。

「あっははははは！　な、何それ……駄だ目め、もう駄だ目め。もー我が慢まんできない！」

　ひとしきり笑った後、美み里さとは涙を拭ぬぐいながらニコラを手招きする。後ろ手にドアを閉めて、ニコラは再びベッドの前の椅い子すに座った。

「あー、しくじった。いつもはこんなヘマしないんだけど、そこのぼんくらがあんまりに罵ののしり甲が斐いがあるもんだから」

　おいこら、という環たまきの呟つぶやきは、なんとニコラにまでも無視された。食い入るように美み里さとを見つめながら、ニコラは感心したように唸うなる。

「ミサトって、面白い性格してるんだねー……」

「ま、そーゆーこと」ニコラから目を逸そらし、美み里さとは続ける。「幻げん滅めつとか、しちゃった感じ？」

「へ？　ゲンメツ？　なんで？」

　きょとんとした表情を浮かべるニコラに、再び美み里さとの視線が注そそがれる。美み里さとの眼めの奥に確かな驚きよう愕がくが揺れるのが、環たまきにはわかった。ニコラは笑う。

「あたし、ミサトのことがわかって嬉うれしいよ？　それに、うん、なんか納なつ得とくした。こっちの方が、ミサトらしいなーって気がする」

「……アンタ、けっこー変わった子ね」

「そうかな？」

「わたしらしいって、会ってまだ一時間くらいじゃん。そんなのわからないでしょ」

「あっははは、確かにそうかも」

「まあ、あれね」すっかり毒どく気けの抜かれた笑顔で、美み里さとは呟つぶやく。「アンタと一いつ緒しよに行く学校は、退屈しそうにないわ」

　環たまきは感心する。ニコラ・ベイカーという少女の持つ資質に。それは決して環たまきは持ち合わせないもので、今回の任務をこなす上では、これ以上ないほどの適性であるように思えた。

「……あれ？」

　美み里さとに促うながされグラスに手を伸ばしたニコラは、トレイの置かれた小こ机づくえの隅すみにある一枚の板に興きよう味みを引かれたようだった。

「ねー、ミサト。これ何？」

　ニコラが指差したそれは、図ず鑑かん一冊ぶんほどの厚みと面積を持った、黒色の板だ。艶つややかな質感の表面は、特にその上じよう面めんにおいて、鏡かがみさながらに磨みがき上げられているようだった。天てん井じようの模も様ようを黒色の中に映し出すその板を一いち瞥べつして、美み里さとは自じ慢まんげに笑った。

「いいところに目をつけたわ、ニコ」

　手に持ったグラスを小こ机づくえに置き、美み里さとはそのまま板の側面へと手を触れる。おもむろに、板の上方の空間がノイズを走らせるように掠かすれ始めた。

「……立体投影ホロ、か？」

　思わず洩もれた環たまきの呟つぶやきには、明らかな驚きよう愕がくが滲にじんでいる。そうよ、という美み里さとの返答に、彼は目を見開いた。

　直接空間に像ぞうを投とう影えいするこのようなタイプの立体投影ホログラム装そう置ちは、数年前に実用化、商品化され、今ではそう珍めずらしいものではない。しかしそれら既き存そんの装そう置ちは、どれもが大おお仰ぎような機体ケースの中に掌てのひら大の像ぞうが浮かぶような代しろ物もので、過度に趣しゆ味み的なインテリア程度の役割しか担になえない代しろ物ものだったはずだ。機き体たいのサイズ、形状、そして何より投とう影えいされる像ぞうのサイズ──今しも鏡きよう面めんの上に像ぞうを結ばんとしている装そう置ちは、環たまきの知っている立体投影ホログラム装そう置ちとは、何から何まで異なっていた。

「父とうさんに作って貰もらったの。特別にね。像ぞうのデザインまで、わたしがしたんだから」

　誇らしげな美み里さとの言葉に、環たまきは納なつ得とくする。人間の五感と認にん識しきについて──スコットは、美み里さとの父の研究分野をそう表現していた。

　そうして、像ぞうは結ばれる。試作機であるためか、像ぞうの投とう影えいには数秒の時間が必要であるようだった。周囲の空間を削けずり取るような揺らぎとともに、少しずつ光は収しゆう束そくしていき──

　一人の人間の立ち姿すがたを、形作った。

「わっ、わっ、凄すごい！　映えい像ぞうじゃない！　立体だ！　未来だ！」

　ニコラの歓かん声せいが上がる。数年の眠りを経ている少女──そもそも立体投影ホログラム装そう置ちの存在自体を知らない少女の、それは当然の反応だ。ゆっくりと像ぞうへ伸ばした指先が像ぞうをすり抜けるのを確かく認にんしながら、ほおおおう、と深い息を洩もらす。

「ちょっと眠っていた間に……文明は進んでいるのですなあ」

　ニコラの呟つぶやきに対する美み里さとの自じ慢まんげな返答は、しかし環たまきの耳には届かない。

（どういうことだ……？）

　環たまきは混乱していた。ニコラのように、立体投影ホログラムの存在についてではない。従来のものよりも格段に進化した装そう置ちについてでもない。彼の心を驚きよう愕がくを超えて揺さぶったのは、美み里さとの立体投影ホログラム装そう置ちから投とう影えいされた、その像そのものだった。

　白い衣ころもを身に纏まとい、両の眼めを深く閉じたショートカットの少女。

（〝魔女ウイツチ〟……だって？）

　その少女の姿すがたは、この世界にとって──現在の環たまきたちにとって、看かん過かすることのできない意味を持つ偶像アイドルだったのだ。
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「それで、あの立体投影ホロ？　の何が問題なの？」

　ニコラ・ベイカーの不慣れな発音が、夜の空気を震わせる。藍あい原はら家の一室、主に来客の宿しゆく泊はくに用いられているらしき二階の小部屋だった。襲しゆう撃げきの可能性に備え、車中泊はくをも視野に入れ監かん視し計画を練っていたチーム〈オズ〉に、藍あい原はら夫ふ妻さいが施ほどこしてくれた厚意だ。

　窓まど際ぎわに立つ境さかい悠ゆう理りが、窓の外へと視線を注そそぎつつ呟つぶやく。

「その問いを発するということは、ニコは憶えていない側だということか」

　はえ？　と、首を傾かしげるニコラ。清せい潔けつに整えられたベッドの上に腰掛けた少女を一いち瞥べつしてから、千歳ちとせ環たまきは壁に掛けられた時計を見る。鉛えん直ちよく上方を指した長針、それとほぼ直角をなす短針。あらゆるシステムが効こう率りつ化され、中空に像ぞうを結ぶ技術が実用化された時代にあっても、時計はアナログ時計以上に視し認にん性に優れたデザインを獲かく得とくできてはいない。

　同じ階の自室に居るはずの藍あい原はら美み里さとも、眠りについた頃ころだろう。手触りの良い絨じゆう毯たんに腰を下ろし、環たまきは口を開いた。

「昨日きのう、説明受けたろ。医者にさ。SWSの患かん者じやは、眠っている間に夢を見てるって」

「あー、うん、言われた。確か」

「見てるらしいんだよ、夢。勿もち論ろん夢のお約束ってやつで、その内容は憶おぼえてる人と憶おぼえてない人がいるんだけど──その夢の中に出てくるっていうのが、あの少女」

　両の眼めを優しく閉じた、ショートカットの白はく衣いの少女。夢について語るどんな患かん者じやに訊たずねても、一つの例外もなく一いつ致ちするその目撃証言。

「シチュエーションは色々みたいだけどね。どうやらSWSに罹かかった人間は、みんな夢の中であの少女に逢あうらしいんだ。それが〝魔女ウイツチ〟。まあ、何だ。夢の中で彼女に逢あって、目覚めたら〝正夢コネクト〟──奇き跡せきを手にしてるっていうんで、一部じゃあ結けつ構こう神しん聖せい視しされてる」

「一部、って？」

「例えば、焰の魂アイアン・ソール」

　環たまきが口にした単たん語ごに、ニコラの表情が僅わずかに曇る。それを知ってか知らずか、窓の外に視線を向けたままの悠ゆう理りが話を引き取った。

「〝魔女ウイツチ〟は、焰の魂アイアン・ソールの崇あがめる神だ。悪夢の日ミラージユ・デイの影えい響きようもあり、市民の〝魔女ウイツチ〟に対する感情は決して良好なものではない。父親に依頼してまでその立体投影ホロを手に入れたというのは、確かに看かん過かしかねる話だな」

「ミサトは」ニコラは問う。「その〝魔女ウイツチ〟を信じてたってこと？　焰の魂アイアン・ソールみたいに」

「その可能性はある」悠ゆう理りの返答は、無感情で淀よどみない。「一般市民が〝魔女ウイツチ〟を崇すう拝はいするケースも、少なからず存在する。その思し考こうは画かく一いつ的だな。〝魔女ウイツチ〟は自分に不思議な力を授けてくれる──つまり、自ら〝覚醒者コネクター〟になることを願うというケースだ」

「いや、多分だけど、本当に信じてた訳わけじゃあない」

　何となく時計から目を離さないまま、環たまきは言う。結果、三人の捜そう査さ官かんは、それぞれに目を合わせることなく語らう形となっていた。

「もし、美み里さとが心から〝魔女ウイツチ〟を信しん仰こうしてたなら、それはあの娘こにとってかなりクリティカルな部分だ。で、あれはそういう部分は、そう簡単に他人に晒さらさないタイプだよ」

　環たまきは思い出す。美み里さとという少女が自分たちに見せた、別人と身み紛まごうほどの人格の切り替え。精せい巧こうな仮か面めん。詰めの甘さこそあったが、その演技は環たまきが惚ほれ惚ぼれするほどのものだった。

「あそこまで徹てつ底ていして猫ねこを被かぶっておいて、よりにもよって〝魔女ウイツチ〟の立体投影ホロを父親に依頼するなんて、そんな間抜けな話があるはずがない。自分は〝覚醒者コネクター〟になりたがってますって、父親にアピールするようなもんじゃないか」

「もしかして」ニコラが、ぽつりと呟つぶやく。「アピールしたかったの、かも」

　ただ、思いつきを口にしただけのような呟つぶやき。しかし、それが環たまきにもたらした示し唆さは大きかった。むしろアピールこそが目的だった──それは美み里さとという少女に実に相応ふさわしい考え方のように、環たまきには思えたのだ。知らず、環たまきは呟つぶやいていた。

「本当に〝魔女ウイツチ〟を信じてるんじゃなくて、自分は〝魔女ウイツチ〟を信じてるんだと、それくらい追い詰められているんだと、父親にアピールしたかった？」

　環たまきを部屋から追い出すために、喉のどの渇かわきを主張したように。自分が追い詰められていることを察しさせるために、彼女は立体投影ホログラム装そう置ちを依頼したのではないか。

　そしてその事実は、同時にある可能性を浮かび上がらせる。

「意味のない闇やみ雲くもなSOSを、あの娘こが発するとは思えない。わざわざ父親にアピールしたのは、父親なら自分の悩みを解決できることを知っていたからだ。美み里さとがSWSに陥ったほどの悩みは、少なくとも父親には察することのできるものだったんじゃないか？」

　勿もち論ろん、全てはただの推すい論ろんだった。美み里さとは何も知らない父親に無言のSOSを送っただけかもしれないし、そもそも〝魔女ウイツチ〟の像ぞうに意味などなく、無知な少女が悪趣しゆ味みなオブジェを所しよ望もうしただけかもしれなかった。しかし環たまきには奇き妙みような確信があった。藍あい原はら美み里さとという少女は、無知でもなければ無む垢くでもない。それは、実際に少女と顔を合わせた数時間で手にしていた実感だった。

「……思い当たることがある」

　僅わずかな沈ちん黙もくの後、悠ゆう理りが言った。少年と少女の視線を一身に受けながら、彼女は続ける。

「今日きよう、藍あい原はら夫ふ妻さいにSeventhセブンスの医い療りよう施設による美み里さとの一時保ほ護ごを提てい案あんした。断られたよ。随ずい分ぶんと説せつ得とくもしたんだがな」

「……美み里さとの父親って、Seventhセブンスに研究協力してるんだよな」

「そうだ。Seventhセブンスを信用していないという話はない。焰の魂アイアン・ソールの脅きよう威いを理解していない訳わけでもないだろう。娘むすめの安全を考えるなら、断るという選せん択たく肢しは通常存在しない」

　悠ゆう理りは顎あごに手を当て、僅わずかに考えるような仕し草ぐさを見せる。数秒の後、再び口を開いた。

「娘むすめを愛していない、という様よう子すではなかったな。むしろ、娘むすめを手元から失うことを恐れているようだった。過か剰じようなほどに」

　何かを隠かくしている──悠ゆう理りの言葉が、小部屋に印いん象しよう的に反はん響きようした。

「よし」環たまきとニコラを、悠ゆう理りは真まっ直すぐに見み据すえる。何かを決断した声だった。「お前ら二人は、明日あした、美み里さとを連れ出せ。場所はどこでもいい」

　ニコラが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

「外で一いつ緒しよにぶらぶらしてきていい、ってこと？」

「そうだ。娘むすめと距きよ離りを置かせたうえで、私が父親に踏み込む」

　どうやら悠ゆう理りは、美み里さとの〝正夢コネクト〟を調べるための糸口として、美み里さとの父親に狙ねらいを絞しぼり込むつもりのようだった。それはつまり、環たまきの根こん拠きよに乏しい推すい論ろんを作戦の土台に据すえたということだ。そのことに意い外がいな思いを抱きながら、しかし環たまきの口は面めん倒どうそうに言葉を紡つむいでいた。

「女の子と外出か……苦にが手てなんだよな、そういうの」

「以前から思っていたんだが、お前は何なら得意なんだ？」

　呆あきれすら含まない声こわ色いろで、悠ゆう理りが問う。環たまきは答えない。にはは、というニコラの脳のう天てん気きな笑いに、自然と環たまきの口こう角かくも上がる。それを見る悠ゆう理りの瞳ひとみが冷たかった。

　ノックの音。三人の視線が、瀟しよう洒しやな模も様ようの彫ほられた木製のドアへと集まる。ゆっくりと開かれたドアから入ってきたのは、三人の人ひと影かげだった。

「失しつ礼れいするわ」

　三人の人ひと影かげは、一様に皺しわ一つないスーツを纏まとっている。統一され整えられたその身み嗜だしなみは、彼ら三人が一つの集団チームであることを無言で主張していた。各おの々おの異なった衣服に身を包んだ環たまきたちとは、対たい照しよう的なその姿すがた。

　三人のうち、最後に部屋に足を踏み入れたスコット・ベックマンが、後ろ手にドアを閉める。

〈ディック〉──環たまきたちとは異なる目的をもって派は遣けんされた、Seventhセブンス捜そう査さ官かんたちのお出ましだった。

「明日あしたの、そちらの方針を確かく認にんに来たわ」

　入室して最初に口を開いた、先せん頭とうの女が言う。芯しんの通った、強い意い志しの感じられる声だった。

　枚ひら方かた楓かえで──それが女の名だった。三人組のチーム、〈ディック〉のリーダーを担になう捜そう査さ官かんだ。

　糊のりの効いたパンツスーツを着こなし、ぴんと背せ筋すじを張ったその姿すがたには、二十代の前半という年ねん齢れいを感じさせない威い厳げんがある。几き帳ちよう面めんに整えられたショートカットも相まって、彼女の佇たたずまいは男性を思わせるそれだったが、烏からすの濡ぬれ羽ば色いろをした頭とう髪はつや繊せん細さいな目鼻は、性別を見間違えようもない確かな色気を纏まとっている。男装の麗れい人じん、と呼ぶに相応ふさわしい女だった。

「方針については、丁ちよう度ど決まったところだ」

　楓かえでへ向け、悠ゆう理りが口を開く。その言葉は、環たまきたちに向けられるものとは微び妙みように異なった素そっ気けなさを含んでいる。悠ゆう理りの楓かえでとの付き合いは、環たまきとは比べ物にならないほどに長いのだということを、環たまきは知っていた。悠ゆう理りは続ける。

「だが、その前にこちらの問いに答えろ。どうして、それを尋たずねる？　教きよう授じゆからデータは受け取ったんだろう。それを持って帰れば、〈ディック〉の任務は終わるはずだ」

「受け取れなかったのよ、データは」肩を竦すくめる楓かえで。「予定外の来客への応対で、教きよう授じゆは本日の予定の半分近くをキャンセルしていた。受け取るべきデータは、まだ完成していなかったの」

　予定外の来客にあたるところの悠ゆう理りは、眉まゆ一つ動かさずにそれを聞く。更さらに、と楓かえで。

「自分たちが焰の魂アイアン・ソールに着ちやく目もくされた可能性を知り、教きよう授じゆはデータにもう一段階、暗号化を施ほどこしたいと言い出したわ。作業は明日あした、研究室で行うということよ。本部に報告したら、データを受け取るまでの間──つまり明日あしたの大半ね──私たちは教きよう授じゆの護ご衛えいをすることになった」

　そいつは入念なことだ、と環たまきは思う。研究室を完全にオフラインな環かん境きようにし、データの受け渡しは人間の手で行う。それだけでも、充分以上にセキュリティに配はい慮りよしていると言えるはずなのに。その慎しん重ちようさは焰の魂アイアン・ソールの脅きよう威いを考えれば適切かもしれなかったが、同時に先せん刻こくの悠ゆう理りの話の不自然さを浮き彫りにもしていた。それだけ彼かの集団の脅きよう威いを理解している男が、それでも娘むすめを手元に置きたがっているという事実。

「だから、こちらの予定を訊きいたのか」悠ゆう理りは納なつ得とくする。そして、楓かえでが欲しているだろう情報に絞しぼって返答した。「うちが明日あした、教きよう授じゆに張り付ける人員は、私一人だ。残りの二人は美み里さとに付くこととなる」

「そう。有あり難がたいわ」

「幾いくらかの尋じん問もんはするだろうが、お前らの仕事の邪じや魔まにはならないよう配はい慮りよする」

「悠ゆう理り一人ならば、信用しても良さそうね。こちらも、可能な限りの配はい慮りよはするわ」

　そこで初めて、楓かえでは室内を見渡すように首を回した。彼女の視線は、一いつ瞬しゆんも止まることなく環たまきを通り過ぎて、ぽかんとした表情でベッドに座るニコラに固定された。

「君が、〈オズ〉の新人ね。スコットの言っていた」

　楓かえでの相そう貌ぼうに、穏おだやかな微笑ほほえみが浮かぶ。男装の麗れい人じん、という彼女の印いん象しようを、より強化する類たぐいの笑えみだった。ニコラの身体からだを包む薄うす桃もも色いろの光を一いち瞥べつすると、彼女は笑えんだまま口を開いた。

「力の強化、だったわね。良よい〝正夢コネクト〟だと思う。〈オズ〉に組み込まれたのは悪くない判はん断だんね。〈暗算子スケアクロウ〉の手にかかれば、その〝正夢コネクト〟は二人が共有しているに等しい」

　ただしそれは──と、楓かえでは付け加える。

「〈暗算子スケアクロウ〉の傍そばに居ることに、君が耐えられれば、の話だけれど」

「カエデ」スコットが声を上げる。自分へ注そそがれた楓かえでの視線を受け流すように、彼は明るい調子で続けた。「行こう」

　僅わずかに逡しゆん巡じゆんしてから、そうね、と楓かえでは踵きびすを返す。その背中に向け、環たまきは口を開いた。どこか、投げやりな響ひびきだった。

「泊とまっていかないの？」

「教きよう授じゆには、そう勧められたのだけれどね」環たまきの方を振り向くことなく、楓かえでは答える。「他のチームならいざ知らず、〈オズ〉と同じ部屋で過ごすことはできない。チームとしての判はん断だんよ。近くにホテルを取ったわ」

「……まっ、そうだろうな」

　楓かえでの背中から視線を逸そらし、環たまきはドアの傍かたわらに立つ小こ柄がらな男を見る。マルコ・サヴィーニ。〈ディック〉の一員である無音の〝覚醒者コネクター〟は、やはり環たまきから目を逸そらして俯うつむいた。

　楓かえで、マルコ、スコット──三人が多数決をとれば、環たまきの属する〈オズ〉との共きよう存そんを拒こばむ結果が出るだろうことは自明だった。

「……あの！」

　ドアを開けて部屋を出ようとした三人へ声を投げたのは、今度はニコラだった。先せん刻こくとは異なりニコラを振り返ってから、楓かえでは首を傾かしげる。

「何かしら？」

「さっきの〈暗算子スケアクロウ〉って、タマキのことですよね」

　そうよ、と楓かえで。正確には、環たまきの持つ〝正夢コネクト〟の名だった。楓かえでは余よ程ほどのことがない限り、環たまきを名前で呼ぶことはない。

「どうして」口を開くニコラの表情を見て、環たまきは驚く。口にする言葉とは裏うら腹はらに、彼女の顔にあったのは疑問ではなかった。「どうして、タマキの傍そばにいちゃいけないの？」

　挑ちよう戦せん的──少女の表情は、その単たん語ごを具ぐ現げん化したようなものだった。

「傍そばに居てはいけない、とは言っていないわ。傍そばに居るのが難しい、と言ったのよ」

　楓かえでの手が、傍かたわらのマルコの肩に添えられる。マルコは俯うつむいたままだ。楓かえでは続ける。

「特に君やうちのマルコのように、常時発動型の〝覚醒者コネクター〟が〈暗算子スケアクロウ〉の傍そばに居続けることは、とても難しい。〈暗算子スケアクロウ〉の目から〝残滓光レムナント〟を隠かくす術すべがないのだから」

「だから、どうして？　タマキに〝正夢コネクト〟を使われるのが、みんなそんなに嫌いやなの？」

「どうしても何も……」

　困こん惑わくしたように言いかけてから、楓かえでは何かに気付いたようにはっとする。

「そうか、君は常時発動型だから、わかっていないのね」

　言い聞かせるように、楓かえでは口く調ちようを変えた。

「フラッシュバックよ。君も、保ほ護ごされた時に説明は受けたでしょう」

　楓かえでが口にしたのは、〝正夢コネクト〟の発動時に〝覚醒者コネクター〟を襲おそう幻げん視しのことだった。〝正夢コネクト〟が人間の感情をもとにしているという学説の、直接的な根こん拠きよとなった現げん象しようだ。SWSの罹り患かん原因となった心的負ふ荷かが生じたその瞬しゆん間かんの光こう景けいを、〝覚醒者コネクター〟は〝正夢コネクト〟を用いる度たびに目にすることになる。〝残滓光レムナント〟に含まれた情報が、〝覚醒者コネクター〟に逆流して発生すると見られる現げん象しようだった。

「フラッシュバックは〝正夢コネクト〟が発動した瞬しゆん間かんに発生するものだから、常時発動型は〝正夢コネクト〟に目覚めたその瞬しゆん間かんに一度視みるだけだけれどね。多くの〝覚醒者コネクター〟にとって、フラッシュバックは重い十じゆう字じ架かなの。何度でも繰り返し、自分の心の傷を見せつけられるのだから」

　そして、と楓かえでは言った。

「〈暗算子スケアクロウ〉は、他人の〝正夢コネクト〟を使用する度たびに、そのフラッシュバックまでも再現するのよ」

　はっ、とニコラは息を吞のむ。それは彼女にとって、思いもよらない可能性であったらしい。

　勿もち論ろんニコラは、フラッシュバックについての説明を、Seventhセブンス本部併へい設せつの医い療りよう施設にて受けていた。環たまきの〈暗算子スケアクロウ〉についても知っていた。だが、彼女には両者を結び付けることはできなかったのだ。それは楓かえでの言う通り、フラッシュバックに悩まされないタイプの〝覚醒者コネクター〟であるからこその鈍どん感かんさだった。

　ニコラは理解する。フラッシュバックの複製コピー。それこそがSeventhセブンス捜そう査さ官かんの多くが環たまきと組みたがらず、〈オズ〉が長い間二人組であり続けた理由なのだった。自分のもっとも致命的クリテイカルな部分を、何度となく覗のぞき見られる。その事実に耐えられる精神など多いはずもない。

「〈暗算子スケアクロウ〉の傍そばに居続けることができるのは、相当に強きよう靱じんな精神の持ち主だけよ。もしくは、任務のために自己を完全に律することのできるプロフェッショナル。そこの悠ゆう理りのようにね」

　それだけ言って、楓かえでは今度こそ部屋を出ていく。彼女の言葉には、何の敵意も害意も含まれてはいなかった。ただただ、彼女は事実を口にしているだけだった。だからこそ、スコットも彼女の言葉を遮さえぎらなかったのだ。

〈ディック〉がいなくなり、再び三人に戻った部屋の中に、濃く重い沈ちん黙もくが満ちる。天てん井じようを見つめながら、ここまでか、と環たまきは思う。〈暗算子スケアクロウ〉とフラッシュバックとの関係について、環たまきはニコラへ説明しなかった。説明するまでもなく自明のことだったから、ではきっとなかった。

　知られることを、彼は恐れたのだ。自分が少女の〝残滓光レムナント〟を用いる度たびに、彼女のフラッシュバックを目にしているという事実を。一度それが知れれば、この少女も自分から離れていくだろう、という確信があったのだ。これまでと同じように。

　環たまきの心に、諦あきらめに似た感覚が広がっていく。仕方がないか、という思いがあった。実際それは、今いま更さら環たまきが気にしても意味のない類たぐいのことだった。環たまきがSeventhセブンスの前線に立ち〝正夢コネクト〟を使い続ける以上、避けては通れない代だい償しようなのだ。

　夜中に父親の花か瓶びんを割ってしまった少女が、夜通し繰り返す煩はん悶もんにどれだけの価か値ちがあるだろう。一度やってしまったことは変わらない。少女が何を考えようと、割れた花か瓶びんがもとに戻ることなどありはしない。ならば、それについて考えることはただの徒と労ろうであるはずだった。

　折せつ角かく得たチームメイトを失うことは、ほんの少しだけ、寂しくはあるけれど。

「……な」

　沈ちん黙もくの底に、細い声が泳いだ。ニコラの声のようだった。何とはなしに、少女を見み遣やる。ベッドの上で膝ひざを抱えた少女は、まるで独ひとり言ごとのように、しかしはっきりとこう呟つぶやいた。

「すごいな、タマキは」

　思わず見開いた目を、環たまきは窓際へと逸そらす。そこに立つ悠ゆう理りは、無感動な、しかしはっきりと物言う瞳ひとみで、環たまきを見つめていた。

　思い出すのは、昨日きのうの夜、自らが穂ほ積づみ聡そう一いち郎ろうへ向けて口にした言の葉だ。

　──「ニコの次の受け入れ先、探しておいて下さい。そう遠くないうちに必要になります」

　お前はまだそう思うのか──こちらを見つめる瞳ひとみは、そう問うていた。環たまきは目を伏せる。イエスともノーとも、今の彼には答えられなかった。
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　休日のショッピングモールという場所は、戦場だ。

　親子、恋人、友人同士──あらゆる人間関係が、各おの々おの特とく徴ちよう的な喧けん騒そうとともに、雑多に絡からみながらひしめきあう。どれだけ時代が移り変わろうとも、その喧けん騒そうは変わることがない。

　情報網もうと輸ゆ送そう技術が発達し、指先一つで何もかもを手に入れることが可能になった現在ですらこうなのだから、これはもうずっと、これから人類が滅ぶまでこうなのだろうなと千歳ちとせ環たまきは思う。要するに、人々はここにモノだけを欲して来ている訳わけではないのだろう。

「ちょっと、何ぼーっとしてんのよノロマ！　アンタぼんくらじゃなくてノロマだったのね！」

「タマキ、タマキタマキ！　凄すごいよーこれほら！　見てこれほら！」

　自分の数メートル先で声を上げる二人の少女が、そうであるように。

　待ってくれよ、と口にしてから、溜ため息いきを一つ。行き交う人混みの中、しっかりと通るように、僅わずかに声を強める。

「あんまり僕から離れないでくれ。あと、ニコ。悠ゆう理りから言われた注意事じ項こうは？」

　店頭に並べられたワンピースへ伸ばしかけた手を、ニコラ・ベイカーは反射的に引っ込める。環たまきの知らない、若者向けブランドのショップだ。

「うっ……『商品には触らないこと』」

「『人にはぶつからないように気を付ける』もな。忘れちゃ駄だ目めだ」

　ニコラの指先を今も包み続ける〝残滓光レムナント〟を眺ながめながら、環たまきは言った。ニコラの隣となりに立つ藍あい原はら美み里さとが、見せつけるように頰ほおを膨ふくらませた。

「アンタ、さっきからそればっか。ニコが可哀かわい想そうじゃない。そんなんじゃ、ちっとも楽しめないじゃんニコ」

「いいんだよ。今日きようは別に、ニコのために来てる訳わけじゃないんだから」

　事実だった。外出するならばどこに行きたいか、という環たまきの問いに、美み里さとが迷うことなく口にした回答こそが、藍あい原はら家から車で三十分ほどの場所にあるこのショッピングモールなのだ。

「主役は君だ。気にせず楽しむといい」

「アンタ、ほんと駄だ目めねー。やっぱりぼんくらなのかしら」

　ちっちっち、と美み里さとの指が左右に振られる。最後の一振りにあわせるように首を傾かしげた環たまきへ向け、美み里さとは自じ慢まんげに笑った。

「今日きようの主役はわたしじゃないわ、ニコよ」

「……は？」

「なんで、わたしがわざわざこんなとこに来てると思ってんのよ。ニコの服を選ぶために決まってるじゃない」

「へ？」ニコラが、間の抜けた声を上げる。「え、ええええええ？」

「昨日きのうからずーっと気になってたの。ニコ、こんなに可愛かわいいのに、着てる服がちょーぜつダサいんだもの。何よこのコート。黒って！　会社員か！」

「それはSeventhセブンスの制せい服ふくだ……」

　どうやら感動しているらしく目を輝かせたニコラを横目に見ながら、環たまきは唸うなる。Seventhセブンス捜そう査さ官かんに支し給きゆうされる黒色のコートは、完かん璧ぺきに近い防火性、耐衝しよう撃げき性を備え、更さらにその黒い色合いによって捜そう査さ官かんが纏まとう〝残滓光レムナント〟を目立たなくするという、徹てつ底ていして実用的な一品である。特に、常にその身を〝残滓光レムナント〟に包まれているニコラにとっては、恩おん恵けいの大きな装そう備びだった。

（ただまあ、だからって私服を買っちゃいけないって話はない、か）

　しかし彼には、一つだけ気にかかることがあった。

「……なあ、美み里さとちゃん」

「美み里さと、でいいわよ。余よ所そ余よ所そしい」

「ニコの服を買うのはいいんだけど、その代金って、一体誰だれが……？」

「それって、答える必要ある？」

　やっぱりか、と呟つぶやく環たまき。折り畳たたまれて積まれたパステルカラーの衣服のうち、手近な一枚を手に取る。値ね札ふだを見て、僅わずかに表情を引き攣つらせた。

「……別の店に行こう」

　環たまきのその姿すがたを見て、美み里さとがにやりと笑う。

「まっ、服は値ね段だんじゃないからねー。行こっ、ニコ」

　幸い、場所が場所だけあって、店の選せん択たく肢しには困らない。弾はずむように歩き出した二人の少女の背中を追いながら、環たまきは周囲へ視線を注そそぐ。郊こう外がい型のショッピングモールは、雑多な店がジグソーパズルにも似た緻ち密みつさでひしめいており、眩暈めまいがするほどの情報量だ。

　五階建ての店内は吹き抜けではなく、フロア同士は明確に区切られている。フロア内は可能な限り壁面を排した構こう造ぞうをしており、見通しは良いはずだったが、何なに分ぶん店てん舗ぽが隙すき間まなく並んでいるため、ある種の圧迫感に満ちている。ぎゅうぎゅうに詰め込まれた玩具おもちや箱のような息苦しさは、明らかに意い図とされたものだった。

　談笑するニコラと美み里さとの数歩後ろを進んでいると、不ふ意いに耳に入るBGMががらりと変わった。成なる程ほど、と環たまきは思う。壁面を排した代わりに、音や意い匠しようによってエリアを区切っているのか。

　歩む環たまきの目には、先さき程ほどとさして変わらない光こう景けいが映る。しかしエリアを跨またいだ以上、ここに広がる店たちは、先さき程ほどまでの店たちとは異なる傾向を持つのだろう──そんなことを、ぼんやりと思った。

　通路の脇わき、申し訳わけ程度に据すえ置かれた観葉植物の傍かたわらを流れる水が、唯ゆい一いつの清せい涼りよう剤ざいだった。

　科しな出でに建つ多くの施設がそうであるように、このショッピングモールもまた、科しな出での象しよう徴ちようたる地下水を、その意い匠しように大いに利用している。

「ねー、タマキ」

　そこでようやく、環たまきは二人の少女の視線が自分に集まっていることに気付いた。いつの間にか、少女たちの会話は止まっている。

「聞いてる？　もう、すぐぼうっとするんだから」

　ニコラが頰ほおを膨ふくらませた。

「あー、悪い悪い。で、何？」

「あたしの〝正夢コネクト〟の名前、ミサトに訊きかれたんだけど」

　言いながら、ニコラは右手を軽く掲かかげてみせる。僅わずかにずり落ちたコートの袖そでから覗のぞく肌はだを、示してみせたのだろう。

　正確には、その肌はだをうっすらと覆おおう薄うす桃もも色いろの光を。

「〝正夢コネクト〟の名前って、誰だれが決めるの？」

「ああ、まだ決めてなかったのか。自分で決めていいんだよ、それは」

〝正夢コネクト〟は、正確に言えば特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシーという病気の後遺症である。各人によって異なるその後こう遺い症しようには、当然異なる症しよう状じよう名が必要だった。基本的にその名前は、各人が決定し、担当の医師に報告することとなっている。

「ふうむ、なるほどー。あたしが決めるのか……悩むなあ」

　ってことは、と美み里さと。

「もし〝正夢コネクト〟が見つかったら、わたしも自分で考えないと駄だ目めなのか。めんどくさ。そーゆーセンス、自信ないのよねえ」

「ミサトは、パパとママに決めてもらえばいいじゃない」

「んー、どうかな」視線を宙ちゆうに泳がせて、美み里さとは笑う。「そもそも、わたしが〝覚醒者コネクター〟だってなってからも、あの二人が今と同じでいてくれるかはわからないしねー」

「そんなこと……」

「いやー、わからないよ？」

　そこで、美み里さとの視線は環たまきへと注そそがれる。だってさ、と彼女の笑えみが深まる。ひどく、意い地じの悪い笑えみだった。

「さっき、アンタ店員さんに呼ばれてたわよね。あれ、何なんだろうね？」

　環たまきは答えない。環たまきとニコラが身に着けた、黒色のコート。胸元に佇たたずむ銀色の紋章エンブレム。それを目にした者が時とき折おり見せる、アレルギーにも似た過か剰じよう反応。それをあえて口にする必要はなかった。特に、何事もなく事じ態たいを収しゆう拾しゆうすることに成功した後には。

「まあ、ね」だから環たまきが口にしたのは、質問に対する返答とは少し異なる言葉だった。「無む理りもないんだ、神経質になるのも。日付が日付だからさ」

　環たまきの言葉の意味について、ニコラはわからないようだったが、美み里さとは理解したようだった。

　環たまきの脳のう裏りにカレンダーが浮かぶ。今日きようから三日ほど先へ進んだところに記された日付は、かの災さい害がい、悪夢の日ミラージユ・デイが巻き起こった瞬しゆん間かんと同じ日付なのだ。ここ数日にわたり、世せ間けんの緊きん張ちよう感かんが少しずつ、だが確かに高まり続けていることに気付いていない人間は、それこそつい先日まで眠りについていた少女たちくらいのものだった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　ニコラが、一ひと際きわ大きな声を上げる。美み里さとを勇気づけるように、華はなやかな笑顔で続けた。

「ミサトのパパとママは、ミサトのこと本当に大好きだもん！　そういうのは、見てればわかるんだ、あたし。だからミサトは大だい丈じよう夫ぶ！」

「……また、知ったようなこと言うのね、アンタ」

　美み里さとが浮かべる笑えみが、年相そう応おうに和らいだように、環たまきには思えた。穏おだやかさを取り戻した空気の中、それにしても、と環たまきは呟つぶやく。少年の眉まゆは僅わずかに顰ひそめられていた。

「〝正夢コネクト〟の名前って……担当の医者は、そんなことも話してなかったのか。職務怠たい慢まんってレベルじゃないぞ」

「うーん、ショクムタイマン、とかはよくわからないけど……」

　じとり、とニコラは環たまきを睨ねめつける。

「多分ねえ、どこかの誰だれかさんが着替えを覗のぞいたせいで、そんな暇ひまがなくなっちゃったんだと思うな」

「うっ……」

　予想外の返答に、言葉が詰まる環たまき。成なる程ほどそう言えば、あの最悪の対面は、医師による診しん察さつの最中のことだった。

「え？　何？　着替えって、覗のぞいた？」

　目を白黒させた後、美み里さとはすっと顔色を失う。

「アンタ、まさか……」

「違う。落ちつけ。それだけは絶対的にノーだ」

「ぼんくらだと思ってたら、ヘンタイだったのね……！」

「違うって言ってんだろ！」

　環たまきから距きよ離りをとりつつ、美み里さとはニコラに手招きをする。それに応じるニコラ。そうしながら、おそらくは目当ての店だったのだろう、通路沿いの店の中へと二人は駆かけ込んでいく。

「おい、ちょっと待……」

「近寄らないでくれませんか、ヘンタイの人」

「なんか既き視し感かんのある対応だ！」

　溜ため息いきを吐つきつつ、しかし環たまきは思う。きっとこれで良いのだ、と。美み里さとの〝正夢コネクト〟を探る、という目的にとって、美み里さととニコラの関係が良好であることは重要だった。そして何より──

　美み里さとが手に持ったブラウスを、興きよう味み深そうに眺ながめるニコラ。その表情。おそらくは環たまきが初めて目にした、ニコラという少女の年ねん齢れいに見合った仕し草ぐさ。

　環たまきが思い出すのは、過去に二度、薄うす桃もも色いろの光とともに彼の視し界かいを支配した情景──ニコラ・ベイカーのフラッシュバックだ。

　病室から見える、窓の外。おそらくは三階の病室なのだろう、見下ろす中庭の景色けしきは、片手に収まりそうなスケールだ。そこに居る一組の親子。泣きじゃくる少年と、困ったような笑顔でそれを抱きしめる母親。ニコラはそれを見ている。ただただじっと見つめている。

　ついさっき鼓こ膜まくを揺らした、ニコラの言葉が蘇よみがえった。

　──「そういうのは、見てればわかるんだ、あたし」

　境さかい悠ゆう理りから聞かされた、ニコラの両親のことを思い出す。向こう十年は眠り続けられるだろう額の入院費を口こう座ざに残し、姿すがたを消した二人。Seventhセブンスの捜そう索さくにも関わらず、彼らは未いまだに見つかっていないらしい。

　五年という月日を、眠り続けた少女。それだけの時間、少女を置いていった世界は──しかし少女に、一人の友人をプレゼントしてくれた。

　きっと、これで良かったのだ。







　三人が入った店は、ティーンズ向けのポップなブランドショップだった。先せん刻こくの店よりは確かに抑えられた価か格かく帯で、そのせいか、店内は無む邪じや気きに笑う少女たちの坩堝るつぼとなっていた。色で表すならばショッキングピンクに似たその空気に、最初は二人の少女に付き添っていた環たまきも、程なくして精神の限界を迎えることとなった。

　ファッションショップは、場の空気だけで図らずも顧こ客きやくを選別する。

　平たく表現するなら、そこは環たまきの居場所ではなかった。

「ふう……」

　店の外で通路の壁にもたれかかりながら、環たまきは息を吐く。このエリアの店たちにドアはなく、店てん舗ぽは通路へ向け開放されている。通路からも、店内に居る美み里さととニコラの姿すがたはよく見えた。

「よくもまあ、たかだか服を選ぶくらいでそんなに時間をかけられるよな……」

　店内から漏もれ出る電子楽器の旋せん律りつが、通路に流れるクラシックと違い和わ感かんをもって混ざり合う。足下の水路の水音が、二つの音を繫つなぐ接コ続ネ端ク子タだった。

　服を選ぶ間にも、環たまきは美み里さとの仕し草ぐさのいちいちを観察していた。自宅で療りよう養ようしている状況では満たされない条件トリガーが、炙あぶり出される可能性もあったからだ。しかし残念ながら、現在までに少女が〝正夢コネクト〟発動の兆ちよう候こうを見せることはなかった。

　ふと店てん舗ぽから目を逸そらし、通路の向こう、この階層の入口へと目を向ける。行ぎよう儀ぎよく並んだ、階段と二機のエレベータ。五階建てのショッピングモールの、丁ちよう度ど中間層である三階だ。東側と西側に同じく配されたそれらからは、上階や下階の人々が引っ切りなしに流入していた。

（万が一、奴らがこちらの動向に気付いていたとしても、これだけの人混みの中なら、僕らを見つけることは簡単じゃないはずだ）

　頭の片隅で、そんなことを思う。現状を確かく認にんするため、端たん末まつで悠ゆう理りと連れん絡らくをとろうとした時、耳元で声が響ひびいた。

「アンタって、ほんとにすぐぼーっとするわね」

　驚きつつ横を見ると、いつの間にかそこには美み里さとが居て、自分と同じように通路の壁に背中を預けていた。

「女の子ばっかりの中でそれやると、カンペキ不ふ審しん者よ。まあ、ヘンタイらしいって言えばらしいけど」

「……ニコは？」

「試着。『すっごい気を付けるからお願い』だってさ。それを伝えに来たの」

「そうか……まあ、良いだろ。これも訓くん練れんだ」

　衣服という脆もろい物体を、破は壊かいすることなく身に纏まとうというのは、ニコラの〝正夢コネクト〟を思えば相当の難なん事じだ。今け朝さまで悠ゆう理りの手を借りて行っていたその動作を自分でやる気になったのは、良よい兆ちよう候こうに違いなかった。

　もし失敗した時に、自分の財さい布ふから消えるだろう金きん銭せんからは、あえて目を逸そらすことにする。

「試着室から出る時は、必ずコートを着させてくれ。コートの無い状態で〝残滓光レムナント〟が見つかると、厄やつ介かいなことにならないとも限らない」

「わかったわよ。ったく、アンタはホント過か保ほ護ごねー」

「過か保ほ護ご？」その言葉は、環たまきにとって少しだけ意い外がいなものだった。「そんな風ふうに見えるか？」

「じゃなかったらそれこそヘンタイね。どっちがいい？」

「過か保ほ護ごの方でお願いします」

　美み里さとはくすりと笑えみを溢こぼす。自然に洩もれ出てしまったような、それは笑えみだった。

「アンタって、ほんとぼんくらよねー。ノロマもヘンタイもトーヘンボクも悪くないけど、やっぱりぼんくらが一番。わたしの最初の目に狂いはなかったって訳わけね」

「唐とう変へん木ぼくは言ってなかったなあ」どうでも良さそうに、環たまきは呟つぶやく。「随ずい分ぶんと、楽しそうだな」

「そら、楽しいわよ。わたしだってこの間までずっと眠ってたんだから。起きてからこっち、ずっと病院とか家に籠こもりきりだったし、こんな風ふうに出かけるのは久しぶり」

「あー、そっか。そうだな」

「そーゆーとこがわかんないのが、ぼんくらなのよね」

　あーあ、と美み里さとは大きく伸びをする。

「とはいえ、こんな風ふうに連れ出してくれたのはありがとう、だね。お礼れいに後で一いつ杯ぱい奢おごってあげるわ」

「酒みたいな言いかたするなよ。僕は未成年だ」

「みたいも何も、酒の話よ」

「……まさか、飲んでないよな？　普段」

　確かく認にんするまでもなく、美み里さとは環たまきよりも年下である。環たまきの問いに、美み里さとは唇くちびるの端はしから舌を出すことで応じる。

「何やってんだ大学教きよう授じゆの娘むすめ」

「わかってないわね。そーゆーお堅いとこのお嬢じよう様さまの方が、裏では何やってるかわからないもんなのよ」

「本人が言うことじゃないな！」

　そこで、二人の間に僅わずかな沈ちん黙もくが流れる。ニコラにとって、試着は大冒ぼう険けんだ。そう簡単に終わるものではないだろう。美み里さとの視線は試着室の方へと注そそがれているようだったが、彼女が動く気け配はいはなかった。

「……もし、さ」

　美み里さとの呟つぶやき。うん？　と環たまきは応じる。

「わたしの、その、〝正夢コネクト〟？　がわかったらさ」

「うん」

「アンタは、ニコにやるみたいに、わたしに構ってくれる訳わけ？」

「まあ、そうなれば同どう僚りようだしな」

「同どう僚りよう、か……」

「とはいえ、あそこまで過保護が必要な条件トリガーは、そうそう無いから──多分、美み里さとはあんな風ふうな苦労は要いらないとは思うよ」

「ニコは、運が悪いってこと？」

「良し悪し、かな」これは機き密みつでも何でもないことだ。雑談じみた気楽さで、環たまきは言葉を続ける。「ああいう〝正夢コネクト〟のことを、〝明晰夢ヴアリアント〟っていう。条件トリガー自体が調ちよう節せつ可能な〝正夢コネクト〟のことだ」

「調ちよう節せつ……可能？」

「例えば、悠ゆう理り。あの人の〝正夢コネクト〟の条件トリガーは、【弾だん丸がんの接せつ触しよく】だ。つまり、弾だん丸がんが当たれば満たされるし、当たらなければ満たされない。スイッチみたいにオンオフされる条件トリガー。これが普通だね。〝覚醒者コネクター〟が〝正夢コネクト〟についてできる操そう作さは、条件トリガーを満たすか満たさないか、っていう一点だけな訳わけ」

　でも、ニコは違う──勿もつ体たいぶらずに口にした。

「ニコの条件トリガーは【外界への力学的な力の付加】。この付加する力の大きさは、ニコ自身が決める。基き準じゆんが曖昧フアジイなんだ。だから、制せい御ぎよするには相応の訓くん練れんが必要になる。今のニコみたいに」

「やっぱり、大変なんじゃない。運が悪かったって話じゃないの？」

「〝明晰夢ヴアリアント〟は制せい御ぎよが難しい代わりに、制せい御ぎよに成功すれば自在に操あやつれる。その汎はん用よう性は、他の〝正夢コネクト〟とは段違いだ。〝正夢コネクト〟は能力ではなくて法ほう則そくだけど、そんな中でも唯ゆい一いつ、能力みたいに扱えるのが〝明晰夢ヴアリアント〟なのさ」

　ゆえに、必然的にそれを持つ〝覚醒者コネクター〟は、Seventhセブンスの中でも重用されることが多かった。

「ふーん……」少しだけ考えるようにしてから、美み里さとは投げやりな風ふうに笑った。「まー、〝正夢コネクト〟が使えるから幸運かっていうと、どうなんだって感じだけどね。そのぶんだけ、馬ば車しや馬うまって感じに使われるんでしょ、どうせ」

　あまりにあけすけな言葉に、もっともだ、と環たまきも笑う。同時に、ふと懸け念ねんが湧わいた。もしかしたら、美み里さとはある勘かん違ちがいをしているのではないか。

「一応言っておくと、Seventhセブンスに入ったからって、必ずしも現場に出ないといけないって訳わけじゃないからな」

「……どゆこと？」

「〝覚醒者コネクター〟の保ほ護ごは、〝覚醒者コネクター〟をうちに所しよ属ぞくさせればそこで達成されてる。うちで何をやるかは、本人の希望も聞いて臨りん機き応おう変へんに決められてるよ。誰だれも彼もが現場向きの〝正夢コネクト〟を持ってる訳わけじゃないし、そもそも〝正夢コネクト〟を使いたくないって人も多い」

「アンタたちは、わたしのことが必要だから引き込みに来たんじゃなかったの？」

「そういうことをするのは、焰の魂アイアン・ソールとかの方さ。僕らの目的は、君を保ほ護ごすること。君を守るために迎えに来てるんだ。だから、馬ば車しや馬うまになりたくないっていうんなら、君はそういう道をちゃんと選べる。安心していい」

　そういうもんか、と美み里さとは呟つぶやく。先せん刻こくまでの笑顔は、気付けば消えていた。どういう顔をしていいかわからない、とでも言いたげな真顔で、少女は沈ちん黙もくする。数秒の後、表情を変えないまま環たまきを見た。

「ってことは、アンタは自分で望んで現場にいるって訳わけ？」

「そうなるね」

「ちょっと意い外がい。戦うとかそういうの、得意じゃなさそうだけどね、アンタ」

「まあ、確かに苦にが手てだなあ」

「何それ、変なの。じゃあ、何だって戦ってんのよ、アンタは」

　環たまきは再び笑う。今度は、自じ嘲ちように類する笑えみだった。そいつはなかなか鋭い質問だ。自分の中に言葉を探して、そのうち幾いくつかを押し留とどめた後、残った幾いくつかを口に出した。

「……これくらいしか、やりかたを知らないからね」

　何事かを言おうとこちらを見上げる美み里さとの眼前で、環たまきは指を一本立てる。そのままその指先を店内へと向けた。

「終わったみたいだ」

　店内には、試着室の入口を僅わずかに開き、その隙すき間まから辺りを見渡すニコラの姿すがたがあった。どうやら美み里さとを探しているらしい。美み里さとが口を開く。

「じゃあ、行きますか」

「ああ、よろしく頼む。買うものがわかったら教えてくれ」

　当然の如ごとくそう口にした環たまきの肩に、美み里さとの手の甲こうが叩たたきつけられる。いやいやいや、と美み里さとが心しん底そこ呆あきれたように呟つぶやいた。

「何言ってんの。ここはアンタも行くところでしょ」

「……そうなのか？」

「レディーが試着をしてるのにそれを見ない男とか、何のためにここに存在してるのかわからないレベルよ。そこらの観かん葉よう植物みたいなもんだわ」

　行くわよ観かん葉よう植物、と言って美み里さとは環たまきの手を引く。逆らえないまま店内へ歩み入ってきた環たまきを、ニコラの気まずそうな瞳ひとみが迎えた。

「ど、どうしてタマキまで一いつ緒しよに来るのかな……？」

　試着室のドアで身体からだを隠かくしながら、ニコラが環たまきの心しん中ちゆうと全く同じ文もん言ごんを口にする。

「そらーもう、財さい……スポンサー様ですから。是ぜ非ひともご意見を仰あおがねば、ですよ」

　有う無むを言わせぬ口く調ちようでそう言うと、美み里さとは試着室のドアに手をかける。

「ほらほら、恥はずかしがってないで見せちゃいなって！」

「あ、ちょ、ミサト！」

　開け放たれたドアの向こうから姿すがたを覗のぞかせたのは、薄青色を基き調ちようとしたワンピースを身に纏まとうニコラの姿すがただった。柔らかく滑なめらかな生き地じの光こう沢たくが、彼女の纏まとう薄うす桃もも色いろの光に映えている。全体的に余よ裕ゆうのある造ぞう形けいは、身体からだのラインを絶ぜつ妙みように隠かくしつつ、少女の身体からだを包み込んでいた。

　それを見た時に環たまきの頭に浮かんだのは、これは褒ほめなくてはいけないな、ということだった。こうして見る限り、彼女の着ているワンピースは、さほど丈じよう夫ぶではない類たぐいのものだ。それをこうして傷つけることなく試着できたという事実は、彼女が自身の〝正夢コネクト〟を急速に扱えるようになってきている何よりの証しよう拠こだった。それは褒ほめなくてはならない。

　だから、環たまきの口から零こぼれ出た言葉は──

「か、可愛かわいいよ」

　だった。

「ななうっ」

　一いつ瞬しゆんで、ニコラの頰ほおが朱しゆに染まる。

「か、かわわわ可愛かわいいですと!?」

　その色合いを見て、環たまきはようやく自分の口から出た言葉の意味を理解する。一いつ瞬しゆん遅れて頰ほおを染めた環たまきが何事かを口にする前に、試着室のドアが再び閉ざされる。相当動どう揺ようした状態で閉められたはずなのに、ドアが壊こわれていないことに、環たまきは場違いな感かん嘆たんの念を抱いた。

　にやにや笑いを浮かべた美み里さとが、環たまきを意い地じ悪わるそうに見上げて言う。

「わたしのコメントは必要なかったみたいね。この女ったらし」

　この少女と出で逢あってからこっち、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくの度たびに新しい呼称が増えていく環たまきだった。

　口に出してしまった言葉は消えず、言い訳わけは意味をなさない。足下を見れば、そこには見慣れた黒いコートが落ちている。ニコラが動どう揺ようのあまり、試着室の中から落としてしまったものらしい。屈かがみ込んでそれを拾い、手で軽くはたく。自分はどうしてあのような台詞せりふを吐いてしまったのだろう、と考えを巡らせたところで──




　全ての音おん響きようを切り裂さいて、警けい報ほう音が鳴り響ひびいた。




「な……んだ？」

　甲かん高だかく濁にごった、一ひと繫つながりの鐘かねの音ねのような音おん響きよう。咄とつ嗟さに店てん舗ぽから飛び出し、辺りを見渡す。突然の異音に混乱する人混みの向こう、この階層の入口方向へと視線を投げると、二機のエレベータのすぐ横、階段へと繫つながる通路に、ゆっくりとシャッターが降りていくところだった。

（防火シャッター……！）

　環たまきは確信する。耳をつんざくこの音おん響きようは、火災ベルだ。

　勿もち論ろん、この階には火の手は無い。煙すら上がっていない。天てん井じように設置されたスプリンクラーや、排煙装そう置ちが作動する様よう子すもない。少しずつ広がり始めるざわめきの中、ニコラと美み里さとが環たまきのもとへと駆かけ寄って来た。

「どうしたの？　火事？」

　ニコラの問い。薄青いワンピースを着たままの彼女に、環たまきは落ち着いて答える。

「どうだろうな。そうとは限らない」

　よりにもよってこのタイミングで起こった出来事を偶ぐう然ぜんだと考えるほど、環たまきは楽観的ではなかった。

「探ってみる。少し待ってくれ」

　言葉が終わるより先に、環たまきの瞳ひとみに変化が起こるのが、ニコラの位置からはよく見えた。

　環たまきの左の瞳ひとみが、異なる色を帯び始めたのだ。否いな、実際のところ、それは色がついた訳わけではない。普段からそこにたゆたっている幾いくつもの色のうち一色が、にわかにその強度を増したのだった。

　その色──琥珀色の光は、濡ぬれたような質感でもって、環たまきの瞳ひとみから流れ出る。そのまま、それは滑なめらかに環たまきの全身を包み込んだ。

　うわ言のように、ニコラが口を開く。

「〝残滓光レムナント〟……それは、誰だれの？」

「スコット。ちょっと、集中させてくれ」

　環たまきの視し界かいに、訪れるフラッシュバック。ベッドに伏せる幼おさな子ごの姿すがた。その光こう景けいを断ち切るように、彼は両目を閉じた。

　今、彼が身に纏まとったのは、同どう僚りようであるスコット・ベックマンの〝残滓光レムナント〟である。〝正夢コネクト〟の名は〈身体間隔フイールズ〉。条件トリガーは【感覚の遮しや断だん】。結果エフエクトは【感覚の鋭えい敏びん化】。

　視し界かいを閉ざした途と端たん、環たまきの聴覚にて、辺りの喧けん騒そうがスピーカのボリュームを一ひと息いきに上げたかの如ごとく鮮せん明めい化した。

　五感を一つ閉ざす度たびに、残りの感覚が飛ひ躍やく的に鋭えい敏びん化する。それが〈身体間隔フイールズ〉という法ほう則そくだった。本来の持ち主ではない環たまきには、視覚とせいぜい聴覚しか閉ざす術すべはないが、スコット本人は不感症を応用することにより、あらゆる感覚を遮しや断だんすることを可能とする。結果、彼は人間でありながら、高性能なレーダーと化すことができるのだった。

　その性質を借り、環たまきはショッピングモールの中を探る。〈身体間隔フイールズ〉を借りるのはこれが初めてではなく、勝かつ手ては僅わずかにだが理解していた。

（いつ使っても……慣れないな）

　込み上げてくる吐き気を抑えつつ、環たまきは耳を澄すませる。環たまきの聴覚は今、常じよう人じんでは考えられないほどの感度を獲かく得とくしていた。自分と同じ三階にいる人間の声から息いき遣づかい、足音に至るまで、手に取るように聞き取れる。そしてその耳は、三階ばかりか、他の階層にて立てられる音までつぶさに拾うことを可能としていた。

　その情報量は凄すさまじく、さながら無数の虫が鼓こ膜まくを這はい回っているかのようだ。この感覚を涼しい顔で制せい御ぎよ下に置くスコットという男に心からの畏い敬けいを捧ささげつつ、虫の一いつ匹ぴき一いつ匹ぴきを慎しん重ちようにかき分けていく。人々の立てる騒音は、大きく分けると五つの塊かたまりに分かれそうだった。

　下から積み重なるように配されたそれらは、位置関係からしてそれぞれの階層における客たちのざわめきだろう。そしてそれらの音の中に、炎ほのおの立てる爆はぜるような音は、片へん鱗りんさえも存在しなかった。

　やはり──と環たまきは確信する。このビルにて、火か災さいは起きていない。何者かが報ほう知ち機きを誤ご作さ動どうさせたのだ。

（でも、何のために？）

　更さらに詳しく音を聞き分けようとした、その時。環たまきの聴覚は信じられないものを捉とらえた。

　いや、それは捉えなかった、と表現するべきかもしれない。数すう塊かたまりのざわめきのうち一つ、地上一階にあたるものが消えたのだ。

　一切の前触れを見せることなく、一ひと息いきに。

（何が……起きた？）

　ざわめきが止やんだ、などという状況ではないのは明らかだった。声どころではなく、足音や息いき遣づかい、衣きぬ擦ずれの音まで、その全てが図ったように一いつ斉せいに消え去ったのだ。どんな音も、音を発さずに止むことはできない。

　ひどく、嫌いやな予感がした。

「こいつは……やばい」

　そこで気付く。東側の階段を、一階から上ってくる足音が一つ。各階にて従業員が客をまとめているため、階段には人ひと気けがない。そんな中、その足音はどこまでも落ち着いて二階へと辿たどり着く。

　ドアを開き、閉じる音──今度は二階の喧騒が消える。

「逃げろ！」

　叫ぶ。片方の瞼まぶたを開くと、鼓こ膜まくを這はい回っていた音おん響きようが急速に遠ざかる。格段に薄らいだ琥こ珀はく色いろを纏まといつつ、こちらを見上げるニコラと美み里さとへ鋭く告げた。

「あっちだ。急げ、走れ！　すぐにこのフロアから出るんだ！」

　環たまきが指さした西側の階段へ向け、三人は駆かけ出す。美み里さとと環たまきに速度を合わせているためか、ニコラはひどくぎこちない走り方だった。

　片目を閉じたまま環たまきは先行し、人混みを分けて進む。辿たどり着いた西側の階段へと繫つながる通路は、既すでに防火シャッターによりかたく閉ざされていた。シャッターのすぐ横に設しつらえられた、避ひ難なん用のドアを開ける。閉ざされたフロアにおいて、階段へと繫つながる数少ないドアだ。

　ニコラと美み里さとが追い付いてドアを潜くぐるまでの間に、環たまきは後ろを振り返る。手に持ったニコラのコートを肩に掛け、両の耳を塞ふさいだ。閉じていた片目を開く。〈身体間隔フイールズ〉により視し界かいがぐんと鮮せん明めい化した。

　人混みの遙はるか向こう、丁ちよう度どこことは正反対の位置に設しつらえられた東側の階段。重々しく降りたシャッターの横、避ひ難なん用のドアが開いていた。

「──ッ！」

　東側の階段とフロアを繫つなぐドア。その隙すき間まから顔を覗のぞかせていたのは、異様な格かつ好こうをした人ひと影かげだった。

　全身が、不ふ思し議ぎな光こう沢たくのある白い布で覆おおわれている。やけにぶかぶかとしたその布は、首の辺りでヘルメットのような部品と接続されている。ヘルメットからは管くだが伸び、その管くだは人ひと影かげが背負ったボンベに繫つながれているようだった。

　宇う宙ちゆう飛行士──一いつ瞬しゆん遅れて、そんな単たん語ごが脳のう裏りに浮かぶ。そうだこの姿すがたは、かつての宇う宙ちゆう飛行士が纏まとっていた船外活動服にそっくりだ。気き密みつ性に最大限の力を注そそぎ、機き動どう性を犠ぎ牲せいにしたその形状フオルム。

　そしてその服の足元は、そこだけが赤く塗られていた。

　直感が、最大限の警けい戒かいを告げていた。

　ドアを潜くぐっている途と中ちゆうのニコラと美み里さとを、力の限り突き飛ばす。ドアの向こう側へ、二人の少女の身体からだが投げ出される。自じ重じゆうに従い、ドアが再び閉ざされた。ほぼ同時に、視し界かいの奥の人ひと影かげが東側のドアを閉める。

　瞬しゆん間かん、視し界かいが真っ赤な光で満たされた。

（あっ──が!?）

　続けて訪れたのは、圧迫感。自らの内側にて、膨ぼう大だいな力が外側へ出ようと暴あばれ回っていた。

　耐えきれずに口を開く。肺はいの中の空気が、待ちかねたように逃げていくのがわかった。

（息が──）

　どれだけ肺はいに力を入れても、新しい空気が肺はいに入ってくることはない。やけに周囲が静かで、耳鳴りばかりが大きく響ひびく。先せん刻こく自分の耳が捉とらえた現げん象しようの正体を、頭の片かた隅すみが冷静に悟さとっていた。

　音が消えたのではない。その音を伝えるものが消えたのだ。

（真しん──空くう──）

　見開く眼球はあっという間に乾ききって、それでも外に出ようと暴あばれていた。痛む眼球が映す視し界かいで、辺りを見渡す。エレベータの脇わきに置かれた観かん葉よう植物の鉢はちを手にとった。視線を走らせる。エレベータを挟み、階段とは逆方向の壁面。そこに設しつらえられた、外へと繫つながる小窓。

　霞かすむ視し界かい、響ひびく耳鳴りの中、そこへ鉢はちを叩たたきつけた。

　無音の世界の中、硝子ガラスが粉こな々ごなに砕くだけ散る。その途と端たんに、窓の外から突とつ風ぷうが吹き込んで来た。

　上が下へ。下が上へ。環たまきは蹂じゆう躙りんされる。耳をつんざくような風音と、全身を襲おそう衝しよう撃げきの中、咄とつ嗟さに受け身の姿勢をとる。壁に強く打ちつけられ、そのまま床へと落ちた身体からだは、風に吹かれるまま床の上を転がっていく。

　永遠のように感じられた十数秒の後、ひどく咳せき込みながら身体からだを起こした。

「がはっ、がはっ、はー、はー、はあああー！」

　ざらつき霞かすむ視し界かいで、周囲を見渡す。肺はいが、やけに痛んだ。

「なんつう……〝正夢コネクト〟だ……」

　肩で息をしつつ、絶ぜつ句くする。混乱に満ちていた広大なフロアは、たったの十数秒で地じ獄ごく絵え図ずと化していた。ひしめいていた買い物客たちは、環たまき一人を除き、一様に床へくずおれている。

　人間という生物は、未いまだ多く語られる俗ぞく説せつとは異なり、ごく僅わずかな間であれば真しん空くう中でも生き延びることができる。それでも、事前に覚かく悟ごを決めることができていた環たまきと一般客とでは、被こうむったダメージは比べものにならないだろう。フロアを埋め尽くす呻うめき声が、それを如によ実じつに示していた。

　耳を塞ふさぎたいのを耐えつつ、環たまきは西側の避ひ難なん用ドアへと向かう。突とつ風ぷうのせいか、環たまきが居る位置は、ドアから大分離れてしまっていた。身体からだを包んでいたはずの琥こ珀はく色いろは、いつの間にか消え去っている。傍かたわらの水路に、黒いコートが落ちていた。環たまきが抱えていたはずのニコラのコートだ。持ち上げると、生き地じにたっぷりと含まれた水分が、糸を引くように床へ落ちた。

「タマキ！」

　ドアへと辿たどり着くのと、そのドアが向こう側から開かれるのは同時だった。慌あわてたニコラの声が、痛む鼓こ膜まくを揺らす。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　何があったの？　さっきまで、このドア全然開かなくて──」

「気き圧あつ差……だな」

「え？」

「いや──奴やつら、とんでもない方法に出たみたいだ。僕らを炙あぶり出すために、この建物の人間を全員殺そうとしてる」

　端たん末まつを取り出し、悠ゆう理りへ通信を試みる。繫つながらない。通信妨害ジヤミング──敵の用意の周しゆう到とうさを思い知る。

「とりあえず虐ぎやく殺さつして、それを凌しのいだ人間がSeventhセブンスだ、ってとこだろう」

　あの人ひと影かげはおそらく、今はもう四階へ向かっているはずだ。下階から順に、一般人を排はい除じよしていく心積もりに違いなかった。その気になれば、黒色のコートを着た環たまきたちを人混みから見分けることは可能であるはずだった。相手は単純に、その手間を惜しんだのだ。

「そんな、そんな理由で……ここに、どれだけの人がいると思って……」

　美み里さとの表情は、明らかな恐きよう怖ふに滲にじんでいた。

「それが焰の魂アイアン・ソールだ、ってことなんだろうな。くそっ、読み違えた」

　苦にが々にがしげに吐き捨ててから、環たまきは言葉を継いだ。

「ニコ。そのまま美み里さとを連れて、階下へ行ってくれ。一いつ刻こくも早く、二階と一階の壁をぶち破ってくるんだ」

「へ……？」

「下の方も今、真しん空くうになってる。まだ一、二分しか経たってないはずだ。今なら間に合う」

　真しん空くう、という単たん語ごに僅わずかに動どう揺ようしたようだったが、ニコラは逡しゆん巡じゆんしなかった。見違えるように力を帯びた瞳ひとみで、少女は頷うなずく。

「タマキはどうするの？」

「あいつを仕し留とめる。野放しにする訳わけにはいかないだろ」

　言葉と同時に、環たまきの左ひだり眼めから新たな光が迸ほとばしる。流れるように彼の身体からだを包んだのは、薄うす桃もも色いろの光。ニコラ・ベイカーの〝残滓光レムナント〟だ。

「全て終わったら、そのまま一階で待たい機き。僕と合流するまで、君が美み里さとを守るんだ」

　再び頷うなずくニコラ。それを確かく認にんして、環たまきは溜ため息いきを一つ吐つく。

「……本当は、一いつ緒しよに逃げたいんだけどな」

　ニコラや美み里さとから視線を外し、フロアを見渡す。そこに横たわる大量の被ひ害がい者しやを眺ながめつつ、環たまきは呟つぶやく。うんざりしたように、そして──ひどく不ふ機き嫌げんに。

「苦にが手てなんだよ、こういうの」

　床を蹴ける。増ぞう幅ふくされた力が、環たまきの身体からだを一気に加速させる。正反対の位置にある東側の階段へと、床面を埋め尽くす人々を避けながら駆かけた。

（結果エフエクトは、【真しん空くう化】。条件トリガーは？　あいつがやったことは、ドアの開閉──わざわざ火災報ほう知ち機きを誤ご作さ動どうさせた理由を考えれば──）

　視し界かいのあちこちに下りた防火シャッターを意い識しきし、呟つぶやく。

「【空間の閉へい鎖さ】、か」

　通常ならば数分はかかるだろう道のりを、環たまきは十数秒で駆かけ抜ける。

　東側の壁面が視し界かいの中で大きくなったところで、減速すべく地面を踏む。しかし彼の身体からだについた速度は、彼が思うよりもなお大きい。速度を殺しきれないまま、環たまきの身体からだは壁面に激げき突とつした。

「っててて……」

　全身に走る痛み。一いつ瞬しゆんの絶息の後、身体からだを包む〝残滓光レムナント〟を霧む散さんさせた。やはり、ニコラの〝正夢コネクト〟は制せい御ぎよが難しい。これから向かう、階段のような複雑な地形での移動には適さない。使い熟こなしの難しさは、自分のものではない〝正夢コネクト〟を用いる際には、常に付きまとう問題なのだった。

〈暗算子スケアクロウ〉によって蓄たくわえられる〝残滓光レムナント〟は、一度きりの使い捨てだ。再び環たまきがニコラの〝正夢コネクト〟を用いるためには、彼女の〝残滓光レムナント〟を再度視し認にんしなければならない。それは環たまきが、これからの戦せん闘とうを、ニコラの〝正夢コネクト〟を用いずに乗りきらなければならないことを意味していた。

　東側の階段へと続くドアは眼前にあったが、環たまきはすぐにはそれを開けず、思し案あんする。右手に持ったままの、ニコラのコートに目がいった。じっとりと濡ぬれた生き地じの感かん触しよくに、何かを思いついたような顔になる。

　ニコラのコートを肩に掛け、近くにあった観かん葉よう植物の鉢はちへと手を伸ばした。先せん刻こく環たまきが小窓の破は壊かいに用いたのと同じものである。

　誰だれへともなく謝りつつ、環たまきはそれを思い切り床に叩たたきつけた。

　がしゃり、と音を立てて割れた鉢はちの欠片かけらのうち、形のしっかりとしたものを拾い上げ、こびりついた土を払う。それをポケットに忍しのばせてから、階段へ通じるドアを開けた。慎しん重ちように、だが速やかに。

　階段の踊り場は、先さき程ほどまで居たフロアの呻うめき声が五う月る蠅さく思えるほど静かだった。まだ避ひ難なん等は始まっていないのだろう。人ひと気けはない。数歩進み、上階の方向を見み遣やる。そこには、予想していた人ひと影かげは無かった。

　がさり、と硬い生き地じが擦こすりあわされるような音が、下方から響ひびく。下階へ視線を移す。二階の踊り場。フロアへと続くドアとは別に、そこには通用口がある。おそらく店てん舗ぽの裏側へと続くドアなのだろう。

　そこが今、開いており──そのドアに手をかけているのは、件くだんの奇き妙みような姿すがたをした人間だった。

　特とく徴ちよう的なフォルムに、環たまきは相手の身につけた衣い装しようの正体を悟さとる。気き密みつ服。真しん空くうを扱うならば、確かにそれは必要な装そう備びだ。毒どくを用いる人間が、必ず解げ毒どく剤ざいを用意するように。

　気き密みつ服のぶかぶかとした手が、通用口のドアを閉めていく。咄とつ嗟さに後ろを振り返る環たまき。自分が通って来たドアは今、丁ちよう度どかたく閉じられたところだった。

「──ッ！」

　誘い込まれた、という言葉が脳のう内ないで散る。

　その手で閉ざした空間が、真しん空くうになる〝正夢コネクト〟。閉へい鎖さされる空間は、フロアという区切りに止とどまらない。今この時、この階段はそのまま巨大な閉鎖空間と化そうとしているのだ。

　ドアへ向け、手を伸ばす。しかし一度閉ざされてしまったドアは、数歩の歩みを経た環たまきにとってあまりに遠く──

　果たせるかな、環たまきの指先が三階のドアへようやく触れた、その瞬しゆん間かん。階下にて、ドアを閉める音が響いた。




「……どういうことだ」




　気き密みつ服の奥から、男の声が響ひびく。低く、落ち着いた声だった。

　声は、落ち着きの中に少なくない驚きを含んでいる。ドアを閉じたにも関わらず、己おのれの視し界かいが赤い光に包まれていないことへの驚きだった。

「……ははっ」

　静せい寂じやくの空間に、環たまきの笑い声が響く。

「あっぶねー……流石さすがに死ぬかと思った……」

「〈紅い部屋クローズド〉が、発動しない？」

　言ってから、気き密みつ服の男は息を吞のむ。彼が気付いたのは、三階のドアへ突き出された環たまきの右手先せん端たんに灯ともる黄色い光だ。その指先にてぽかりと開いたドア板の穴だ。

「貴き様さま……それは……」

「条件トリガーが【空間の閉へい鎖さ】なら、その閉鎖を破ればいい。丁ちよう度どいいのを持ってて助かったよ」

　穴の直下の床面に積もっているのは、粉末だった。黄色い〝残滓光レムナント〟を纏まとい崩くずれ落ちた、ドア板のなれの果て。

「呉くれ遊ゆう道どうの〈解塵スノウダウン〉か！」

　気き密みつ服の男は、忌いま々いましげにそう言った。

　科しな出で大学付ふ属ぞく病院にて、環たまきが眼めにした〝残滓光レムナント〟。今に至るまで備蓄ストツクされ続けていたそれを、環たまきはここで開放したのだった。

「他人の〝正夢コネクト〟の複製コピー……情報は聞いていたが、信じ難がたいな」

「知ってるのか。病院に伏ふく兵へいが居たってのは本当なんだな。まあ、別に信じなくていいよ。それより──」

　壁から手を離し、環たまきは階段を下りる。警けい戒かいしつつ、鷹おう揚ような足取りで。

「決まりだから訊きくんだけどさ。あんた、名前は？」

「布ふ施せ公きみ也や、だ」

「そっか」

　深く息を吐く環たまき。その瞳ひとみには、普段とは明らかに異なる剣けん吞のんな光が宿っていた。

　状況の把は握あく。停止することのない思し考こう。行動の正確さ。そして何より、為なすべきことを為なすべき時に為なす精神。Seventhセブンス捜そう査さ官かんに必要なそれらの資質を──本人には自覚こそ無いものの──環たまきは全て備えていた。おそらくは、同どう僚りようである境さかい悠ゆう理りが思っているよりもずっと確かに。

　苦にが手てなどでは、決してなく。

「あんたみたいなのは、本当は問もん答どう無む用ようでいいと思うんだけど、そうはいかないのがSeventhセブンスの辛つらいところだ。特級傷しよう病びよう患かん者じや管理法は〝覚醒者コネクター〟を守る。たとえそれが、あんたみたいな外げ道どうでもね」

　懐ふところから取り出したライセンスを公きみ也やへ示しながら、環たまきは言う。問おうか、と。それは、まるで別の人間の意い思しが宿ったかのような、冷ややかで落ち着いた口く調ちようだった。

「布ふ施せ公きみ也や。あんたには、今後の人生で二つの選せん択たく肢しが与えられる。一つは、Seventhセブンスの管理下に入るか。もう一つは、ここで死ぬか。さて、どっちがいい？」

「回答をしようか。糞喰らえ、だ。坊ぼうや」

「そっか。残念」

　環たまきの脚あしが止まる。二階の踊り場、公きみ也やの正面。手を伸ばせば届く距きよ離りまで、あと数歩という位置だった。ライセンスを仕舞った手で、右のポケットから何かを取り出す。つい先せん刻こくそこに忍しのばせた、鉢はちの破は片へんだ。鋭く尖とがった陶とう器きの欠片かけら。

「その武ぶ器きで、私を殺せると？　舐なめられたものだな」

　気き密みつ服の濁にごった透とう明めい板の向こうから、同じく濁にごった瞳ひとみが環たまきを睨にらむ。

　かたく口を閉ざしたまま、環たまきは一ひと息いきに踏み込む。陶とう器きを手にした右手を、真まっ直すぐに振るった。咄とつ嗟さに後ろへ跳ねる公きみ也や。見た目とは裏うら腹はらに、その気き密みつ服は充分な機き動どう性も確保されているようだった。

　通用口のドアを背に負い着ちやく地ちした後に、公きみ也やは自分の身体からだを確かく認にんする。気き密みつ服の右手指先が、僅わずかにかすったらしい。小さな裂さけ目がそこに生じていた。

　数歩の先に立つ環たまきが、冷たい瞳ひとみで公きみ也やを見み据すえていた。

「これで、あんたの服の気き密みつは解けた、って訳わけだな」

「ふ、ふふふ……」微かすかに肩を揺らし、公きみ也やは笑う。「それで、私はもう〈紅い部屋クローズド〉を使えない。そう言いたい訳わけかな？」

「いいや、別に？　ところでさ、あんた」

　環たまきの言葉が終わらないうちに、ばさり、とノイズのような音が響ひびいた。

「その服、自分で着てる訳わけじゃあないよな？」

　公きみ也やの視し界かいが、黒色で満たされる。

　環たまきが肩にかけていた、ニコラのコート。それが無む造ぞう作さに投げられたのだ。黒色の生き地じは、環たまきの姿すがたを公きみ也やから隠かくすように中空にて広がる。

「目め隠かくしのつもりか──馬ば鹿かが！」

　コート越しに、環たまきの耳に公きみ也やの声が届いた。やけに籠こもって聞こえる声だった。

「馬ば鹿かはあんただ」

　コートを、正確にはその向こうに居るだろう公きみ也やを見つめながら、環たまきは小さく呟つぶやいた。

（戦せん闘とう中にこんな目め隠かくしが展開されたら、利き手で振り払う。誰だれだってそうするだろうさ。僕だってそうする）

　コートの中心に変化が表れていくのが、視し界かいの中、スローモーションのように処しよ理りされていく。最初は、小さな凹おう凸とつで。それはやがて、はっきりと人間の指先の形を成していく。

　ニコラのコート。それは一度水路に落ち、水分をたっぷりと含んだコートだ。必然、その生き地じは通常以上に、接せつ触しよくしたものに張り付くこととなる。切り裂さかれ穴の開いた気き密みつ服の指先も、その例外ではない。

　気き密みつ服という閉鎖空間に、唯ゆい一いつ開いた隙すき間ま。それを埋めるように──

（手を振ったのはあんただ。穴を塞ふさいだのはあんただ。あんたは、自分の手で空間を閉鎖したんだ）




「一度自分で喰くらってみてくれよ。地じ獄ごくだから、それ」




　コートの黒色の向こうで、赤い閃せん光こうが弾はじけ散った。







　気き密みつ服の足先を切り裂さくと、布ふ施せ公きみ也やの身体からだは大きく跳ねた。指先に吸いついていたニコラのコートを回かい収しゆうし、環たまきは階段を駆かけ下りる。完全に意い識しきを失った公きみ也やの処断よりも、今は優先すべきことがあった。

　一度その身を真しん空くうへ晒さらしたダメージが、戦せん闘とうに勝利した今になって表れているのか、全身がやけに痛む。一階に辿たどり着きフロアへ通じるドアに手をかけると、それは難なく開いた。どうやら真しん空くうは無ぶ事じに処しよ理りされたようだ──僅わずかな安あん堵どを抱きつつ、一階フロアへ駆かけ入る。

　視し界かいいっぱいに広がるのは、一様に地に伏した一般客の姿すがただ。手近な数名の傍そばに屈かがみ込み、息があるのを確かく認にんする。小さく頷うなずいて、フロアの奥へ進んだ。予定ではこのフロアに待たい機きしているはずの、ニコラと美み里さとの姿すがたを探していた。

　程なくして、環たまきは二人の少女の立ち姿すがたを見つける。地に伏す人々の間を縫ぬって近付こうとして──足を止めた。

「……っ」

　僅わずかに、表情を変える環たまき。どうにも様よう子すが変だった。こちらの姿すがたを確かく認にんしているにも関わらず、二人の少女は声を上げようともしない。何よりも、死し屍し累るい々るいを具ぐ現げんしたかのような惨さん状じようの中、二人の傍かたわらに立つ一人の人間の後ろ姿すがたが異い様ようだった。

　白はく衣いを纏まとったその人間──長ちよう髪はつだが、おそらくは男だろう──を睨にらみつけたまま、ニコラと美み里さとは動かない。なぜ動かないのだろう、と考えるより先に、環たまきの視線は足下を睨にらんでいた。

　彼の視し界かいに映ったのは、自らの足先より数十センチ先にて、床面を包む水色の光だった。

（〝残滓光レムナント〟──？）

〝覚醒者コネクター〟同士の戦いでは、些さ細さいな注意不足が命とりとなる。先せん刻こくの戦せん闘とうにて研とぎ澄すまされた精神が、環たまきを救ったのだった。

「流石さすがに、新しん米まいではありませんね」

　不ふ意いに、声が響ひびいた。視線を真まっ直すぐ前方へと注そそぐ。先せん刻こくまでニコラたちの方を向いていた男が、今は環たまきへ向き直っていた。

「あんたは……！」

　艶つやのある長ちよう髪はつの、どこか色気のある男だった。白はく衣いに包まれた身体からだは細身だが、不健康というほどでもない。眼鏡めがねの奥の理知的な瞳ひとみは、悠ゆう理りのそれとどこか似たような冷たさを纏まとっている。年ねん齢れいについても、悠ゆう理りと同年代だと思われた。

　その立ち姿すがたに、環たまきは覚えがあった。

　お久しぶりです──と、男は一いち礼れいをする。

「あー、そういうことだったのか……」

　得とく心しんしたように、環たまきは呟つぶやく。

　科しな出で大学付ふ属ぞく病院にて、呉くれ遊ゆう道どうと初めて対たい峙じしたＢ棟とうホール。遊ゆう道どうの足下に伏せていた人ひと質じち。遊ゆう道どうの指先を首くび筋すじに突きつけられ、恐きよう怖ふに引き攣つっていた表情と、眼前の笑えみが重なった。

　被ひ害がい者しやのふりをして、大おお手でを振って病院を脱だつ出しゆつした犯人。本来の目的だったカルテを懐ふところに忍しのばせて。

「まんまと騙だまされたって訳わけか、それも二度も」

　忌いま々いましげに、環たまきは吐き捨てる。あの時のみならず、自分は今回もこの男の掌てのひらで踊ったのだ。それも、あろうことか全く同じ手口にて。

「あの気き密みつ服の奴やつも、捨て駒ごまだったんだな」

「捨てるつもりはありませんでしたよ。〈紅い部屋クローズド〉がこうも容易たやすく突とつ破ぱされるというのは予想外だ」

　白しら々じらしいその口く調ちように、環たまきの表情が曇る。突然の襲しゆう撃げきによる、一般人への多大な被ひ害がい。時間制限タイムリミツトつきの人命救助。環たまきたちが二ふた手てに分かれるのは自明だった。そして、保ほ護ご対たい象しようである美み里さとが、直接敵と対たい峙じしない階下へ配されることも──

　環たまきの思し考こうを遮さえぎるように、白はく衣いの男は不敵に笑う。

「叶かのう理り人ひと、と申します。以後お見知りおきを」

「千歳ちとせ環たまき。Seventhセブンス捜そう査さ官かんの義ぎ務むとして、あんたに問うよ」懐ふところからライセンスを取り出し、環たまきは続ける。「叶かのう理り人ひと、あんたには──」

「それ以上は結けつ構こうです。回答については、そうですね、布ふ施せと同じだと言っておきましょう」

「……そりゃあ、手て間まが省けて有あり難がたいね」

　懐ふところへライセンスを仕舞いながら、環たまきはニコラを観察する。不安げな表情でこちらを見るニコラ。彼女の横では、美み里さとが同じく不安げにこちらを見ている。目立った外傷は見当たらないにも関わらず、一歩も動かない二人。動けないのだ、と悟さとった。見れば彼女たちの足元は、環たまきのすぐ前の床面と同じく、水色の〝残滓光レムナント〟に包まれている。

　そこで環たまきは気付く。〝残滓光レムナント〟に包まれた床面と、そうではない床面との差異。水色の光の下が、じっとりと濡れていることに。

　視線を素早く走らせる。フロアの隅すみにて今も微かすかに水音を立てる水路が、決けつ壊かいなどしていないことは明らかだった。この水は、眼前の叶かのう理り人ひとが撒まいたのだ。

「条件トリガーは【濡ぬらす】こと」

　再びニコラたちへ視線を戻す。正確にはその足下、水色に光る床面から頑かたくなに離れようとしない、彼女たちの靴くつへ。

「結果エフエクトは──【接着】、か？」

「【癒ゆ着ちやく】と言って欲しいものですね。一体化し、ゆえに二度と剝はがれることはないのだから」

　水音の中、理り人ひとの声が静かに響ひびいた。

「〈無能薬テイアードロツプ〉、といいます。忠ちゆう告こくですが、そこから足を踏み出さないことをお勧めしますよ」

　だろうな、と環たまきは思う。一度足を踏み出せば、環たまきの靴くつ底ぞこは床面と癒着する。もしそこでバランスを崩くずしなどすれば、床面についた掌てのひらも、床面と一体化してしまうことになるだろう。

　ニコラたちのように靴くつ底ぞこの癒ゆ着ちやくだけで済んでいる状態は、幸運以外の何物でもないのだ。おそらくは、理り人ひとの姿すがたを警けい戒かいし慎しん重ちように歩みを進めた、その結果なのだろう。

「大人おとなしく、そこで見ていて下さい。ボクはただ、藍あい原はら美み里さとと話がしたいだけなのですから」

「たったそれだけのために、ここまでのことをしたって？」

「ええ。藍あい原はら家へ直接お邪魔しても良かったのですが、少々、捜そう査さ官かんが多すぎたものでね。戦せん闘とうは、目的ではなく手段でしかない。邪じや魔まをするSeventhセブンス捜そう査さ官かんは、少ない方が望ましい。外出をして頂いただいて助かりましたよ」

　実利主義なんです、と理り人ひとは笑う。

　数百人にも及ぶだろう一般人の巻き添えを、手段の一いつ環かんとしか捉とらえていないその口ぶりに、環たまきの背せ筋すじは大きく震えた。焰の魂アイアン・ソール。この世界において、もっとも危険な異い端たんの集団。

　落ち着いた足取りで、理り人ひとは美み里さとへ近付いていく。その足元は裸足はだしだった。決まった装しよう束ぞくを持たない焰の魂アイアン・ソールは、唯ゆい一いつ紋章エンブレム入りの真しん紅くの靴くつを履はくことによってのみ、その存在を主張する。それを放ほう棄きすることは、彼らにとって尋じん常じようなことではないはずだ。水色の〝残滓光レムナント〟に包まれた場所をすら悠ゆう然ぜんと歩く姿すがたに、環たまきはその理由を悟さとる。

（叶かのう自身の身体からだだけは、適用対たい象しよう外なのか。〈無能薬テイアードロツプ〉は）

　それは、先せん刻こくの戦いのような自爆を、理り人ひとには望めないということだった。

　環たまきは今、ニコラの〝残滓光レムナント〟を再び視し認にんしている。再備蓄ストツクは済んでいたが、いかにニコラの〝正夢コネクト〟といえど、ここから理り人ひとの居る場所へ向かうまでに一歩も足を着かないのは不可能だった。

（くそっ……）

　どうすれば、眼前の男を少女たちから引き剝はがせるのか。考え続ける環たまきを、理り人ひとは軽んじるように一いち瞥べつする。動かないことです、と冷たく言い放った。

「先さき程ほども言いましたが、目的は戦せん闘とうではない。無む駄だな時間はとらせないで下さいね」

　拳けん銃じゆうを使えれば、と環たまきは歯ぎしりをする。Seventhセブンス捜そう査さ官かんとて、誰だれもが拳けん銃じゆうの携けい帯たいを許可されている訳わけではない。用途に分けた複数の銃じゆう器きを携けい帯たいしている境さかい悠ゆう理りなどは、特例中の特例なのだ。

　美み里さとの眼前に立つ理り人ひと。ニコラの手からは届かない絶ぜつ妙みような距きよ離りを保っている点に、彼の周しゆう到とうさが見てとれた。

「では、先さき程ほどの話の続きです、藍あい原はら美み里さとさん。焰ボのク魂らに加わって頂いただく気はありませんか？」

「それ、さっきも言ったはずだけど」

　聞こえてくる美み里さとの声は、常時よりもなお気き丈じようだ。

「何な故ぜ、断るのです？　貴女あなたは〝覚醒者コネクター〟だ。どうせ一般社会に生きるのは不可能なのです。Seventhセブンスのような不自由な場所よりも、こちらの方が何倍も貴女あなたにとって優しいはずだ」

「こんなことをする人たちを、信じろって？　冗じよう談だんでしょ？」

「全ては必要な犠ぎ牲せいです。〝覚醒者コネクター〟が真っ当に生きるための。貴女あなたにも、じきにわかる時が来る」

　懐ふところから何かを取り出す理り人ひと。

「そも、〝正夢コネクト〟が──〝魔女ウイツチ〟がもたらした賜物ギフトが異い端たんとされていることが不ふ条じよう理りなのです。Seventhセブンスの中で飼い殺しにしなければ〝覚醒者コネクター〟を組み込むことができない社会など、そんな秩ちつ序じよなどなくなってしまえばいい。ボクらの活動が実を結び、〝覚醒者コネクター〟と常じよう人じんの比ひ率りつが逆転したとき──〝覚醒者コネクター〟こそが常じよう人じんとなった時、新たな秩ちつ序じよは自おのずと築かれるでしょう。そここそが、貴女あなたの居場所だ。ボクらの居場所だ。Seventhセブンスには、決して創つくることの叶かなわない理想郷ユートピアです」

「そうして、その理想郷ユートピアとやらでは、今度は〝覚醒者コネクター〟が他を異い端たん視しするって訳わけだ」

　理り人ひとの視線が、再び環たまきへと注そそがれる。右手に持ったニコラのコートを握り直しながら、環たまきは笑う。

「そんな文もん句くに騙だまされやしないさ、美み里さとは。聞こえが良いだけの絵え空そら事ごとだ」

「ボクらが語っているのは、理り想そうだ。聞こえが良いのも、絵え空そら事ごとなのも当然です。重要なのは、それを実現する意い思しがボクらにはあるということですよ」

　ああ、と環たまきは思う。心の中で、憎にく々にくしげに呟つぶやいた。

（知ってるよ。だからこそあんたらは厄やつ介かいなんだ）

「要するに、です」懐ふところから取り出したものを振り子のように揺らしながら、理り人ひとは環たまきへ向け言った。「何のために〝正夢コネクト〟を使うか。倫りん理りではない。これはただそれだけの問いなんです。〝魔女ウイツチ〟からの賜物ギフトを信じ、理り想そうを実現するために使うか。それとも、自分たちを抑えつける不自由な社会を保つために使うか。千歳ちとせさん、と言いましたね。例えば貴方あなたは、何のために戦っているのです？」

　理り人ひとの質問に、環たまきは答えない。答えを期待していた訳わけでもなかったのだろう、理り人ひとは興きよう味みを失ったように環たまきから視線を外し、美み里さとと向き合う。歌うように言葉を紡つむいだ。

「……時間も、あまりありません。最後の忠ちゆう告こくですよ」

　理り人ひとが見せつけるように振っているのは、試験管のような細い硝子ガラス容器だった。内側には透とう明めいな液体が封ふう入にゆうされており、理り人ひとの手の動きに合わせてたぷたぷと波打っている。

　環たまきは理解する。それは、理り人ひとの武器だった。彼の〝正夢コネクト〟を効こう率りつ的に扱うためには、確かにああいったものを持ち歩くのがもっとも簡単だ。中に入っているものがただの水でも、それは彼の手にかかれば、埒らち外がいの危険度を持つ癒ゆ着ちやく剤ざいと化す。

　現在床面を覆おおっている水も、おそらくは同様の硝子ガラス容器からばら撒まかれたものなのだろう。

「貴女あなたがSeventhセブンスに加入するつもりだというのならば、それはボクらの敵となるということだ。脅きよう威いの芽めは、早めに摘つむのがボクの流りゆう儀ぎです。例えばこんな風ふうに──」

　言って、理り人ひとは硝子ガラス容器を放り投げる。美み里さとの隣となりに立つニコラへ向けて。

　完全に意い表ひようを突かれたのか、ニコラはそれに反応できない。容器は正確に、彼女の顔へと放ほう物ぶつ線せんを描く。緊きん張ちようした表情でそれを見るニコラ。容器が割れて中の水が掛かれば、そこが顔であるならば、瞼まぶたも唇くちびるも癒ゆ着ちやくするだろう。身体からだに掛かればその部分は衣服と癒ゆ着ちやくする。いずれにせよ、それは当たった相手を高精度で行動不能にする爆ばく弾だんだった。

　あと半秒もかからずに、ニコラの顔へ容器が着弾するだろうと思われた、その時。容器とニコラの間に、差し込まれる掌てのひらがあった。

　細く小さなその手は、藍あい原はら美み里さとのものだ。

「──ッ！」

　ニコラの目が見開かれる。身を乗り出した美み里さとの右手にて、硝子ガラスと水が弾はじけ散った。

「ミサト！」

　叫ぶニコラ。眉まゆを顰ひそめる美み里さと。呆あきれたように、理り人ひとが呟つぶやく。

「馬ば鹿かな真ま似ねを」

　一いつ瞬しゆんにして、水色の〝残滓光レムナント〟に包まれる美み里さとの右手。硝子ガラスの破は片へんで切ったのか、右手をしとどに濡ぬらす液体に赤いものが混じっているのが、環たまきの位置からも確かく認にんできた。環たまきの口から怒りが迸ほとばしる。

「叶かのうっ！」

　その叫びなど聞こえていないかの如ごとく、理り人ひとは美み里さとの右手を指差す。平へい坦たん極まる動作だった。

「忠ちゆう告こくですがね、美み里さとさん。その手は他の場所に触れない方がいい。自分の身体からだでもです。〈無能薬テイアードロツプ〉は、肌はだと肌はだでさえ癒ゆ着ちやくさせる」

　そういう〝正夢コネクト〟です、という理り人ひとの言葉が、最後まで紡つむがれることはなかった。言葉が終わるより先に、理り人ひとの左肩には、環たまきの拳こぶしがめり込んでいたからだ。

「──っ!?」

　宙ちゆうを舞う理り人ひとの身体からだ。回る理り人ひとの視し界かいに、環たまきの姿すがたが映る。バランスを崩くずしつつ、中空から今まさに落下しようとしている少年の身体からだ。薄うす桃もも色いろの光に包まれたその身体からだを丸め、コートの内側に仕舞い込むようにしながら、少年は水色の床面へと落下する。

　環たまきが落下して数秒の後、理り人ひとの身体からだも床面へ至る。本来は跳ねながら転がっていくだろう身体からだは、一度もバウンドすることなく床面で静止。水色に濡ぬれた床面に、彼の白はく衣いが癒ゆ着ちやくした結果だった。

　咳せき込みながら、理り人ひとは白はく衣いを脱いで立ち上がる。〈無能薬テイアードロツプ〉は、彼自身の身体からだを適用対たい象しようとしない。たとえ床面に掌てのひらを着いたとしても、彼の身体からだが癒ゆ着ちやくすることはない。癒ゆ着ちやくした白はく衣いを捨て、立ち上がるのは容易だった。おそらくは折れているのだろう、だらりと下がった左腕が痛々しい。

「……そういうことか」

　理り人ひとの呟つぶやき。彼が見たのは、環たまきが先せん刻こくまで立っていたはずの位置と落下した位置との間に落ちた、一枚のコートだった。艶つややかな黒色のそれは、環たまきが抱えていたニコラのコートだ。

「確かに、飛び石を作れば、その分だけ歩は進められる──が」

　床面に伏した環たまきを、理り人ひとは見下ろす。

「正気の沙さ汰たではありませんね」

　少年は今、伏したままそこから動くことができないでいた。落下の際にコートに身を収めたお陰で、直接皮ひ膚ふが床面と癒ゆ着ちやくすることは免まぬがれたものの、大部分が癒ゆ着ちやくしたコートが彼の身体からだを縛しばる拘こう束そく具ぐと化していたのである。

〈無能薬テイアードロツプ〉の対たい象しようとなる環たまきは、コートを脱ごうとすれば、それを床面に身体からだを触れることなく行わなければならない。あまりに非現実的な動作だった。

　たった一いち撃げき。理り人ひとにたった一いち撃げきを加えるためだけに、環たまきは自らの身を致ち命めい的な危き機きへと陥らせたのだ。

「あのままあそこに突っ立ってたら、あんたは次、あの娘こたちに何をした？」

　地面から睨ねめ上げつつ、環たまきは言う。その瞳ひとみには、確かな意い思しの光が揺れていた。それはどこか、執しゆう着ちやくにも似た光だ。苦にが手てなんだよ、と彼は続ける。

「目の前に居る誰だれかを、助けられないってのはね」

「……何な故ぜ、そこまで？」

　先せん刻こくと同じような、だが先せん刻こくよりも何倍も切実な、理り人ひとの問いだった。

「いいよな、あんたらは」環たまきは答える。思し考こうとは別に、口が勝かつ手てに言葉を紡つむいでいるような感覚があった。「ちょいと良心を捨てて、自分勝かつ手てに〝正夢コネクト〟を使っていれば、それで居場所が出来るんだから」

　環たまきの脳のう裏りに浮かぶのは、昨晩、ニコラへ忠ちゆう告こくした枚ひら方かた楓かえでの横顔だ。数十分前に目にした、ショッピングモールの責任者の寄せられた眉まゆ根ねだ。その他、自分へ向けられるありとあらゆる視線だ。

　これくらいしかないんだよ、と呟つぶやく。

「助けることくらいでしか、誰だれかと繫つながれないんだ、僕は」

　それこそが、少年の本質だった。〝覚醒者コネクター〟であるがゆえに、一般市民には遠巻きにされ。異質な〝正夢コネクト〟を持っているがゆえに、〝覚醒者コネクター〟からも敬けい遠えんされる。誰だれとも繫つながれず、だからどこにも居場所が無い蝙こう蝠もり。それが自分だった。それを少年は知っていた。そんな自分が、それでも誰だれかと繫つながりたいと思った時、やるべきことは何か。それも知っていた。

　誰だれかを助けた時。誰だれかの役に立った時。その僅わずかな時間だけ、人は彼に歩み寄る。その時の視線。その時の言葉。それだけが少年の欲するものだった。本来は苦にが手てなあらゆる全てに身を投じる、たった一つの理由だった。

「だから、あんたがこれ以上何かをしようっていうんなら、僕は何をやってでもあんたを止める。いいか、何をやってでもだ」

　環たまきの言葉は、どれだけ理り人ひとに響ひびいただろうか。何事かを口にしようとした理り人ひとは、しかし不ふ意いに視線を環たまきから逸そらしたと思うと、言葉を失ったようだった。

「……？」

　怪け訝げんに思い、環たまきもその視線の先を追う。首だけを回して見ると、その視線の先に居たのは美み里さとだった。

「なっ……！」

　呆ぼう然ぜんと美み里さとが見つめているのは、己おのれの右手だ。傷つけられた右手。理り人ひとによって掛けられた水で、しとどに濡ぬれたその傷口。そこは今、数秒前とは全く異なる様相を呈していた。

　傷口が、朱色の光に包まれていたのだ。

　正確には──そこから流れ出す、血液が。

「〝残滓光レムナント〟」理り人ひとが笑う。ひどく高こう揚ようした笑えみだった。「彼女のそれは、血液に宿っていたという訳わけだ」

　その言葉を合図としたように、美み里さとの右手に変化が起きる。〝残滓光レムナント〟の朱しゆ色いろが、傷口から右手全体へと広がり始めたのだ。よくよく見れば、朱しゆ色いろの光の下で、彼女の右手は真まっ赤かな液体に染まっている。それは、一いつ瞬しゆん前までとは比べるべくもない量の血液だった。

　大量出血──一いつ瞬しゆん脳のう裏りに浮かんだ単たん語ごを、環たまきはすぐさま打ち消す。どうやらその血液は、体内より新たに供きよう給きゆうされたものではない。もともとそこにあった液体が、姿すがたを変えていっているのだ。理り人ひとに掛けられた水が。血液と混ざり合った、その場所を起き点てんとして。

（結果エフエクトは【液体の血液化】──条件トリガーは【血液の混合】！）

　血液と化した水は新たな起き点てんとなり、混じり合った水を血液へと変えていく。シームレスな連れん鎖さ反応。朱しゆ色いろの〝残滓光レムナント〟は、あっという間に水色の光を包み込む。

　変化はそれだけには留とどまらない。次に少女の腕から響ひびいたのは、ずざざざざ、という奇き妙みよう極まる音おん響きようだった。

　右手を覆おおっていた〝残滓光レムナント〟が消えていく。同時に、そこにあった血液も消えていくようだった。一いつ瞬しゆんの後に気付く。血液は全て、美み里さとの体内へ戻っていっているのだ。先さき程ほどから響ひびく音が吸引音であることを、環たまきはようやく悟さとる。

「血液の居場所は、人体の中──彼女の中での血液のイメージは、あくまで血管を流れるそれだということですかね」

　理り人ひとの呟つぶやき。結果エフエクトは【液体の血液化】。そして血液となった液体は、美み里さとの体内へ戻る。それが彼女の〝正夢コネクト〟の正体だった。

「しかし、これは──」

　理り人ひとの声に、僅わずかな焦あせりが浮かぶ。気付いたのだろう。環たまきが思い至ったものと、同じ事実に。

「美み里さと！」

　環たまきは叫ぶ。美み里さとの右手にて繰り広げられた現げん象しようは、光明だった。現状を打破する唯ゆい一いつの手段だった。

「右手を床に着けてくれ！」

　美み里さとは何も問わなかった。戸と惑まどいを隠かくせない表情で、しかし迷うことなく屈かがみ、右の掌てのひらを床面に密みつ着ちやくさせる。本来ならば、〈無能薬テイアードロツプ〉の支配下にあるそこへ手を着けば、美み里さとの掌てのひらは床面と癒ゆ着ちやくすることだろう。

　しかし今起こっている現げん象しようは、それとは似ても似つかないものだった。光が広がっていく。美み里さとの右手を起き点てんとし、床面を濡ぬらす液体全てへ向かって。そして同時に、液体は全て同一の色味を持って──それは見間違いようもない、血液の持つひどく独特な赤色だった。

「退たい却きやく、するべきですね」

　血の海の如ごとき様相を呈したフロアを一いち瞥べつし、理り人ひとは呟つぶやいた。

「彼女の〝正夢コネクト〟は、ボクの〈無能薬テイアードロツプ〉の──天敵だ」

　理り人ひとの決断は、悠ゆう理りをも思わせる速やかさだ。すぐさま彼は美み里さとの横を抜け、環たまきへ背を向け駆かけ出す。こういった事じ態たいも想そう定ていして待ち伏せをしていたのだろう、ショッピングモールの出入口は、彼の走る先、すぐそこにあった。

　ずざざざざ、という音が響ひびく。美み里さとの体内へ、床面を浸ひたす血液が吸い込まれていく音だ。環たまきの身体からだの下から、潮しおが引くように液体が消え去っていく。

「くっ……！」

　しかし、環たまきがようやく床面へ手を着くことができるようになった頃ころには、理り人ひとの背中は自動ドアの向こうへと消えていた。〈無能薬テイアードロツプ〉が解除されても、一度癒ゆ着ちやくしてしまったものがもとに戻ることはない。床面と癒ゆ着ちやくしたままのコートを脱ぎ、すっかり乾ききった地面を歩いて、環たまきはニコラと美み里さとのもとへと歩み寄る。

「……追わないの？」

　ニコラが、戸と惑まどったように問うた。

「ああ。これ以上はいい」

　守るべき存在のはずだった美み里さとが既すでに傷付いてしまった今、ここでニコラと美み里さとを置いて敵を追うことは、あり得るはずのない選せん択たく肢しだ。

「……来るのが遅いのよ、アンタ」

　美み里さとがぼそりと呟つぶやく。俯うつむいて、床面に手を着いたままの姿すがただった。

「ああ、ごめん」

「ぼんくらよ、やっぱりぼんくら」

「そうだな、本当に──君を守りきれなかった」

「……まあ、それはいいけどね」

　話す間にも、美み里さとは身じろぎすらすることはない。乾ききった床面は、しっかりと少女の靴くつ底ぞこと癒ゆ着ちやくしていた。彼女の両の脚あしが震えていることに、環たまきは既すでに気付いている。気付いていて、何も言うことはできない。全ては環たまきの失しつ態たいだった。言い訳わけなど、あるはずもないほどの。

「ねえ、ミサト」

　美み里さとよりも一足早く靴くつを脱ぎ、歩けるようになったニコラが、美み里さとの正面にてしゃがみ込む。下から覗のぞき込むように美み里さとへ話しかけた。

「あたし、二つ、言いたいことがあるんだ。ミサトに」

「……何よ」

「一つは、ごめんなさい。あたし、ミサトを全然守れなかった。何の役にも立たなかった」

「別に、いいわよ。あんなの仕方ないじゃない」

「ううん。仕方なくない。全然仕方なくなんてない。でも……それよりもずっと、聞いて欲しい言葉。言ってもいい？」

　美み里さとは答えない。それをどう解かい釈しやくしたのか、数秒の後にニコラは再び口を開いた。

「ありがとう」

　はっ、と美み里さとは顔を上げる。

「あたしのこと、助けてくれてありがとう。ミサト。約束する。今度は、絶対にあたしがミサトを守ってみせるよ」

　真まっ直すぐに美み里さとを見つめるニコラ。どこか潤うるんだ瞳ひとみで、ニコラを見つめる美み里さと。それを黙だまって見つめながら、環たまきは床面のコートから端たん末まつを取り出す。再び悠ゆう理りとの連れん絡らくを試みるつもりだった。

　端たん末まつを耳に当てつつ、周囲を見渡す。床に伏した人々が立ち上がる気け配はいはない。被ひ害がいは甚じん大だいだった。あまりに甚じん大だいだった。

　相も変わらず、端たん末まつはどこへも繫つながらない。微かすかな水音の中、二人の少女の囁ささやきだけが、ぽつりぽつりと流れていた。
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　空を見上げると、やけに虚きよ構こうじみた満月が、張り付いたように空に浮かんでいた。

　今夜の月は、心なしかいつもより大きく感じられる。何らかの天文学的なイベントなのかもしれなかったが、およそ星というものに興きよう味みのない千歳ちとせ環たまきにとって、それはどうでもいいことだ。ただ、いつもより強い月明かりによって、周囲の視し界かいがきくようになっているのは僥ぎよう倖こうだった。

「条件トリガーは【血液の混合】、結果エフエクトは【液体の血液化】、か」

　ぼんやりと周囲へ視線を配りながら、環たまきは呟つぶやく。夜を走る乗用車の助手席だった。黒色のコートを失った今、学生服を身に纏まとった彼は、すっかり年相そう応おうの少年の佇たたずまいだ。

「また、変わった〝正夢コネクト〟を手にしたもんだな」

「〝正夢コネクト〟の内容は、自分で選べるものではないからな」

　運転席の境さかい悠ゆう理りが、ハンドルを切りながら呟つぶやいた。静かな車内が僅わずかな遠心力に揺れる。

「だが、条件トリガーが限定的だったのは幸いだ。出血にさえ気を付ければ、日常生活には困らないだろう」

　その言葉に、環たまきは横目で悠ゆう理りを見み遣やる。眉まゆの一つも動かさない同どう僚りようの表情に、小さく口を尖とがらせた。何だ、という悠ゆう理りの問いに、いや何も、と答える。

　その優しさを少しは自分にも注そそいでくれれば良いものを──などと、言えるはずもなかった。

「……来るかねえ、連れん中ちゆう」

　だから、彼が視線を前方に移しながら口にしたのは、強しいて雑談の調子を纏まとわせたそんな言葉だった。

「可能性はある。警けい戒かいを怠おこたるな」

　返答しながら悠ゆう理りがバックミラーを確かく認にんしたのが、身じろぎでわかった。後部座席では、二つの寝息が響ひびいている。ニコラ・ベイカーと藍あい原はら美み里さと。細く高い少女の寝息。

　夕ゆう刻こく、環たまきたちがショッピングモールにおける後処しよ理りを警察に引き継ぎ、藍あい原はら家へ戻ってすぐに、悠ゆう理りは美み里さとを強制的にSeventhセブンス本部へ移送することを決定した。美み里さとが〝覚醒者コネクター〟であることが、正式に確かく認にんできたからこそ可能となった措そ置ちだ。本来それは、これほど早急に下す必要のある決定ではない。美み里さとに暴走の危険も抵てい抗こうの意い思しも無いことを考えれば、翌朝を待ってもよい案あん件けんのはずだった。

　にも関わらず悠ゆう理りがその決断をしたのは、焰の魂アイアン・ソールによる再びの襲しゆう撃げきを警けい戒かいしてのことだった。

　環たまきは、襲しゆう撃げきの可能性は低いと思っていた。根こん拠きよは、美み里さとの〝正夢コネクト〟の内容である。何せ、液体を血液に変えるだけの〝正夢コネクト〟だ。およそ破は壊かいや対人戦せん闘とうに利用できるとは思えない。叶かのう理り人ひとの〝正夢コネクト〟に対して発はつ揮きした効果は、あくまで偶ぐう然ぜんの相あい性しようによるものに過ぎないのだ。

　焰の魂アイアン・ソールとて、無作為に同どう志しを集めている訳わけではない。美み里さとが狙ねらわれたのは、あの時にはまだ判明していなかった〝正夢コネクト〟の持つ将来性によるところが大きい。美み里さとの〝正夢コネクト〟が理り想そうの実現に寄き与よしないことが判明してなお、焰の魂アイアン・ソールが自分たちに敵対する理由は無いように、環たまきには思えた。Seventhセブンス捜そう査さ官かんと相あい対たいすることは、焰の魂アイアン・ソールにとってもリスクを伴うことのはずだった。

　そのことは、悠ゆう理りとて承しよう知ちの上だった。しかし、彼女は万に一つのケースを考えたのだ。相手は、公おおやけの場で大おお勢ぜいの人間を真しん空くうに晒さらすことに、一切の躊ちゆう躇ちよを払わない集団である。懸け念ねんが実現してしまった時に生じる犠ぎ牲せいの規き模ぼは、想そう像ぞうすることさえ難しかった。

　──「もう、後ご手てに回る訳わけにはいかない」

　藍あい原はら家を発たつ時に、悠ゆう理りが呟つぶやいた言の葉である。

　周囲を最大限に警けい戒かいしながら、車は夜の科しな出でを走る。黒色の車体の側面に刻まれた紋章エンブレムが、月明かりに煌きらめいた。藍あい原はら家があるのは科しな出での郊こう外がいだ。夕ゆう陽ひがすっかり沈んだ頃ころに藍あい原はら家を発たった車は、月の高い現在、ようやくSeventhセブンス本部との中間地点である〝樹ツリー〟の周辺に差し掛かった辺りだった。

　今なお続く調査の機き密みつ性、および再度の膨ぼう張ちようの可能性から、〝樹ツリー〟の周囲は立ち入りを厳きびしく管理されている。政府は本来、その管理区く域いきを半はん径けい数キロにわたってとることを構こう想そうしていたが、何なに分ぶんもとは科しな出での中心部であった土地である。調査と保ほ護ごのために遊ばせている余よ裕ゆうはなく、結果的に管理区く域いきは周囲数百メートルに止とどまった。現在、管理区く域いきのすぐ外側、環たまきたちの走る道路の周囲に広がっているのは──流石さすがに住宅の建築は制限されたため──無む機き質しつな倉そう庫こ街だった。

　美み里さとの父から目当てのデータを受け取り、環たまきたちよりも数十分早く藍あい原はら家を発たった〈ディック〉の面々は、そろそろ本部に辿たどり着いている頃ころだろうか。そんなことを考えつつ、環たまきは左手すぐ近くに聳そびえる〝樹ツリー〟を見上げた。昼間には、青空を切り裂さく稲いな妻ずまにも似てくっきりと目にすることのできるその領りよう域いきは、夜にはまた異なる姿すがたを見せる。カーボン紙に広がるインクの染しみのように、艶つややかで色濃い暗くら闇やみが、周囲の暗くら闇やみを浸しん食しよくする様が見えるのだ。

　枝分かれした染しみの隙すき間まから幾いくつかの光が覗のぞくのを、環たまきは認める。満天の星々とは明らかに異質なその光は、調査のためにSeventhセブンスが設置している照しよう明めいだ。僅わずかに朱しゆ色いろがかったその明かりは、まるで果か樹じゆに生なった林りん檎ごの実のようにも見える。

「養よう子し、なのだそうだ」

　不ふ意いに、悠ゆう理りが呟つぶやいた。押し殺されたその声に、環たまきは話の性質を悟さとる。バックミラーを覗のぞき込む。二人の少女の眠りは深く、容易には目覚めそうにない。ニコラが身に纏まとった薄青色のワンピースが、不ふ思し議ぎと微笑ほほえましかった。

　かろうじて少女の寝息よりも大きい程度の声量で、悠ゆう理りは続ける。

「本人には知らせていなかったようだがな。しかし、それを本人が悟さとっていたらしいことも、少なくとも父親はわかっていたとのことだ」

　だろうなあ、と環たまき。悠ゆう理りが、おそらくは可能な限りの手て管くだを尽くして美み里さとの父から聞き出しただろう情報は、しかし数多あまたの偶ぐう然ぜんを経て美み里さとの〝正夢コネクト〟が明らかになった今となっては、もはや自明のことだった。

　環たまきの脳のう裏りに浮かぶのは、まだ日の高いうちに目にした光こう景けい。美み里さとの血液と混ざり合った途と端たんに、柔らかな光に包まれた液体の姿すがただ。自分の血液ではないものを、自分の血液と繫つなげる〝正夢コネクト〟。あまりにわかりやすい、それは発はつ露ろだ。環たまきは呟つぶやく。

「両親と血が繫がってないっていうのは……重いのかなあ、やっぱり」

「まだ十代の少女だ。無む理りもない。両親の側ですらああだったんだ」

　悠ゆう理りの言葉に、環たまきは頷うなずく。つい数時間前、美み里さとの移送を打だ診しんされた際に、美み里さとの両親はそれを一度は拒こばんだのだ。娘むすめの命が実際に危き機きに晒さらされた直後だというのに。

「手元から離れた娘むすめが、なお自分たちと繫つながっていることを信じきれない。あれはそういうことだ。もっと早く気付いてもよかった」

「愛されてる証しよう拠こ、ってやつなんだろうけどなあ」

「だからこそ浮き彫りになる断絶もある。美み里さとの歳としならば、それは敏びん感かんに感じ取るだろう」

　やがて道路の右手からは倉そう庫こが消え、広大な水面が姿すがたを現した。科しな出での現在を形作った、土台とも言える施設だった。それは、巨きよ大だいな浄じよう水すい場じようだ。

　悪夢の日ミラージユ・デイにおいて、ある〝覚醒者コネクター〟の影えい響きようにより、容易には復旧できないほどに破は壊かいされた科しな出での水道網もう。それを補い得たのは、科しな出でがその下に大量に湛たたえた地下水だけだった。飲用、生活用、工業用──ありとあらゆる分野で大量に用いられる水の全てをその地下水で賄まかなおうと考えた場合に、必然的に要よう請せいされた施設が、この浄じよう水すい場じようだった。地下から汲くみ上げた大量の水を直接に引き込み、そのまま一ひと息いきに浄じよう水すいする。形なり振ふり構わずに街を再生することが求められていた時期だからこそ造られ得た、豪ごう快かいで単純な設備だった。

　地形の関係上〝樹ツリー〟の麓ふもとにあたるこの場所に設しつらえられたそれは、現在は役割の多くを終了し、高いフェンスに囲われながら、夜の星々を数多あまたの水すい槽そうに写し取っている。

　右手に水面、左手に倉そう庫こ街。二つの領りよう域いきの境きよう界かい線せんを引くように、黒色の車体は走る。月明かりを切り裂さきながら、ヘッドライドが路面を浮かび上がらせる。一昔前のロードムービーのような、穏おだやかな夜だった。

「……なあ」

　環たまきが、そんな声を上げるまでは。

　彼が指さしたのは、左手遠く、コンテナが並ぶ倉そう庫こ街の向こうだった。

「あそこに、あんな明かりあったっけ……？」

　倉そう庫こやコンテナのせいで見通せない向こう側が、ひどく明るく光っていたのだ。〝樹ツリー〟を照らす照しよう明めいの朱あかよりも、なお赤い光。不安定に揺らめくその赤色に、環たまきと悠ゆう理りは見覚えがあった。

　爆ばく発はつ音が、夜の静せい寂じやくに谺こだまする。

「起きろ！」

　悠ゆう理りの叫び。後部座席の少女たちへ向けた言葉だった。

　彼方かなたで灯ともるあの明かりは、炎だ。停車。悠ゆう理りが即そく座ざに思し考こうを巡らせ始めたことが、環たまきにはわかった。事じ態たいを把は握あくしつつ、自分たちのとるべき行動を検けん討とうしているのだ。ならば自分は──と、環たまきは周囲への警けい戒かいに全神経を集中させた。全方向へ視線を注そそぎながら、外部の音を捉とらえるため、僅わずかに車窓を開ける。その警けい戒かいがあったからこそ、彼はそれに気付くことができた。

　今度は右手方向、水すい槽そうの水面に、大きな水みず柱ばしらが上がったのだ。

「今の私たちの最優先任務は、美み里さとの保ほ護ごだ。ここは──」

「悠ゆう理り！」

　その水みず柱ばしらに、悠ゆう理りは気付かない。叫びを上げた環たまきを訝いぶかしげに一いち瞥べつしてから、悠ゆう理りは環たまきの指さす水面を見み遣やる。数秒の後、絶ぜつ句くした。

　そこには、人間の腕が一本、浮かんでいた。

　肩の先に胴どう体たいは繫つながっておらず、その腕はただの物体としてそこに在った。誰だれの腕か、という問いは、環たまきも悠ゆう理りも発さなかった。その腕を包み込んでいる光に、見覚えがあったからだ。

　翡ひ翠すい色の、か弱い光。

　同時に環たまきは悟さとる。悠ゆう理りがどうして、水みず柱ばしらに気付くことができなかったのか。水みず柱ばしらは上がり始めてから消え去るまでの間、一切の音を立てなかったのだ。

「マルコ・サヴィーニ……！」

　チーム〈ディック〉の一員。無音の〝正夢コネクト〟、〈不調和音ハーモニー〉を持つ男。

　環たまきの呟つぶやきを合図としたように、悠ゆう理りが車を急発進させる。ハンドルは目め一いつ杯ぱいに左へ切られており、必然、車は鋭いカーブを描いて左方へ鼻先を向けた。

「ニコ！　何があっても美み里さとは守れ！」

　車内を蹂じゆう躙りんする慣性力の中、悠ゆう理りの声が響ひびいた。倉そう庫こ街へ突とつ入にゆうしていく車内で、混乱しているだろうニコラはしかし、わかった、と力強く叫ぶ。

　倉そう庫ことコンテナの間を縫ぬいつつ、環たまきたちは倉そう庫こ街の奥、今も赤くゆらめく光の方向へと近付いていく。幾いく棟とうめかの倉そう庫こを越えた瞬しゆん間かん、不ふ意いに視し界かいが開けた。視野いっぱいに広がる光こう景けいに、環たまきは絶ぜつ句くする。

　火の海──だった。

　おそらく数時間前には、周囲と同様の倉そう庫こ群が立ち並んでいただろうその空間は今、瓦が礫れきと炎ほのおがみっしりと敷しき詰められた焼け野原と化していた。あちこちに、抜き忘れた雑ざつ草そうのように、かろうじて形を止とどめた倉そう庫こが残っているだけだ。爆ばく撃げきでも受けたような惨さん状じよう。悠ゆう理りがブレーキを踏む。ダッシュボードから骨こつ伝でん導どうイヤホンを取り出し、悠ゆう理りとニコラに投げる環たまき。二人の少女を車内に残し、環たまきと悠ゆう理りが停止した車から出る。

　真っ先に目に入ったのは、一台の自動車だった。バンパーが拉ひしやげ、横倒しになった黒色の自動車。横倒しになっているため側面こそ見えなかったが、その色合いと形状だけで、二人にはその車体の持つ意味を理解することができた。

　Seventhセブンスの捜そう査さ車両──環たまきたちが乗ってきたものと同一の車種。

「〈ディック〉の……？」

　環たまきの問いが届くより先に、悠ゆう理りは駆かけ出していた。環たまきの立ち位置からは見えない車両の陰、歪ゆがんだフロントホイールの傍かたわらに、人ひと影かげを認めたからだ。

「スコット！」

　ホイールに背を預け、地面へ腰を落とした男へ、悠ゆう理りが呼びかける。遅れて駆かけ寄る環たまき。スコット・ベックマンは、悠ゆう理りと環たまきを睨にらみつけるように見上げた。

「逃リげーろヴ」

　スコットの言葉。いつものような軽口はなかった。困こん惑わくや驚きも。彼の全身は琥こ珀はく色の〝残滓光レムナント〟に包まれている。〈身体間隔フイールズ〉により、環たまきたちの存在にも気付いていたのだろう。

　琥こ珀はく色の光の下で、男の脇わき腹ばらより下が強したたかに濡ぬれていることに、環たまきは気付いている。もとが黒色のスーツであるために視認しにくいが、その染しみが明らかに赤色をしていることも。

「教きよう授じゆのデータが狙ねらわれたのか」スコットの言葉を無視するように、悠ゆう理りは問う。「楓かえではどこにいる？」

「違う、奴の目的はそうじゃない。だから俺おれは、お前らに逃げろと──」

　爆ばく発はつ音。スコットが哀かなしげに瞑めい目もくする。音の出で所どころを視線で追った環たまきの目に映ったのは、幾いくつか残っていた倉そう庫このうち一いつ棟とうが、内側から弾はじけ飛ぶさまだった。飛び散った壁材の向こうから、みっしりとした炎ほのおが押し出されたように顔を覗のぞかせる。内部で何かが炸さく裂れつしたのだ。

「──っ！」

　呆ぼう然ぜんとそれを眺ながめていた環たまきの表情が、一いつ瞬しゆんで変転する。宙ちゆうを舞う壁材の中に、あるものを見つけたからだ。左の瞳ひとみから薄うす桃もも色いろの光が迸ほとばしる。ニコラの〝残滓光レムナント〟を纏まとい、瓦が礫れきの中を駆かけて跳ぶ。向かう先、煙が渦うず巻まく中空には、炎ほのおに巻かれた枚ひら方かた楓かえでの姿すがたがあった。

　同時に、環たまきの横を通り過ぎていくものがあった。回転する数多あまたのナイフだ。どれもが大振りな、アーミーナイフと呼ばれる類たぐいの刃は物もの。それらのナイフを包み込む、紫むらさき色いろの〝残滓光レムナント〟。

　条件トリガーは【回転モーメントの付ふ与よ】、結果エフエクトは【回転モーメントの永続化】──法ほう則そくの名は〈廻転力場モーメンタム〉。枚ひら方かた楓かえでの〝正夢コネクト〟が、環たまきの脳のう裏りを過よぎる。何があろうと止まることのない回転ナイフ。室内戦において凶きよう悪あくな殺さつ傷しよう力を誇るが、周囲への影えい響きようを制せい御ぎよすることが難しいため、楓かえで自身もあまり使いたがらない奥の手だった。

　それが用いられたのか──背せ筋すじに寒さむ気けを覚えながら、環たまきは楓かえでを受け止める。抱きかかえるようにしながら着ちやく地ちし、火の点ついた楓かえでのスーツを数度叩たたいた。その刺し激げきでようやく気が付いたのか、楓かえでは閉じていた瞼まぶたを開き、環たまきの腕の中から彼を見上げた。

「何な故ぜ、ここに……？」

　環たまきの手が振り払われる。楓かえでは地面に足を着き、そのまま崩くずれるように膝ひざを落とした。

「逃げなさい」

　喉のどが焼けたのか、嗄しやがれた声で楓かえでは言う。声こそ小さいが、それは叫びだった。

「今すぐ、ここを立ち去りなさい。私たちのことはいい。早く」

「見捨てろって？　そんなこと──」

「いいから、早く！　君たちだけは、ここに居てはいけない！」




「──笑わせるなよ」




　二人の会話を遮さえぎったのは、深く重い、聞き慣れない低音域バスだった。

「……え？」

　ゆっくりと、環たまきは首を捻ひねる。先さき程ほど内側から弾はじけ飛んだ倉そう庫こ、僅わずかに残ったその外壁の上に、みっしりと詰まったような色濃い人ひと影かげが立っていた。

「一度足を踏み入れた戦場で、何もせずに立ち去る兵士などいるものか。そのような心構えだから、貴き様さまは敗はい北ぼくする。無音男の死に様ざまから何も学ばなかったか」

　声の響ひびきは、男。夜の空気に運ばれて、その声はやけにしっかりと通る。

　体たい軀くが大きいという訳わけではなかった。しかしその身体からだは隅すみ々ずみまでが、音を立てそうなほどに張り詰めた筋きん肉にくに覆おおわれ、黒々と聳そびえる〝樹ツリー〟を背に負いながら、巨きよ人じんさながらの威い圧あつ感を振り撒まいている。

「しかし、そうか。もう一台あったのか。道どう理りで手て応ごたえが無い訳わけだ。間違えてしまったな。同じ車であったから」

　人ひと影かげは、右腕に銃じゆうのようなものを持っていた。しかし、それは環たまきの知る銃じゆうではない。人間の大だい腿たいほどはあろうかという銃じゆう身しん、それに見合う無ぶ骨こつなグリップ──対戦せん車しや砲ほう。生まれて初めて目にする、武ぶ器きとは一線を画したその量感。

「噓うそ……だろ……？」

　環たまきの呟つぶやき。〝樹ツリー〟の深い暗くら闇やみに浮き上がる相そう貌ぼうに、環たまきは覚おぼえがあった。見間違えるはずもない。おそらくは現在のこの世界で、一、二を争うほどに有名なその姿すがた。

「ヴェルナー・レーヴェンガルト」

　楓かえでが、呻うめくようにその名を口にする。現実を認めたがらない少年に、言い聞かせるような口く調ちようだった。

「焰の魂アイアン・ソールの最高幹かん部ぶの一人──日本における最大戦力よ！」
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　そして、影は。

　白はく髪はつの男は。

「藍あい原はら美み里さとを持っているのは、貴き様さまの方か」

　そう言って、赤い軍ぐん靴かを踏み鳴らし。

　凄せい絶ぜつ極まる笑えみとともに、手に持つ兵器を環たまきたちへ向ける。




　絶望が──満天の星の下、全てを吞のみ込もうとしていた。










　　　　　第四章　夢は現へ
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　ヴェルナー・レーヴェンガルト。

　その男の出現を、世界は一時も忘れない。

　もともとは、ドイツの軍人だった男。一いつ兵ぺい卒そつからその実力のみで大たい佐さにまで上り詰めた、現代においては安っぽくすらある成功物語サクセス・ストーリー。祖国では英えい雄ゆうとまで呼ばれた彼が、悪夢の日ミラージユ・デイを引き金とする一連の対〝覚醒者コネクター〟戦せん闘とうの最中に戦死したと報じられた時、人々が抱いた落らく胆たんは大きかった。ドイツ国民のみならず、彼の存在を知る多くの人々が、哀かなしみとともに喪もに服した。ヴェルナーという男は、そういう存在だったのだ。

　だからこそ──その数年後、遠く離れた日本にて彼が再び姿すがたを現した時、世界は揺れた。

　生なま身みの軍人であったはずの男が、異質の法ほう則そくを身に宿し。

　英えい雄ゆうであったはずの男が、宗しゆう教きよう組そ織しきの一員として、世界に牙きばを剝むいた時のことを。

　ヴェルナー・レーヴェンガルトという〝覚醒者コネクター〟の出現を、世界は一時も忘れない。




「くそッ！」

　全身に激しい熱を感じながら、千歳ちとせ環たまきは駆かける。炎ほのおに焼かれる視し界かいの隙すき間まから、かつて倉そう庫こ街だった荒野が見える。傍かたわらを駆かける境さかい悠ゆう理りへ向け、ほとんど八つ当たりに近い叫びをあげた。

「どうなってんだよ、これ！」

「想そう定てい外がいだ」悠ゆう理りの呟つぶやき。空気を伝うものと骨こつ伝でん導どうイヤホンが伝えるものが、僅わずかにずれて重なっていた。「まさか、美み里さと一人を引き込むために、これほどの……」

　環たまきが、視し界かいを覆おおう炎ほのおの隅すみに微かすかな揺らめきを捉とらえた。瞬しゆん間かん、悠ゆう理りの銃じゆう声せいが響ひびく。炎ほのおのヴェールの向こうから顔を覗のぞかせたそれに、弾だん丸がんが食い込んだ。

　対戦せん車しや砲ほう──その砲ほう弾だん。

　およそ一対一の対人戦では用いられるはずのない、苛か烈れつに過ぎる悪意の塊かたまり。

　たゆたう青色に包まれながら、砲ほう弾だんは内側からその形を崩くずしていく。破は裂れつ。爆ばく炎えんとともに四し散さんする塊かたまりは、環たまきの鼻先にまで迫ったところで、その動きを止めた。

　停止。〈原罪判決バースデイ〉の発動までのコンマ数秒のタイムラグが、どうにか間に合った形。

　地を蹴けり、停止した爆ばく炎えんから距きよ離りをとる。空を見上げると、眼前に迫ったものと同じような青い光を纏まとった爆ばく炎えんが、幾いくつも浮かんでいた。

　身を屈かがめ、駆かける。環たまきたちの背後には、瓦が礫れきの荒野と化した倉そう庫こ街の中、静かに佇たたずむ車体がある。バンパーが拉ひしやげ、横倒しになった黒色の一台。青い光を纏まとい停止したそれは、その背後に隠かくれた三人の人間を守る防壁だった。

　相手の標ひよう的てきである藍あい原はら美み里さと、負ふ傷しようした〈ディック〉のメンバー二名──三名もの人員を抱えながら無防備に背を向け逃げるのは、あまりに非現実的な選択だった。守らなければならない人員を一ヶ所にまとめ、自分たちは前へ。この場を切り抜けるために、とるべき行動はただ一つだった。

　視し界かいの奥、〝樹ツリー〟の麓ふもとに立つ白はく髪はつの男を──

　ヴェルナー・レーヴェンガルトを、仕し留とめること。

　両手に一台ずつ構えられた対戦せん車しや砲ほう。その砲ほう口こうが、拳けん銃じゆうにも似た気軽さで向けられる。ヴェルナーまでの距きよ離りはあと二十メートル足らずといったところだったが、環たまきたちにとってその道のりは無限にも近い長さだった。再びの砲ほう撃げき。悠ゆう理りの精せい密みつな射しや撃げきが、それを停止させる。

　悠ゆう理りの拳銃に刻まれた「Ira憤怒」の文字が、炎に照らされ揺らめいた。

　ヴェルナー自身は勿もち論ろん、彼の手にする兵器を狙そ撃げきする暇ひますら与えられないほどの猛もう攻こう。うんざりしたように、環たまきは呟つぶやく。

「対戦せん車しや砲ほうって、あんな風ふうに扱えるもんなのか？」

「奴やつの〝正夢コネクト〟だ」

「〈無間怨ゼロ〉、だっけか」

　意い外がいそうに環たまきを一いち瞥べつしてから、悠ゆう理りが話を引き取った。必要な知ち識しきが共有されているかを確かく認にんするために。

「条件トリガーは【気分の高こう揚よう】。結果エフエクトは【肉体の及ぼす力の増ぞう幅ふく】」

「テンションが上がるほど、出力が増す身体からだ。〝明晰夢ヴアリアント〟、だよな」

「ああ」砲ほう撃げき。悠ゆう理りの射しや撃げき。爆ばく炎えんの停止。悠ゆう理りの落ち着いた声。「白はく兵へい戦せんでは無敵に近い」

　いくらSeventhセブンス捜そう査さ官かんといえど、自分が関わっていない案件の〝覚醒者コネクター〟について把は握あくしていることは多くない。にも関わらず、悠ゆう理りばかりか環たまきまでもがその〝正夢コネクト〟を知っているということが、ヴェルナーという男がどういう存在であるかを示していた。

　それだけの男が、今こうして一人の少女を奪うばうためだけに姿すがたを現している事実が、環たまきを戦せん慄りつさせていた。ショッピングモールにて、叶かのう理り人ひとが知った美み里さとの〝正夢コネクト〟。環たまきの目には非実用的に映ったそれに、焰の魂アイアン・ソールは何を見たのか。彼らは少女にどのような価値を見出したのか。

　美み里さとを焰の魂アイアン・ソールに奪うばわれることだけは、何をおいても避けなければならない──Seventhセブンス捜そう査さ官かんとしての嗅きゆう覚かくが、全力でそう叫んでいた。

　加速しつつ、環たまきはヴェルナーを観察する。よくよく見れば、みっしりと量感のあるその肉体は、全身を薄い光に包まれていた。

　その色は──黒。

　矛む盾じゆんそのものとしか言いようのない、深い黒色の光。その色合いは、天に聳そびえる〝樹ツリー〟のそれとよく似ている。

　その重々しさに、その禍まが々まがしさに背せ筋すじを震わせながら、しかし環たまきはこの時ある種の感かん嘆たんの念をも抱いていた。

（なんて……）

「くはっ！」

　笑い声とともに、黒色の影が視し界かいから消える。

　咄とつ嗟さに振り向いた環たまきと悠ゆう理りが見るのは、一ひと蹴けりの勢いで宙ちゆうを舞い、青く光る車体へと向かうヴェルナーの姿すがただ。その跳ちよう躍やく力。その移動力。生なま身みの環たまきたちには到とう底てい対応できない速度。歴戦の英えい雄ゆうと呼ばれ、今も恐れられている男の持つ力。

（なんて……偶然だ）

　環たまきにとって、ひどく見覚えのあるその性能スペツク。

　ヴェルナーが描く放ほう物ぶつ線せんの先にある車体から、少しだけ離れた地点にある倉そう庫この残ざん骸がい。環たまきと悠ゆう理りが決して背に負わないよう腐ふ心しんしていたそれの陰から、飛び出した影があった。薄うす桃もも色いろの光に包まれた、小さな影。

「守るんだ……」

　その小ささとは裏うら腹はらに、膨ぼう大だいなる出力を湛たたえた体たい軀く。

「今度こそ！」

　叫びとともに、ニコラ・ベイカーの拳こぶしがヴェルナーの胸へと叩たたきつけられる。

　一いつ瞬しゆんで運動の向きを変え、〝樹ツリー〟へ向け飛んでいくヴェルナー。その胸が大きく拉ひしやげていくのが、炎ほのおに照らされてよく見えた。

　横倒しの車体を包んでいた光が霧散する。三分──〈原罪判決バースデイ〉の効果は永遠ではない。

　黒色の光が、瓦が礫れきの山へと突っ込んだ。もとはコンテナの一部だったろう鉄板が、跳ねるように崩くずれて落ちる。

「環たまき、止めだ！」

　悠ゆう理りの叫び。中空に停止された爆ばく炎えんが、再びその時間を取り戻す。あちこちで炎ほのおが爆はぜる中、環たまきと悠ゆう理りは再び加速する。

　目指す先はただ一つ、ヴェルナーの着ちやく弾だん点てんだ。

　環たまきの心しん中ちゆうにあるのは、感謝だった。自分たちが得ていた、類たぐいまれなる幸運に対する感謝だ。およそ常じよう人じんには対応できないだろうヴェルナーの〝正夢コネクト〟に対応できる、唯ゆい一いつの解答を手にしていた事実に。

「想そう定てい外がいはお互い様、だよな」

　環たまきの左ひだり眼めから、薄うす桃もも色いろの〝残滓光レムナント〟が迸ほとばしる。ニコラの〝残滓光レムナント〟。全身に纏まとえば、外界へ向けた力の全てを増ぞう幅ふくする光。

　ヴェルナーのそれと同種の光。

　環たまきが人間のものではない加速を見せたのと、悠ゆう理りが発はつ砲ぽうしたのはほぼ同時だ。悠ゆう理りが撃うち抜いたのは、ヴェルナーの着ちやく弾だん点てんにある瓦が礫れきの一つ。青く停止した瓦が礫れきが、そこに半なかば埋まったヴェルナーの肉体を固定する。

「うああああああああああッ！」

　ヴェルナーのもとへ辿たどり着いた環たまきが、拳こぶしを振り上げる。いささかの躊ちゆう躇ちよもなく、それを白はく髪はつの相そう貌ぼうへと叩たたきつけた。地面と拳こぶしによって、頭部をプレスした形だ。ペイントボールのように弾はじけ散った頭が、環たまきの頰ほおを掠かすめて落ちた。

「はあ、はあ、はあ……」

　沈ちん黙もく。環たまきの耳には、自分の息いき遣づかいだけがやけに大きく響ひびいていた。

　迷わず頭部を潰つぶせ、というのは悠ゆう理りからの指し示じだった。環たまきもそれに反論はしなかった。周囲に敷しき詰められた爆ばく炎えんと瓦が礫れきが、その判はん断だんの正しさを担たん保ぽしていた。

　それでも──うんざりしたように、目を瞑つぶる。

「……嫌いやーなこと、やっちまった」

　暗くら闇やみの中、右手に嫌いやな感かん触しよくが蘇よみがえる。肉の潰つぶれる湿った熱さ、その向こうで骨が砕くだける振動。

　人間の身体からだを、ただの肉にく塊かいへと変える瞬しゆん間かんの感かん触しよく。

「苦にが手てなんだよ、こういうの」

「まだだ！」

　悠ゆう理りの叫びに、瞼まぶたを開く。すると眼前には、にやりと笑うヴェルナーの顔があった。

「あ……れ？」

　混乱する視し界かいの隅すみ、ヴェルナーの右手の先に、見慣れない何かが見える。対戦せん車しや砲ほうから離されたその手が持っているのは、黒色の箱のような塊かたまりで──

「──ッ！」

　全力で後方へ跳ねた。状況は理解できなくとも、その塊かたまりの持つ意味だけは本能で理解することができた。自分の頭から血液が去っていく音が、鼓こ膜まくを波音のように揺らす。

「くそ──おおおおおおおお！」

　閃せん光こうとともに、弾はじける爆ばく発はつ音。一いつ瞬しゆんの後に、高密みつ度どの熱が膨ぼう張ちようする。その膨ぼう張ちようは、超高速で進む環たまきにすら容易たやすく追い付くほどの速さだ。

　渾こん身しんの跳ちよう躍やくだ。まともな着ちやく地ちなどできるはずもない。幾いく度どか強く地面に叩たたきつけられた後、呻うめきつつ身体からだを起こす。全身に、熱と痛みが走っていた。

「やはり……駄だ目め、だったか」

　駆かけ寄って来た悠ゆう理りが、何かを悼いたむように呟つぶやいた。

「やはり、って……何だよ……」

「頭を粉こな々ごなにすれば、もしや、と思っていた。それだけが、一いち縷るの望みだったんだ」

「何を……言ってんだよ」

「〈夢幻症ラヴ〉」ひどく淡たん々たんと、悠ゆう理りは言葉を紡つむぐ。その視線は、遠くで燃え上がる爆ばく炎えんに注そそがれていた。「奴やつの、もう一つの〝正夢コネクト〟の名だ」

「……え？」

　最高機き密みつだ、と形の良よい唇くちびるが動いた。

「この世で唯ゆい一いつ、二つの〝正夢コネクト〟に目覚めた男──それが、奴やつの本当の特異性なんだ」

　火の粉こと鉄片を散らしながら、爆ばく炎えんが晴れていく。そこから滲にじむように現れる影に、環たまきの口元は不自然に歪ゆがむ。

「冗じよう談だん……だろ？」

　地面から僅わずかに浮き上がり静止した、青く光る瓦が礫れき。先せん刻こく悠ゆう理りが停止させたそれの上に、すっくと立つ人ひと影かげがあった。

「だって、あいつ……頭を潰つぶして……そうじゃなくても、爆ばく発はつ……あの爆ばく発はつで……」

　そのシルエットは、ひどく歪ゆがんでいる。不自然に折れ曲がった体たい幹かん、身体からだのあちこちに刺さった大きな鉄片、そして肩から先が消しよう失しつした右腕。

「奴やつの肉体に適用される、〈夢幻症ラヴ〉の結果エフエクトは──」

　悠ゆう理りの言葉は、最も早はや環たまきの耳には入らない。無む理りもない。環たまきの眼前で繰り広げられている光こう景けいは、およそこの世のものとは思えない、奇き妙みようで凄せい絶ぜつな代しろ物ものだった。

　まるで、動画の逆再生のように。途と切ぎれた腕が、身体からだ中の裂れつ傷しようが、折れ曲がった体たい幹かんが──もとに戻っていくのだ。

　みぢみぢと、神経を引き絞しぼるような異音を奏かなでながら。

「【状態の固定】」

　みぢみぢみぢ。

　みぢみぢみぢみぢみぢ。

　みぢみぢみぢみぢみぢみぢみぢみぢみぢみぢ！

「奴やつは──不死の〝覚醒者〟だ！」

　みぢ。

　やがて、彼らの眼前で再び、肉にく塊かいは人の形を取り戻し。

「くっ……」先せん刻こくまでの異音とは、また異なる音を出した。「くは、くはは……」

　そうして、時が止まったかのような月夜に──




「くははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははッ！」




　男の哄こう笑しようが、谺こだました。

「良い！　今のは素す晴ばらしい攻こう撃げきだ！　連れん携けいのタイミングも申し分なく、何よりも一切の躊ちゆう躇ちよが無い。正しい兵士の素養だ！」

　狂きよう気きじみた声を上げるその姿すがたは、どこまでも異様だった。下半身に焦こげきって張り付いたものを除き、全てが焼け落ちた衣服。微かすかな煙を上げながら露あらわになった筋きん肉にくは、哄こう笑しようにあわせて大きく揺れるのみで、傷の一つもついていない。消しよう失しつしたはずの右腕は、既すでに肘ひじの辺りまでその姿すがたを現している。

「不……死？」

　ふと、環たまきは自分の右腕に感覚がないことに気付く。左手で触れると、かたかたと震えていた。

「噓うそ、だろ？　そんな……そんなの……それに、そうだ……一人で、二つの〝正夢コネクト〟を持っている、だ、なんて……」

　SWSという疾しつ患かんの常じよう識しきを覆くつがえす、それは事例だった。一人につき一つ。それが、〝正夢コネクト〟という法則ルールの立つ絶対の基き盤ばんのはずだった。

　うわ言のようなその言葉に、悠ゆう理りは応こたえない。眼前にて繰り広げられた現げん象しようが、ただ一つの真実だった。回答に代えるように、彼女は発はつ砲ぽうする。ヴェルナーの下半身に纏まとわりついた、焦こげ付いた衣服を狙ねらったようだった。しかし──

「──ッ！」

「貴き様さまの〝正夢コネクト〟は、人体相手には作用しない」

　大だい腿たい付近にて左の拳こぶしを握りつつ、ヴェルナーは一転して平静な声で言った。

「だから、戦せん闘とうにおいては必ず相手の衣服を狙ねらう。見え透すいているぞ、女」

　誇こ示じするように、開かれた掌てのひら。そこに穿うがたれた銃じゆう創そうが、みぢりと音を立てる。鈍い色の血液とともに、青く光る弾だん丸がんが地面に落ちた。

「ニコ、行け！」

　再度の銃じゆう声せいとともに、悠ゆう理りの声が響ひびいた。それは、合図だ。戦せん闘とうの最さ中なか、通信により決められた作戦行動。ニコラが踵きびすを返し、横倒しの車体へ駆かける。悠ゆう理りと環たまきはそれに倣ならわない。二発目の弾だん丸がんを掌てのひらに載のせたヴェルナーに、ありったけの敵意を向けて相あい対たいした。

　環たまきと悠ゆう理りが時間を稼かせいでいるうちに、ニコラが美里のみを連れ、この場を離れる。最悪の状況を想そう定ていした作戦。その最悪こそが今であることに疑いはなかった。

「今いま更さらか」

　環たまきたちの意い図とを理解したのだろう、ヴェルナーは笑う。己おのれの牙きばを剝むき出しにする、肉にく食しよく獣じゆうの笑いかただった。

　そこで、環たまきは気付く。ヴェルナーの全身を覆おおう〝残滓光レムナント〟の黒色が、よりその深みを増していることに。

「笑わせるなよ──貴き様さまら」

　ぞくり、と背せ筋すじに悪お寒かんが走った。痛みにも等しいそれに従い、環たまきは踵きびすを返す。ほとんど反射に近い反応だった。視し界かいの端はしでは、悠ゆう理りが自分と同じように踵きびすを返し、銃じゆうを構えていた。発はつ砲ぽう。弾だん丸がんが放たれた先はヴェルナーではない。視し界かいの奥で、横倒しの車体が再び青い光を纏まとった。

　全力で地を蹴ける環たまき。加速。遠くで、ニコラが車体の陰に飛び込むのが見えた。すぐ後ろで、ヴェルナーが着ちやく地ちをする音が響ひびく。ただ一人の人間が着ちやく地ちをしただけの音。それなのに、それはそう、さながら爆ばく発はつ音のようで──

「くそ──おおおおおおおおおおおおお！」

　衝しよう撃げきと爆ばく風ふう。自らの足による加速を丸ごと吞のみ込むような、猛もう然ぜんたる急加速。身体からだが数秒ほど宙ちゆうを舞い、その後に地面に打ちつけられる。

　全身に響ひびく痛みに耐えながら、環たまきは身体からだを起こす。一際鋭えい利りな痛みに視線をやると、左腕に大きな鉄片が突き刺さっている。眉まゆを顰ひそめつつ、背後を振り返る。そこに広がる光こう景けいに、言葉を失った。

　クレーター、だ。

　小型の隕いん石せきが落ちてきたかのように、直ちよつ径けい十数メートルにわたり、地面が深々と抉えぐられている。環たまきはその縁ふちに辛かろうじて立っているようだった。

「噓うそ……だろ？」

　環たまきは思い出す。つい数秒前のヴェルナーの姿すがたを。両の手には、対戦せん車しや砲ほうを持ってなどいなかった。爆ばく弾だんなどを隠かくし持てるような衣服も無かった。

【気分の高こう揚よう】──悠ゆう理りの口から語られた〈無間怨ゼロ〉の条件トリガー。気分が高こう揚ようするほどに、高まる肉体の出力。〝明晰夢ヴアリアント〟と呼ばれる法ほう則そくの恐ろしさを、環たまきは今、初めて実感していた。

　クレーターが出来る際に吹き飛ばされたらしい瓦が礫れきが、あちこちで滅め茶ちや苦く茶ちやに折り重なり、周囲の視し界かいはひどく悪い。悠ゆう理りの姿すがたは見えなかった。マイク越しの呼びかけにも、返事はない。

「先さき程ほどの一いち撃げきは素す晴ばらしかった」

　先せん刻こくまで自分が向いていた方向から、声が聞こえた。見れば、瓦が礫れきで足の踏み場もない中、不自然に開けた空間──停止した車体の向こう側に、白はく髪はつの男が立っている。男の足元からは、左右へ向け血ち飛沫しぶきが弧こを描いており、その先にはそれぞれ、スーツ姿すがたの人ひと影かげが力なく転がっていた。枚ひら方かた楓かえでとスコット・ベックマン。道みち端ばたの空あき缶かんを蹴けり飛ばしたような気軽さだった。

　眼前に立つ二人の少女へ向け、ヴェルナーは呟つぶやく。

「まさか、己おれと同種の〝明晰夢ヴアリアント〟を持つ者と出で逢あうとはな。残念ながら、己おれの命には届かなんだが……その〝正夢コネクト〟、大切にするがいいさ。小こ娘むすめ」

　美み里さとの前に立ち両手を広げるニコラを見下ろしつつ、彼は笑う。

「どうした、来ないのか？」

　ニコラの矮わい軀くが震えているのは、環たまきの目にも明らかだった。無む理りもない。これほどの破は壊かいを行う様を目にした直後なのだ。

「うあ……あ……」

　ニコラの声にならない声の隙すき間まから、みぢり、と肉の音が響ひびく。ヴェルナーの右腕が、完全に再生された合図。同時に、彼を包む黒色の〝残滓光レムナント〟がその色味を薄めた。

「腰抜けか。笑わせる」

　ヴェルナーは呟つぶやいて、ニコラの横を通り過ぎる。そのまま美み里さとへ歩み寄った。

「娘むすめ──いや、藍あい原はら美み里さと、だったな。貴き様さまの〝正夢コネクト〟こそ、己おれらが求めていた賜りものギフトだ。この世界を眠りの底へと引きずり込む引き金トリガーだ」

　怯おびえきった表情で、差し出された手を見つめる美み里さと。小さな身体からだはがたがたと震えており、とても言葉を発せられる状態ではない。

「貴き様さまを、焰の魂アイアン・ソールへ迎え入れよう。こちらには、貴様と同じように祈り、望む者たちが集まっている」

　はっ、と何かに気付いたように、目を見開く美み里さと。

「わかるさ。〝魔女ウイツチ〟へ祈り、縋すがる人間は、悉ことごとく同じ眼めをしている。罅ひび割われた硝子ガラス細ざい工くのような瞳ひとみだ。安心しろ。彼らは貴き様さまを家族として受け容れるだろう。血の繫がりなど問題にもせずに──なが」

　ぎり、と嫌いやな音を立て、ヴェルナーの頭が凹へこむ。ヴェルナーの側頭部へ背後から拳こぶしを叩たたき込む環たまきの姿すがたを、ニコラが驚いたような瞳ひとみで見つめていた。

　大きく吹き飛ぶヴェルナーの身体からだ。左腕の破は片へんを一気に引き抜く環たまき。吹き出す鮮せん血けつに眉まゆを顰ひそめながら、言葉を紡つむぐ。

「人を無視して勧かん誘ゆう活動とか、やめてくれませんかね」

　あえての軽口。虚きよ勢せいだった。これから対たい峙じする男に、少しでも気け圧おされないための。

「苦にが手てなんだよ、無視されるの！」

　ヴェルナーが立ち上がる前に、一気に追つい撃げきする。全身を包む薄うす桃もも色いろの光は、一ひと蹴けりで環たまきの身体からだをヴェルナーのもとへと運ぶ。再び拳こぶしを振りかぶったところで、衝しよう撃げきが左肩の感覚を奪うばった。ヴェルナーの拳こぶしが、ほんの少しだけ掠かすったのだ。拳けん打だ、と呼べるような動作ではなかった。ただ単純に拳こぶしを突き出してみただけの動作。

　だが──その動作ですら、環たまきの身体からだを弾はじき飛ばすには充分だった。

　五感の全てをシャッフルされたような痛苦とともに、環たまきは後方へ吹き飛ぶ。弾はじける視し界かい。消える平へい衡こう感覚。自分の身体からだが宙ちゆうを舞っていることにすら、彼は気付けない。だから彼は、自分の背中が青く光る車体に強したたかに打ち付けられたことも、ヴェルナーの無ぶ骨こつな右手に自分の首が摑つかまれ、その車体へ押しつけられたことにも気付けなかった。

「た、タマキ……！」

　どこかで、ニコラの声が響ひびいていた。

　霞かすむ視し界かいに、ヴェルナーの頭が形を取り戻していく様が、微かすかに見える。

「その〝残滓光レムナント〟は、そこの小こ娘むすめのものだな。貴き様さまか。他者の〝正夢コネクト〟を使える〝正夢コネクト〟の持ち主というのは」

　頷うなずくことすら、環たまきにはできない。両脚あしが地面から離れていることに、その時初めて気が付いた。じっ、とヴェルナーは環たまきの顔を覗のぞき込む。正確には、環たまきの両の眼めを観察したようだった。

「ふむ。よくよく見れば、色オ違ツいドのア瞳イ。左の眼めに、光がたゆたっているな。それで色が違って見えている。青、水色、赤、朱しゆ、琥こ珀はく、紫むらさき、翡ひ翠すい、そして黒──青は、あの女。水色は理り人ひと、赤は公きみ也やか。朱しゆは美み里さとだな。琥こ珀はくと紫むらさきは、そこに転がっている愚ぐ鈍どんのもの。翡ひ翠すいは無音男。黒は言うまでもない──成なる程ほど、これが貴き様さまが複製コピーした〝残滓光レムナント〟という訳わけだ」

　みしり、と環たまきの首が嫌いやな音を立てる。

「さしずめ、条件トリガーは【視し認にん】といったところか。遊ゆう道どうの〝残滓光レムナント〟が無いな。遊ゆう道どうを仕し留とめた時、貴き様さまは奴やつの〝残滓光レムナント〟を見たろう」

　少し考えてから、そうか、とヴェルナー。

「〈解塵スノウダウン〉は使用したのか。つまりは複製コピーというより、使い捨ての備蓄ストツクという訳わけだ。面白い。実に奇き妙みような〝正夢コネクト〟だ」

　環たまきは絶ぜつ句くする。ヴェルナーの言葉は、その全てが正せい鵠こくを射いていた。たったの十数秒の観察だけで、この男は全てを把は握あくしてみせたのだ。環たまきの〝正夢コネクト〟、〈暗算子スケアクロウ〉──あまりに特とく殊しゆな、その性質の全てを。

　絶望とともに、痛感する。

　ヴェルナー・レーヴェンガルト。

　眼前の男と自分の間にある、圧あつ倒とう的な格の違いを。

　それでも──環たまきは笑う。己おのれを鼓こ舞ぶするための笑えみだった。勝利を諦あきらめても、生存を諦あきらめても、諦あきらめる訳わけにはいかないものがあった。ヴェルナーの肩越しに見える、二人の少女。涙ぐんだ二組の眼めだけは、逃がさなくてはならない。助けなくてはならない。誰だれも助けられないまま、ただただ孤こ独どくな異い端たんとして死ぬことだけは嫌いやだった。

「小こ僧ぞう──」

　ヴェルナーの呟つぶやき。声の調子から、次に続くのは問いだろうと察しがついた。その問いの内容さえも。環たまきは笑えみを深める。好こう都つ合ごうだった。自分が何を言っても、何をしたとしても、決して隙すきなど見せることはないだろう白はく髪はつの兵士。男の歓かん喜きも感かん嘆たんも、全ては表面だけの飾りイミテーシヨンであることを、環たまきは悟さとっていた。そんな男に僅わずかでも隙すきを生み出す道具は、環たまきにはせいぜい一つしか残っていなかった。

「答えろ。その〝正夢コネクト〟、どのような感情で手に入れた？」

　問い。それは、いつかスコットに投げかけられたものと同じだった。

「……そんなの、こっちが教えて欲しいくらいだ」

　環たまきは答える。いつかと同じ文もん言ごんを。

「なんせ──」

　スコットに対しては口にしなかった、その先まで。

「僕は、SWSに罹ったことなんてないんだから」

　ごがん。トラックでも衝しよう突とつしたような音が、にわかに響ひびく。ヴェルナーの右手に、環たまきの右拳こぶしが叩たたき付けられた音だ。九十度近い角度に折れ曲がった右手から首が解放された瞬しゆん間かん、環たまきはヴェルナーの腹部を思い切り蹴けった。くの時に曲がりながら、後方に吹き飛ぶヴェルナーの身体からだ。車体の傍かたわらに尻しり餅もちを着く環たまき。

　これまであらゆる人間に、幾いく度どとなく投げかけられた問い。気軽さとは裏うら腹はらに、それは千歳ちとせ環たまきという人間にとって、もっとも核かく心しん的な問いだった。彼がSeventhセブンスにおいてどれだけ異い端たん視しされようと、境さかい悠ゆう理りという監視役とともに、常に前線に置かれている理由。Seventhセブンスにとって、彼のどこにそこまでの価か値ちがあったのか。

〝正夢コネクト〟の性質の特異さ。それだけが無む二にの価か値ちを持っているはずもなく──

　二人の少女の頭ず上じようを飛び越え、ヴェルナーの身体からだが瓦が礫れきの山へと突っ込んだ。環たまきは立ち上がる。真まっ直すぐに見み据すえるヴェルナーの着ちやく弾だん点てんから、黒色の光が迸ほとばしるように漏もれ出ていた。

「罹かかって──いない？」

　土煙の中から、男の声が響ひびく。そう、それこそが環たまきの本当の特異点。百ひやく戦せん錬れん磨まの兵士とて、動どう揺ようせずにはいられない事実だった。現在Seventhセブンスが確かく認にんしている中で、唯ゆい一いつの──

「貴様、眠りに落ちずに〝正夢〟を手に入れたというのか！」

　晴れかけた土煙の向こうで、炎ほのおを背に負いながら、ヴェルナーは哄こう笑しようした。折れた右腕と砕くだけた背骨を、みぢりみぢりと再生しながら。益ます々ます強まる黒色を、その身に纏まといつつ。環たまきの前に現れてからこれまでで、もっとも嬉うれしそうな哄こう笑しようだった。

「やはり、ここへ赴おもむいた選択は正しかった！　こんな、こんなところで見つけるとは！」

「行け！」

　環たまきは叫ぶ。ヴェルナーではなく、ニコラへ向けた叫びだった。視し界かいの端はしのニコラに、視線を注そそぐことはなかった。本能が警けい告こくしていたからだ。眼前の男から目を離してはならない、と。

「己おれは、一度の眠りで二つを手に入れた！　貴き様さまは、眠らずに一つを手に入れた！　己おれとは異なる、だが良く似た形の異質イレギユラー──面白い！　面白いぞ！」

　どうやら自分は、この男の中の何か──取り返しのつかない何かに、火をつけてしまったらしいと。

　貴き様さまならば或あるいは、とヴェルナーが言った。その意味はわからなかった。ただ、男の全身からぎらぎらとした戦意が放出されていることだけは、間違いようもなく感じ取れていた。黒色の〝残滓光レムナント〟よりもはっきりと、色濃く目に見えそうなほどの濃度だ。

　ついさっき男が地表に形作ったクレーターが、自然と思い起こされた。

「ミサト！」

　ニコラの声。そこで初めて、環たまきは二人の少女に焦しよう点てんを合わせ、そして目を疑った。撤てつ退たいを指し示じしたはずの少女たち。ニコラが美み里さとを抱え、全力で駆かけ出す。この時彼女たちがとるべき行動は、それだけであるはずだった。しかし──

「まったく、アンタはホントぼんくらね！」

　視し界かいの中で、美み里さとはニコラの腕を振り払い、真まっ直すぐに立っていた。日常そのものといった笑顔を、その顔に浮かべながら。

「何、わたしのために犠ぎ牲せいになります、みたいなノリになっちゃってんのよ。馬ば鹿かじゃないの？　わたしがいつ、このおっさんの誘いに返事したっていうのよ」

　そうして、彼女は環たまきとヴェルナーの間に割り込むように歩み入る。一いつ瞬しゆんだけ環たまきに視線を投げた後、環たまきに背を向けた。眉まゆを顰ひそめるヴェルナーへ向け、美み里さとは右手を差し出す。

「行くわ、わたし。アンタと一いつ緒しよに。焰の魂アイアン・ソールへ連れてって」

　自分の喉のどの奥でくぐもった音が鳴るのを、環たまきは聞いた。声は出なかった。喉のどが、別の生き物のように蠢うごめくのみだ。

「駄だ目めだよ、ミサト！」ニコラの声は、悲鳴にも近いそれだ。「早くこっちに来て！」

「ニコはさあ」環たまきやニコラの焦しよう燥そうなどどこ吹く風で、美み里さとは言う。どこまでも平静に。「言ったじゃん。わたしが〝覚醒者コネクター〟になっても、父とうさんや母かあさんはわたしを愛してくれるって」

「何を……」

「わたしは、そうは思わない。そう信じられない。普通の親子なら、そうなのかもしれないよ。でもそれって、本当の親子だからでしょ？　血が繫つながってるから、どんなことでも最後は許せるんだ」

　その理由が、わたしには無いのよ。

　呟つぶやいて、美み里さとは続ける。

「贅ぜい沢たくなことを言ってるのかもしれない。でも、気持ち悪いんだ。理由がない愛情って。自信が持てないのよ。自分は愛されていいんだ、って自信が」

「そんな……そんなこと……」

「Seventhセブンスだって、そう。そこのぼんくらは言ったわ。わたしは、別に現場に出なくてもいいんだって。わたしの力が必要だから誘ってるんじゃないんだって」

　でも、と美み里さとは一歩を踏み出す。ヴェルナーを真まっ直すぐに見み据すえて、言った。

「アンタのところは、違うのよね。わたしの力が必要だって、言ったわよね」

「そうだ」低い声で答えるヴェルナー。先さき程ほどの高こう揚ようは、どこかへ消え去ってしまっているようだった。「〝魔女ウイツチ〟の試みし奇き跡せきを再現するには、貴き様さまの力が必要だ」

「聞いた？　ニコ」

　ニコラへ向け、美み里さとは笑う。

「この人たちになら、わたし、愛されてもいいんだって」

　そうして、美み里さとは歩み出す。白はく髪はつの男へ向けて。ようやく動かすことのできた喉のどで、環たまきが駄だ目めだ、と叫んだ時には、美み里さとはヴェルナーの傍かたわらに辿たどり着いていた。

「うああああああああああ！」

　拳こぶしを振りかぶり、環たまきは地を蹴ける。ヴェルナーを吹き飛ばすつもりだった。それくらいしか、できることがなかった。環たまきの一いち撃げきを、ヴェルナーはつまらなそうに避ける。環たまきの鳩みぞ尾おちに肘ひじが叩たたき込まれた。ヴェルナーの数メートル先で、地面に叩たたきつけられる環たまき。嘔おう吐と。苦く悶もんの表情を浮かべながら、環たまきはのたうち回る。

「興きようが削そがれたな」

　ヴェルナーが、心しん底そこつまらなそうに呟つぶやいた。男の纏まとう〝残滓光レムナント〟は、ほとんど見えないまでに薄まっていた。それが環たまきが致ち命めい傷しようを負っていない理由であるはずだったが、環たまきがそれに思い至ることはなかった。

「目的は果たした。貴き様さまらは──殺すつもりだったが、そうだな」

　決めたぞ、とヴェルナー。

「同類よ。貴き様さまらは、今しばらく生きるがいい」

「ど、どうして……」

　ニコラの問いに、ヴェルナーは笑う。

「なに、気に入ったのさ。己おれと通じる結果エフエクトを持った小こ娘むすめに、己おれと通じる異質イレギユラーを抱えた小こ僧ぞう。貴き様さまらには、もう少し深い絶望を与えたくなった」

「絶……望……？」

　ヴェルナーは美み里さとへと歩み寄る。美み里さとが差し出した手を、彼がゆっくりと摑つかんだ。霞かすむ視し界かいの中、磁じ場ばに晒さらされた磁じ気き記録のような思し考こうで、環たまきは少女のその手が確かに震えているのを認めたような気がした。ニコラの声が、ノイズのように響ひびく。

「駄だ目め、ミサト……」

「わからないよ、ニコには」手とは裏うら腹はらに、美み里さとの呟つぶやきに震えはなかった。「だって、ニコにはあったんでしょ？　血の繫つながりが」

　その言葉が夜に消えるのを待ってから、ヴェルナーは宣せん言げんする。

「そうだな、三日後だ。三日後、かつて悪夢が世界を覆おおった日、貴き様さまらにもう一度悪夢を見せてやる！　この世界の全員が、深い眠りに落ちるような絶望をな！　この娘むすめの〝正夢コネクト〟を手にした今ならば、己おれらにはそれが可能だ！　だから──」

　美み里さとを抱えつつ、白はく髪はつの男は環たまきを見た。そこには、この世のものとは思えないような凄せい絶ぜつ極まる笑えみが張り付いていて──




「己おれを、殺しに来い。小こ僧ぞう。待っているぞ」




　その言葉を最後に、環たまきの意い識しきは闇やみへと落ちる。助けられなかったという事実、完全なる敗はい北ぼくを、痛いほどに感じながら。

　数多あまたの炎ほのおと血ち飛沫しぶきで彩いろどられた月夜の──それが、終しゆう幕まくだった。










　　　　　６




　何かの夢から覚めた時、千歳ちとせ環たまきの視し界かいを満たしていたのは、不ふ思し議ぎな色合いの白色だった。

　ひどく透すき通った、けれどどこか温かみのある、淡く柔らかな肌はだの色。

「起き……た？」

　どうやらベッドに横たわっているらしい自分を、上から覗のぞき込むニコラ・ベイカーの唇くちびるが、そんな風ふうに動く。薄いブラウンの瞳ひとみが、別の生き物のように収しゆう縮しゆくした。

「起きた！　タマキ起きた！」

　ぼんやりと霞かすむ視し界かいの中、ぱあ、と灯あかりがともるように、少女の顔が笑顔に変わる。

「良かった！　心配したんだから！」

「あー……」

　身体からだを動かしてみようとするが、全身を包む倦けん怠たい感に、どうにもそれが叶かなわない。まだ霞かすみのかかった思し考こうで、環たまきはかろうじて一言だけ言葉を発した。

「……近い」

　どうやらニコラには、その言葉の意味がわからなかったらしい。きょとんとした表情を浮かべる少女。息さえもかかりそうな、あとほんの少しで唇くちびるが触れ合いそうなほどの距きよ離りにあるその表情へ向け、もう一度はっきりと口にした。

「近い」

　そこでようやく、ニコラは言葉の意味を理解したらしい。感心するほどの鮮あざやかさで顔を真まっ赤かに染めながら、彼女は勢いよく身体からだを起こす。もとより高出力の肉体が勢い余って丸まる椅い子すから転がり落ち、ひどく間の抜けた音を立てた。

「あっ、ち、違うの！　これはぜんぜんそういう訳わけじゃないのでっ」

　視し界かいの外にて流れ続けるニコラの早口は、環たまきの脳のうまでは届かない。眼前からニコラの顔が消えたことにより、環たまきの目にはようやくどこか見慣れた天てん井じようが目に入り、そこで初めて彼は自分の居る場所を悟さとることができた。

　病室だ、ここは。

　おそらくは、Seventhセブンス本部併へい設せつの医い療りよう施設の個室だろう。

　思し考こうにかかった霞かすみが晴れていく。何な故ぜ、自分はこんな場所に居るのか。間かん髪はつ入いれずに脳のう裏りを過よぎるのは、燃え盛る炎ほのおの中、高笑いを上げる白はく髪はつの男の姿すがただ。

「なんかもうタマキが全然目を覚まさないからこれ本当に生きてるのかなーって不安になっちゃってちゃんと息してるか確かめようと思ったその時に丁ちよう度どっていうそういう話であって別に違いますよほんとに違うんデスよ？」

「……今日きようは」

「へ？」

「あれから、どれくらい経たった？」

「……」ニコラが椅い子すに座り直したのが、気け配はいだけでわかった。「まる一日と半分、眠ってたよ。タマキは」

　痛む首を僅わずかに動かして、窓の外を見る。丁ちよう度ど、太陽は夕焼けの気け配はいを帯び始めたところだった。一日半──再び記き憶おくは蘇よみがえる。環たまきが気を失う直前に、ヴェルナー・レーヴェンガルトが放った言の葉。

　──「三日後、かつて悪夢が世界を覆おおった日、貴き様さまらにもう一度悪夢を見せてやる！」

「だ、駄だ目めだよ！　まだ身体からだを起こしちゃ！」

「……ってて」

　力を入れた全身に、ひどく鈍い痛みが走る。もう少しすればその痛みにも慣れるのかもしれなかったが、とりあえずは観念して再びベッドに身を預けた。

「全身のあちこちで、骨が痛んでるって」

　諳そらんじるような頼りなさで、ニコラが言った。

「特にひどいのは、左肩。あと、火傷やけどもあって……あと、そう、コーザンビョーの症状も、少しだけ見られるって言ってたよ。だから動いちゃ駄だ目め」

　言ってた、というのは、恐らく医者が言っていたのだろう。そっか、と小さく呟つぶやいた。鳩みぞ尾おちにわだかまる鈍どん痛つうに、少しだけ眉まゆを顰ひそめる。

「悠ゆう理りは……どうしてる？」

「火傷やけどがひどかったみたいだけど、今け朝さ退院したよ。そのままどっかに行っちゃった」

　環たまきの口元が、僅わずかな笑えみを形作った。実に境さかい悠ゆう理りという女らしい話だった。大方今いま頃ごろは、本部にて三日後──いや、最も早はや約一日後か──へ向けた対策でも練っているのだろう。勿もち論ろんそれは、悠ゆう理りが無ぶ事じであったことへの安あん堵どの笑えみでもあった。

「〈ディック〉、だっけ。あの二人は、まだ入院してる。タマキよりも怪け我がはひどいみたい」

　ということは、彼らも無ぶ事じだったのだ。枚ひら方かた楓かえでにスコット・ベックマン──二人、という言葉の持つ意味を、あえて環たまきは口にしない。本来は三人組であったはずのチーム。マルコ・サヴィーニの俯うつむいた立ち姿すがたが、ふと脳のう裏りに浮かんだ。他人に干かん渉しようされることを嫌きらい、ゆえに他人に干かん渉しようすることもせず、ただただ静かな日々を望んだ男。自分を避け続けこそしたが、決して敵意は向けない青年だった。

「……良かった」

　喉のどの奥で渦うず巻まいた言葉を全て吞のみ込んで、環たまきは呟つぶやく。失ったものは大きかった。取り返しのつかない結果もあった。それでも今、あの場にいたほとんどの人間が無ぶ事じであったことは、喜ぶべきだと思った。たとえそれが気休めに過ぎないとしても。

「よかったよ、ほんとに」

　ニコラも呟つぶやいた。環たまきと同じ言葉だった。けれどその声こわ色いろは、環たまきとは似ても似つかないほど震えていて──

　動かし慣れてきた首を、ゆっくりと曲げる。視し界かいに映り込んだ光こう景けいに、環たまきは息を吞のんだ。

「ほんとに、しんぱい、したんだから……！」

　ニコラは、泣いていた。

　大おお粒つぶの涙をぽろぽろと、形の良よい眼めから零こぼしながら。

「泣くなよ」

　反射的に笑ってから、ニコラの胸の辺り、薄青色のワンピースの生地に染しみ込んだ涙の雫しずくを見て目を逸そらす。

「……ありがとう」

　小さな声で、付け足した。

「お医者さん、呼んでくる」

　袖そで口ぐちで涙を拭ぬぐい、ニコラは立ち上がる。涙に濡ぬれる袖そで口ぐちには、微かすかに焦こげ跡が残っていた。

「そうしたら、その後で──もっと、話をしよう。タマキ」

　環たまきが返事をするのを待たず、少女は病室から出て行った。







「おー……」

　夕方の屋おく上じようを撫なでる風は、乾いて冷たい。背せ筋すじをぶるりと震わせながら、ニコラが思わず声を上げた。

　基本的には立ち入りを制限されている、医い療りよう施設の屋おく上じよう。必然、見渡す景色けしきに人間は一人もいない。微かすかに朱しゆ色いろじみた光に照らされるコンクリートは、どこか寂しげだった。

　ニコラがここへの立ち入りをいつ、どのように交こう渉しようしたのか、環たまきは知らない。ただおそらくは、現在環たまきが座している車椅い子すを取りに行く時にでも頼み込んだのだろう、そしてそれは、外出許可を望んだうえでの妥だ協きよう案だったはずだ。そのくらいは推すい測そくすることができた。

「気持ちいいねー。こういうのって、なんて言うのかな。はんなり？　なんか違う気もするなー」

「前から思ってたけど」車椅い子すを押すニコラの方は振り返らず、環たまきは呟つぶやく。「君、妙みような言葉をよく知ってるよな」

「えへへ。それほどでも。ところで、はんなりな風かぜでいいの？　こーゆーのって」

「よくないな。全然よくない」

　大体、と環たまきは言う。周囲の光こう景けいを見渡しながら続けた。

「こんな有あり様さまで、気持ちいいもはんなりもあったもんじゃないだろ」

　あちゃー、とニコラ。環たまきが見渡す屋おく上じようは、あちこちが罅ひび割われ、廃はいビルでもそうそう見られないような荒こう廃はいした空間と化していた。もっとも損そん傷しようが激しいだろう場所には、青いビニールシートが固定され、周囲をロープで囲われている。屋おく上じようにぐるりと設しつらえられたフェンスも、その一部が大きく欠け、同じようにビニールシートとロープで塞ふさがれていた。

　有あり体ていに言って、風情ふぜいの欠片かけらもありはしない。

　僅わずかに、気まずい沈ちん黙もくが流れる。屋おく上じようがこのような有あり様さまになった理由について、それぞれが思いを巡らせているのが互いにわかった。忘れるはずもない。この屋おく上じようを破は壊かいしたのは、他ならぬ環たまきとニコラなのだ。

　その時のことを、環たまきは思い出す。まだ〝覚醒者コネクター〟になったばかりだったニコラを、気分転換に連れてきたのだった。あの時は彼女が車椅い子すに乗り、それを自分が押していた。たった数日で、すっかり立場が逆転してしまったという訳わけだった。

「いやはや、そのセツはお世せ話わに……」

　同じことを思い出していたらしいニコラが、頭を下げるのがわかった。真ま面じ目めくさった口く調ちように、環たまきは笑う。今のニコラならば、もう同じ轍てつは踏まないだろう。二度目の始し末まつ書しよは必要ないはずだった。

　コンクリートに走った罅ひびを慎しん重ちように避けながら、ニコラに押される車椅い子すはゆっくりと屋おく上じようを進んでいく。こつんこつんと、少女の小さな足音が風の隙すき間まに揺れていた。

「……タマキは、すごいよね。ほんとに」

　背後のニコラが、ぽつりと洩もらす。

「あたし、何もできなかったよ」

　ヴェルナーと対たい峙じした夜のことを言っていることは、環たまきにもすぐにわかった。仕方がないさ、と環たまきは呟つぶやく。偽いつわらざる本ほん音ねだった。捜そう査さ官かんとなって二日しか経たっていない少女にとって、あれはあまりに過か酷こくな戦場だった。

　実際、次にニコラが捜そう査さ官かんという仕事を辞やめたいと口走っても、環たまきは驚かない。むしろ、それこそが自然な流れであるようにすら思えた。それを自分に伝えるためにこそ、ニコラは自分を屋おく上じようへ連れてきたのではないか。そんな考えが、ひどく現実味を伴って少年の頭を過よぎる。

「全然、身体からだが動かなかった」

　しかし少女が口にしたのは、そんな予想とは程遠い言葉だった。

「あたしが最後まで諦あきらめなければ、ミサトは連れて行かれないで済んだかもしれないのに」

　連れて行かれた──改めて言語化されたその事実に、環たまきの胸がずきりと痛む。それは少年にとって、これ以上ないほどに手て酷ひどい敗はい北ぼくの記き憶おくだった。

「……美み里さとが焰の魂アイアン・ソールのもとへ行ったのは、自分の意い志しだよ」

　気休めだった。通じればいいと思った。この敗はい北ぼくに心を痛めるのは、自分だけでいいからと。

「そうだね、ミサトはそう言ってた」

　ニコラの反応は、今度こそ環たまきの予想通りだった。そうでなければいい、という期待に反して。それで、とニコラは続ける。

「タマキは本当に信じてるの？　あれを」

　ゆっくりと、振り向く環たまき。こちらを覗のぞき込むニコラと、目が合う。

　互いの視線が同じことを言っているように、環たまきには思えた。

　環たまきの脳のう裏りに浮かび上がるのは、あの夜、苦痛にのたうち回りながら目にした光こう景けいだった。美み里さとがヴェルナーに差し出した細い腕の、微かすかな、だが確かな震え。音ね色いろの余よ韻いんを絞しぼり出す弦げんのようなあの震えは、果たして何を表していただろうか。もし美み里さとが焰の魂アイアン・ソールへ下ることなく、ニコラとともにあの場を離れていたら、ヴェルナーと対たい峙じしていた環たまきはどうなっていたか。誰だれもが容易たやすく想そう像ぞう可能なその結論は、結果的に実現することはなかった。

　環たまきは、深く息を吸い込む。夕方の空気の冷たさが、肺はいを鮮せん烈れつに洗った。今、自分は生きている──一人の少女の決断の結果として。その事実は空気よりもなお冷たく、環たまきの全身を内側から満たした。

「……まあ、信じるのは無む理りだなあ」

　何せ、環たまきは既すでに知っている。それはこの目で直接確かく認にんしたことだ。藍あい原はら美み里さとという少女は、実に聡そう明めいで、そして何より──

　猫ねこを被かぶるのが、大の得意なのだ。

「ミサトを、助けなきゃ」小さく、だが断固とした決けつ意いを込めてニコラが言った。「あたし、もう失敗しないよ。次こそは、ぜったいに……」

　やがて車椅い子すはフェンスのすぐ傍そばまで辿たどり着き、ブルーシートから少しだけ離れた場所に停とまる。再び前方へ視線を遣やると、視し界かいいっぱいに科しな出での街並みが広がった。

「そんな気負わなくても、大だい丈じよう夫ぶさ」ぽつりと、環たまきは呟つぶやく。自然と洩もれた言の葉だった。「君はちゃんと戦える。それだけの意い志しを持ってる」

　多分ね、とバツが悪そうに付け加えた。

「どうして、そんなことがわかるの？」

「だって、ニコラはSWSに罹かかったじゃないか」

「……へ？」

「僕から言わせればね。本当はみんな強いんだ。SWSに罹かかった人間ってのは」

　眼がん下かの街並みを眺ながめながら、環たまきは続ける。夕方の歓かん楽らく街がいの雑ざつ踏とうは、様々な笑顔が行き交うマーブル模も様ようだった。

「SWSを発症させるほどの精神的負ふ荷かなんていうのは、普通に生きてるだけじゃあ抱えられない。よっぽど大切なものが、もしくは願いが、或あるいは信念が──強い想いがなければ、〝覚醒者コネクター〟になんてなれないんだ」

「……そういうもの、なの？」

「焰の魂アイアン・ソールみたいに、その強さを変な方向に発はつ揮きしちゃう奴やつらもいるけどね。君は大だい丈じよう夫ぶだ。ははっ、こういうのはね。それを持ってない奴やつの方が、よくわかるもんだろ？」

　僅わずかな沈ちん黙もく。一ひと際きわ強い風が吹いた。風音が残していった耳鳴りに紛まぎれるように、ニコラの呟つぶやきが響ひびいた。

「ほんとなの？　タマキがその、SWSに罹かかってないって」

「本当さ」

　環たまきの返答は、雑談じみた気軽さだ。実際それは環たまきにとっては当たり前のこと過ぎて、一度口にしてしまえば勿もつ体たいぶる方が難しい相談だった。

「総そう監かんとかにも、何度も訊きかれたんだけどね。どこをどう思い出したって、無いんだよ。そんな記き憶おくが」

　三年前の悪夢の日ミラージユ・デイ。千歳ちとせ環たまきが穂ほ積づみ聡そう一いち郎ろうと出で逢あった夜。その瞬しゆん間かんまでの環たまきの人生を言語化するならば、ただただ「平へい凡ぼん」の一語を口にすればそれで済む。その平凡さこそが特異だったのだ。特段の歓かん喜きも悲ひ哀あいもない、SWSの眠りとは無む縁えんな人生。にも関わらず手にしていた、いっとう奇き妙みような〝正夢コネクト〟。この世界でおそらくは唯ゆい一いつの特異点イレギユラー。

「三年前、総そう監かんに拾われた夜にさ。無む意い識しきに使うまで、自分が〝正夢コネクト〟を持ってたことも知らなかった」

　だから──と環たまきは思う。自分はこの世界で、本当の意味において異い端たんなのだ、と。一般人と容易に交わることのできない〝覚醒者コネクター〟は、しかし同種の悲劇を共有した者として、同じ〝覚醒者コネクター〟とは強い連帯を見せる。悲劇を経ずして法ほう則そくのみを手にした少年が繫つなぐことのできる手は、この世に存在しない。問題の本質は〝正夢コネクト〟の異質さではなく、それを手にした過程プロセスにこそあったのだ。

「フラッシュバックをさ」後ろを振り返らないまま、環たまきは言葉を紡つむぎ続ける。歓かん楽らく街がいの人波は、一向に絶える気け配はいを見せない。「視みるだろ、僕は」

〝正夢コネクト〟が発動する際に、〝残滓光レムナント〟が見せると言われるフラッシュバック。SWSのもととなった過去の情景を、環たまきは視みる。〈暗算子スケアクロウ〉によって、他者の〝残滓光レムナント〟を用いる度たびに。

「視みえるのは情景だけでさ、その時の想おもいとか、そういうのはわからないんだけど、それでも、感じるものはある。ああ、この人には本当に大だい事じなものがあったんだなあ、とかね。ちょっと、羨うらやましくさえなるくらいに」

　寂しげな夕ゆう陽ひを浴びつつ、視し界かいの奥まで立ち並ぶ建築群。自分たちが守っている、科しな出でという街。そのあちこちからは高々と噴ふん水すいが立ち上り、その姿すがたは水音がここまで届きそうなほどの躍やく動どう感だ。

　数々の噴ふん水すいの根元には、地下水がある。科しな出でを育はぐくみ今も支え続ける広大な水すい脈みやくは、この街の土台だ。それと同じものが、それぞれの〝覚醒者コネクター〟にはある。力強く脈みやく打うつ想おもい。それは環たまきにとってひどく羨うらやましく、やけに眩まぶしくて、だからこそ他の何よりも信じるに足るものだった。

「だから、君は大だい丈じよう夫ぶ。きっと、最後には笑えるさ。そうじゃなきゃ噓うそだ」

　そっか、とニコラ。環たまきの言葉が響ひびいたのかどうか、その声こわ色いろからは判はん断だんすることができない。戻ろうか、と環たまきは呟つぶやく。少し喋しやべりすぎたと感じていた。環たまきが目にするフラッシュバックの中には、ニコラのものも含まれている。その事実を少女がどう受け止めるのか、という点について失念したことに、今いま更さらのように気付いていた。

　どうやら手痛い敗はい北ぼくは、自分の心も些いささか乱していたみたいだな──そんなことを思う。

「……ねえ」

　ゆっくりと車椅い子すが回され、環たまきの視し界かいがパノラマじみて動く中、ニコラの呟つぶやきが耳に届いた。

「さっきの話。フラッシュバックを視みる度たびに、タマキは羨うらやましくなるって」

　打ちつける風が、一ひと際きわ鋭えい利りな冷たさを帯びた。

「それって、タマキは……つらくないの？」

　その問いに、環たまきは答えない。

　気が付けば、夕ゆう陽ひはもう下か端たんが地平に隠かくれ始めているらしく、陽光は朱あかを虚きよ構こうじみたほどに深め始めている。もうじき、ここにも夜の帳とばりが下りるだろう。こっそりと背後へ視線を投げる。少女の表情は、下か端たんを欠いた夕ゆう陽ひが逆光となって、うまく窺うかがうことができなかった。
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　退院は、拍ひよう子し抜ぬけするほどに簡単だった。おそらくは特例措そ置ちに近いだろう極めて迅じん速そくな精せい密みつ検査を千歳ちとせ環たまきが終えた時には、既すでにあらゆる手続きが済んでおり──病室にて目覚めてから僅わずか半日後の朝には、彼は新調された黒いコートに身を包み、Seventhセブンス本部に出勤することができていた。

　Seventhセブンス本部に辿たどり着いた環たまきが、全ての手続きを済ませてくれた恩おん人じんである境さかい悠ゆう理りの口から聞かされたのは、事じ態たいが彼の想そう像ぞうを凌しのぐほどの不ふ穏おんさを孕はらみ始めているという事実だった。

　圧力がかかっている、と悠ゆう理りは言った。幾いくつかの国から、日本、およびSeventhセブンスに対して、七つめのSeventh条項の撤てつ廃ぱいについての提てい案あんがあったと。

　かつて世界が制定した、〝覚醒者コネクター〟に関する六つの条じよう項こう。それらに加えられ、今も〝覚醒者コネクター〟の人権を守り続けている七つめのSeventh条項が撤てつ廃ぱいされることは、この世界から〝覚醒者コネクター〟の居場所が消しよう失しつすることを意味していた。

　何な故ぜ、このタイミングでそのような圧力が生じたのか。それは意い外がいにも、ヴェルナーの存在ではなく、またヴェルナーに藍あい原はら美み里さとが連れ去られたという敗はい北ぼくの事実でもなく、ヴェルナーがあの夜、もののついでのように奪うばい去っていったあるものに起き因いんしていた。

　チーム〈ディック〉が美み里さとの父である藍あい原はら教きよう授じゆから受け取っていた、あるデータである。

　そのデータは、ある爆弾の設計データだった。より効こう率りつ的に人体を分割し、ただの物体へと変えるための爆ばく弾だん。「アラーム・クロック」と名付けられたそれは、藍あい原はら教きよう授じゆの研究成果をもとに設計された、人体に関わる条件トリガーを持つ〝覚醒者コネクター〟に対たい抗こうするための小型兵器だった。

　もっとも厄やつ介かいだったのは、そういった兵器の開発をSeventhセブンスに依頼したのが、他ならぬ日本政府だという点だった。〝覚醒者コネクター〟に対たい抗こう可能な兵器の開発。人類社会がSeventhセブンスに頼らず直接〝覚醒者コネクター〟を排はい除じよすることを可能にするそれを、政府は欲していたのだった。

　多くの政治的・経済的なバランスの結果としてSeventhセブンスが開発を請うけ負ったアラーム・クロックの存在は、その取り扱いについて折り合いがつくまで、公おおやけにされることはないはずだった。それは人体を破は壊かいするだけではなく、取り扱いを間違えれば、人類社会と〝覚醒者コネクター〟とのバランスまでも破は壊かいしかねない代しろ物ものだったからだ。

　その事実が、明るみに出たのだ。それも、焰の魂アイアン・ソールにそれを奪うばわれるという失しつ態たいとともに。

〝覚醒者コネクター〟に対たい抗こう可能な兵器の存在は、世界各国が水面化で燻くすぶらせていた闘とう争そう心を刺し激げきした。また、それが国際指定の危険組そ織しきである焰の魂アイアン・ソールに奪うばわれたという事実は──自分たちの持つ敵意が〝覚醒者〟側に伝わってしまったという事実は、世界の恐きよう怖ふと危き機き感を喚かん起きした。ゆえに、彼らは求めたのだ。自らの手で焰の魂アイアン・ソールを始し末まつすることを。それを阻はばむ七つめのSeventh条項の撤てつ廃ぱいを。

　その提てい案あんは、平時、国際会議の度たびに提てい出しゆつされるものとは切実さが違った。現在はSeventhセブンスがその圧力を押し返している状態だったが、昨晩、悠ゆう理りは総そう監かんに呼び出され、可能な限り速やかな事じ態たいの収しゆう拾しゆうを命じられたという。その言葉の意味するところを理解できない悠ゆう理り、そして環たまきではなかった。

「ヴェルナー・レーヴェンガルトは、もとはドイツの軍人だった」

　環たまきの正面、大きな机つくえを挟んだ向こう側にて、悠ゆう理りが言葉を紡つむぐ。Seventhセブンス本部ビルの中ちゆう層そうに位置する資料室の机き上じようには、大量の資料が整然と並べられていた。

　人類は、まだ扱う情報の全てを電子化することには成功していない。過去から積み重なった情報たちは、未いまだ紙にインクで記されたものの方がずっと多かった。

「貧ひん困こん層の出で、幼い頃ころに口減らしに社会に放り出された。そこから軍に入にゆう隊たいし──一いつ兵ぺい卒そつから大たい佐さにまで上り詰めた人生は、祖国では有名な話だったそうだ」

　伝でん記きにすらなるほどに、と悠ゆう理りは資料の一つを手で示す。そこには、勇ゆう猛もうに笑う男が表紙の一冊の本があった。男の顔は、実際に見たヴェルナーのそれとは似ているようで似ていない。

　悠ゆう理りの左頰ほおから首くび筋すじにかけては大きなガーゼに覆おおわれており、彼女の表情はいま一つ窺うかがい難がたい。人知を超えた一いち撃げきを、環たまきよりも近くで浴びた代だい償しよう。医い療りよう技術の進歩は目覚ましく、痕あとは残らずに済むそうだ──傷の程度を問う環たまきに、悠ゆう理りはそう言い捨てた。

　まるで、ひどくどうでもいいことのように。

「後ろ盾だても政治力も持っていなかった男が、そこまでの出しゆつ世せを成し遂とげた要因は、純じゆん然ぜんたる実力だった。軍ぐん隊たいに限らずとも、一種の夢物語だ。英えい雄ゆう、と呼ばれていたそうだよ。国民からな」

　痛む左肩を、環たまきは押さえる。実際に身をもって体験した、不ふ純じゆん物ぶつのない結けつ晶しようのような暴力。その結果は痛みとなって、未いまだに全身を襲おそっている。

　大だい丈じよう夫ぶ？　と、隣となりに座るニコラが小さく呟つぶやいてきた。環たまきと同様に新調されたコートが、艶つややかな光こう沢たくを放つ。ああ、と環たまきは笑った。

　痛みはそのうち慣れる。傷はいずれ癒いえる。大だい事じなのは、身体からだが動くかどうかというそれだけのことだった。

「そんな人が、どうしてSWSに？」

　ニコラの問いに対する答えは、既すでに用意されていた。悠ゆう理りは、ニコラのすぐ前に置かれた資料を指す。不備は無い。境さかい悠ゆう理りという女が、環たまきが眠っている間に行った調査。その結果。

「恋人が、亡なくなったんだそうだ」

　資料には、一人の女性の写真が貼てん付ぷされていた。穏おだやかそうな表情を湛たたえた、眼鏡めがねの白人女性だ。環たまきが間の抜けた声を上げる。

「うわー、美人だ。マジか」

「軍専せん属ぞくの、医い療りよう技師だったらしい」

「医い療りよう技師？」

「ヴェルナーは有能だったが、生まれつき心臓が弱くてな。最初は騙だまし騙だまし活動していたらしいが、それにも限界は来る。専属の医い療りよう技師をあてがって、特別性のペースメイカーを用意しようという話になったそうだ。それが彼女だ」

　たった一人の軍人のために軍がそこまでの措そ置ちを講ずるという事実自体が、ヴェルナーという男の価か値ちを象しよう徴ちようしているように、環たまきには思えた。悠ゆう理りの話は続く。

「長期間の戦せん闘とうにも耐えうるものをということで、診しん断だんや設計に随ずい分ぶんと時間をかけたようだ」

「それで付き合いが長くなるうちに自然と、ってやつか」

「ペースメイカーが完成したのは、今から八年前、悪夢の日ミラージユ・デイより五年前。完成したそれを埋め込んだヴェルナーの最初の戦せん闘とうに、彼女は付いていった。万が一のメンテナンスのためにと、軍からの要よう請せいがあったらしい。彼女はその戦場で爆ばく撃げきを受けて死んだ」

　僅わずかな沈ちん黙もく。あくまで事務的に、悠ゆう理りは言葉を継ぐ。

「ヴェルナーの眼前で、ということだ。ヴェルナーは慟どう哭こく。その場でSWSに罹り患かんした」

　そんな、とニコラの呟つぶやきが聞こえた。悠ゆう理りは続ける。

「睡すい眠みん時間は、一か月と少し」

「で、目が覚めたら二つの〝正夢コネクト〟に目覚めてた、ってことか」

　ヴェルナー自身が語り、また環たまきたちもその目で、その身で確かめた事実。この世界を蝕むしばむ不具合バグの中でも、一層奇き妙みような異質イレギユラー。続ける環たまきの口く調ちようは、自分でも信じきれていないような頼りなさだ。

「〈無間怨ゼロ〉と〈夢幻症ラヴ〉──か」

「ああ。一つめの〝正夢コネクト〟、〈無間怨ゼロ〉の結果エフエクトは【肉体の及ぼす力の増ぞう幅ふく】。条件トリガーは【気分の高こう揚よう】」

「要するに、テンションが上がれば上がるほど力が上がる、と」

「その通りだ。戦せん闘とうが進むほどに出力が上がる様から、条件トリガーは推すい定ていされた」

「あたしと同じ〝明晰夢ヴアリアント〟……なんだよね」

　ニコラが確かく認にんするように言った。悠ゆう理りは頷うなずく。〝明晰夢ヴアリアント〟。調フ節ア可ジ能イな条件トリガーによって制せい御ぎよされる〝正夢コネクト〟。その有用性は、通常の〝正夢コネクト〟を大きく凌しのぐ。

「この〝正夢コネクト〟だけで、ヴェルナーはあっという間に当時の軍ぐん隊たいの主力へと躍おどり出ることとなった」

「そりゃあ、あの威い力りよくならなあ……」

「二つ目の〝正夢コネクト〟、〈夢幻症ラヴ〉は奴やつの肉体に適用され、【状態の固定】を結果エフエクトとする」

　要するに不死だ──と、悠ゆう理りの平静な声が響ひびいた。

　どこか軽口のように応じていた環たまきの表情が、僅わずかに固まる。思い出されるのは、世にもおぞましいあの光こう景けい。徹てつ底てい的に損そん壊かいされた人体が、虚きよ構こうじみた滑なめらかさで修復される様だった。

「それで、その〈夢幻症ラヴ〉の条件トリガーは何なんだ？」

「わからない」

「……は？」

　資料室に、嫌いやな沈ちん黙もくが満ちた。

「〈夢幻症ラヴ〉に関するデータは、当時のドイツの資料にすら、明確な記き述じゆつはひどく少ない。その理由は明らかだ。思い出してみろ。奴やつの〝正夢コネクト〟が発動する時、奴やつの身体からだのどこかに〝残滓光レムナント〟は発光していたか？」

「……あ」

　言われてみれば、と環たまきは思う。あれだけおぞましく活発に再生している間にも、ヴェルナーの傷口は、何の光も纏まとってはいなかった。勿もち論ろん、それは見える範囲の他の部分も同じで──彼が纏まとっていたのは、あくまで〈無間怨ゼロ〉に起き因いんする黒色の光のみだったのだ。

「〝正夢コネクト〟の挙きよ動どうを推すい測そくする一番の手がかりは〝残滓光レムナント〟だ。それが目もく視しできない〝正夢コネクト〟ならば、必然そのデータも少なくなる。全く、厄やつ介かいな〝正夢コネクト〟だ」

「……どうするんだ、それ」

　悩ましげに、環たまきは呻うめく。

「不ふ死じ身みの〝正夢コネクト〟なんてものを発動されたままじゃ、どうやったってあいつは倒せないだろ？　なのに肝かん心じんの条件トリガーがわからないって、僕らはあいつをどうやって倒せばいいんだ？」

　環たまきの言葉に、ニコラが難しげに唸うなる。そう、それこそが、現在こうして環たまきたちが顔を突き合わせ、資料をあたっている目的だった。

　三日後──ヴェルナーが「再びの悪あく夢む」を予告した夜から、既すでに三度の夜が明けていた。もはや焰の魂アイアン・ソールはいつ動き出してもおかしくなく、環たまきたちとヴェルナーとの対たい峙じは、避けることのできない目前の運うん命めいだった。

　だから、彼らは求めたのだ。ヴェルナー・レーヴェンガルトという不ふ死じ身みの男を倒すための手掛かりを。かの男の、あらゆる過去の記録たちに。

「お前の言いたいことは、わかる」

　悠ゆう理りの表情は、あくまで落ち着いている。しかし環たまきには、その目の奥に、やはりどこか焦あせりのようなものが窺うかがえるような気がした。

「発動されたら打つ手がない〝正夢コネクト〟に対しては、条件トリガーを突く。対〝覚醒者コネクター〟戦の基本だ。おそらく〈夢幻症ラヴ〉に対しても、もっとも効果的な対たい処しよはそれだろう」

　環たまきは頷うなずく。現に環たまきは、ショッピングモールにおける戦せん闘とうではその方法で勝利を収めていた。

　だが、と悠ゆう理りは続けた。

「現状でわかっていないものは仕方がない。私たちがやるべきは、現在できることで、あの男を止める方法を見つけ出すこと──やるべきことを間違えるな」

「……そりゃあ、わかってるけどさ」

　眉まゆ根ねを寄せて、考える環たまき。うわ言のように言葉を絞しぼり出した。

「いっそ、それこそ──そうだ、さっき言ってた爆ばく弾だん。アラーム・クロック、だっけ。あれでも使って、人体じゃなくなるくらいに吹き飛ばすってのは？　そこまでやれば、案あん外がい復活できなかったりするんじゃ……」

「たとえその数十倍の火力をもって粉こな々ごなにしたところで、無む駄だになるだけだ」

　悠ゆう理りの断言は、不ふ思し議ぎと確信に満ちたそれだった。

「……何で、そう言えんの？」

「既すでに一度試された方法だからな」

「……誰だれが、試したの？」

　ニコラがおそるおそる尋たずねる。対する返答は簡かん潔けつだった。

「ドイツ軍」

　ニコラと環たまきが息を吞のむ。環たまきが、当然の疑問を口にした。

「何だって……友軍だろ？」

「奴やつが〝覚醒者コネクター〟になったばかりの時期は、SWS流行の最初期、まだ〝正夢コネクト〟という概がい念ねんすら馴な染じみの薄かった時期だ。気き味み悪わるがられはしたものの、立場に影えい響きようはしなかったらしい。何せ、不ふ死じ身みの兵士だ。それも文字通りの一いつ騎き当とう千せんときている。利用できるものなら、利用したいというのが軍の思おも惑わくだったろう。だがそんな状況は全て、ある出来事でひっくり返った」

「あー……」環たまきの声には、どこかうんざりとしたような響ひびきがあった。話の行き着く先を理解できてしまったからこその響ひびきだ。「悪夢の日ミラージユ・デイか……」

「これはドイツだけではないが……あの日を境さかいに、人々の対〝覚醒者コネクター〟感情は変転した。たとえ身内に居ようと、〝覚醒者コネクター〟は得え体たいの知れない敵である、という認にん識しきは拭ぬぐいようがない。英えい雄ゆうは一夜にして身しん中ちゆうの虫に変わった訳わけだ」

　勿もち論ろん、当時のヴェルナーはまだ国家に忠ちゆう実じつな軍人だった。悪夢の日ミラージユ・デイによって巻き起こった対暴ぼう走そう〝覚醒者コネクター〟戦線、及びそれを火ひ種だねとして燃え上がった近きん隣りん諸国との摩ま擦さつ。全ての戦場を、彼は最前線にて戦った。不死の身体からだに一流の力。それは、英えい雄ゆうの名に恥はじない鬼き気き迫る戦いぶりであったという。

　結果、一年足らずという短期間にてドイツが全ての戦せん闘とうをあるべき形に着ちやく地ちさせることができたのは、間違いなくヴェルナーの働きによるものだったろう。

「だがその奮ふん闘とうも、軍上層部の認にん識しきを動かすことはできなかった。一連の戦火の最後の戦場にて、ヴェルナーの頭ず上じようにはドイツ軍の放った爆弾が落ちた」

「そっ……」ニコラの声は、思わず洩もれてしまったようなそれだった。「そんな！」

「敵軍とまとめて、ありったけの火力でヴェルナーを消し飛ばそうとしたんだ」

　その瞬しゆん間かんのヴェルナーの心しん境きようを、環たまきは想そう像ぞうしてみる。人生の大半をかけて、尽くし続けてきた祖国。自分を英えい雄ゆうと讃たたえる国民たち、その憧あこがれに満ちた瞳ひとみ。己おのれの身一つで勝ち取った全て。それらを根こそぎ焼き尽くす弾だん頭とうが、視し界かいに大きく迫ってきた、その瞬しゆん間かんのことを。

　ひどく、頭がくらくらした。

「友軍すら巻き込んだ火の海の中で、ヴェルナーは〈夢幻症ラヴ〉により再生。以後、二度とドイツに戻ることはなかった」

　どれほどの絶望も、しかし時間が経たてば陳ちん腐ぷな言葉に象かたどられる。悠ゆう理りの次の言葉は、環たまきの耳には、やけに遠くで聞こえたような気がした。

「奴やつが地下アンダーグラウンドへ潜もぐり、焰の魂アイアン・ソールへ至ることとなった道どう程ていの──切っ掛けとなった出来事だ」




　　　　　＊




　歓かん楽らく街がいは午後の日差しに包まれて、温ぬくもりがやけに心地ここちよく皮ひ膚ふを刺す。

　平日の午後ということもあり、大通りを行き交う人の数は少ない。時とき折おり吹く強めの風が運んでくる香気は、からりと乾いた心地ここち良さだ。

「ったく、どいつもこいつも楽しそうなことで」

　それなのに千歳ちとせ環たまきが小さな悪あく態たいを呟つぶやくのは、少ないながらも行き交う人々の中に、ぽつりぽつりと仲なか睦むつまじく歩く男女の姿すがたが確かく認にんできるからだ。十代の彼らは悪びれることもなく学校の制せい服ふくに身を包んでいて、現在が平日の午後、まだ夕方に足を踏み入れかけたばかりの時じ刻こくであることを考えると、学校をサボって遊んでいる手合いであることは明らかだった。

「まあ、気持ちはわからなくもないけど」

　彼ら彼女らが今日きように限って学校をサボっている理由に、環たまきは心当たりがあった。

　本日、あらゆる学校で、職場で、施設で行われているだろう行事。重々しい黙もく禱とうと、もっともらしい訓くん辞じ。三年前、同じ日付を世界が刻んだ日に起こった悪夢に、誰だれもが思いを馳はせる日。

　やはりどこか日常とは異なる人混みを、陽気な笑顔で切り開いて進む彼らは、世界を包むその空気感に耐えられなくなった人じん種しゆなのだろう。

　その心情には、環たまきも共感できなくもなかった。悲劇の重みを知ることと、哀かなしむことはイコールではない。人にはそれぞれの想おもいかたというものがある。何より、学校を休んでここに居るのは環たまきも同じことなのだ。何かを言えるはずもない。

「いやでも、別にカップルで抜け出す必要もないよなあ。やっぱり納なつ得とくいかねえ」

　空を見上げながら、環たまきは口を尖とがらせる。傍かたわらを歩くニコラ・ベイカーが、うん、と気のない返事を洩もらした。その様よう子すを横目で眺ながめながら、僅わずかに思し案あんするようにして、環たまきは口を開く。

「まあ、あれか。傍はたから見たら、僕らも同じようにしか見えないか」なはは、とわざとらしく笑った。「学校を二人で抜け出した、浮かれきったカップルってやつだ」

「うん」

　抑よく揚ようのない響ひびきに、環たまきは心しん中ちゆうで肩を竦すくめる。背後に聳そびえるSeventhセブンス本部の中で、今この時も資料を片手に唸うなっているはずの境さかい悠ゆう理りを思った。ヴェルナーについての対策会議が、行き詰まりを見せて小一時間。気分転換のためにと、悠ゆう理りが提てい案あんした散歩だった。

　──「いいから、そいつを何とかしてこい」

　思い出すのは、外出を渋る環たまきへ悠ゆう理りが口にした端たん的てきな一言だ。溜ため息いきを一つ、環たまきは吐つく。先せん刻こくの会議の途と中ちゆうから、あからさまに気分の沈んだ少女。その原因を彼は知っていた。

「……ねえ」

　環たまきの雑談の隙すき間まを縫ぬうように、ニコラの呟つぶやきが洩もれた。口を閉じる環たまき。もともと、ただ場を繫つなぐためにしていた雑談だったのだ。

「ヴェルナーが焰の魂アイアン・ソールに入ったのは、やっぱり、みんなのことを恨うらんでるからかな」

　みんな、という言葉は、今のこの世界にいる一般人の全てを指すものだった。悠ゆう理りの口によって語られた、ヴェルナー・レーヴェンガルトの半生。その無む慈じ悲ひさを思っての言葉だろう。

　だろうな、と環たまき。こうまで踏み込まれて、話題を逸そらすというのは無む理りな相談だった。歩を進める自分の爪つま先さきを見つめながら、ニコラはそうだよね、と続ける。

「信じてた人たちに爆ばく弾だんを落とされる、っていうのは、とっても哀かなしかったよね」

　それだけではないだろう、と環たまきは思う。それを口にすることはしなかったが、環たまきには、当時のヴェルナーという男の心持ちが想そう像ぞうできるような気がしていた。

　彼の恋人は、戦場にて死んだという。では、何な故ぜ彼女はその戦場に居たのか。軍からの要よう請せいがあった、と悠ゆう理りは言っていた。ならば、彼女を失ったヴェルナーの心に軍への──国家への恨うらみが芽め生ばえなかったということが、果たしてあるだろうか。

　ヴェルナーは恋人を失った後も、国家のために戦い続けたという。悪夢の日ミラージユ・デイ以い降こうの厳きびしい戦せん闘とうに、果か敢かんに臨のぞんだのだという。もし彼が、心のうちに疑念を芽め生ばえさせつつ、それでも国家に身を捧ささげていたのだとしたら。疑念を必死に忘れ、人々のために戦っていたのだとしたら。彼の眼前に迫った弾だん頭とうは、単純な失望を超えた意味を孕はらむ。

　世界は、彼を二度も裏切ったのだ。

　英えい雄ゆうとすら呼ばれた男が、何な故ぜ焰の魂アイアン・ソールなどに身を落としたのか。今も世界中で幾いく度どとなく重ねられている論ろん議ぎの解答らしきものが、そこにはあった。当然のように一般社会には明かされていない事実。二度にわたり男が世界から与えられた絶望。復ふく讐しゆうだ、と環たまきは思った。ヴェルナーは、世界に復ふく讐しゆうしようとしているのだ。

「あたしたち、ヴェルナーをやっつけて、本当にいいのかな」

　それは、口にしてはならない言葉だ。そのことはニコラとてわかっているはずだった。わかっていても、少女はそれを口にせずにはいられなかったのだ。

　勿もち論ろんニコラは、ヴェルナーの行為を肯定している訳わけではない。このまま、かの男に思うまま破は壊かいを続けさせるべきだとは考えていないだろう。それでも──行為は肯定できずとも、そこに至った心情は、どうしても否定する気になれない。少女の声こわ色いろに滲にじんだ迷いは、ほとんど目に見えそうなほどだった。その迷いが少女の優しさであることを、環たまきは理解していた。

「──そう思うなら、君は戦わなくていい」

　だから。

　環たまきが口にした返事は、ひどく乾いたそれになった。

「ニコの考えてることは、わかるよ。僕もそう思う。ヴェルナーは強い。あいつを止めるためには、殺すつもりで戦わないといけない。でも、そうだ。それができるだけの正義が僕らにあるのかってのは、怪しいもんさ」

　ごめんよ、と環たまきは心しん中ちゆうで呟つぶやく。悠ゆう理りへ向けての謝しや罪ざいだった。悠ゆう理りが環たまきに期待していたのは、ニコラの迷いを振り払い、戦いに臨のぞませることであるはずだった。それなのに──

「結局、これはSeventhセブンスのエゴだ。折せつ角かくできた居場所を失いたくはない。だから、かつて世界に牙きばを剝むかれた〝覚醒者コネクター〟を殺し、牙きばを剝むいた世界を守る。自分たちに牙きばが突き立てられることのないように。それをよしとしないのなら、君は戦わなくていい。Seventhセブンスは君に戦うことを強制はしない」

　足を止め、環たまきはニコラを見下ろす。同じく足を止めた少女がこちらを見上げていた。

「後は、僕らがやる」

　少女のブラウンの瞳ひとみが、小動物のように収しゆう縮しゆくする。環たまきの言葉に対して、ニコラはイエスともノーとも言わなかった。返ってきたのは答えではなく、問いだった。

「じゃあ、タマキはどうして戦うの？」

　少女はこちらを真まっ直すぐに見つめていた。虹こう彩さいの奥まで覗のぞき込めそうなほどに互いを見み据すえ合いながら、しかして環たまきはこの時、ニコラの感情を読むことができなかった。こんなことは初めてだ、と環たまきは思う。その間にもニコラの言葉は続く。

「あたしにはそんなこと言って、じゃあタマキはどうして戦うの？　ミサトを助けるため？」

「……そんな、ご立りつ派ぱなもんじゃないさ」

　環たまきはニコラから目を逸そらす。呟つぶやく少年の横顔を、少女がじっと見つめていた。

「僕はこれくらいしか、生きかたを知らないんだよ」

　長い沈ちん黙もくがあった。通りの真ん中で立ち止まった少年と少女を、行き交う人々が興きよう味み深そうに一いち瞥べつしながら去っていく。環たまきは口を開かなかった。自分がニコラに対して言えることなど、これ以上存在するように思えなかったからだ。

「……少し、一人にさせて」

　考えたいから、とニコラが言った。何を考えたいのか、と環たまきは問わない。環たまきは頷うなずいて、下へ手たくそな微笑を浮かべた。

「三十分後に、本部で。時間厳げん守しゆで」

　頷うなずいたニコラが、環たまきに背を向けて歩き出す。その背中を十数秒眺ながめてから、環たまきも踵きびすを返す。行くあてなどなかったが、このまま本部に戻る気にもなれなかった。先せん刻こくまでニコラと歩いていた方向へ数歩を刻んだところで、立ち止まる。雑ざつ踏とうの中に、見知った顔を見つけたからだ。

「──あれで良いのね？　本当に」

　ぴんと一本筋すじが通ったような声。皺しわ一つないスーツ。整った顔立ちとショートカット。どこか張り詰めたその佇たたずまいとは不ふ釣つり合いな、松まつ葉ば杖づえを突いた立ち姿すがた。

　枚ひら方かた楓かえでだった。







「君と同じよ。検査は最小限に抑えて、今け朝さがた退院したわ。スコットは、もう少しだけかかりそうね」

　歓かん楽らく街がいを抜けたところにある、噴ふん水すいを有する公園。いつかニコラと訪れたその公園の片かた隅すみのベンチにて、環たまきへ紙コップを渡しながら楓かえでは言った。入口近くのワゴン販はん売ばいにて、楓かえでが買ってきたコーヒーだ。

「怪け我ががひどいって聞いてたけどな」

　芳かぐわしい湯ゆ気げに息を吹きかけながら、環たまきは言った。

「見ての通りよ。傷の程度に関しては、正しい見解でしょうね」

　楓かえでが示したのは、ベンチに立てかけられた二本の松まつ葉ば杖づえだ。それらを突きながら二に杯はいのコーヒーを購こう入にゆうする姿すがたは、傍はた目めに見て四し苦く八はつ苦くとしか表現しようのないものだったが、それでも彼女は環たまきの手助けを拒こばんだ。実に楓かえでらしい反応だ、と環たまきは思ったものだ。口にはしなかったが。

　同じように、傷が深いにも関わらずどうしてこうも早く退院したのか、という問いを口にすることもなかった。悠ゆう理りと同時期にSeventhセブンス捜そう査さ官かんとなり、かつてはチームを組んでいたこともあるという女。そのせいかはわからないが、楓かえでは悠ゆう理りと、そのプロ意い識しきにおいて通じるところが多かった。チームを率ひきいる立場になる人間には、相応の資質があるものだ。

　だから環たまきの口から出たのは、

「車椅い子す、使えばいいのに」

　という、雑談にすらならないような戯ざれ言ごとだった。楓かえでの実に不自由そうな動作を思っての言葉だったが、彼女から返ってきたのは僅わずかに失望を含んだ眼まな差ざしだった。

「私の〝正夢コネクト〟を憶おぼえてはいないのかしら」

　ああ、と環たまきは納なつ得とくする。同時に何とも言えない恥はずかしさがこみ上げた。〈廻転力場モーメンタム〉──条件トリガーは【回転モーメントの付ふ与よ】、結果エフエクトは【回転モーメントの永続化】。一度その手で回転させたが最後、決して止まることのない車しや輪りん。制せい御ぎよ不能となった車椅い子すの姿すがたが、脳のう裏りにありありと浮かんだ。

「『回そう』という意い思しをもって動かしたものの、全てに適用されるのよ。自動車の運転などもできないの。残念ながらね」

「馬ば鹿かなことを訊きいちゃったな。悪い」

「構わない。馬ば鹿かなことを訊きこうと考えていたのは、私も同じなのだから」

　コーヒーを少しだけ啜すすりながら、来たか、と環たまきは思う。環たまきとて、楓かえでが自分をここまで誘った理由について考えていなかった訳わけではない。果たせるかな、楓かえでの口から紡つむがれたのは、環たまきの予想通りの問いだった。

「君はどうして、私たちを助けたの？」

「……理由、必要なのか？　それ」

「ええ、必要よ」音を立てずにコーヒーで口を湿しめらせ、楓かえでは続ける。「あの時、戦せん闘とう中の私たちのところへ駆かけつけたところまでは良い。けれど、戦況はすぐに理解できたはずよ。相手の実力と目的を知った時点で、君たちのとるべき行動は決まっていた。悠ゆう理り一人ならば、そうしたはずよ」

　もう一度訊きくわ、と楓かえで。

「君はどうして、私たちを見捨て、藍あい原はら美み里さとを連れてすぐに逃げなかったの？　今回の失態は、その判断ミスから生じているのよ」

　環たまきを責めるような口く調ちようではなかった。むしろ、結果として〈オズ〉が被こうむった失点を悔くやんでいるような口く調ちようだった。

　楓かえでの言葉は正しい。あの場では、〈ディック〉が命と引き替えに稼かせいだ時間を使い、環たまきたちは撤てつ退たいを選ぶのが最善だったはずだ。そしてその判はん断だんを下した場合にも、楓かえでやスコットは文もん句くの一つも言わなかっただろう。そのことは環たまきも充分にわかっていた。

　少しだけ考えてから、環たまきは口を開く。

「ちょっと前まで、楓かえでさんは、僕と目も合わせなかった」

「……」

「でも、今はこうして隣となり合って話せてる」

　ゆっくりと、隣となりに座る楓かえでを見た。

「それだけじゃあ、理由にならないかな」

　環たまきを覗のぞき込む楓かえでの瞳ひとみに、僅わずかな葛かつ藤とうの色が宿る。どこか後ろめたそうに目を逸そらしながら、彼女が口にしたのは、

「楓かえで、でいいわ」

　という呟つぶやきだった。

　コップの中に残ったコーヒーを、一ひと息いきに飲む楓かえで。つられるように環たまきもコップに口をつけてみたが、湯ゆ気げを立てるコーヒーはまだ熱く、とても飲み干せそうにない。ことり、と楓かえでがベンチにコップを置いた。

「先に戻るわ。時間をとらせたわね」

　松まつ葉ば杖づえを手に取り、器き用ように立ち上がる楓かえで。ベンチに置いたカップを拾い上げると、環たまきを見下ろしながら口を開いた。彼女らしからぬ、柔らかみを帯びた声こわ色いろだった。

「君の行動原げん理りは理解したわ。それにどうこう言う気もない。けれど、君がそこまで孤こ独どくを持て余しているというならば」

「孤こ独どく、とか言うなよ。はっきり言われると凹へこみます」

「あの娘こに対して言った言葉は、考え直すべきじゃないかしら」

　浮かびかけた軽けい薄はくな笑えみが、環たまきの顔から潮しおが引くように消える。あの娘こ、というのが誰だれかなど、それこそ訊きくまでもないことだった。十数分前に目にした、自分から遠ざかるニコラの背中が脳のう裏りに浮かぶ。

「楓かえでさん──楓かえでは、僕らがヴェルナーに勝てると思うか？」

「可能性は、ゼロではないわね」

　その言いようは、限りなくゼロに近いと言っているのと同義だった。環たまきは今度こそ軽けい薄はくに笑う。

「僕の自己満足に付き合って死んでくれ、なんて言えやしないよ」

「彼女が何を考え、何をするかを決めるのは君じゃない。その意い義ぎを定義するのも」

　こちらを見下ろす楓かえでの瞳ひとみに、力が籠こもる。自然と見上げる環たまきにも力が籠こもった。必然、両者は睨にらみ合うような形になる。

「私がこうして君に話しているのは、私の意い志しよ。君の行動によって作られる繫つながりは、確かにあるのかもしれない。けれど、それだけではない。君はもう少し──他人を、信用するべきなのかもしれないわ」

　それだけ言って、楓かえでは踵きびすを返す。スーツの上から羽は織おられた黒色のコートが、静かにはためいた。去っていく楓かえでの背中を見つめながら、コーヒーを口に含む環たまき。熱を失いつつある苦にがみが、滲にじむように口内に広がった。

　しばらくの間、環たまきはぼんやりと前を見み据すえていた。公園の中心部、一ひと際きわ大きな噴ふん水すいの周りでは、就学年ねん齢れいに達していないだろう子供たちが母親と遊んでいる。一昔前のアクションゲームのように動き回るそれらの人ひと影かげを、どれだけの間眺ながめていただろう。

「僕が……他人を信じてないって？」

　ぽつりと独ひとりごちる。知らず洩もれたその呟つぶやきを聞いて、環たまきは自分が自じ問もんをしていたことに気付いた。

「わからないなあ」

　楓かえでの言うことが正しいのか、それとも間違っているのか、環たまきには判はん断だんすることができなかった。環たまき自身は、他者を信用しているつもりではあった。自分が歩み寄れば、必ずそれに応こたえてくれる人は居る。そう信じているからこそ、彼は誰だれかを助けることに命を懸かけられるのだ。

　だが一方で、それは信用ではないと言われても、反論する気が起きない自分がいるのも事実だった。繫つながりというものを、環たまきは知らない。気が付いた時には異い端たんとなっていた少年にとって、それはもっとも焦こがれるのと同時に、もっとも馴な染じみのない概がい念ねんだ。そんな自分が繫つながりを作ろうとした時に、その過程が何らかの間違いを孕はらんでいるのはむしろ当然のことなのではないか。

「……なんてね」

　自じ嘲ちようするように、笑った。天を仰ぎ、午後の太陽に目を細める。

「結局は、自分に酔よってるだけっていうオチになるんだよ、こういうのは」

　ああ苦にが手てだ、と呟つぶやいて、熱を失ったコーヒーを呷あおった。ベンチから立ち上がる。端たん末まつを取り出して時じ刻こくを確かく認にんすると、もう随ずい分ぶんと時間を使ってしまっているようだった。そろそろ自分も本部へ戻らなければならない。そう考えて歩き出した、その瞬しゆん間かん。




『ご機き嫌げんよう、諸しよ君くん』




　聞き覚えのある声が、辺りに響ひびき渡った。

　低く重く、どうしようもなく攻こう撃げき的なその声こわ色いろ。咄とつ嗟さに環たまきは辺りを見渡す。声の発信源は、すぐに見つけることができた。それほどまであからさまに、その発信源は人々の目に晒さらされていたからだ。

『自己紹介が必要かな。己おれらは焰の魂アイアン・ソールだ』

　公園からは僅わずかに遠いテナントビルの上部に設置された、大型の街がい頭とうヴィジョン。そこに、ひどく印いん象しよう的な男の姿すがたが映っていた。

　誰だれが見ても背せ筋すじに寒さむ気けを感じるような、膨ぼう大だいなる密みつ度どを湛たたえた体たい軀く。どこか非現実じみた印いん象しようを与える艶つややかな白はく髪はつ。暗く、攻こう撃げき的に沈んだ双そう眸ぼう。

「ヴェルナー……ッ！」

　それは、宗しゆう教きよう組そ織しき「焰の魂アイアン・ソール」の日本における活動の多くを指し示じしているとされる最高幹かん部ぶ、ヴェルナー・レーヴェンガルトの姿すがただ。

　普段ならば、平へい穏おんで他た愛あいのない広告が目まぐるしく巡っているはずのヴィジョン。そこに突とつ如じよ映り込んだその姿すがたに、通行人は一様に足を止め、視線を注そそぐ。

　環たまきの手の中で、端たん末まつが振動した。着ちやく信しん。数度操そう作さした端たん末まつから、冷れい徹てつな声が届く。悠ゆう理りの声だった。

『今、どこに居る？』

「公園」

『ニコもそこか？』

「いや、悪い。別行動をとってた」

　そうか、と悠ゆう理り。同時にニコラにも連れん絡らくをとるべく、発信の操そう作さをしたのだろう。沈ちん黙もくと僅わずかな物音が、端たん末まつから流れ出た。その間にも、街がい頭とうヴィジョンのヴェルナーは語り続けている。

『〝魔女ウイツチ〟は、この世界の創そう造ぞう主しゆ──なのだそうだ』

〝魔女ウイツチ〟──SWSの夢の中に住む、白い衣ころもを纏まとった短たん髪ぱつの少女。焰の魂アイアン・ソールが信しん仰こうする神の名。

　環たまきの身体からだ中の、未いまだに治っていない傷が、じくりと痛んだ。

　このヴィジョンの映えい像ぞうについて、悠ゆう理りは何も言わなかった。環たまきがそれを見ているか、という確かく認にんすら必要なかったということだ。環たまきは理解する。おそらくはこの瞬しゆん間かん、この光こう景けいはこの場所だけではなく、あらゆる場所で同じように繰り広げられているものなのだろう。日本中、いやもしかしたら世界中とすら言える規き模ぼで。

（こんな街がい頭とうヴィジョンにまで流れるくらいだ。おそらく、あらゆる電でん波ぱを占拠ジヤツクして、この映えい像ぞうは流されてる）

『彼女は、二人の賢けん者じやを従えつつこの世界を創そう造ぞうし、最後に一人の落とし子を世界に残し、自らはこの世界を去った。己おれらをその彼女と再び邂かい逅こうさせるSWSという現げん象しようの意味について、己おれらは今一度考えなくてはならぬ。それは奇き跡せきそのものだ。故ゆえに〝覚醒者コネクター〟は、〝魔女ウイツチ〟が自ら奇き跡せきを施ほどこし賜物ギフトを与え賜たもうた人間、選ばれし者なのだ』

「寝言を……」

　環たまきの呟つぶやき。嫌けん悪おのあまり、思わず洩もれてしまったというような声こわ色いろだった。〝魔女ウイツチ〟に関わる神しん話わは、各おの々おのの宗しゆう教きよう団体にてそれぞれ勝かつ手てに創そう造ぞうされているが、焰の魂アイアン・ソールのそれは殊こと更さら身み勝がつ手てで絵え空そら事ごとの色が強いものだった。

　そこで環たまきは気付く。今回ほどの規き模ぼのものはなかったとはいえ、これまでも焰の魂アイアン・ソールによる犯行の放送は幾いく度どとなく為なされてきた。環たまきも実際に幾いくつか目にしたことのあるそれらにおいては、これだけの時間さえあれば──

「悠ゆう理り」端たん末まつに向け、環たまきは呟つぶやく。「どうしてまだ放送が続いてる？」

『遮しや断だんできない、という報告だ。県警から今届いた。干渉ハツクの深度がこれまでとは桁けた違ちがいだそうだ』

　温存していたのだ。直感が、環たまきの脳のう裏りを巡る。本来可能なレベルの電でん波ぱ干かん渉しようを、本当に重要な計画のために。最悪の直感だった。それは同時に、温存していた技術を用いた今回の放送が持つ意味を暗あん示じしていたからだ。

『今日きようから丁ちよう度ど三年の前、世界に訪れた出来事を、忘れた者はいまいな』ヴェルナーは語り続ける。『多くの者たちが、一いつ斉せいに〝正夢コネクト〟を手に夢から覚めた、あの日の話だ。貴き様さまらは悪夢の日などと呼称しているが、それは大いなる誤ご謬びゆうだ。あれはな、愚ぐ鈍どんな貴き様さまらを根こそぎ〝覚醒者コネクター〟へ引き上げようという〝魔女ウイツチ〟の慈じ悲ひ、類たぐい稀まれなる奇き跡せきの顕けん現げんだったはずなのだ』

　しかし、とヴェルナーは言う。

『〝魔女〟は、それに失敗した。その結果が、あの正気を失った〝覚醒者コネクター〟の群れだ。凶きよう暴ぼうで醜みにくい聖せい者じやの行進だ。〝魔女ウイツチ〟にとって、それはどれほどの無念であったことか。己おれらは汲くみ取る。〝魔女ウイツチ〟の意い志しを汲くみ取り、そして彼女の願いを継いでみせる』

　そうして、ヴェルナーは一呼吸を置き、厳おごそかに告げた。




『己おれらは、今ここに、本当の悪夢の日を実現する』




　一ひと際きわ大きなざわめきが、街路を包んだ。

　隠かくしきれない恐きよう怖ふが滲にじんだざわめきを聞きながら、奴やつらはどこに居るのだろう、と環たまきは思う。

　三日前、環たまきたちへ向けヴェルナーが行った予告は、当然Seventhセブンスの上層部を通し、本家の警察機き構こうにも報告されている。焰の魂アイアン・ソールのテロの標ひよう的てきになりそうな対たい象しようは、発電所から病院、可燃物の保管された倉そう庫こに至るまで、警察の人員によって警備されているはずだった。相手が相手だ。警察とて、そこに手を抜くような真ま似ねはしないだろう。

　では、ヴェルナーたちはどこからこの映えい像ぞうを配信しているのか。

　画面は、ヴェルナーの肩より上のアップから動かない。背景すらほとんど映り込んではおらず、彼の居場所を映えい像ぞうから判はん断だんするのは不可能に近かった。

『己おれらは、焰の魂アイアン・ソールだ。〝魔女ウイツチ〟の意い志しを継ぎ、貴き様さまらを根こそぎ〝覚醒者コネクター〟へと引き上げる、奇き跡せきの担にない手だ。それを理解できない愚ぐ鈍どんどもの足元を焼く、赤く染まった鉄の靴底アイアン・ソールだ。かつて世界に在ったはずの奇き跡せきを再現するために、ここに己おれらの一員となった家族を紹介しよう』

　そこで、カメラはぐっと後ろに下がり、視野を広げる。必然、ヴェルナーの背後に広がる景け色しきが、環たまきたちの視し界かいにも入る。そこは、コンクリートで固められたプールのような場所だった。四角く区切られた広大なスペースに、僅わずかに濁にごった水がなみなみと満たされている。その傍かたわらの地面にヴェルナーは立っていた。

「あれは……浄じよう水すい場じよう？」

　環たまきが呟つぶやく。その景色けしきに、環たまきは見覚えがあった。忘れるはずもない。自分がヴェルナーと初めて邂かい逅こうした、〝樹ツリー〟の根元に位置する施設だった。

　悪夢の日ミラージユ・デイを経た後に、科しな出でが復ふつ興こうを果たす大きな一助となった地下水、それを一ひと息いきに処しよ理りするために造られた代しろ物もの。現在は科しな出での復ふつ興こうの象しよう徴ちようの一つとして、非常用水の確保へとその役目を変え、細々と管理されている。

　その施設の周辺は、他でもないヴェルナーの手により焼け野原にされたばかりだ。再び彼らの標ひよう的てきとなる可能性は低いと判はん断だんされても、無む理りはないと言えた。

「あんなところで、何を……」

　呟つぶやきかけたところで、環たまきは言葉に詰まる。背景の中に、ヴェルナーの傍かたわらに立つ人間の姿すがたを認めたからだ。

「美み里さと……」

　口を真ま一いち文もん字じに閉じた、藍あい原はら美み里さとの姿すがたを。

『この少女は、己おれらの思し想そうに賛同した。自分と同じ境きよう遇ぐうになった者だけが、本当に自分を愛することができる。その真実に気付いたからだ。その願いを込め、彼女は自らの〝正夢コネクト〟を〈絆フアミリア〉と名付けた。貴とうといことだ』

　映えい像ぞうに流れる美み里さとの表情はかたく、どんな感情も読み取ることはできない。彼女の足元を見れば、そこには目の覚めるような赤色をしたスニーカーがあった。端たん末まつへ向けて、環たまきは言う。

「悠ゆう理り、ニコから応答は？」

『無い。着ちやく信しんはしているはずだが』

　僅わずかに困こん惑わくが滲にじんだ、悠ゆう理りの声こわ色いろ。赤毛の少女は今、どのような心持ちでこの映えい像ぞうを観みているのか。それを思って、環たまきの胸が微かすかに痛んだ。

　続くヴェルナーの言葉は、その痛みを更さらに揺さぶるものだった。

『彼女の〝正夢コネクト〟が、貴き様さまらの足元を焼き尽くすこととなる』

　口を強く引き結び、スクリーンの中の美み里さとは右の掌てのひらをこちらへ向けた。そうして、左手に持ったナイフを静かにそこにあてると、一気にそれを引く。

　少女の右掌てのひらに走る傷。一いつ瞬しゆんの後に、どくりと血の赤色が流れ出た。

　反射的に逸そらしそうになった視線を、環たまきは必死に固定する。

　美み里さとの掌てのひらから流れ出る血液は、朱しゆ色いろの光を纏まとっている。〈絆フアミリア〉の〝残滓光レムナント〟。

　その光の持つ効果は、やはり絶大だ。ヴィジョンを見つめる通行人が、にわかにざわめいた。

「何を……する気だ……？」

　幾いくつもの視線が注そそがれる中、美み里さとはゆっくりと屈かがみ、その掌てのひらを傍かたわらの水面に浸ひたした。穏おだやかに発光する血液が、濁にごった水と静かに溶けあう。

　そこからの変化は、見み惚とれるほどの目まぐるしさだった。

　美み里さとの血液と混じりあったそこを中心に、静せい寂じやくの水面に光が広がっていく。朱しゆ色いろの光。そしてその光の中で、水面は見る間に赤い液体に変わっていき──

　辺りのざわめきが大きくなる中、環たまきは眼前で起きている出来事を完全に理解していた。これと同じ現げん象しようを、彼は見たことがあったからだ。

〈絆フアミリア〉の結果エフエクト──今、水すい槽そうに湛たたえられた水は、その全てが血液へと変わっていっているのだ。

（でも、そんなことをして、一体何になるっていうんだ……？）

〈絆フアミリア〉は、ただ単に液体を血液に変えるだけの〝正夢コネクト〟であるはずだ。浄じよう水すい場じようの水すい槽そうにある水を血液に変えることに、果たして何の意味があるというのか。環たまきの脳のう裏りに浮かんだ疑問は、視し界かいに飛び込んで来た光こう景けいによって容易たやすく打ち消された。

「……は？」

　思わず間抜けな声が洩もれる。周囲で起こった現げん象しようを思えば、それは無む理りもないことと言えた。

　公園のあちこちに設置されている、大小様々の噴ふん水すい。

　そこから噴ふき上がる水が──見る間に赤く染まり始めたのだ。

　目を凝こらすまでもない。それは明らかに、血液の赤だ。更さらにその外側を包むのは、見み紛まごうはずもない朱色の〝残滓光レムナント〟で──

『そういう──ことか！』

　端たん末まつから、悠ゆう理りの声が上がる。僅わずかに昂たかぶった声だった。画面の中ではない、眼前で起こり始めた異様な現げん象しように、周囲のざわめきは加速度的に大きくなっていく。

「どういうことなんだよ、これ……」

　端たん末まつへ向け、環たまきは問う。視線は、朱あかく光る噴ふん水すいに吸い寄せられるように固定されていた。

『あの浄じよう水すい場じようにある水は、水道水じゃない。地下水だ。あの水すい槽そうには、それが直接引き込まれている。組み上げ機き構こうを通じて、地下の水すい脈みやくそのものと繫つながっているんだ。水すい脈みやくに流れる全ての水と──』

　ずぞぞぞぞぞぞぞぞ、と街がい頭とうヴィジョンから不快な音おん響きようが響ひびき始める。

『その全てを、美里は吸い上げるんだ』

　思わず耳を塞ふさぐ通行人たち。それは、吸引音だった。血液と化した液体が、美み里さとの体内へ吸い上げられていく音。

　美み里さとの〝正夢コネクト〟が血液への憧どう憬けいで得られたものだとするならば、彼女のイメージの中にある「血液」とは、体外に流れ出したそれではない。身体からだの内に脈みやく々みやくと流れる血液こそが、彼女の欲したものなのだ。その願望を、〈絆フアミリア〉は忠実に顕けん現げんする。

「……そうしたら、どうなる？」

　端たん末まつへ向けた問い掛けは、どこか縋すがるようですらあった。

『科しな出での復ふつ興こうをまるごと支えて、それでも枯かれ果てることのなかった地下水だ。その質量はおそらく数すう億おくトンを下らない。それだけの水がこの街の下にはあって、それは物理的にこの街を支えているんだ』

　やけに鮮せん明めいな皮ひ膚ふ感覚。自分の顔から血の気が引いていくのが、環たまきには手に取るようにわかった。真まっ青さおになった環たまきの耳に、吸引音は絶えることなく流れ込む。

　ずぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ。

　その音おん響きようから失われていく厚みが、美み里さとが吸い上げるべき残りの水量が、見る間に減っていっていることを示していた。

　見れば、周囲にて噴ふき上がっていたはずの水たちは、今やすっかり枯かれ果てている。

『地下水を利用し過ぎて枯からすのとは、訳わけが違う。〝正夢コネクト〟の超常的な吸引力で、ほぼ一いつ瞬しゆんのうちに全ての水を吸い上げるんだ。一瞬のうちに、地面がその大部分を失うんだ』

　その結果、何が起こるのか。環たまきは結論を口にすることはできなかった。

　それよりも先に、耳を底から揺さぶるような低い音が、辺りを包み始めたからだ。

　まるで地鳴りのような、音おん響きようが。

『貴き様さまらは、人間がどのような状況でもっとも恐きよう怖ふを感じるかわかるか？』

　ヴェルナーの冷れい酷こくな声は、別世界の言葉のように印いん象しよう的てきだった。

『──天てん災さい、さ』

　その言葉を合図とするように、世界を大きな揺れが包む。







　その揺れは、二分ほども続いただろうか。

　ずんと一ひと息いきに、下方へ沈み込んだ地面。そこから始まった一連の揺れは、環たまきがこれまで経験してきたどんな地じ震しんとも異なるものだった。

　地面が揺さぶられているのではなく、落ちていっているような。

　躍やく動どうではなく、崩ほう落らく。それは、ただただ一方向にしか進まない流れだ。揺れる環たまきの視し界かいの中で、どれだけの建物が傾いていっただろう。取り返しのつかない何かが進んでいるのだ、という奇き妙みような確信が、知らず背せ筋すじを震えさせていた。

　重い地じ響ひびきの合間に聞こえる人々の声が、困こん惑わくから悲鳴へと転じ、次第に小さくなっていく。揺れがようやく収まった後、科しな出でに最初に訪れたのは沈ちん黙もくだった。

　微かすかな風音が、土つち埃ぼこりとともに渦うず巻まくだけの十数秒。それからゆっくりと流れ始めたのは、子供の泣き声だ。

　そして──その泣き声に被かぶさるようなサイレンの音が響ひびいた頃ころには、街は大きな喧けん騒そうに包まれていた。

「くそっ……！」

　地面に着いてしまった尻しりをすぐさま引き剝はがし、環たまきは辺りを見渡す。開けた公園であることが幸いしたのだろう、見える範囲に目立った怪け我が人にんは居ないようだった。しかし、数分前とは見る影もなく歪ゆがんだ街のシルエットを見れば、公園から一歩踏み出した先に広がっている光こう景けいは明らかなように思えた。

『無ぶ事じか？』

　地面に落ちた端たん末まつから、悠ゆう理りの声が流れ出る。幸いにも通信は繫つながったままのようだった。拾い上げた端たん末まつへ、ああ、と返す。確かく認にんするように問うた。

「何が起きた？」

『おそらく地じ盤ばん沈下だ。相当に規き模ぼの大きな、な』

　環たまきは納なつ得とくする。大量の地下水を一ひと息いきに失ったことにより、地じ盤ばんがそのバランスを失い、崩ほう壊かいしたのだろう。

　遠くの街並みへ視線を走らせる。遠目に見ただけでも、あちこちの建造物が無む残ざんに崩くずれているのがわかった。それぞれの建物の中には、当然人間が居たはずだ。遠くでは、火の手が上がっているのも見えた。

　消防や救急、それに自じ衛えい隊たい──それぞれが最大限の仕事を果たしたとしても、事じ態たいの収しゆう拾しゆうにはどれだけの時間がかかるだろう。それは実際、悪夢の日ミラージユ・デイ以来の、歴史にも残りかねない大だい規き模ぼ災さい害がいだった。

「壊かい滅めつ状態……だよ、これ。街」

『だろうな。こちらから見える範囲でもそうだ』そこで、通信に悠ゆう理りの舌した打うちが混じる。『報告が次々と入ってきている。街中でSWS患かん者じやが急増。そのうちの少なくない数が目覚め、暴ぼう走そうし始めているとのことだ』

　これだけの災さい害がいだ。それが人々にかける心理的ストレスは計り知れない。そのストレスは、当然のように人々をSWSの眠りへと誘いざなう。それらの患かん者じやの中には、ごくごく短期間で眠りから覚める人間も居るはずだ。

　それは例外的とも言えるケースだが、母ぼ数すうが大きければ例外の数もまた増えるのが道どう理りだ。少なくない数、と悠ゆう理りは言った。それだけの目覚めたてが生じるには、どれほどの母ぼ数すうが必要となるのか。環たまきは気が遠くなりそうだった。

　正気を失っておらずとも、〝正夢コネクト〟を手にしたばかりの〝覚醒者コネクター〟は容易たやすく暴ぼう走そうしうる。暴ぼう走そう〝覚醒者コネクター〟の数は、これから時間とともに更さらに増えるに違いなかった。

「これじゃあ本当に……悪夢の日ミラージユ・デイの再現だ」

　環たまきが絶望的な呟つぶやきを洩もらしたのと、重々しい声が再び彼の鼓こ膜まくを揺らしたのは、ほぼ同時だった。

『どうだ、貴き様さまら。その眼めで再び見る悪夢は』

　世界を揺さぶるようなサイレンや、切実極まる喧けん噪そうを圧殺するように、その声ははっきりと響ひびく。環たまきは再び、公園の外へと視線を投げる。罅ひび割われて表面の一部が崩くずれ落ちたテナントビルの上部にて、ヴィジョンはなおもヴェルナーの姿すがたを映し続けていた。

『今、貴き様さまらの眼前には何が広がっている？　悲劇か？　絶望か？　それは奇き跡せきへ至るために必要な痛みだ。受け容れるがいい。痛みを伴わずに手に入るものなど、この世にありはしないのだから。だが──』

　そこでヴェルナーは、画面の中で何かを見上げるような仕し草ぐさを見せた。おそらくは、彼の上方へと視線を投げたのだろう。

（何だ……何を見てる？）

　ヴェルナーの立っている場所から見える景色けしきを、環たまきは思い描く。画面の中の浄じよう水すい場じようは、つい先日彼自身も訪れた場所だ。夜の闇やみの中で短い間目にしただけではあったが、それでも今、ヴェルナーの周囲に何が配置されているのかという程度のことは推すい測そくすることができた。

（あそこから、あっちの方向に見えるのは──）

　結論を、環たまきは口にする。

「〝樹ツリー〟……？」

　ひどく、嫌いやな予感のする結論だった。

『──まだ少し、足りんな』

　ヴェルナーの呟つぶやき。その響ひびきの不ふ穏おんさに、環たまきは知らず端たん末まつを握りしめていた。

「悠ゆう理り。浄じよう水すい場じように、誰だれか向かってはいないのか？」

『Seventhセブンスと県警、両方の人員がそれぞれ向かっていたはずだが──この状況だ。交通網もうは麻ま痺ひしていると見ていい』

「僕なら、ニコの〝正夢コネクト〟を使えば行ける」思いつくままに口にしていた。「全力で走れば、十数分でいけると思う」

『落ち着け。単独で突っ込む奴やつがあるか。死にに行くようなものだ』

「でも……！」

　環たまきが感じた不ふ穏おんさを、悠ゆう理りも感じてはいるのだろう。環たまきと同様の深しん刻こくさを湛たたえた声で、しかし悠ゆう理りは環たまきを宥なだめる。悠ゆう理りの言葉こそが正しいのだということは、環たまきにもわかっていた。

　そうだな、とヴェルナーが呟つぶやいて、その後に一ひと際きわ大きな声を上げた。

『ここで己おれらは、貴き様さまらにもう一つ、エンターテイメントを贈ることとしよう』

　カメラが僅わずかに引き、再び画面に美み里さとの姿すがたが映り込む。地面にへたり込んだ美み里さとの姿すがたに、環たまきは息を止めた。その表情を、どう表現すればよいものだろうか。絶望、という単たん語ごでは表しようのないほどの驚きよう愕がくと悲痛さがそこにはあった。自分の手が引き起こした結果を、受け入れることのできていない表情だった。

　己おのれが〝正夢コネクト〟を用いたことにより何が起こるのか、少女が知らされていなかっただろうことは、その表情を見ただけでも明らかだった。嚙かみしめた奥歯から、鉄の味が滲にじみ出る。

『貴き様さまらは、不ふ思し議ぎに思わないか？　この娘むすめは、科しな出での下に眠る地下水の全てを身の内に吞のみ込んだ。だのに、どうしてこいつは破裂しないのか。それは、それこそがこの娘むすめの〝正夢コネクト〟の本質だからだ。血液は人体の内を流れるものだ、という概がい念ねんが〈絆フアミリア〉という法ほう則そくを形作っている。血液として吸収する限り、こいつの身体からだは無む尽じん蔵ぞうの液体タンクとなる訳わけだ』

　ならば、とヴェルナーは続けた。

『こいつの身体からだが、人体という概がい念ねんを失ったら、どうなる？』

　その言葉の意味を、一いつ瞬しゆん環たまきは理解することができなかった。その異質さゆえに。その残ざん酷こくさゆえに。

　今、美み里さとのあの小さな体たい軀くには数すう億おくトン、あるいはそれ以上の液体が詰め込まれているはずだ。人体の内に血液を収めるという性質を持つ〝正夢コネクト〟によって。ならば、少女の身体からだが人体という定義を失い、〝正夢コネクト〟が解除されたなら──

　ようやく追いついた理解。人間サイズに圧あつ縮しゆくされた、大質量の液体の膨ぼう張ちよう。それは、下へ手たな近代兵器よりもよほど破は滅めつ的な爆ばく弾だんだった。

「なんてことを……考えやがる……」

　おそらく、当の美み里さとはまだ理解が追いついていないのだろう。呆ほうけたような表情で、ヴェルナーを見上げる美み里さと。あまりに痛々しい少女の首くび筋すじに、ヴェルナーの無ぶ骨こつな指が触れた。見えるか、とヴェルナーの声。その言葉に促うながされて観察すれば、美み里さとの首には細いチョーカーのようなものが巻かれており、丁ちよう度ど喉のどの真上辺りには小さな宝石に似たものが揺れていた。

『これは、この娘むすめが己おれらの家族となった誓いの証あかしとして、彼女に贈られたものだ。何せ誓いの証あかしだからな、決して外れないようになっている。この宝石に、見覚えのある者もいるだろう』

　その宝石について、環たまきは見覚えがなかった。しかし、次にヴェルナーが口にした単たん語ごについては覚えがあった。

『これの名はな──アラーム・クロックという』

　その名を、環たまきは今け朝さ、悠ゆう理りの口から聞いたのだ。世界の不ふ均きん衡こうを招こうとしている元げん凶きようとして。チーム〈ディック〉が奪うばわれたデータ。その中身。

『これは、貴き様さまらが己おれら〝覚醒者コネクター〟を滅するために創つくり出した爆ばく弾だんだ。もっとも効こう率りつよく、人体をその定義から脱だつ却きやくさせる兵器だ。利用させて貰もらうぞ。この娘むすめを爆発させるのは、貴き様さまら自身が創つくり出した悪意だ』

　その言葉を合図として、画面の隅すみに数字が浮かび上がる。レトロな七本のバーで表ひよう示じされた四よん桁けたの数字は、三〇〇〇からスタートし、刻こく々こくとその数を減らしているようだった。

　明らかに、それは何らかのカウントダウンだ。

『見えるか？』言って、ヴェルナーは己おのれの左胸を右手の親指で突いた。『己おれの心こ臓こには、ペースメイカーが埋まっていてな。言ったろう、エンターテイメントだと。アラーム・クロックは、このペースメイカーと連動させた』

　ここまで言われれば、今も着実に減っていっているカウントが何を示すのか、環たまきにも理解することができた。心しん拍ぱく数すう──解答が、脳のう裏りを駆かける。

『己おれの心臓が脈みやくを打つ度たびに、カウントは減っていく。それがゼロとなった時が、約束の時だ。この娘むすめの爆ばく発はつは科しな出でという街を消しよう失しつさせうるだろう』

　こちらの言いたいことは、わかるな？

　言って、画面の中の男が笑った。

　止めに来い、とヴェルナーは言っているのだ。美み里さとの爆ばく発はつを阻そ止しするために、自分の心臓を止めてみせろと。世界へ向けて。そして何より、おそらくは──環たまきたちへ向けて。

　──「己おれを、殺しに来い」

　いつかの夜に、ヴェルナーが口にした言葉を思い出す。あの言葉が、まさかここまで直接的な意味だったとは。背せ筋すじに冷たいものを流し込まれたような錯さつ覚かくを覚えながら、しかし環たまきは平静を保とうとする。先せん刻こくの悠ゆう理りの忠ちゆう告こくが耳奥で繰り返されていた。今ここで無む闇やみに動くことは、自殺にも等しい愚ぐ行こうなのだ。

「……連れん中ちゆうは」それでも、端たん末まつへ投げかける声が震えることは止められなかった。「どうしてこんな回りくどいことを？」

『足りない、と奴やつは言った』悠ゆう理りの声は、冷たく低いままだ。『奴やつらの目的は、SWS患かん者じやを大量発生させることだ。それが足りない──よりSWS患かん者じやを増やすための方策と見るべきだろう』

「どういうことだ？」

『自分へ挑いどんだ者たちがどうなるかを、世界へ見せつけたいんだ、ヴェルナーは。確かに、Seventh私たちが敗はい北ぼくする姿すがたを見せつけることができれば、世界にいっそう深い絶望を与えることは可能だろう』

　深い絶望。それは、SWSの罹り患かん要因である過度な心的負ふ荷かを人々へもたらす、もっとも効果的な感情だった。

「だから、自分に挑いどまざるを得ない状況を作った、ってこと？」

『抗あらがう術すべを──希望を与えられてこそ、それが打ち砕くだかれた時に、人は絶望を感じるものだからな』

　そこで初めて、環たまきは鳴り止やまないサイレンの隙すき間まに蠢うごめいていた周囲のざわめきが、今は静かになっていることに気付く。見れば、公園の人々の視線は一様に環たまきへと注そそがれていた。Seventhセブンス捜そう査さ官かんの証あかしである、黒色のコートを身に纏まとった立ち姿すがたに。

「……奴やつのもとへ行くか？」

『いずれはな。だが、ここですぐに顔を出す馬ば鹿かはいない。本部へ戻って来い。早急に対策を練るぞ』

「了りよう解かい。ニコとの連れん絡らくは」

『まだとれん。まずはお前との合流を優先する。ニコを探すのはその後だ』

　了りよう解かい、と再び返し、環たまきは端たん末まつをポケットに仕舞う。念のため、通信は繫つないだままにしておいた。それにしても、ニコラはどこで何をしているのか──疑問に思いつつ、視野の片かた隅すみに街がい頭とうヴィジョンを収めながら公園の出口へと駆かけ出そうとした、その時。

「……は？」

　間抜けな声が、環たまきの口から洩もれた。視し界かいの隅すみ、街がい頭とうヴィジョンの中に、信じられない光こう景けいを見た気がしたからだ。

　おそらくは用件を全て告げ終えたのだろう、満足げに口を引き結び、美み里さとを立たせるヴェルナー。そのまま少女を画面外へ誘ゆう導どうしようとした彼の背後、画面奥から猛もうスピードで近付く光があった。最初は小さかったそれは、フィクションじみた速さで見る間に大きくなっていく。

　その光の色合いに、環たまきはどうしようもなく覚えがあったのだ。

　薄桃色の光は、やがて一人の少女の姿すがたを成す。その存在にヴェルナーが気付いた時には、少女の拳こぶしはヴェルナーの顔面に叩たたき込まれていた。

　顔面を拉ひしやげさせながら、ヴェルナーはカメラに激げき突とつ。カメラが吹き飛んだのだろう、青空と地面、血ち飛沫しぶきが目まぐるしく巡った後、画面は止まる。右端はしに鉛えん直ちよくに伸びた地面に、ヴェルナーの身体からだが転がっていた。その地面に、まるで壁に立つようにして赤毛の少女が立ち、息を切らしている。薄うす桃もも色いろの光を纏まとった横顔はまだあどけなく、しかして強い意い志しに満ちていた。

『──あなたにはもう、何もさせないよ』

　そうして、横倒しになったカメラの前で、少女は。

『ミサトもタマキも、みんな──あたしが、助けてあげるんだ！』

　ニコラ・ベイカーは、高らかにそう宣せん言げんしたのだった。
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　そこに映し出されていたのは、絶望だった。

　科しな出でという街に存在するあらゆる画面に表ひよう示じされ、また世界中の人々がネットワークを通じて目にしているだろう中ちゆう継けい映えい像ぞう。焰の魂アイアン・ソールにより配信されているその画面には、今、白はく髪はつの兵士に立ち向かう一人の少女の姿すがたがあった。

　横倒しになった世界の中で、男へ向け駆かける少女。慌あわてることもなくそれを迎える男。幾いく度どとなく繰り返されたやり取りは、その全てがカメラの視野の中に収まっており、少女が気付いているのかはわからないが、男が意い識しき的に立ち位置を選んでいることは明らかだった。

　黒色のコートをはためかせながら振るわれる少女の拳こぶしを、男が避けることはない。少女の拳こぶしが叩たたきつけられる度たびに、男の身体からだは形を変え、周囲へ肉片を撒まき散らす。観かん衆しゆうの中に、そのことに歓かん声せいを上げる者はもういなかった。一方、耳を塞ふさぐ者は多かっただろう。スピーカーが届けるみぢりみぢりという音を、耳に入れないために。

　虚きよう構こうじみた滑なめらかさで、元の形を取り戻していく肉体。それに呼応するように、男の身体からだを濃く覆おおっていく黒色の光。少女が全力でバックステップをする。空くうを切ったはずの男の拳こぶしは、その風圧だけでもって土煙を大きく舞い上げ、その度たびに画面が揺れる。

　どれほどの回数、人々はこの光こう景けいを目にしただろうか。悪夢のような再生、災さい厄やくのようなパワー。三度目を数えた頃ころには、見る者の誰だれもが気付いていた。少女の攻こう撃げきを、男はあえて避けていないのだ。絶対的な力を──何をしたところで男を倒すことなどできはしないという事実を、満まん天てん下かに知らしめるために。

　画面の隅すみには、今も数字が巡っている。男の心臓が脈みやく打うつ度たびに減っていく四桁けたの数字は、科しな出でという街の消しよう滅めつへのカウントダウンだ。男のペースメイカーと同期しているというそのカウントの停止を望む人々の心を、もっとも手て酷ひどく打ち砕くだいたのは、少女の拳こぶしが男の左胸を貫つらぬいた瞬しゆん間かんだったろう。

　たとえ男を殺すことが叶かなわずとも、男のペースメイカーさえ破は壊かいできれば──そんな一いち縷るの望みが打ち砕くだかれた、それは瞬しゆん間かんだった。男の〝正夢コネクト〟は、肉体の治ち癒ゆではなく【状態の固定】を結果エフエクトとする。瞬またたく間に体内にて再生されたペースメイカーが再びカウントを刻み始めた時、多くの人々は己おのれの運うん命めいを、それぞれの信じる何かに呪のろった。

　少女がどれだけ男の身体からだを歪ゆがめようと、そのカウントダウンは僅わずかにも止まることはなく、また加速することさえなかった。日常そのものの平静さで男の心臓は心音を刻み、カウントは今、一五〇〇を切ったところだった。

　その数すう値ちは、このままの状況が続けば、およそ二十五分後には藍あい原はら美み里さとという爆弾が爆ばく発はつしてしまうことを意味していた。

「はあ、はあ……はあ……」

　科しな出で市街を睥へい睨げいする〝樹ツリー〟の麓ふもと、水すい槽そうの枯かれ果てた浄じよう水すい場じように、ニコラ・ベイカーの吐と息いきが響ひびいていた。少女の頰ほおはじっとりと汗に濡ぬれ、しなやかな印いん象しようだった赤毛は、針はり金がねのように顔に張り付いている。

　ニコラが周囲を見渡せば、乾ききった幾いくつもの水すい槽そうが、悪意に満ちた落とし穴のように口を開けている。非常用の貯ちよ水すいなのか、おそらくは地下水すい脈みやくと繫つながっていなかったのだろう幾いくつかの水すい槽そうはなみなみと水を湛たたえていて、その対比が枯かれ果てた水すい槽そうの異常さを際きわだたせていた。

〝樹ツリー〟の方向、視し界かいの奥には、焼け野原と化した倉そう庫こ街が見える。そして何より、彼女の眼前には──

「……もう終わりか、小こ娘むすめ」

　今もみぢみぢと湿しめった音を立てながら、形を取り戻していくヴェルナー・レーヴェンガルトの姿すがたがあった。

　なんて寂しい景色けしきだ、とニコラは思う。まるで世界の果てに自分だけが放り出されたような、そんな光こう景けいの中に少女は居た。けれど──歯を食いしばって、前を向く。辛つらくなんかない。哀かなしくなんかない。だって自分は──

「意い気きが挫くじけるのは、まだ早いぞ。来るがいい。貴き様さまは、自ら望んでここに来たのだろうが」

　眼前の敵が、奇くしくも核かく心しんを告げる。その通りだった。荒こう涼りようとした景色けしきの中、唯ゆい一いつ色づいて見えるものがあった。ヴェルナーの立ち姿すがたの向こう、横たわるカメラの奥に立つ一人の少女だ。首に黒色のチョーカーを巻いたまま、不安げにこちらを見つめている。藍あい原はら美み里さと。自分は、彼女を助けるためにここに来たのだ。

「待ってて、ミサト」

　言って、ニコラは脚あしへと力を込める。だがその意い志しに反して、少女の細い脚あしが動くことはなかった。

「……へ？」

　不ふ思し議ぎそうな顔で、自らの脚あしを見るニコラ。そのまま視し界かいは傾いて──気が付けば、ニコラの身体からだはコンクリートの地面に前のめりに倒れていた。

「どう……して……」

「どうした、小こ娘むすめ。降こう伏ふくか」ニコラへ歩み寄りながら、ヴェルナーは言う。「……いや、違うな。体力切れか」

　心しん底そこつまらなそうな、ヴェルナーの声。

「貴き様さま、その〝正夢コネクト〟を得る以前、まともに運動をしてこなかったな」

　ニコラの頭を満たしていた疑問符を、ヴェルナーの言葉が駆く逐ちくする。男の言葉が正せい鵠こくを射いていることが、ニコラにはわかった。SWSに罹かかる以前から、入院を続けていた少女。ニコラの〝正夢コネクト〟はあくまで彼女の肉体が及ぼす力を増ぞう幅ふくするのみで、体力を増加させる訳わけではない。

　連日の激しい運動は、本人が思っていた以上に彼女の身体からだを蝕むしばんでいたのだった。

「下らん。相応の備えもなく戦場に立つからそうなる。必ひつ定じようだ」

　倒れたニコラの腹部に、ヴェルナーの爪つま先さきがめり込む。そのまま男が脚あしを振り切ると、少女の身体からだが宙ちゆうを舞った。窒ちつ息そくし、のたうつニコラ。ヴェルナーの身体からだを覆おおう〝残滓光レムナント〟は今、その強度を弱めていたが──それでも、飴あめ細ざい工くのような身体からだの中で肋ろつ骨こつが甚じん大だいなダメージを負っているだろうことを、ニコラは苦痛の中で自覚していた。

「まあ、いい。その惰だ弱じやくさは予想外だったが、貴き様さまはもう充分に働いてくれた」

「は……たら……？」

「そうだ。何度も己おれに立ち向かい、その無む為いさを証しよう明めいすることで、貴き様さまは立りつ派ぱに役目を果たした。礼れいを言うぞ、小こ娘むすめ。あれが見えるか」

　言ってヴェルナーが指し示したのは、ニコラから見て彼の背後に聳そびえる〝樹ツリー〟の姿すがただ。

「貴き様さまらは知らんだろうが、あれはな、人の恐きよう怖ふを養分に育つのだ。見るがいい。貴き様さまの戦いを愚ぐ鈍どんどもが目にすることで、あれに与えられる養分がようやく足りたようだ」

　苦痛に霞かすむ視し界かいで、ニコラは見る。〝樹ツリー〟。光をすら拒きよ絶ぜつする、黒色の領りよう域いき。夕焼けの色を帯び始めた空に走った罅ひび割われのようなそれは──確かに、よくよく見なければわからないほどに微かすかにだが、その枝葉を伸ばしているようだった。

「そん……な……」

　ニコラは呻うめく。その光こう景けいの意味を、彼女が正確に把は握あくしているかはわからない。悪夢の日ミラージユ・デイにおいて急成長したという領りよう域いき。その領りよう域いきが再び成長するということが、どういう意味を持つのか。それは、かの日を経験していない少女には実感することの叶かなわないものだ。ただ、ああも異質で巨きよ大だいな、人知の及ばざる領りよう域いきが眼前で蠢うごめいているという事実は、少女の心に本能的な恐きよう怖ふを滲にじませるには充分なものだった。

　ましてや、その最後の引き金を引いたのが自分だなんて──巨きよ大だいな〝樹ツリー〟は、中ちゆう継けいなどせずとも科しな出での街の至る所から目にすることができる。成長する〝樹ツリー〟の姿すがたを今も見上げている人々が、どれほどの絶望を抱いているか。ニコラの胸の内に、黒い染しみのように罪ざい悪あく感かんが広がっていく。

「一度タガが外れてしまえば、あとは楽なものだ」ヴェルナーは再び脚あしを踏み出す。「もう動けないというならば、小こ娘むすめ。最後にもうひと働きして貰もらうぞ。貴き様さまの死に様は、あの樹きを更さらに成長させるだろうよ」

　ヴェルナーは真まっ直すぐにニコラへ歩み寄らず、僅わずかに迂う回かいするように歩く。カメラに対して、自らの身体からだでニコラを隠かくさないように気を遣つかっているようだった。ニコラは手足に必死に力を込めるが、苦痛と呼吸困難も相まって、死にかけた虫のように蠢うごめくことしかできない。

　ニコラの頭のすぐ横に、ヴェルナーの足が置かれる。そのまま足は持ち上げられて──その足が自分のこめかみに乗せられようとしていることを、ニコラは認にん識しきする。目は瞑つぶらなかった。それがせめてもの意い地じだと思った。だから──

「──どういうつもりだ、同どう胞ほう」

　カメラの前に立ち、ヴェルナーへ向けてナイフを突き出す美み里さとの姿すがたも、ニコラの目にはよく見えた。

　持ち上げた足を再び地面へ置き、ヴェルナーは美み里さとを見み据すえる。美み里さとは笑った。ニコラが見てもわかるほどに、明らかな虚きよ勢せいに満ちた笑えみだった。

「ドーホー、ね。人を騙だまして、あげく爆ばく弾だん扱いしておいて、よく言うわ」

「騙だましてなどいない。貴き様さまは己おれらの同どう胞ほうだ。ゆえに己おれらの目め指ざす奇き跡せきのために、その身を捧ささげる資格がある。それで、そのナイフはどういうつもりだ」

　美み里さとの手の先で、ナイフの刃はが頼りなさげに揺れる。中ちゆう継けいの中で、彼女が自らの掌てのひらを傷つけるために用いたナイフだった。ヴェルナーは笑う。

「それを使えば、己おれを殺せるとでも？」

「まさか。そこまでお馬ば鹿かさんに見える？　アンタの強さくらい、もう知ってるわ」

　美み里さとは、手に持つナイフを自らの首くび筋すじに当てた。ニコラは息を吞のむ。折れた肋ろつ骨こつが、弾はじけるように痛んだ。

　ナイフの側面が触れた少女の首くび筋すじには、黒色のチョーカーが巻かれている。そしてそのチョーカーには、まるで猫ねこの鈴すずのように悪意の塊かたまりが揺れていた。

「そのナイフで、アラーム・クロックを外そうということか。無む駄だだな。それは、その程度の器き具ぐでは傷一つつかんように出来ている。刺青いれずみと同じだ、と言ったろう。生しよう涯がい刻まれ続ける証あかしだと」

「それも知ってる」

　言って、美み里さとは自らの喉のど元もとへナイフの先を移動させる。剝むき出しの喉のどに、ナイフの切きっ先さきが僅わずかに食い込んだ。

「ミサト」ニコラは叫んだつもりだったが、口から出たのは掠かすれ声だった。「何、してるの？」

「わたしが死んだら駄だ目めなんじゃない」

　ヴェルナーを真まっ直すぐに見み据すえながら、美み里さとは笑う。

「わたしがこの爆ばく弾だんで壊こわされるのが駄だ目めだって話、でしょ？」

　ひどく、歪いびつな笑えみだった。

「首から爆ばく弾だんを外せないなら、爆弾から首を外せばいい。首から頭を切り離せば、こんなもの簡単に外れるわ」

「そういうことか」

　ヴェルナーの顔から、笑えみが消える。少女の全身から漲みなぎる覚かく悟ごに気付いたからだ。

「ニコ」少女の名前を呼びながら、しかし美み里さとの視線はヴェルナーに固定されていた。「わたしが死んだら、どんな方法でもいい。これを外して」

　そうして、美み里さとはナイフに力を込める。血管が浮き出そうなほどにかたく握られた手は、微かすかに、だが確かに震えていた。

「言うまでもないことだけど、言うわ。ニコ。アンタ、もしかしたらわたしがこのおっさんに付いてきたのが演技だとか、そういうことを思ってくれてるのかもしれないけど──実はね、案あん外がいとそうでもないのよ」

　カメラのレンズは、横倒しのまま三人を映し続けている。少女の行動も、独どく白はくも、全ては電波に乗って世界へ届いているはずだった。

「あの夜アンタに言ったのはね、本ほん音ね。確かに、あの時は演技のつもりだった。でも、違うってことにすぐに気が付いたわ。わたしは、わたしだけの繫つながりが欲しかった。だからこのおっさんの手を摑つかんだのよ。その結果が、これ。わたしは騙だまされたけど、騙だまされることを自分で選んだ。なら、償つぐないはしないとね。こんなもので足りるなんて、思っちゃいないけど」

「長々と、よく語る」

　それだけ言って、ヴェルナーは再び足を持ち上げる。先せん刻こく中断された動作の再開──美み里さとではなく、ニコラの頭を潰つぶそうとしているのだった。ヴェルナーの立場からしてみれば、当然の行動だった。今ここで美み里さとが自殺することが、彼にとってどれほどの痛手となろう。たとえ少女が死体となろうと、それを分解する者が存在しなければ、アラーム・クロックは本ほん懐かいを達するのだ。

「……ばかだなあ、ミサトは」

　男の足首を、摑つかむ手があった。美み里さとへ向けていた視線を自らの足元へ落としたヴェルナーが見たのは、ニコラの陶とう磁じ器きのような手が、足首を紙コップのように握り潰つぶす様だった。

　めぎゃり。

　不快な音が耳に届いたのと同時に、ヴェルナーの世界が回る。潰つぶされた足首を無む造ぞう作さに投げられたのだと彼が自覚した頃ころには、彼の身体からだは地面へ叩たたきつけられていた。

「そんなこと、しないでよ。それじゃ全然、意味がないじゃない」

　微かすかに喉のど元もとに食い込んだナイフを、美み里さとは下におろす。喉のど元もとから一ひと筋すじの血が流れ、ブラウスの襟えり元もとを染めた。

　ふらつきつつ立ち上がったニコラは、どこか虚うつろな、しかし確かな意い志しに満ちた瞳ひとみで笑った。

「ちゃんと、言ったじゃない。あたしは、ミサトのことも助けに来たんだよ」

「アンタ、今いま更さら何を」

「わかってた」穏やかに言って、ニコラは踵きびすを返す。カメラとその前に立つ美み里さとへ背を向けて、続けた。「ミサトが、ほんとは噓うそなんて言ってないんだってこと。今言ってくれてる言葉も、噓うそのつもりで、噓うそじゃないんだよね。仮か面めんを何枚も被かぶって、被かぶりすぎてわからなくなっちゃって──でも、あの時のあれだけは、ほんとうだった。ほんとうのほんとうに、心から思ってることだった」

　わかっちゃうんだ、そういうの。

　ニコラの言葉に、美み里さとは表情を失ったようだった。絞しぼり出すように、美み里さとは呟つぶやく。

「だったら、どうして……」

「だって、ミサトがこのまま、全部を投げ出してさ、死んじゃったら──あんまりに、かわいそうなんだもん」

　ニコラが見み据すえる先は、十数歩先の地面に腰を落とした、ヴェルナーの相そう貌ぼうだった。括くびれた脚あしでは、まともに立つことができないのだろう。見る間に再生していく脚あしを撫なでながら、男は少女を無感動に見つめている。その瞳ひとみへ向け、ニコラは言った。




「タマキが、かわいそうなんだもん」




　みぢり、と肉の蠢うごめく音が響いた。

「ミサトがぽいって捨てようとしてるものはさ、タマキが欲しくて欲しくて、でも手に入らなくって、それでも欲しくてたまらなくって、ずっと頑がん張ばってきたものなんだ」

「ニコ……」美み里さとの声とともに、ニコラの背後でからんと金きん属ぞく音が響ひびいた。一本のナイフが、少女の手から滑り落ちた音だ。「アンタ、どうしてあいつをそこまで……」

「あたしさ──抱きしめて、欲しかったんだ」

　ニコラは呟つぶやく。そんな場合ではないことは、彼女自身もわかっていた。それでも一度開いてしまった口は、動くのをやめてはくれなかった。

「一度だって、抱きしめて貰もらったことなんてなかった。パパとママ。優しく育ててくれた。身体からだの弱いあたしを、わざわざ日本の病院にだって入れてくれた。それでも、違ったんだ。あの人たちとあたしは、どうしようもなく繫つながってなかった。あたしたち、親子だったのに──」

　抱きしめて、欲しかったんだ。

　少女は、もう一度そう呟つぶやいた。

　それこそが、ニコラ・ベイカーの核かくだった。少女を眠りへと誘いざなった感情だった。完かん璧ぺきな優しさで武ぶ装そうしつつ、決して娘むすめへ歩み寄ることのなかった両親。それはもしかすると、ニコラが虚きよ弱じやくであった故ゆえだったのかもしれない。先天性の運動機き能のう障しよう害がい。触れれば砕くだけてしまいそうな彼女に触れることを、両親は恐れたのかもしれない。物理的にも、精神的にも。しかし当のニコラにとって大切だったのは、そのような事情ではなく、そういった障しよう害がいを乗り越えられるだけの絆きずなが自分たちの間には存在しないのだという事実だった。

　身体的接触コミユニケイシヨン──やがて少女の渇かつ望ぼうは、その一点へと集約される。病室の窓から見える風景、抱き合う親子の姿すがたに、どれほどの嫉しつ妬とを抱いただろうか。限界に達した渇かつ望ぼうは、少女を深い眠りへと誘いざない、その感情は法ほう則そくとなって彼女の身体からだを包んだ。

　奇くしくも手にしたその法ほう則そくの結果エフエクトにより、運動機き能のう障しよう害がいを克こく服ふくした今でも、少女の胸にはその渇かつ望ぼうが、その後こう悔かいが、変わらず沈み続けていたのだった。

「タマキと逢あって最初の頃ころはさ、おんなじだ、って思ったんだ。あたしとおんなじだ、この人も繫つながりが欲しくって、でも手に入れられない人なんだって。けど、タマキは違った。違ったんだよ。タマキは戦ってた。誰だれかと繫つながるために、みんなから遠ざけられても、諦あきらめないで戦ってた」

　ニコラの前で、ヴェルナーがすっくと立ち上がる。男の暗い双そう眸ぼう、そして全身を覆おおう黒色の稀き薄はくさはきっと、彼の心がどこまでも冷え切っていることの証しよう左さだった。

「ずっと、考えてたんだ。どうして、あたしはパパとママと繫つながれなかったんだろう、って。タマキを見ていて、答えがわかったよ。あたしには、覚かく悟ごが足りなかった。きっと、パパとママにも。タマキは、人の内側に踏み込むたびに何度も傷付いてきたんだ。傷付くことがわかってて、傷付けることもわかってて、それでも何度だってタマキはみんなの心を視み続けてきた。繫つながりたいって想おもいだけで、その苦しさを選びとってきた。タマキはすごいんだ。それは、あたしにはできなかったことなんだ」

　躊ちゆう躇ちよすることなく歩み寄ってくる男へ向け、ニコラは拳こぶしを振りかぶる。

「だから、タマキはずっとがんばってきたから──あたしは一人でここに来たんだ。一人で、あなたを止めるんだ！」

「……下らん」

　ヴェルナーの呟つぶやき。薄うす桃もも色いろの光を纏まとった少女の渾こん身しんの拳こぶしは、虚むなしく空くうを切る。気が付けば、ヴェルナーの姿すがたはニコラのすぐ隣となりにあった。ニコラの脇わき腹ばらに衝しよう撃げきが走る。先せん刻こく蹴けられたのと同じ場所だった。激痛に思し考こうをシャッフルされながら、ニコラの身体からだは宙ちゆうを舞う。低い放ほう物ぶつ線せんを描きながら、少女の身体からだが向かうのは──

「この期ごに及んでぐだぐだと。戦場では黙って死ぬのが誇りだ。もういい。貴き様さまには、価か値ちある死すら惜しい」

　美み里さとの手によって枯かれ果てた、深さ十メートルを超える水すい槽そうだった。

「誰だれの目にも触れぬ奈な落らくで、虚むなしく死ね」

　ヴェルナーの言葉は、ニコラの耳には届かなかった。美み里さとが上げた悲鳴も。回る視し界かい、死への予感に蝕むしばまれた思し考こうの中で、ニコラは手を伸ばす。その手は、どこにも届くことはない。〝正夢コネクト〟によりどれだけ力が増していても、触れる場所さえなければ、そんなものは何の役にも立つことはない。

　上昇していた身体からだが、下か降こうへ転じる刹せつ那な。死への落下が始まるその瞬しゆん間かんにニコラの目に映ったのは、朱しゆ色いろがかった科しな出での空と、それを切り裂さく〝樹ツリー〟の姿すがただった。それが何だかひどく美しく見えて、その景色けしきを自分の中に保存しようとするように、彼女は瞼まぶたを閉じる。暗くら闇やみの中で、命が終わる時を待った。不ふ思し議ぎな浮ふ遊ゆう感が、身体からだの苦痛を忘れさせてくれるようだった。

「……？」

　しかしいくら時間が経たっても、予想していた衝しよう撃げきが彼女を襲おそうことはなかった。ゆっくりと、目を開く。そこにあったのは、眼前に迫った地面ではなく、また朱あかに染まる空でもない。

「──ったく」

　再び光を取り戻した少女の眼めに映ったのは──

「無む茶ちやし過ぎだっての！」

　自分を抱きかかえて水すい槽そうの外に着ちやく地ちする、千歳ちとせ環たまきの姿すがただった。
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「やれやれ」

〝樹ツリー〟の麓ふもとの浄じよう水すい場じようから、ほど近い市街地。路上に停とまった黒色の乗用車のボンネットの上に立ち、境さかい悠ゆう理りは呟つぶやいた。

　路上に停とまった、といっても、その乗用車の姿すがたは、ただ単に路上に駐ちゆう車しやされたといったものではない。中央分ぶん離り帯たいに対して不自然に傾いた車体に、後輪から伸びる黒々としたブレーキ痕こんが、車がその姿すがたになるまでの過程を暗あん示じしていた。何よりも奇き妙みようだったのは、自動車の周囲の路面を包む水色の光である。

　悠ゆう理りは思い出す。Seventhセブンス本部を車で飛び出し、千歳ちとせ環たまきを拾った後に、猛もうスピードで走った道のりを。Seventhセブンス総そう監かんである穂ほ積づみ聡そう一いち郎ろうに手回しを頼み、可能な限りの方策を駆く使しして道を空あけさせ、罅ひび割れたアスファルトをものともせずに走った。一いつ刻こくも早く、ヴェルナー・レーヴェンガルトの──ニコラ・ベイカーのもとへ向かうために。

　走る街並みは、既すでに大量の暴ぼう走そう〝覚醒者コネクター〟による混乱に満ちており、Seventhセブンス捜そう査さ官かんの多くがその制圧に回っているようだった。

　しかし、あともう少しで浄じよう水すい場じようへ辿たどり着くというこの地点にて、悠ゆう理りたちの頭ず上じようから大量の水が降り注そそいだのだ。数秒の前に危き機きを察さつ知ちし、ブレーキを踏めたことが幸いだった。水に濡ぬれると同時に、光を纏まとった地面と車体。その光は、あらゆるものを癒着させる光だった。

　路面と癒ゆ着ちやくしたタイヤ、車体のフレームと癒ゆ着ちやくしたドア。あっという間に堅けん固ごな牢ろう獄ごくと化した乗用車。環たまきと悠ゆう理りの目配せは一いつ瞬しゆんだった。悠ゆう理りはフロントガラスを割り、車体を拳けん銃じゆうで撃うち抜いた。〈原罪判決バースデイ〉により濡れた表面ごと停止した車体のボンネットを蹴けり、環たまきは跳ちよう躍やく。そのまま駆かけて視し界かいの奥へと消えていった。

　そうして残された車体の上に、悠ゆう理りは立っているのである。足元では、水色の光を覆おおい隠かくすような青い〝残滓光レムナント〟が、水面さながらにたゆたっている。

「どうにか間に合った、か」

　悠ゆう理りが装そう着ちやくした骨こつ伝でん導どうイヤホンには、コートのポケットに入っている端たん末まつから送られた音声が絶えず流れている。ネット回線も用いて、焰の魂アイアン・ソールが流している中ちゆう継けいである。その音声から、環たまきがヴェルナーのもとへ辿たどり着いたことを確かく認にんし、悠ゆう理りは小さく溜ため息いきを吐つく。もっとも、薄うす桃もも色いろの〝残滓光レムナント〟を纏まとった少年の脚きやく力りよくを考えれば、ここを出発してから一分足らずで目的地へ辿たどり着くことは想そう定ていの範囲だった。

　通りに人ひと気けはない。総そう監かんの手回しの結果なのか、それともただ避ひ難なんが完了しただけなのかはわからなかった。好こう都つ合ごうだ、と悠ゆう理りは思う。注意深く空を見上げた。

　足元の車体を停止させている悠ゆう理りの〝正夢コネクト〟は、永遠に効果が持続するものではない。一いつ刻こくも早く安全な地面へ降り立ち次の行動に移るべきだったが、しかして彼女はこの時、ぎりぎりまで何かを待っていた。こうして待っていれば必ず訪れるだろう何かを。

「……来た」

　呟つぶやき。僅わずかに遠い上空から、祝しゆく砲ほうのような音おん響きようが届いたのだ。瞬しゆん間かん、悠ゆう理りは跳ちよう躍やくする。水色の光に包まれていない地面に着ちやく地ちし、そのまま最も寄よりの雑ざつ居きよビルの中へと飛び込んだ。車体を包む青色が霧む散さんする。一いつ瞬しゆん遅れて、通りに大量の水が降り注そそぐ。浴びてしまえば最後、全てを癒ゆ着ちやくさせる雨。敵の追つい撃げきだった。

（頭ず上じようで爆ばく発はつ音。火薬の臭におい。水すい滴てきが打ち上げられた方向は、最も寄よりのビルの屋おく上じよう──給水タンクを爆ばく破はしている、か）

　ボンネットを蹴ける直前に五感で捉とらえた情報を、素早く脳のう内ないで処しよ理りする。ほとんど反射にも近い迅じん速そくさだった。少なくないリスクを払ったことにより、相応以上の対たい価かを得た形だ。

「準備は万ばん端たんという訳わけか……厄やつ介かいだな」

　ビルの入口にある見取り図を一いち瞥べつし、迷うことなく階段へ向かう。素早い足取りで罅ひび割われた階段を上り始めた時、端たん末まつが着ちやく信しんを知らせた。焰の魂アイアン・ソールの中ちゆう継けいを流し続けていた端たん末まつを、通話へと切り替える。耳元で響ひびいたのは、聡そう一いち郎ろうの重々しい声だった。

『千歳ちとせ環たまきは、間に合ったようだな』

「総そう監かんの措そ置ちの結果です」階段を駆かけ上がる足は止めることなく、言った。「ありがとうございます」

『礼れいは後でいい。今は用件が先だ』

　悠ゆう理りは口を閉じる。聡そう一いち郎ろうの言葉に、緊きん張ちようの色を感じ取ったからだ。

『つい先せん刻こくのことだ。日本政府に、緊急の国際会議を開くという通達があった。国際社会が、七つめのSeventh条項の撤てつ廃ぱいを決めるつもりだ』

「即そく日じつ、ですか」

　意い外がいな思いで、悠ゆう理りは呟つぶやく。七つめのSeventh条項の撤てつ廃ぱいについては、従来より国際社会にて燻くすぶり続けている火ひ種だねだった。今回の出来事がその火ひ種だねを刺し激げきするだろうことは悠ゆう理りとて当然予想していたが、それにしたところでこの対応はあまりに迅じん速そくに過ぎる。この迅じん速そくさの理由について、心当たるものは一つだけだった。

「……〝樹ツリー〟の拡大ですか、決め手は」

『ああ。あれが、世界に悪夢の日ミラージユ・デイを思い起こさせた。もともと前回の失しつ態たいで高まりかけていた気運だ。これだけのものを眼前に示されれば、火が点つかない方がおかしい。それに──』

「それに？」

『専門家の見立てだ。このままことが進めば、あの〝樹ツリー〟は、世界中を包むまでに成長する可能性もある──と』

「そんなことが……」

　あるはずがない、と言うことは悠ゆう理りにはできなかった。思い出すまでもない。かの領りよう域いきは、悪夢の日ミラージユ・デイにおいて、ビー玉程度の種たねから天を突く巨きよ樹じゆにまで成長したのだ。今度の成長の規き模ぼを、悠ゆう理りに推おし量ることがどうしてできよう。光さえ進入できない不ふ可か侵しんの領りよう域いき。それが世界を包むということが何を意味するのか──想そう像ぞうするだけで、背せ筋すじに冷たいものが走った。

『美み里さとの爆ばく発はつが──科しな出でという街の消しよう滅めつが人々に与える心的負ふ荷かは、その引き金トリガーとなり得るだろうということだ。その前に、世界は状況を処しよ理りしたがっている。Seventhセブンスの手を借りずにな。それには七つめのSeventh条項が邪じや魔まという訳わけだ』

　つまり国際社会は、〝覚醒者コネクター〟から人権を剝はく奪だつしたうえで、あらゆる手段を用いて焰の魂アイアン・ソールを殲せん滅めつしようとしているのだ。悠ゆう理りの背せ筋すじが冷たさを増す。たとえ美み里さとの爆ばく発はつを防ぐことができたとしても、それが七つめのSeventh条項が撤てつ廃ぱいされた結果によるものだったならば──悠ゆう理りは想そう像ぞうする。事じ態たいが収しゆう拾しゆうされたところで、一度動き出した流れは制せい御ぎよされ得るものではない。そこから始まるのは、徹てつ底ていした〝覚醒者コネクター〟の排はい斥せき、それに伴う悪夢の日ミラージユ・デイさながらの戦せん禍かだ。

　状況は深しん刻こくだった。焰の魂アイアン・ソールの悪意と、世界の敵意。その狭はざ間まに、Seventhセブンスは立たされていたのだった。

　そして、その現状を自分へ伝えてきた聡そう一いち郎ろうの意い図とと、ここで自分が返すべき言葉についても、悠ゆう理りは理解することができていた。

「国際会議の開始を、可能な限り遅らせて下さい、総そう監かん」

　ビルの最上階へ繫つながる階段の一段目に足をかけながら、悠ゆう理りは言った。

「私たちが速やかに、状況を収しゆう束そくさせます」

『わかった。あの男が相手だ、多た勢ぜいの意味は薄いな。他の捜そう査さ官かんは、基本的に暴ぼう走そう〝覚醒者コネクター〟の対たい処しよに当たらせる。サポートが必要ならば言え』

　そこで、聡そう一いち郎ろうは通話を終了する。一切の確かく認にんや問いかけのない返答。聡そう一いち郎ろうという男の胆たん力りよくを具ぐ現げん化かしたような返答に、悠ゆう理りは柄がらにもなく感かん嘆たんの思いを抱く。

『──果たして、できますかねえ。それが』

　その思いを打ち消したのは、続いて骨こつ伝でん導どうイヤホンから聞こえてきたそんな声だった。

　悠ゆう理りにとっては聞き覚えのない声だ。しかし、彼女にはその声の主がわかっていた。ショッピングモールにおける戦せん闘とうについての、環たまきの報告を思い出す。敵の襲しゆう撃げきを前に使用不能となったという通信機き能のう。妨ぼう害がいができるならば、乗っ取ることもできる。そういうことだろう。

　これで、悠ゆう理りが環たまきたちと連れん携けいをとることは、ほぼ不可能となった訳わけだった。

「人ひと様さまの通信を盗ぬすみ聞きとは、趣しゆ味みが悪いな」

『そんなもの、今時珍めずらしいことではないでしょう』

　確かにな、と呟つぶやいて、悠ゆう理りは足を止める。屋おく上じようへ続く扉とびらはすぐ目の前にあった。懐ふところから一いつ丁ちようの自動拳けん銃じゆう──側面に「Ira憤怒」の文字がある──を取り出してから、躊ちゆう躇ちよなく扉とびらを開く。

　雑ざつ居きよビルの屋おく上じようは、殺さつ風ぷう景けいを絵に描いたような場所だった。過か剰じような凹おう凸とつのあるコンクリートの上には、小さめの給水タンクがあるのみで、その他には屋おく上じようを囲うフェンスすら設しつらえられていない。およそ、一般人が立ち入ることを想そう定ていしてはいない場所なのだろう。一歩を踏み出すと、ざりりと靴くつ底ぞこの擦こすれる音が印いん象しよう的に響ひびいた。

「久しぶりだな、と言うべきなのか」

　歩を進めながら悠ゆう理りが視線を注そそぐのは、水平遙はるか前方、通りを挟んで向かい側に建つビルの屋おく上じようだった。悠ゆう理りの立つ雑ざつ居きよビルと、ほぼ同じ高さだろう。物置にでも使われているのか、その屋おく上じようには大量の資材のようなものが積み上げられている。その合間からは給水タンクが顔を覗のぞかせており、つまりはひどく平へい凡ぼんな作りの屋おく上じようである。

　その大量の資材の陰から、僅わずかに白い布が見え隠かくれするのが確かく認にんできた。悠ゆう理りの記き憶おくにも存在する、白はく衣いのたなびきだ。

『顔を見せられないのが残念ですが、そうですね。お久しぶりです。境さかい悠ゆう理りさん』

　その白はく衣いの持ち主である叶かのう理り人ひとの声が、骨こつ伝でん導どうイヤホンから響ひびいた。

「病院では、まんまと騙だまされた。役者にでもなったらどうだ」

『光栄ですが、遠えん慮りよしておきますよ。とても向いているとは思えない』

「いいや、向いているさ。無む駄だな演出が好きらしいところなんか、特にな」

　屋おく上じようの縁へりから数メートル離れた地点で、悠ゆう理りは立ち止まる。正面に理り人ひとの白はく衣いを捉とらえつつ、周囲に視線を走らせた。予測通り、視し界かいに入る数多あまたのビルの屋おく上じようのうち、二棟とうの給水タンクが内側から弾はじけ飛んだように拉ひしやげていた。水みず浸びたしになったそれらの屋おく上じようは、水色の光に満たされている。

「ここらのタンクの全てに、爆ばく弾だんでも仕込んだか」

『三日間。時間があったのは、貴女あなたがただけではありませんからね』

　準備期間も調査期間も、充分にあったということだろう。先せん刻こくから理り人ひとが姿すがたを見せないことは、悠ゆう理りの〈原罪判決バースデイ〉を警けい戒かいした結果であることに、悠ゆう理りはとっくに気付いている。

『例のアラーム・クロックの仕掛けと同時並へい行こうでしたから、些いささかハードな作業でしたけれど』

「そうか。無む駄だな努力だ」

『半分は同意しておきますよ。今回のヴェルナーの演出は、少々過か剰じようです。人々に恐きよう怖ふを与える方策として有用なのは認めていますがね。そうですね。役者が向いているとすれば、きっとボクではなく彼なのでしょう』

「……少々、無む駄だ口ぐちが過ぎるな」

　再度視線を正面へと固定し、悠ゆう理りは言った。

「環たまきを取り逃がしておきながら、随ずい分ぶんな余よ裕ゆうだ」

『構いませんよ。ボクの目的は、はじめから貴女あなたの足止めだ』

　ほう、と悠ゆう理り。

『ヴェルナーはあの少年、千歳ちとせ環たまきといいましたか、彼を重要視していましたがね。病院にて初めて目にした時から、ボクは貴女あなたをこそ警けい戒かいするべきだと思いました。貴女あなたは恐ろしい女性だ。ヴェルナーの命にこそ届かなくとも、その判はん断だん力はボクらの計画を脅おびやかしうる』

「……目め出で度たいな」

『……何ですって？』

「なあ、叶かのう。どうして、私はわざわざ環たまきと合流し、車でここまで来たのだと思う？　ただニコをフォローするだけならば、環たまきを単独で向かわせた方が早かったはずなのに、だ」

　右手にIra憤怒を持ったまま、悠ゆう理りは左手をコートの下へと差し込む。そこにあるホルスターに指先が触れた。

「頭を過よぎったんだよ。一度目は病院で。二度目はショッピングモールで。いつだって矢や面おもてに立った誰だれかの陰で、自らは傷付かずに動き回っていた臆おく病びよう者もののことがな」

　同じ手に、三度も気付かないはずはないだろう。

　言って、悠ゆう理りは左手をコートの下から抜き取る。

「必ず、お前が妨ぼう害がいに来ると思っていた。それが解答だ、叶かのう。私はお前を警戒していた」

　悠ゆう理りの左手に握られていたのは、銃じゆう身しんが長く、また太い、どこか鈍どん重じゆうな印いん象しようを与える銃じゆうだ。その側面には「Gula暴食」の文字が刻み込まれている。

　その銃じゆう口こうを地面へ向け下ろしつつ、右手のIra憤怒を真まっ直すぐ前へ向け、悠ゆう理りは言った。

「足止めされたのは、お前の方だ」

　それにしても、と悠ゆう理りは思う。この状況にそれはあまりに不ふ釣つり合いな思し考こうだったが、それでもどうしても脳のう裏りに浮かぶ疑問があったのだ。

　ヴェルナーは何な故ぜ、こうもゲームじみた迂う遠えんな真ま似ねをするのか。悠ゆう理り自身が推すい測そくし、また理り人ひともその口から語った理由だけでは説明できないものを、この時悠ゆう理りは感じていた。

（これではまるで──奴やつは、自分の心臓を止めたがっているようじゃないか）




　　　　　＊




「小こ僧ぞうおおおおおおおおっ！」

　ヴェルナー・レーヴェンガルトの叫び。歓かん喜きの咆ほう哮こうだった。

「そんなに叫ぶなよ。恥はずかしいからさ」

　枯かれ果てた水すい槽そうの傍かたわらにて、抱きかかえたニコラ・ベイカーを立たせつつ、千歳ちとせ環たまきは言った。

　平静な言葉とは裏うら腹はらに、心は安あん堵どで満たされている。全速力でこの浄じよう水すい場じようへ辿たどり着き、ニコラの身体からだが宙ちゆうを舞う様を目にした瞬しゆん間かんの鼓こ動どうが、今も心臓に残っていた。水すい槽そうを飛び越える大跳ちよう躍やくがあと数秒遅ければ、或あるいは跳ちよう躍やくの方向があと数度ずれていれば、全ては手遅れになっていた。まさにぎりぎりのタイミングだった。

　そして勿もち論ろん、安あん堵どばかりもしていられないことも、彼は充分に理解していた。

「待っていた！　待っていたぞ！　やはり、貴き様さまでなければ駄だ目めだ！　そこの愚ぐ鈍どんは期待外れだった。貴き様さまだ。貴き様さまだけが、この戦場に立つ資格を持つ」

　ヴェルナーの叫びには取り合わず、環たまきはヴェルナー、カメラの前に立ち尽くし放心したようにこちらを見る藍あい原はら美み里さと、そして傍かたわらに立つニコラへと順繰りに視線を走らせる。

　端たん末まつの通信機き能のうが使えなくなっていることに、環たまきは既すでに気付いていた。動けるか、と直接ニコラに問う。ニコラは頷うなずいた。満身創そう痍いにも関わらず、少女の瞳ひとみから力は失われていない。ならば、と環たまきは小声で言う。

「もう少し頑がん張ばってくれ。頼む」

　そうして二ふた言こと三み言ことを交わし、ヴェルナーへ視線を戻す。満足げなヴェルナーの双そう眸ぼうが、そこにはあった。

「……準備は終わったか？　小こ僧ぞう」

「待っててくれるとは、余よ裕ゆうだね」

「こちらにも、準備はあったからな」

　ヴェルナーは、鷹おう揚ような足取りでカメラの横へと移動していた。そこに積み上げられているのは、幾いくつかの撮さつ影えい機き材ざい、そして──

「実を言えばな、己おれは火か砲ほうは好かんのだ」

　ヴェルナーはそれを摑つかみ取り、そして構える。がちゃり、と重々しい音が響ひびいた。

「火か砲ほうは人から恐きよう怖ふを奪うばう。殺す恐きよう怖ふを、殺される恐きよう怖ふを、大きすぎる炎ほのおは麻ま痺ひさせてしまうものだ。ゆえにそこの愚ぐ鈍どんに対しては、これを使う気にはなれなんだ」

「……だったら、そのまま使わずにいてくれていいんですけどね」

　ヴェルナーの両腕からこちらを向く、一いつ対ついの砲ほう口こう──二台の対戦せん車しや砲ほうを見み据すえながら、環たまきは笑った。

　自らの左ひだり眼めにたゆたっている光たちを、環たまきは思う。〈暗算子スケアクロウ〉により、彼の内側に備蓄ストツクされた〝残滓光レムナント〟。今まさに彼の身体からだを覆おおっている薄うす桃もも色いろのそれを含め、彼が蓄たくわえている〝残滓光レムナント〟は九つ。この数日に、環たまきがその眼めで捉とらえた法ほう則そくたち。その全てを用いたとしても、眼前の男を仕し留とめることができる可能性は著いちじるしく低かった。不死の〝正夢コネクト〟を持つ男。無む慈じ悲ひな破は壊かいでも、圧あつ倒とう的な火力でも、殺すことの叶かなわない男。

（それでも──）

　環たまきの脳のう裏りに浮かぶのは、今もコートのポケットに入っている端たん末まつが映し出している中ちゆう継けい映えい像ぞう、その片かた隅すみに刻まれた数字だ。悠ゆう理りの運転する車の中で最後に確かく認にんした時、カウントは既すでに一〇〇〇を切っていた。

（可能性は、ゼロじゃない）

　先に踏み切ったのは、環たまきだった。彼が右斜め前方へ全力で踏み込むのと、ヴェルナーの右手から砲ほう撃げき音が響ひびくのは、ほぼ同時だ。一いつ瞬しゆん前まで環たまきが立っていた地面を、その遙はるか後方に設しつらえられていたフェンスごと、榴りゆう弾だんが抉えぐり取る。瞬またたく間に周囲を満たす煙と火薬の臭においの中、ヴェルナーの左手の対戦せん車しや砲ほうが環たまきを向く。

（重量は〈無間怨ゼロ〉で相そう殺さいできる。反動や熱は〈夢幻症ラヴ〉で無効化できる）

　即そく座ざに飛び退のく環たまき。自分の数メートル先を通過する榴りゆう弾だんの風圧によろめきながら、彼が見ていたのはヴェルナーではなかった。

（だけど、ヴェルナーの〝正夢コネクト〟をもってしても、そいつを連れん射しやすることだけはできはしない。ヴェルナーが本当に僕を待っていたというのなら、狙ねらうのは僕だ。一発めさえ避ければ、砲口が彼女を向くことはない）

　煙を噴ふきあげる砲ほう口こうを自分へ向けたヴェルナーの肩越しに、環たまきは見る。自分と同時に左手前方へ踏み切っていたニコラの姿すがたを。ヴェルナーとて、それには気付いているのだろう。全ては優先順位の話だった。すかさずヴェルナーへ向け駆かける環たまき。ヴェルナーはそれを迎え撃うつ他なく、必然的にニコラはヴェルナーの背後を駆かけ抜けることに成功する。

「ミサト！」

　叫ぶニコラ。美み里さとの返事を待たず、ニコラは美み里さとを抱えてそのまま進む。環たまきの掌しよう底ていをヴェルナーが躱かわし、三度めの砲ほう撃げき音が轟とどろいた頃ころには、二人の少女の姿すがたは環たまきたちの視し界かいから消えていた。

「こういう時、思うよ」ヴェルナーと距きよ離りを置きつつ、環たまきは笑う。「結局、喧けん嘩かって人数だなってさ」

「構わん。今いま更さらあれを奪うばったところで、意味はない。Seventhセブンスならば、或あるいはアラーム・クロックを無効化できる〝正夢コネクト〟を持つ者もいるかも知れんがな──通信手段もなく、刻限までにその者と合流できるはずもない。教えてやろうか、小こ僧ぞう。カウントは、残りおよそ六〇〇だ」

　時間に換かん算さんすれば、およそ十分。確かに、その時間はあまりに短かった。二人の少女が消えた方向を一いち瞥べつすることもなく、ヴェルナーは呟つぶやく。

「到とう底てい、間に合わんよ。それこそあの小こ娘むすめを破壊でもせん限りな」

　その方法を環たまきたちがとらないことを、見み透すかしたうえでの言葉だった。

「つまるところはな、小こ僧ぞう。貴き様さまが己おれの心音を止めることが叶かなわぬ限り、何もかもが無む駄だになるという訳わけだ」

「まるで、そうして欲しいみたいな口振りだね」

「精々、足あ搔がいてみるがいい。貴き様さまが健けん闘とうするほどに、それが打ち砕くだかれる様は色濃い絶望を人々に与えるのだから」

「みんなに見せたいっていうなら、もう少し大人おとなしく戦った方がいいんでないの？」

　言って環たまきが示すのは、たったの数発の砲ほう撃げきによって、徹てつ底てい的に損そん壊かいされた周囲だった。抉えぐり取られたコンクリート、消しよう失しつしたフェンス、崩くずれた管理棟とう。あちこちに燃える炎ほのおが上げる煙が辺りを色濃く満たし、必然、環たまきたちの視し界かいはひどく悪くなっている。

「これじゃあ、カメラも碌ろくに映せないぜ」

「ふん。最も早はや、己おれらが中ちゆう継けいする必要もあるまい。目は既すでに集まってきている」

　そこで環たまきは気付く。低い、何かを叩たたくような音。上空から聞こえてくるその音に、一いつ瞬しゆんだけ視線を上方へ移動させ──成なる程ほど、と心しん中ちゆうで呟つぶやいた。

　彼の視し界かいが映し出したのは、上空の彼方かなたからローター音を響ひびかせつつ接近する、数機の報道ヘリの姿すがただった。

　ヴェルナーは、再び右手の対戦せん車しや砲ほうを構える。

「全てが芥あくたと化す前に──己おれを殺してみせろ、小こ僧ぞう」

　砲ほう撃げき音。全力で地を蹴けり、致ち命めいの砲ほう弾だんを紙かみ一ひと重えで避けながら、環たまきは覚かく悟ごを決める。策はあった。敗はい北ぼくを喫きつした夜から考え続け、ただ一つ導き出された結論。眼前の男に勝利できるかもしれないただ一つの可能性。残された時間はあまりに短く、それはもしその策が通用しなかった場合、科しな出での消しよう滅めつは避けられないということを意味していた。

　それでも、環たまきに恐れはなかった。つい数分前、ここへ到る道中に端たん末まつから流れてきた音声が、耳の奥にこびり付いて離れなかった。

　──「タマキはすごいんだ」

　中ちゆう継けいから聞こえてきた、ニコラの言の葉。それを耳にした時の心情をどう表せばいいのか、環たまきにはわからない。ただ、繫つながっていたのだ、と思った。

　自分は繫つながっていたのだ。一人の少女と。環たまきの記き憶おくの中には、ニコラの命を救った記き憶おくもあった。しかし、ニコラの口から紡つむがれた言葉がそのことから生まれたものではないことは、環たまきにもわかった。いつかの枚ひら方かた楓かえでの言葉が蘇よみがえる。

　──「君はもう少し──他人を、信用するべきなのかもしれないわ」

　自ら踏み込んでいくこと。それでしか、自分に繫つながりを作ることはできないと思っていた。けれど少女が見せた繫つながりは、まるで彼女の方から自分に寄り添ってくれているようで。楓かえでの言葉の通りだった。自分は他人のことを考えているようで、その実これっぽっちも信用していなかったのだ。

（信じよう）

　少女の言葉を。少女が繫つながることを選択した自分という人間を。自分をそういう人間に育て上げた力を──この忌いまわしい〈暗算子スケアクロウ〉という法ほう則そくを。

　それが、少年が初めて「繫つながり」を理解した瞬しゆん間かんで。

　同時に、自らの〝正夢コネクト〟を心の底から受け容れた瞬しゆん間かんだった。

　ヴェルナーの懐ふところに飛び込もうと、地を蹴ける環たまき。しかしヴェルナーは、環たまきが踏み切るより早く身を翻ひるがえし、環たまきの進む先から姿すがたを消している。動きは全て読まれていた。眼前の相手が歴戦の兵士であることを、改めて環たまきは実感する。〈無間怨ゼロ〉により強化された身しん体たい能力もある。対面し警けい戒かいされてしまえば、ヴェルナーに対しては一いち撃げきを喰くらわせることすら至し難なんだろう。

（だから、まずは状況を整える）

　周囲を見渡し、環たまきは地形を確かく認にんする。破は壊かいされた地面、枯かれ果てた水すい槽そう、そして僅わずかに残った満水の水すい槽そう。五度めの砲ほう撃げきを躱かわす。対戦せん車しや砲ほうの砲ほう弾だんは、数メートルの先を通過するだけでも容易に人体を吹き飛ばすような風圧を生む。薄うす桃もも色いろの〝残滓光レムナント〟が、環たまきをかろうじて風圧に耐えさせていた。一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが命いのち懸がけだった。

　右掌てのひらに痛み。見れば、爆ばく発はつにより舞った小さな破は片へんが突き刺さっていた。丁度いいと笑って、環たまきはそれを引き抜く。破は片へんを投げ捨て、再度ヴェルナーへ向け駆かけた。

　ヴェルナーは、砲ほう撃げきを終えたばかりの左手の砲ほう口こうを突き出したまま、値ね踏ぶみするような瞳ひとみを環たまきへ向ける。歴戦の戦士の瞳ひとみ。環たまきがどのような攻こう撃げきを放ったとしても、それが身体からだに届くより先に環たまきの命を奪うばうことが彼には可能だった。

　環たまきはそれを知っていて──だから彼は、自らの間合いの数歩手前で急ブレーキをかけた。

　予想外の動きに、反応が遅れるヴェルナー。そのまま環たまきは大きく脚あしを振り回し、突き出されたままの対戦せん車しや砲ほうの砲ほう身しんを蹴けり飛ばす。







　ヴェルナーは歴戦の兵士だ。戦場にて、自らの持つ武ぶ器きを攻こう撃げきされたことなど一度や二度ではない。だから彼が慌あわてることはなかった。経けい験けん則そくから、ここで武ぶ器きを手放すことはそれを敵へ奪うばわれる結果に繫つながる。それだけは避けるべきだと、対戦せん車しや砲ほうのグリップをより一層かたく握った。その選択が失策だとは想そう像ぞうもせずに。

「これは……」

　ヴェルナーの呟つぶやき。砲ほう身しんを蹴けり飛ばされた対戦せん車しや砲ほうは、グリップを中心に大きな回転を描き──同時に紫色の光に包まれる。ヴェルナーが膨ぼう大だいなる握力でねじ伏せようとしても、その回転は止まらない。めぎゃり、と手首の骨がねじ折れる音がした。

「〈廻転力場モーメンタム〉」

　法ほう則そくの名を、環たまきは口にした。同じ名をヴェルナーは耳にしたことがあった。三日前の夜、歯し牙がにもかけず一いつ蹴しゆうした女──枚ひら方かた楓かえでの口から語られたものだと思い出した。条件トリガーは【回転モーメントの付ふ与よ】、結果エフエクトは【回転モーメントの永続化】。そう自分が推すい測そくしたことも。

「その回転は、もう二度と止まることはない。知ってるよな」

　めぎゃり。

　めぎゃりめぎゃりめぎゃりめぎゃりりりりりりりりりりりり。

　見る間に捩ねじれていく、ヴェルナーの左腕。咄とつ嗟さに左手を開いたところで遅かった。回転に引きずられるように、彼の身体からだはバランスを崩くずしていく。その身体からだが転がっていく先には──

　枯かれ果て乾いた、深さ十数メートルの水すい槽そうがあった。

「ぬおおお、おおおおおお！」

　堪こらえきること叶かなわず、ヴェルナーはその水すい槽そうへと落ちていく。数秒の後、ごしゃりと嫌いやな音が水すい槽そうの底にて響ひびいた。

　水すい槽そうの底は、外とはうって変わって土が剝むき出しになった平地だった。

　全身に走る痛みが、内ない臓ぞうや骨こつ格かくの損そん傷しようを正確にヴェルナーへ伝える。〈夢幻症ラヴ〉はあくまで身体からだをもとの状態へ復元する〝正夢コネクト〟であり、損そん傷しようの痛みを軽減してくれはしない。しかし、ヴェルナーは眉まゆ一つ動かさず立ち上がる。この痛みには慣れていた。これまでの不毛な生の中で、何千何万と味わってきた痛みだった。

　もっとも大きな損そん傷しようは頭部で、彼の後頭部は今、柘榴ざくろさながらに外側へ開かれていたはずだったが、不ふ思し議ぎと思し考こうは鮮せん明めいだった。脳のうの損そん傷しようと意い識しきとの関連について、ヴェルナーは知らないし、知ろうという気もない。

　上空を見上げる。すかさず水すい槽そうへ飛び込んでくる環たまきの姿すがたがあった。側面に設もうけられた管理用の梯子はしごを数度蹴けり、水すい槽そうの底へと降り立つ。ヴェルナーは目鼻から血を流しつつ、右手に残された対戦せん車しや砲ほうを放つ。

　その発はつ砲ぽうも相手の狙ねらい通りであったことに、気付いた時には遅かった。

　すかさず飛び退のく環たまき。彼を捉とらえることなく、水すい槽そうの片かた隅すみにて榴りゆう弾だんが爆ばく発はつする。爆ばく風ふうとともに生まれる炎ほのお。立ち上る煙。その煙こそが問題だった。

　枯かれ果てた水すい槽そうはさほど広くはなく、しかし深さはある巨きよ大だいな窪くぼみだ。先せん刻こくまで戦っていた平地とは訳わけが違う。立ち上る煙、巻き上がる粉ふん塵じんは、瞬またたく間に水すい槽そうを満たす。それを流し散らしてくれる風は、ここには存在しないのだ。

　必然、十数秒の後には、水すい槽そうは数メートルの先も見通せないほどの煙えん幕まくに満たされていた。

「成なる程ほどな……」

　ヴェルナーは笑った。頭が潰つぶれているためか、漏もれ出る言葉はどこか湿しめって歪いびつだった。みぢみぢり、という自らの肉の音を聞きながら、しかし彼は平静そのものだった。視し界かいを見通せない戦場にて相手を探した経験など、彼の戦歴においては両手に余る。彼は両の耳に神経を集中させた。僅わずかな物音でさえ聞き逃のがさず、何かが接近してくれば即そく座ざに右手に持った対戦せん車しや砲ほうを向けるつもりだった。

　平静でいながらも男の気分は高こう揚ようし、それに呼応するかのように、彼の身体からだを覆おおう黒色の光は一ひと際きわ強く煌きらめいているようだった。

　果たして、その時は訪れる。地面を蹴けるような音とともに、自分へ近付いてくる何かがあった。その音へ向け砲ほう撃げきする。風圧で煙が晴れた刹せつ那な、砲ほう撃げきした対たい象しようがヴェルナーの視し界かいに現れる。思わず、目を見開いた。それは、紫むらさき色いろの光を纏まとった対戦せん車しや砲ほうだった。自分とともにこの水すい槽そうへ落ち込み、永続する回転に従い転がり続けていた鉄の塊かたまり。足音にも似た音を奏かなでながら。

　無ぶ様ざまに歪ゆがんだ砲ほう身しんを巻き込みながら、砲ほう弾だんは水すい槽そうの片かた隅すみにて爆ばく発はつする。同時に、自分の後頭部に触れるものがあった。首を捻ひねり、背後を見る。煙のために涙なみだ目めになりながら、不敵に笑う環たまきの姿すがたがそこにあった。

　いつの間に──ヴェルナーの脳のう裏りに浮かんだ疑問は、環たまきの身体からだを覆おおう色彩によって霧む散さんした。薄うす桃もも色いろの光を更さらに包むようにわだかまる、翡ひ翠すい色の弱い光。〈不調和音ハーモニー〉──自らの発する音を悉ことごとく消去する、無音の〝正夢コネクト〟。三日前に目にしたその色合い。

　同時に彼は気付く。自分に敵の接近を錯さつ覚かくさせた対戦せん車しや砲ほうの位置、そして何より自分自身の立ち位置を、敵はどうやって把は握あくしたのか。彼が無音の〝覚醒者コネクター〟──マルコ・サヴィーニと同時に相手にしたSeventhセブンス捜そう査さ官かんに、そういった〝正夢コネクト〟を持つ者がいた。〈身体間隔フイールズ〉。スコット・ベックマンという男の〝正夢コネクト〟。それが用いられたのだ。

「見事だ」

　本心からの言葉だった。三日前、自らが一いつ蹴しゆうした捜そう査さ官かんたち。チーム〈ディック〉。脅きよう威いだとは小指の先ほども思わなかった。無能の集団に過ぎないと思った。しかし彼らの〝正夢コネクト〟を千歳ちとせ環たまきという一人の人間が使い、組み合わせた時、そこにはこれほどの力が生まれるのだ。

〈暗算子スケアクロウ〉──あらゆる法ほう則そくを再現する、特異の法ほう則そく。その実力。その恐ろしさ。

　知らず、口元は笑っていた。

「握り潰つぶしてみるか？　そのまま」

　ヴェルナーの後頭部に触れていたのは、環たまきの右手だった。ヴェルナーの背後をとった環たまきは、ヴェルナーの後頭部を摑つかんだのだ。みぢりみぢりと再生を続ける潰つぶれかかった後頭部を。

　環たまきは答えない。少年の身体からだから翡ひ翠すい色が霧む散さんする。続けて、環たまきの左ひだり眼めから新たな光が迸ほとばしった。光はひどく滑なめらかに、彼の右手へと流れ込んでいく。

　正確には、傷付き出血する環たまきの右掌てのひらと、潰つぶれたヴェルナーの後頭部の接点──二人の血液が触れあった場所へ。環たまきが呟つぶやいた。

「〈絆フアミリア〉──発動」







　環たまきは見る。朱あけ色いろの〝残滓光レムナント〟が瞬またたく間に環たまきの血液へと宿り、ヴェルナーの血液までを侵しん食しよくしていく様を。

　血液と混じり合った液体を己おのれの血液として吸い上げる、藍あい原はら美み里さとの〝正夢コネクト〟。

　それは当然、対たい象しようが他人の血液であれ、例外は無い。

「ぐっ──おおおおおおお!?」

　ヴェルナーの動きが止まる。見る間に色を失う肌はだ。膨ぼう大だいなる地下水を、あっという間に吸い尽くす吸引力だ。人間一人ぶんの血液など、吸い尽くすのに数秒もかからない。

「これが……狙ねらいだったか！」

　さしもの歴戦の英えい雄ゆうも、一いつ瞬しゆんで全身の血を抜かれた経験は無かったのだろう。全身を覆おおう感覚に、ヴェルナーの身体からだが激しく震えた。

「だが……」

　しかし、それもほんの一いつ瞬しゆんのこと。すぐさまヴェルナーの身体からだは修復を開始する。失われた血液。その再生産。血色が、虚きよ構こうじみた勢いで全身に広がっていく。全身を覆おおう黒色の光は強度を増し、その光の生み出す出力を身体からだ全体で表現するように、ヴェルナーは踵きびすを返した。同時に振るわれた拳こぶしを、環たまきは飛び退のくように避ける。必然、環たまきの掌てのひらはヴェルナーの後頭部から離されることとなった。

「笑わせるなよ、小こ僧ぞう」

　心しん底そこからの失望を滲にじませて、ヴェルナーが言う。男の後頭部は、すっかりもとの形を取り戻していた。

「接近までの手て際ぎわは評ひよう価かする。だがこれが奥の手だというなら、貴き様さまも愚ぐ鈍どんどもと変わりはせんぞ」

（知ってたさ）

　環たまきは心しん中ちゆうでそう呟つぶやき、笑った。ヴェルナーの傷口から離した掌てのひらを、ヴェルナーへ見せつけるように突き出す。

（知ってたよ。失血が無む駄だなことくらい。血液を失うってのは、要するに外傷だもんな。〈夢幻症ラヴ〉は当然修復する。そうだろうさ）

　そこに走った傷口は、流れ出る血液は、目が覚めるような朱しゆ色いろの光を纏まとっている。

「狙ねらいっていうなら──こっちだよ！」

　その光が、滑なめらかに霧散した。

〈絆フアミリア〉の解除。一時的に〝残滓光レムナント〟を借りているだけの、〈暗算子スケアクロウ〉によるコピーだからこそ可能な芸当だった。美み里さととは異なり、彼には生きたまま〝正夢コネクト〟を解除することができるのだ。そして──〝正夢コネクト〟の支配を失った血液は、到とう底てい環たまきの身体からだに収まる量ではない。

　瞬しゆん間かん、環たまきの掌てのひらから血液が噴ふん出しゆつした。

　ヴェルナーの全身に流れていた人間一人ぶんの血液が、一ひと息いきに噴ふき出す勢いだ。ヴェルナーの身体からだが、赤い濁だく流りゆうに吹き飛ばされる。数メートルを舞った後、ヴェルナーは地面に叩たたきつけられた。

「この程度が……何だというのだ！」

　悪あく態たいを吐つきつつ、地面に横たわった身体からだを起こそうとして、ヴェルナーは驚きよう愕がくする。そこでようやく気付いたのだ。環たまきの策。その本当の思おも惑わくに。

　地面についた掌てのひらが、強したたかに打ちつけた臀でん部ぶが、地面から離れない。

　まるで、地面と癒着してしまったかのように。

「──〈無能薬テイアードロツプ〉か！」

　見れば、ヴェルナーの全身を濡ぬらす血液は再び〝残滓光レムナント〟に色づいている。先せん刻こくの朱しゆ色いろではなく、鮮あざやかな水色に。叶かのう理り人ひとの〈無能薬テイアードロツプ〉──その条件トリガーは、液体で【濡ぬらす】こと。ただそれのみだ。

　その液体が何であるかなど、〈無能薬テイアードロツプ〉は頓とん着ちやくしない。

「力で剝はがすのは無む理りだよな──癒ゆ着ちやくだから！」

　気付いた時には、既すでに遅い。ヴェルナーの全身は水すい槽そうの底に癒ゆ着ちやくされる。同時に衣服は肌はだと同化し、彼を縛しばる拘こう束そく具ぐへと姿すがたを変えていた。手にしたままの対戦せん車しや砲ほうも、もはや彼にとっては手て枷かせでしかない。

「タマキ！」

　不ふ意いに、上空から声が響ひびく。懐なつかしくすら感じるその声に誘われるように、環たまきは全力で上方へ跳ちよう躍やくする。煙えん幕まくを抜け水すい槽そうの外へ飛び出した環たまきの目に映ったのは、〝樹ツリー〟の方向、倉そう庫こ街から駆かけてくるニコラの姿だ。

　美み里さとの回かい収しゆうという役割を与えられ、ヴェルナーの視し界かいから消えた少女。そうすることによってヴェルナーの思し考こうからも消え去ることを可能とした少女が、環たまきからの指し示じに従い、本当の役割を果たすべく戻ってきたのだった。

　ひどく重い足音を響ひびかせて疾しつ駆くしてくるニコラが持っているのは──一台のコンテナだ。

　倉そう庫こ街には当たり前のように存在する代しろ物もの。本来ならば人間には運べるはずもないそれも、ニコラの〝正夢コネクト〟にかかれば容易に運うん搬ぱんすることが可能だった。

「っけええええええええええ！」

　ニコラから環たまきへ向け、コンテナが投げられる。水すい槽そうの縁へりに着ちやく地ちし、それを受け取る環たまき。受け取ったコンテナは、その一面がぽかりと口を開けている。

　下方にて地面に癒ゆ着ちやくしたヴェルナーを、真まっ直すぐに見下ろす。環たまきの上昇により煙は晴れ、こちらを見るヴェルナーの瞳ひとみが理解の色に揺れるのが、環たまきの目には鮮せん明めいに見えた。

（〈夢幻症ラヴ〉は、あらゆる外傷を再生させる。全身の血液を抜いても、ぺしゃんこに押し潰つぶしても、あんたを殺せはしないだろう。外傷に関しては、あんたは無敵だ）

　コンテナの開口部を水すい槽そうの底へ向け、環たまきはコンテナとともに再び落下する。

（なら──真空はどうだよ!?）

　そうして、自らはコンテナの上に乗り──そのまま男の身体からだを吞のみ込ませるように、コンテナを地面に叩たたきつけた。

「〈紅い部屋クローズド〉！」

　轟ごう音おんとともにコンテナの中で散ったはずの赤い閃せん光こうは、環たまきの眼めには映らない。










　　　　　＊




　真まっ直すぐ前方へ向け伸ばした右手を、境さかい悠ゆう理りはそのまま上方へ移動させる。大きく肘ひじを曲げ、Ira憤怒の銃じゆう口こうを後方へ向けた。

『──っ』

　イヤホンから、叶かのう理り人ひとが息を吞のむ様よう子すが聞こえた。発はつ砲ぽう。弾だん丸がんが撃うち込まれたのは、悠ゆう理りの立つ雑ざつ居きよビルの屋おく上じようにある貯ちよ水すいタンクだ。貯ちよ水すいタンクが青い光を纏まとったのと、そのタンクの側面にて爆ばく発はつ音が上がったのは、ほぼ同時だった。

　理り人ひとにより仕掛けられていた、遠隔操そう作さ型の爆ばく弾だんの爆ばく発はつ。タンクが〈原罪判決バースデイ〉により停止させられていなければ、その爆ばく発はつによりタンクは四し散さん、悠ゆう理りの頭ず上じようには大量の水が降り注そそいでいたことだろう。〈原罪判決バースデイ〉は、弾だん丸がんに最初に触れたものにのみ適用される。弾だん丸がんにより開けられた穴から、タンクの内部にあった水が流れ出ていた。

『──見事です』

　理り人ひとの声。自分の攻こう撃げきを読みきった相手へ向けた賞しよう賛さんは、しかし結果的に、悠ゆう理りにある気付きを与えることとなった。あまりに落ち着き過ぎている──咄とつ嗟さに視線を上空へ注そそいだ悠ゆう理りが見たのは、遙はるか上方にて、自分へ降り注そそがんと弧こを描く大小様々な水の塊かたまりだった。

（隣となりのビルのタンクを──）

　水の描く弧こから、悠ゆう理りは推すい定ていする。理り人ひとの仕掛けた爆ばく弾だんは、水みず飛沫しぶきに指向性を与えることも可能なものだったのだ。複数のタンクを同時に爆ばく破は。爆ばく発はつ音をカモフラージュすると同時に、悠ゆう理りが停止させたタンクを囮おとりに使った形だった。

　左手に持った銃じゆうを、上空へ向ける悠ゆう理り。

「Gula暴食」──長い銃じゆう身しんに刻まれた文字がきらりと光った瞬しゆん間かん、それは火を噴ふく。青い光が、銃じゆう口こうを中心に一ひと息いきに拡散した。

　散さん弾だん銃じゆう。拡散しながら迫り来る水の塊かたまりたちを、悉ことごとく停止させる圧あつ倒とう的な暴ぼう力りよく。停止させる対たい象しようを精せい密みつに制せい御ぎよできないため、滅めつ多たな状況では使えない銃じゆうだった。中空に漂ただよう、無数の青い光。それに照らされながら、悠ゆう理りは理り人ひとの居る正面のビルを見み据すえた。

「通告は」右手のIra憤怒を懐ふところへと仕舞う。「環たまきが済ませていると聞いている」

　そうして悠ゆう理りは、コートの下のホルスターから、新たな銃じゆうを取り出した。

　取り出された銃じゆうは、これまで悠ゆう理りが用いた銃じゆうの中でも、一ひと際きわ奇き妙みような形だった。やけに縦たてに長い銃じゆう身しんを持ち、グリップには何らかの目盛りが彫ほられたダイヤルがある。そして何より、「Luxuria嫉妬」の文字が刻まれた銃じゆう身しんの先には、銃じゆう口こうが二つ、穿うがたれているのだ。

　右手のLuxuria嫉妬を、悠ゆう理りは撃うつ。理り人ひとの存在するビルへ向けて、立て続けに六発だ。それが終わると、彼女は駆かけた。フェンスなどは一切設しつらえられていない、屋おく上じようの縁へりへと。

『馬ば鹿かな……気が違いましたか？』

　そして彼女は、雑ざつ居きよビルの屋おく上じようから、中空へと跳ちよう躍やくする。

　ニコラ・ベイカーやヴェルナー・レーヴェンガルトのように、運動能力が強化されている訳わけでもない身体からだだ。当然、彼女はビルとビルの間を一跳びできるような脚きやく力りよくを持ってはいない。自然の摂せつ理りに従い、彼女の身体からだは落下する。数秒後には、彼女の身体からだは遙はるか下の地面にて、哀あわれな肉にく塊かいと成り果てているはずだった。

　しかし──そこで悠ゆう理りは、宙を踏む。まるでそこに地面があるかの如ごとく、彼女の身体からだは再び上昇に転じ、更さらなる加速を見せた。

　そのまま、六歩。悠ゆう理りは空中を走る。

　最後の跳ちよう躍やくを終えた時には、彼女の身体からだは、理り人ひとの待つビルの屋おく上じようへと降り立っていた。

「驚きましたね……どういう絡から繰くりですか？」

　イヤホンからではなく、直接に鼓こ膜まくを揺らす理り人ひとの声。資材の陰から覗のぞくのは白はく衣いのはためきだけだったが、悠ゆう理りには理り人ひとの視線が、彼女が歩んできたその通り道の空中に注そそがれているのがわかった。

　そして、どうやら彼は気付いたようだった。

　そこに存在する、小さな小さな青い光たちに。

「銃じゆう弾だん──が、停止している？」

　理り人ひとは聡そう明めいだ。すぐさま結論に辿たどり着く。

「仕込み銃じゆう、か。銃弾に銃弾を当てたのですね」

　悠ゆう理りは頷うなずかないが、正解だった。Luxuria嫉妬は、二発の弾だん丸がんをほぼ同時に発はつ射しやし、それらを打ち合わせる特とく殊しゆな拳けん銃じゆうだ。通常ならば何の役にも立たないそれは、しかし悠ゆう理りの〈原罪判決バースデイ〉と組み合わせると、互いに結果エフエクトを及ぼし合うことで、空中に停止する弾だん丸がんを作り出すことを可能とする。

　停止する位置を調ちよう節せつし、うまく空中に配置すれば、それは強固極まる足場となる。

　理り人ひとがその仕組みを理解し終えた頃ころには、Luxuria嫉妬は既すでに悠ゆう理りのホルスターに収まっている。素早く右手に取ったIra憤怒を、悠ゆう理りは発はつ砲ぽうした。はためく白はく衣いではなく、斜め上方、このビルの給水タンクへ向けて。青い光を纏まとい停止するタンク。銃じゆう痕こんから流れ落ちる水が、涼やかな音を立てた。

〈原罪判決バースデイ〉の強みは、その条件トリガーの寛かん容ようさにこそあると、悠ゆう理りは認にん識しきしていた。放つ弾だん丸がんの種類も、その射しや出しゆつ方法も、〈原罪判決バースデイ〉は問題としない。たった一つの〝正夢コネクト〟を起き点てんとし、用いる銃じゆうの数だけ、彼女は異なる攻こう撃げきを行うことが可能なのだ。それは、〝明晰夢ヴアリアント〟とはまた異なった自由度の形だ。

　そのままIra憤怒を理り人ひとの白はく衣いへ向けようとした刹せつ那な、爆ばく発はつ音が上がる。次に燃え上がったのはタンクではなく、屋おく上じように点在する資材たちだった。

「仕方がありません。奥の手といきましょう」

　すぐさま、巻き上がる炎ほのお。打ちつけられる熱に眉まゆを顰ひそめながら、悠ゆう理りは理り人ひとの思おも惑わくを悟さとる。どうやら資材はその多くが紙材だったらしく、燃え上がるそれらからは、細かな灰はいが次々と舞い上がっていく。悠ゆう理りに認にん識しきできる大きさの破は片へんたち。それはバリケードだった。悠ゆう理りが発はつ砲ぽうしても、理り人ひとへ到る前にそれらに弾だん丸がんがかすれば、〈原罪判決バースデイ〉はそちらに発動するだろう。

（完全に対策されている、か）

　小さな舌した打うちをする悠ゆう理りへ向け、燃え盛る資材の陰から理り人ひとの声が投げられた。

「一応、訊きいておきましょうかね、境さかいさん。Seventhセブンスを抜け、焰ボのク魂らへ加わる気はありませんか？」

「何な故ぜ、お前らなどに加わらないといけない？」

「ヴェルナーの〝正夢コネクト〟を、見たでしょう？　勿もち論ろん、あの黒い野や蛮ばんな〝残滓光レムナント〟のことを言っているのではありませんよ」

　どこかうっとりとした声こわ色いろで、理り人ひとは続ける。

「〈夢幻症ラヴ〉──あれほどに崇すう高こうなものを、ボクは知らない。不死。ボクら医師が、どれだけ求めても得られないもの。あれほどのものを与えてくれるのが、〝魔女ウイツチ〟なのですよ。〝正夢コネクト〟は、Seventhセブンスなどに管理されるべきではない。〝覚醒者コネクター〟は、医い術じゆつなどよりもずっと多くの人を救える存在なのだから」

　成なる程ほど、と悠ゆう理りは思う。この男が身に纏まとった白はく衣いは、どうやら病院へ潜せん入にゆうするための衣い装しようではなかったらしい。医師だった男。癒ゆ着ちやく──傷口を塞ふさぐことが可能な〝正夢コネクト〟。いつか彼にどんな挫ざ折せつがあったのか、悠ゆう理りには想そう像ぞうできるような気がした。

　下らん、と吐き捨てる。

「たとえ向かう先が崇すう高こうだろうが、そのためにどれだけの人を傷付けてもいいというのなら、お前は最も早はや、医者どころか人間ですらないよ」

「やれやれ、つれない人だ。所しよ詮せんは時間稼かせぎです、構いませんがね」

　そこで、悠ゆう理りは異変に気付いた。

「なん……だ？」

　Ira憤怒の引き金にかけた指が、うまく動かない。

　咄とつ嗟さに、自分の右手を見る。無ぶ骨こつな拳けん銃じゆうを握ったその手は、微かすかに水色に光っていた。

（癒ゆ着ちやく……したのか!?　グリップに！）

　しかし、どうやって──一いつ瞬しゆんの思し考こうの後、解答はすぐに導き出される。

（汗──!?）

　ゆらゆらと揺らめく炎ほのおの向こうで、理り人ひとが涼しげに笑った。

「これだけの炎ほのおに包まれれば、人間は汗を搔かきます。そして、この炎ほのおはボクが起こしました。貴女の汗は、ボクが搔かせたものだ」

　炎ほのおはますます燃え盛る。悠ゆう理りの掌てのひらは更さらに汗に濡ぬれる。その汗は、もうじき他の部位からも噴ふき出すことは明らかだ。硬こう直ちよくした右手は、あと一発弾だん丸がんを放てればいい方だろう。もしそれで理り人ひとを倒すことに成功したとしても、その後に悠ゆう理りを待つのは、全身から噴ふき出した汗があらゆる部位を癒ゆ着ちやくさせた末の死だ。

「貴女あなたは、恐ろしい女性だ。生きつ粋すいのプロフェッショナルだ。しかし──」

　ばしゃり、と遠くで水音が響ひびいた。およそ三分前まで悠ゆう理りが居た、道路を挟んだ正面のビルの屋おく上じようにて、停止していた水みず飛沫しぶきが解き放たれた音だった。

「発汗を止めることは、果たしてできるのですかね？」

　悠ゆう理りは、迷わなかった。

　硬こう直ちよくしかけた右手、もう離すことのできない無ぶ骨こつな拳けん銃じゆうを、自らの右足へ向け発はつ砲ぽうする。

「──ッ！」

　足ごと撃うち抜かれた紐ひも靴ぐつは、青い光を纏まとい停止。ぽかりと開いた銃じゆう創そうから、どくりと血の赤が溢あふれ出た。

「何を、しているのです。貴女あなたは……」

　困こん惑わく気ぎ味みに、理り人ひとは呟つぶやく。自らの靴くつを停止させたところで、悠ゆう理りには何のメリットもない。それはむしろ、自分で自分の移動を制限する悪あく手しゆであるはずだった。

　しかし──悠ゆう理りは笑う。

「……人間は、激しい痛みを感じると、急激に発はつ汗かんする」

　大おお粒つぶの汗を、額ひたいに浮かべながら。

「これより先の汗は、傷の痛みによるものだ」

　理り人ひともまた、迷わなかった。悠ゆう理りの右隣どなりに位置する隣りん接せつビルにて、給水タンクが爆ばく発はつする。再び悠ゆう理りを襲おそう、指向性の水みず飛沫しぶき。靴くつが固定され動けない悠ゆう理りは、左手のGula暴食を構える。発はつ砲ぽう。悉ことごとく停止する水みず飛沫しぶき。左手の銃じゆうを右へ向けたため、彼女は多少無む理りな姿勢にならざるを得ず──その隙すきを、理り人ひとは見み逃のがさない。気が付けば、理り人ひとは悠ゆう理りの懐ふところへと駆かけ込んでいた。

　初めて視認する理り人ひとの左肩は、ギプスで固定されている。白はく衣いの懐ふところから、右手で取り出される硝子ガラス容器。あとコンマ数秒で、硝子ガラス容器の中の水が悠ゆう理りを強したたかに濡ぬらすという刹せつ那な。




　理り人ひとの身体からだが、大きく横へ吹き飛んだ。




　白はく衣いをたなびかせながら、理り人ひとの身体からだが倒れ、転がる。仰あお向むけの状態で止まった男の胸には、小さな銃じゆう創そうが穿うがたれていた。

「三分、だ」

　悠ゆう理りの呟つぶやき。がはっ、と血を吐き出しながら、理り人ひとは全てを理解する。

　Luxuria嫉妬。弾だん丸がん同士を打ち当てることにより、中空にて弾だん丸がんを停止させる仕込み銃じゆう。一度は足場として用いられた弾だん丸がんが、〝正夢コネクト〟の効果時間を過ぎた後、弾だん丸がんとしての本来の役割を取り戻したのだ。

　一度互いを停止させている弾だん丸がんは、既すでに青い〝残滓光レムナント〟を纏まとってはいない。停止することのない理り人ひとの白はく衣いに、じわりと赤い染しみが広がっていく。

「読んでいた……のか……ボクの行動を」

「念には念を入れる。そういうタイプだろう、お前は」

　だから、どんな大がかりな攻こう撃げきを仕掛けて来ようと、理り人ひとは悠ゆう理りがそれを防いだ時のことを考えるだろう。最後には、もっとも信頼できる一いち撃げき──至し近きん距きよ離りからの攻こう撃げきを仕掛けてくるはずだ。それは、確信にも近い読みだった。

　悠ゆう理りは、左手に持った散さん弾だん銃じゆうをホルスターへと仕舞う。同じ手で、一いつ丁ちようの拳けん銃じゆうを取り出した。

　それは、ひどく古びたリボルバー式の拳けん銃じゆうだ。

「弟を、殺した。この拳けん銃じゆうでな」

　右手は既すでに、無ぶ骨こつな銃じゆうと癒ゆ着ちやくしてしまっている。左手を器き用ように使って、悠ゆう理りはリボルバー式のそれを理り人ひとへと向けた。

「たった一人の弟だった。それが、私の罪だ。私は、それから逃げることだけはしない。そう決めている」

　古びた銃じゆう身しんに刻まれた文字──「Superbia傲慢」。

　人生に初めて刻まれた、償つぐなえない罪の名。

「お前に何があったのかは、知らない。知るつもりもない。だが、その挽ばん回かいに不死を求め、あまつさえ犠ぎ牲せいを躊ちゆう躇ちよしなかった時点で──お前は、逃げたのさ。自らの罪からな」

　それが、お前の罪だ──悠ゆう理りは、厳おごそかにそう言った。

〈無能薬テイアードロツプ〉──あらゆる全てを癒ゆ着ちやくさせるその〝正夢コネクト〟は、しかし唯ゆい一いつ、理り人ひと自身の身体からだだけはその対たい象しようから外している。それは、彼が眠りに落ちた原因の感情が、彼自身には向いていなかったことを意味するように、悠ゆう理りには思えた。

　彼が治したかったのは、彼自身ではなく。

　きっと、他の誰だれかだった。

　始まりの痛みは、きっと無む垢くで──けれど、その痛みを紛まぎらわすための方法を、彼は間違えたのだ。罪深いほどに、間違えてしまったのだ。

「──罪は、裁さばかれなければならない」

　がちゃり、と悠ゆう理りは撃げき鉄てつを起こす。

「はん」その様よう子すを見て、理り人ひとは笑えみを浮かべる。ひどく攻こう撃げき的な、それは笑えみだった。「ボクを殺す、貴女あなたのその行為は──罪じゃあないというのか」

　その問いへの返答を、悠ゆう理りは躊ちゆう躇ちよしなかった。

「勿もち論ろん、罪だ。だからいずれ──」

　銃じゆう声せい。

　ひどく軽いその音は、茜あかね空ぞらに空くう虚きよに響ひびき渡る。微かすかな残ざん響きようと溶け合うように、悠ゆう理りは小さく囁ささやく。それはどこか、泣き声にも似た囁ささやきだった。

「私も、誰だれかに裁さばかれる」




　　　　　＊




「はあ、はあ、はあ……」

　枯かれ果てた水すい槽そうの中、モニュメントじみて屹きつ立りつするコンテナの上に、千歳ちとせ環たまきはへたり込んだ。見れば、両の脚あしはかたかたと震えている。どこか滑こつ稽けいなその様に、環たまきは微かすかに笑えみを浮かべた。

「何とか……うまくいったな……」

　今の環たまきにできることの、ありったけを投じた作戦だった。環たまきが備蓄ストツクしていた〝残滓光レムナント〟のほとんどを、ヴェルナー・レーヴェンガルトを閉へい鎖さ空間へ閉じ込めるという一点のためだけに使い切った。ヴェルナーはその身と重じゆう火か器きで、あらゆるものを破は壊かいする。そんな男を閉へい鎖さ空間に閉じ込めるためには、完全に動きを封じた上で閉へい鎖さ空間を後から構こう築ちくする他なかったのだ。

「タマキ！」

　なかなか尻しりを持ち上げられないでいる環たまきへ向け、ニコラ・ベイカーの声が投げかけられる。水すい槽そうの縁へりに立つニコラへ、ありがとう、と呟つぶやいた。水すい槽そうは十数メートルの深さを持つが、環たまきはその底に立つ数メートルの高さのコンテナの上に座っている。二人の距きよ離りは差し引き数メートルにまで近付いており、呟つぶやきは低くとも届いてくれたはずだった。

　藍あい原はら美み里さとを抱えてこの場を離れた後、そのまま倉そう庫こ街の無ぶ事じな区く画かくへ向かい、作戦の条件に合がつ致ちするコンテナを探たん索さく、運うん搬ぱんする。環たまきがニコラに小声で頼んだことは、既すでに限界を超えた疲ひ労ろうとダメージが蓄ちく積せきしていた少女にとって、相当の難事であるはずだった。それこそ、環たまきの命いのち懸がけの戦せん闘とうにも見劣りしないほどに。

「美み里さとは、どこに？」

　環たまきの問いかけが終わる前に、水すい槽そうの縁へりにもう一人の人ひと影かげが現れる。下から見上げる形の環たまきからは死角になる位置に、彼女は既すでに居たらしい。環たまきを覗のぞき込みつつ、どこか後ろめたそうに美み里さとは言った。

「やった……の？」

　尻しりの下に鎮ちん座ざしたコンテナを、環たまきはもう一度見み遣やる。その中では、今まさにヴェルナーが真しん空くうに苛さいなまれているはずだった。

　人間という生物は、真しん空くう中では長時間の生存ができない。それはこの世界の摂せつ理りであり、〈夢幻症ラヴ〉を持つヴェルナーとて例外ではあり得ない。勿もち論ろん、ヴェルナーが死に至るより先に、〈夢幻症ラヴ〉は彼を再生するだろう。しかし再生されたところで、彼が居るのは相変わらずの真しん空くうの中なのだ。

　真しん空くうを破るにはコンテナを破は壊かいするしかないが、ヴェルナーの全身は〈無能薬テイアードロツプ〉により完全に拘こう束そくされている。いかに〈無間怨ゼロ〉による高出力の肉体を持つ男でも、窒ちつ息そくと再生を繰り返すサイクルの中、拳こぶしを振りかぶることすらできない状態で、その拘こう束そくを解くことはおよそ不可能だろう。勿もち論ろん真しん空くう中では、いつかのような爆ばく弾だんによる自じ爆ばくさえも実行することはできない。

　結果──理り論ろん上、ヴェルナー・レーヴェンガルトはこのコンテナの中で、永遠に死に続けることとなる。そのはずだった。

「……わからない」笑う膝ひざを何とか抑え込んで、環たまきは立ち上がる。「安心はできない。ニコは、美み里さとをすぐに本部に連れて行ってくれ」

　身体からだに纏まとっていた薄うす桃もも色いろの〝残滓光レムナント〟を、環たまきは霧む散さんさせる。ニコラの〝正夢コネクト〟は、本来の持ち主ではない環たまきにとっては制せい御ぎよが難しい。ポケットの中から端たん末まつを取り出すには、そうするしかなかった。

　取り出した端たん末まつには、焰の魂アイアン・ソールによる中ちゆう継けい画面が未いまだに表ひよう示じされていた。水すい槽そうの縁へりに立つニコラと美み里さとの姿すがたが、小さく映し出された画面の片かた隅すみ。アラーム・クロックのカウントダウンは、その数すう値ちを三〇〇以下にまで減らしつつも、大幅に刻む速度を減じていた。

　加速と減速を繰り返しながら、平へい均きんすればおよそ七秒に一回──真しん空くうにおけるヴェルナーの再生と窒ちつ息そくを、生々しく伝えるそのリズム。

「三十分以内にだ。大だい丈じよう夫ぶだ、それだけあれば間に合う。総そう監かんのことだ。アラーム・クロックを解除できる〝覚醒者コネクター〟は、本部に待たい機きさせてくれてる」

「わかった」ニコラは頷うなずく。「タマキは、どうするの？」

「ここで他の人員が来るのを待つ。このコンテナの補強もしないといけないしな」

　足元のコンテナを示して、タマキは言う。コンテナは叩たたきつけられた衝しよう撃げきで、その下部が剝むき出しの地面に埋まっており、内部の気き密みつは確保されているように思える。しかし、何なに分ぶんものはただのコンテナだ。いつ何なん時どき、どこに隙すき間まが生じるものかわからない。一いつ刻こくも早く、周囲をコーティングすることが必要だった。

　再びニコラは頷うなずき、美み里さとへ顔を向ける。ニコラが差し出す手を美み里さとが摑つかむ様よう子すを眺ながめながら、環たまきは自分の背後に聳そびえる〝樹ツリー〟のことを考えていた。

　悪夢の日ミラージユ・デイ以来の成長を始めたあの領りよう域いきは、ヴェルナーの言葉を信じるならば、人の恐きよう怖ふにより拡大するのだという。上空で響ひびく、報道ヘリの音を意い識しきする。自分たちがヴェルナーを無力化したことは、既すでに世界へ周知されたことだろう。その事実は、果たして〝樹ツリー〟の成長にどういった影えい響きようを与えるのか。踵きびすを返し〝樹ツリー〟を見上げようとしたところで──環たまきは、眉まゆを顰ひそめる。

　自分の脚あしが、何な故ぜかまだ震えているような気がしたのだ。この期ごに及んで──と視線を下ろして、そうではないことに気付く。

　震えているのは、脚あしではなく足下だった。

「……え？」

　足下のコンテナを、食い入るように見つめる。確かに、それは振動していた。微かすかに、だが断固として。コンテナの内側からは、何の音も聞こえてこない。真しん空くうは音を伝えない。中で何が起こっていても、その音が外に届くことはない。

　だがその振動は、直接的に外まで届き──コンテナの揺れはゆっくりと、しかし確実に大きくなっていく。ごうん、ごうん、という音が響ひびき始める。コンテナの振動自体が、音を奏かなで始めたのだ。やがて、気付く。加速度的に大きくなっていくその振動は、どうやら地面そのものをも揺らしているようで──

　不ふ意いに、何かが割れるような音とともに、コンテナがその内側へと崩れ落ちた。




「ぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおお！」




　ヴェルナーの咆ほう哮こう。おそらくは、音の届かない真しん空くう中からずっと上げ続けていただろう声。

　かつてコンテナだった欠片かけらたちとともに落下しながら、環たまきは見る。水すい槽そうの底。ほんの少し前までは平らだった地面が今、大きく罅ひび割われ、抉えぐれていた。かつて真しん空くうだった空間に、大量に流れ込む空気。破は裂れつ音にも似た風音。その風に翻ほん弄ろうされながら、環たまきは地面へ墜つい落らくする。数度地面を転がり、すぐさま身体からだを起こした環たまきの目に映ったのは、信じ難がたい光こう景けいだった。

　クレーター、である。

　コンテナのあった場所を中心に、大きなクレーターが出来上がっていた。いつかの夜にヴェルナーが作ったものよりも、遙はるかに規き模ぼの大きなそれだ。その大きさは水すい槽そうに収まりきらないほどで、コンクリートで固められていたはずの水すい槽そうの外側も、崩ほう落らくし、水すい槽そうの中へ流れ込んでいる有あり様さまだった。

　水すい槽そうの縁へりに立っていた、二人の少女のことが頭を過よぎる。

「ニコ！　美み里さと！」

「だい……じょぶ……ミサトも、たぶん……」

　瓦が礫れきの山の上、もと居た位置から数メートル下にあたる場所から、ニコラの声が聞こえる。見れば、ニコラは美み里さとを抱きかかえながらそこに居た。落下の衝しよう撃げきのためか、美み里さとはどうやら気を失っているようだった。

「何が……起きたの？」

　額ひたいから血を流しながら、ニコラが問う。問いつつも、少女の視線は環たまきではなく深いクレーターの中心に向けられているようだった。環たまきも、それを見る。そこにある黒色の人ひと影かげ──否いな、黒色の光を纏まとった人ひと影かげを。

「──ッ！」

　絶ぜつ句く。姿すがたを現した白はく髪はつの男の形状フオルムに、環たまきは息をすることすら忘れていた。

　濃く、どこまでも重く立ち昇る、黒色の〝残滓光レムナント〟の中に浮かび上がるのは──左腕、および下半身の大部分が失われた、案か山か子しのような人体だ。

　環たまきの背後にて、ニコラの悲鳴が上がる。

（〈無間怨ゼロ〉の出力に任せて、地面を叩たたき割ったのか？　その時の衝しよう撃げきで……いや、癒ゆ着ちやくによって拘こう束そくされた状態で、そんな出力を出せるなんて……）

　みぢみぢみぢ、と音を立て、五体を取り戻していくヴェルナー。その笑えみの凄せい絶ぜつさに、環たまきは全てを理解する。

（自分で引き千切ったのか──自分自身の身体からだを！　癒ゆ着ちやくから自由になって、真しん空くうを破るために！）

　そうして、千ち切ぎれた手足の再生を待つことすらせずに、彼は砕くだいたのだ。自らの拳こぶしで、真下の地面を。

「ばっ」知らず、環たまきの声は震えていた。「化ばけ物ものかよ……！」

　正気の沙さ汰たではない。爆ばく弾だんによる自じ爆ばくとも、他者からの攻こう撃げきとも訳わけが違った。自らの力でもって、自らの身体からだを引き千ち切ぎる──どれほどの覚かく悟ごと狂きよう気きがあれば、そのようなことができるのか。あまりに苛か烈れつなその想そう像ぞうに、環たまきは眩暈めまいを覚える。今度こそ本当に身体からだが震えていた。

「くははははははははははははは！」

　哄こう笑しよう。血に塗まみれた歯を大きく覗のぞかせ、ヴェルナーは痙けい攣れんじみた声を上げる。

「素す晴ばらしい！　今のは素す晴ばらしかったぞ、小こ僧ぞう！　知ち略りやく、覚かく悟ご、全てに申し分が無い！」

　さしもの〈夢幻症ラヴ〉も、肉体の半分近くを失ったダメージを回復するには時間を必要とする。未いまだ本来の形状を取り戻せていない身体からだで、しかしヴェルナーの表情は昂たかぶるばかりだ。

　そしてそれに呼応するように、〈無間怨ゼロ〉の黒色は今や、ヴェルナーの肉体を燃やし尽くす炎ほのおさながらに猛たけり狂っていた。世界で唯ゆい一いつ、二つの〝正夢コネクト〟を持つ男。その恐ろしさを、環たまきは本当の意味で理解する。

「だが、駄だ目めだ！　それでは駄だ目めだ！　それでは己おれは殺せん！」

　再びの咆ほう哮こう。未いまだ半分までしか修復されていない男の両脚あしに力が込められようとしているのが、環たまきにはわかった。環たまきの脳のう裏りを、数秒先の光こう景けいが過よぎる。地にこれだけのクレーターを形成するほどの出力を帯びた肉体による、跳ちよう躍やくと一いち撃げき。それは環たまきの身体からだを消しよう失しつさせるに留とどまらず、環たまきの背後にある全てを──そこに居る二人の少女もろとも──塵ちりへと還かん元げんすることだろう。そしてその破は壊かいは、美み里さとという爆ばく弾だんを、期限を待たず起き爆ばくするのに充分なもののはずだった。

　数秒先の未来を前に、環たまきの口は動く。その内容に驚いたのは、誰だれよりも環たまき自身だった。逃げろ、と彼は言おうとしたのだ。背後の少女たちへ向けて。自らの生存を諦あきらめてでも、二人の少女だけは助けなければならない。これまでの彼ならば当然のように至っていただろう、それは結論だった。

　だが、今この時、彼の口から洩もれた言葉は──

「いやだ」

　気が付いた時には、彼は駆かけていた。前方へ向けて。今まさに自分へ向かって来ようとしている、白はく髪はつの男の懐ふところへと。勝算などなかった。打だ算さんすらなかった。反射にも近い動きだったため、ニコラの〝残滓光レムナント〟を纏まとうことさえ忘れていた。誰だれがどう見たところで、それは自殺に等しい突とつ撃げきだった。

　一いつ瞬しゆん遅れて、彼は気付く。自分は何な故ぜ、嫌いやだ、などと口走ったのか。自分は何を拒きよ絶ぜつしたのか。

（死なせるもんか。絶対に）

　背後に居るはずの、少女のことを思う。ニコラ・ベイカー。自分から繫つながることしか考えていなかった自分と、酔すい狂きようにも繫つながってくれていた少女。歌うように弾はずむ赤毛、くりりと煌きらめくブラウンの瞳ひとみ。そして、環たまきのことを凄すごいと言い張ったその無む邪じや気きな声。

（助けるんだ──！）

　これまで幾いく度どとなく口にし、また思し考こうしてきた言葉。しかし今彼の心に浮かんだのは、それらの全てと決定的に異なる思いだった。繫つながりを期待しての自己犠ぎ牲せいではなく、また自己憐れん憫びんの結果の自じ暴ぼう自じ棄きでもなかった。ただ、彼は愛いとしいと思ったのだ。自分へ向けられたもの、他の誰だれかへ向けられたもの、いつかは自分へ向けられるかもしれないもの──人の持つ、想おもいの全てが。

　嫉しつ妬ととは違った。卑ひ屈くつでもなかった。純じゆん粋すいな感動に似た感情だった。それは、千歳ちとせ環たまきという人間がこの世に生を享うけてから初めて知る、本物の熱を持った感情だった。

　心臓の高鳴り。喉のど奥おくにわだかまる熱。まるで引き金トリガーによって解き放たれたかの如ごとく、未体験の痛切さが体中で荒れ狂う。

　やがてそれらは、導かれるように環たまきの左眼へと集中していく。そこは、環たまきの〝正夢コネクト〟が宿っている場所。〈暗算子スケアクロウ〉──どのようにして与えられたのかもわからぬその法ほう則そくが、〝残滓光レムナント〟を悉ことごとく備蓄ストツクしている洞ほら。

　そうして、熱が集まり溶けそうになった視し界かいに、環たまきはその光を見た。

（あれは──）

　地を蹴けり、自分へ向かってくるヴェルナー。黒色に染まった肉体はあちこちが大きく欠けつ損そんし、胴どう体たいもその半分が抉えぐれている。

　これほどまでに負ふ傷しようしたヴェルナーの肉体を、こうも間ま近ぢかで見た人間がこれまでいただろうか。過去にヴェルナーを殺そうとした者たちはほとんど皆、彼を大だい規き模ぼな火力で吹き飛ばそうとした。そうではない人間も、あのヴェルナーを相手に近接戦せん闘とうを挑いどむ者などそうはいまい。いたとしても、その人間は為なす術すべもなく敗はい北ぼくするはずで──おそらく環たまきは、全身を抉えぐるほどの負ふ傷しようをうけたヴェルナーを間ま近ぢかで見ることのできた初めての人間だった。

　だからこそ、環たまきの眼めは、それを捉とらえることができたのだろう。

　渦うず巻まく黒色の光の、その中心──ヴェルナーの心臓部に揺れる白色の光を。

「──ッ！」

　右手を、コートの懐ふところへと差し込む。そこに仕舞われた塊かたまりを摑つかみ、引き抜いた。境さかい悠ゆう理りが、環たまきに預けたもの。あらゆる事じ態たいを想そう定ていしたうえでの備えの一つ。

　滑なめらかな動作で、構える。それは一いつ丁ちようの拳けん銃じゆうだ。側面に刻まれた名は、Acedia怠惰。携けい帯たい性に優れた消音拳けん銃じゆう。

　環たまきへ迫る、黒色の拳こぶし。拳けん銃じゆうの先に光が灯ともる。水面にたゆたうような、青く澄すんだ〝残滓光レムナント〟。弾だん丸がんが触れたものを停止させる静かな光。

　発はつ砲ぽう。その音は、茜あかね空ぞらにほとんど響ひびかない。

　スローモーションの世界で、青い光を纏まとった弾だん丸がんは、吸い込まれるようにヴェルナーの左胸へと着ちやく弾だんする。

　弾だん丸がんが胸板を貫かん通つうし、背中へと抜けていく。ほぼ同時に、ヴェルナーの拳こぶしが一いつ瞬しゆんだけ止まった。拳こぶしだけではない。身体からだ全体が、見えない何かに引っ張られたような止まり方だった。

「ああああああああああああああああああああ！」

　そのまま、環たまきはヴェルナーの懐ふところへ全身を叩たたきつけた。真まっ直すぐ後方へと吹き飛ぶヴェルナー。咆ほう哮こうを続ける男の胸から、何かが飛び出してくる。正確には、それは飛び出したのではなかった。分離したのだ。吹き飛ぶ男の身体からだに比して、座ざ標ひようを停止させられたが故ゆえに。

　前のめりに地面へ突っ込んだ環たまきが、即そく座ざに起きあがって振り返った時、中空に残っていたのは──掌てのひらに収まりそうなペースメイカーだった。

〈原罪判決バースデイ〉の青い光に包まれたそれは、しかしその青の奥に、確かな白色の光を湛たたえている。

　前方を見ると、数歩先の地面には、ヴェルナーの身体からだが転がっていた。左胸に開いた穴から、どくりと血液が流れ出ている。どくり、どくりと血液を吐き出し続ける傷口に、再生するような気け配はいは見られない。

「タマキ！」

　背後から、ニコラの声が響ひびいた。立ち上がって、再度振り返る。美み里さとを抱えて駆かけ寄ってきたニコラへ向け、浮かぶペースメイカーを示し、静かに呟つぶやいた。

「その白色光が、〈夢幻症ラヴ〉の〝残滓光レムナント〟だ」

　確信を持って、呟つぶやく。今の環たまきには、ペースメイカーの白色光を視みただけで、全てを察することができるような気がしていた。

「〈夢幻症ラヴ〉は、使い手を不死にする〝正夢コネクト〟じゃない。使い手がペースメイカーを埋め込んだ人間を不死にする〝正夢〟なんだ」




　硝しよう煙えんを上げる拳けん銃じゆうをコートの懐ふところに仕舞い、ポケットから端たん末まつを取り出す。中ちゆう継けいを確かく認にんすると、画面の片かた隅すみに刻まれたカウントはぴたりと止まっていた。ペースメイカーと爆ばく弾だんとの連動──ヴェルナーの言葉に、どうやら偽いつわりはなかったらしい。中空に漂ただようペースメイカーに指先で触れながら、環たまきは自然と言葉を紡つむいでいた。

「この世に、二つの〝正夢コネクト〟を持つ人間なんて存在しない、はずなんだ」

　ペースメイカーを包む白色の〝残滓光レムナント〟は、青色の光と混じりあいつつ、夕ゆう陽ひの朱あかに突き刺さされるように照らされている。

「一人につき一つ。それが〝正夢コネクト〟の持つルールだ。昂たかぶった感情が姿すがたを変えた法ほう則そく。昂たかぶるっていうのは、先せん鋭えい化だ。二方向に同時に先せん鋭えい化する精神なんて、あるはずもない」

　その不ふ文ぶん律りつは、たとえどれだけ強い男だろうと、どれだけ偉い大だいな戦士だろうと、逃のがれられるはずのないものだ。ならば、ヴェルナーという男の身体からだには、何な故ぜ二つの〝正夢コネクト〟が宿っていたのか。

「あり得る答えは、一つだけだ。シンプルに考えれば、それで良かった。〈夢幻症ラヴ〉と〈無間怨ゼロ〉──どちらかの〝正夢コネクト〟は、ヴェルナーのものじゃないってこと」

　では、どちらが？　夕日に照らされるペースメイカーを見れば、それは明らかだった。

「条件トリガーは、ペースメイカー……いや、【製作物の埋め込み】かな。結果エフエクトは【状態の固定】。〈夢幻症ラヴ〉はおそらく、そのペースメイカーを作った人間の〝正夢コネクト〟だ」

「これを作った……って、確か……」

　環たまきの傍かたわらにて、美み里さとを抱えたニコラが呟つぶやく。ペースメイカーを見つめ続ける彼女の脳のう裏りに浮かんでいるのは、おそらくは今日きようの昼間、資料室にて悠ゆう理りの口から語られた言の葉だろう。

　──「軍専せん属ぞくの、医い療りよう技師だったらしい」

　ヴェルナーの、かつてのパートナー。彼が眠るその切っ掛けとなった存在。ヴェルナーの眼前にて、爆ばく撃げきによって亡なくなったはずの女。

　環たまきが思い出していたのは、三日前の夜、この浄じよう水すい場じように浮かんだマルコ・サヴィーニの腕だった。胴どう体たいから切り離されてなお、一切の音を立てなかったあの腕が象しよう徴ちようする事実。本人が死んでも、〝正夢コネクト〟はこの世界に残るのだ。

「そんなところだろうと、思っていた」

　不ふ意いに響ひびいた声の主は、ヴェルナーだった。クレーターの中心にて地に伏していた巨きよ体たいが、緩かん慢まんな動作で起こされる。欠けつ損そんした脚あしの再生が終わっていないためか、男は上半身だけを起こし、地面に座るような形で環たまきたちを見み据すえた。ニコラが息を吞のむ。

　男の全身を覆おおう黒色光は弱まることはなかったが、環たまきは怖おそれなかった。知っていたからだ。ヴェルナーの身体からだが、もう二度と修復されないことを。

〈夢幻症ラヴ〉は、使い手の製作物──この場合はペースメイカーが体内に埋め込まれているという状態が条件トリガーだ。ゆえにその状態を保ったままならば、ペースメイカーごと全身を跡形もなく吹き飛ばそうと、またニコラがやったようにペースメイカーを破は壊かいしようと、彼の不死を破ることはできない。「ペースメイカーの破は壊かい」や「取り外し」という事じ象しようそのものが、「状態の変化」と判定され、修復されてしまうのだ。真実、不死と呼ばれるに相応ふさわしい〝正夢コネクト〟だった。

　環たまきが今、行った操そう作さは、それらの単純な破は壊かいとは根本的に異なった。彼はペースメイカーを停止させたのだ。そこに宿った〝正夢コネクト〟ごと停止させられたペースメイカーは、自らがヴェルナーの肉体から取り外されたことを認にん識しきすることができない。

〝正夢コネクト〟に認にん識しきさせることなく条件トリガーを解除する──環たまきが実行したのは、〈夢幻症ラヴ〉を破るためのただ一つの解答だったのだ。

　それが実行された今、男の身体からだはゆるやかに死へ向かっていくだけのはずだった。

　どくり、と一ひと際きわ勢いをつけて、左腕から血液が噴ふき出す。

「まだ、動けるのか……」

「痛みには慣れている……ふん」

　そうして、ヴェルナーは天を仰ぐ。空を見上げたのではなかった。彼が見上げたのは、中空に停止している小さなペースメイカーだ。

「白色光──らしい〝残滓光レムナント〟だよ。あれは確かに、そういう女だった」

　その光から目を逸そらすことなく、ヴェルナーは呟つぶやく。まるで独ひとり言ごとのような呟つぶやきだった。

「死にたいと願ったんだ。己おれは。あれが目の前で死んだ時に、痛切に願った。自分でも制せい御ぎよできない衝しよう動どうだった。それが、己おれがSWSに罹かかった切っ掛けさ」

　くはっ、と静かに男は笑う。

「いかに〝魔女ウイツチ〟の考えは推おし量れないと言ってもな、流石さすがに気付く。幾いく度ど自殺を試みても、どれだけ無む謀ぼうな戦場に身を投じても、己おれに死ぬことを許さない〝正夢コネクト〟──これは己おれの〝正夢コネクト〟ではない、と。なれば、解答は一つしかあるまい」

「あんた、知ってたのか？　彼女が〝覚醒者コネクター〟だったことを」

「寝食を共にしていれば、厭いやでも気付く。睡すい眠みんは二日で済んだ。〝正夢コネクト〟は発動しなかった。だから、それを知るのは己おれとあれの二人だけだった」

　ということは、ヴェルナーは己おのれの恋人の身体からだに起こった異変を、軍にすら隠かくし通したことになる。その選択が、彼女が自分の専せん属ぞく技師から外されるのを恐れてのものだったろうことは、環たまきにも理解することができた。

　彼女が完全にヴェルナーの専せん属ぞくであったとするなら、彼以外のためにペースメイカーを作る機き会かいの無かった彼女には、〝正夢コネクト〟が発動する機き会かいもまた無かっただろう。本人ですら自身の〝残滓光レムナント〟を見たことがないような状況ならば、軍に対して隠かくし通すことも容易だったに違いない。

「自分のペースメイカーに〝残滓光レムナント〟が宿ってたことも、知ってたんだな」

　環たまきの問いに、ヴェルナーは笑えみで答える。

「それを知ったところで、解除する方法がわからなければ意味はない」

　その笑えみを見て一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんしつつ、環たまきは言った。

「そこまでして、死にたかったのか。あんたは」

「自分では死ねない己おれが死ぬためには、戦場が必要だった。戦う相手がな。それも、ただの軍人が相手では駄だ目めだ。国軍の爆ばく弾だんでも、ミサイルでも、勿もち論ろん銃じゆう弾だんでも己おれは殺せなんだ」

　不死の〝覚醒者コネクター〟を殺せるのは、同じ〝覚醒者コネクター〟だけ。

　それが、ヴェルナー・レーヴェンガルトの悟さとった真実だった。

「だから、己おれは求めたんだよ。戦場を。己おれが戦うに相応ふさわしい、最後の戦場をな」

　それ以外のことは、どうでもよかった。焰の魂アイアン・ソールの教きよう義ぎも、彼らが崇あがめる〝魔女ウイツチ〟のことも。ヴェルナーが見ていたのは、自分の戦う相手だけだった。

　それが自分を殺しうる存在か。ただただ、そのことだけが全てだった。

　わざわざ己おのれの心臓をターゲットにした計画。執しつ拗ようなまでの挑ちよう発はつ。今にして思えば、あまりに明け透すけに晒さらされていた、その自殺願望。

「礼れいを言うぞ、小こ僧ぞう」少しも勢いを弱めない黒色の光の中、ヴェルナーは目を伏せる。「己おれは満足だ。あれと同じところには行けんだろうが、これでようやく己おれは──」

「……馬ば鹿かだよ、あんた」

　呻うめくような環たまきの呟つぶやきに、ヴェルナーの眉まゆが顰ひそめられる。哀かなしげに眼めを見開いて、環たまきは言った。言わなければいけないと思った。

「こんなんで満足だって？　あんた、彼女がどうしてSWSになんて罹かかったんだと思ってる」

「……何を言いたい、小こ僧ぞう」ヴェルナーの眼光が、微かすかに凶きよう暴ぼうな煌きらめきを見せる。「そんなことは、あれ本人にしかわからんことだ。なぜ貴き様さまに──」

　そこで、ヴェルナーの言葉が途と切ぎれる。ヴェルナーは気付いたようだった。自分を見つめる環たまきの左ひだり眼めが今、鮮あざやかなほど白く光っていることに。

「貴き様さま……それは、何だ……まさか……視ているのか？　使用することなく、〝残滓光レムナント〟を直接に……」

　環たまきの視し界かいには、息も絶え絶えなヴェルナーの姿すがたと同時に、異なる情景が二重投影オーバーレイされていた。白色の〝残滓光レムナント〟に閉じ込められた、いつかの瞬しゆん間かん。環たまきが自ら望み、視し界かいに投とう影えいした情景だった。

「彼女は」環たまきは、自分の前で両の手を組む。「SWSに罹かかった時、こうやってた。自分の部屋で、一人で」

　眠りに落ちた、その切っ掛けとなった情景。それは一見通常のフラッシュバックと同じものだったが、今の環たまきには、そこからその時の患かん者じやの感情までを読みとることが可能だった。何な故ぜそんなことができるのかはわからなかった。不ふ思し議ぎとそれは、呼吸と同じくらいに自然なことだった。まるで自分のものであるかのように、切実な感情が胸に宿る。その感情に従って、言葉を紡つむいだ。

「彼女は、祈ったんだ。戦場のあんたの無ぶ事じを。あんたの生存を。強く、とても強く」

　爪つめが食い込むほどに握られた手。息さえ止まりそうなほどの集中。彼女の祈りはどこまでも強く──一人の人間が抱くには、あまりに強すぎたのだ。

「きっと、有史以来初めてのことだろうな。彼女は、自らの祈りでもってSWSへと至ったんだよ」

　口にしながら、環たまきの胸には祈りともまた異なる感情が去きよ来らいしていた。それは、感動だ。紛まぎれもない環たまき自身の感情だった。

　SWSは、過度の精神的負ふ荷かによって生じる疾しつ患かんだ。理り論ろん上、その負ふ荷かはどのような感情により生じてもいいはずだった。しかし、一体誰だれが想そう像ぞうしただろう。恐きよう怖ふや憎にくしみなどではなく、祈る心で眠りに就つく人間が居るなどということを。

　ヴェルナーの口から、うわ言のような言葉が洩もれる。

「……そんな……ことが……？」

「ヴェルナー、他でもないあんたのためにだ。それなのに、あんたは……満足だって？　こんな、こんな死にかたで」

　最初は、困こん惑わくの表情。しかしそれは、次第にどこか柔らかさを帯びたものになり──やがて、ヴェルナーは笑った。これまでのような攻こう撃げき的な笑えみではなく、それはただただ純じゆん粋すいな笑えみで。

「そうか……あれが、そうか……」

　おそらくはそれこそが──焰の魂アイアン・ソールに入る前、まだヴェルナーが英えい雄ゆうと呼ばれていた頃ころに、見せていた顔なのだろう。

　愛いとしい人々の前で、見せていた顔なのだろう。

「昔から、自分の心音が嫌きらいでな」

　街の喧けん騒そうは遙はるか遠く、ヴェルナーの声だけがやけに静かに響ひびいていた。

「ひどく弱々しい、喘ぜん息そくの山や羊ぎの呼吸のような音。いつだって、早く止まれと願っていた。軍に入ったのは、何のことはない、戦場が心音をもっとも紛まぎらわせる場所だったから。それだけだ」

　それを、好きだと言ったんだ。

　あれは、好きだと言ったんだ。

　ヴェルナーの囁ささやきはうわ言のようで、どこか頼りない。その声は、男の命の灯ともし火びがもうじき消えようとしていることを環たまきたちへ伝えていた。

　喜ぶ気には、何な故ぜかなれなかった。一言も言葉を発しないことから察するに、背後の少女も、環たまきと同じような心持ちであるようだった。ならば、と環たまきはヴェルナーを真まっ直すぐに見み据すえる。せめて、見届けようと思ったのだ。あまりに強く、同時にあまりに弱く、どうしようもなく哀あわれだった一人の男の生き様を。

「……え？」

　そこで、環たまきは気付く。ヴェルナーの全身。今にも崩くずれ落ちそうな、歪ゆがみ切った肉体。それを包む黒色が、加速度的に濃度を増していることに。

　そういえば、と思い返す。〈夢幻症ラヴ〉を解除してから今まで──明らかに心が静まっていっているはずのヴェルナーの身体からだを覆おおう黒色は、何な故ぜかほんの少しも弱まってはいなかったのだ。

　青色を散らせたペースメイカーが、からん、と音を立てて地に落ちた。

「ニコ！」

　本能が、環たまきにその名を叫ばせていた。反射的に踵きびすを返す。再備蓄ストツクした薄うす桃もも色いろの〝残滓光レムナント〟を纏まとうと、驚いたような顔を浮かべているニコラを、彼女が抱えた美み里さとごと両腕で抱え上げ、全力で地を蹴けった。

　少年と二人の少女が、凄すさまじい速度でその身を宙ちゆうへ投げ出したのと、彼らの下方で世界が崩くずれ落ちたのは、ほぼ同時だった。




　　　　　＊




　その様は、様々な電でん波ぱに乗って、世界の人々の目にまで届けられた。

　多くの通信インフラを占せん拠きよし、垂たれ流されていた焰の魂アイアン・ソールによる中ちゆう継けい映えい像ぞう。それを撮さつ影えいしていたカメラは、ヴェルナーが巨きよ大だいなクレーターを構こう築ちくした際に地面ごと落下し、偶ぐう然ぜんそのレンズはクレーターの底を向いた。だからその中ちゆう継けいを観みていた人々は、黒い光を燃え上がらせつつ復活したヴェルナー・レーヴェンガルトの左胸からペースメイカーが抜き出された瞬しゆん間かんを、遠目にだが確かに確かく認にんしていた。

　地に倒れたヴェルナー。画面の片かた隅すみにてぴたりと止まったカウントダウン。掛け値無しに、人々は喝かつ采さいした。そして、世界中で上がったその喝かつ采さいが止やまないうちに、それは起こったのだ。

　突とつ如じよ、フレームの外へと跳び去った少年たち。その一いつ瞬しゆんの後に、地に腰を下ろしていたヴェルナーの身体からだから、天へと立ち昇った黒色の光。気が付けば、画面は大きく揺れていた。地面と茜あかね空ぞら、そして何な故ぜか宙ちゆうに浮いている数多あまたの瓦が礫れきを映した後、画面は暗転した。

　一方、ヘリを浄じよう水すい場じようの上空へと飛ばし、独自の映えい像ぞうを中ちゆう継けいしていた報道メディアも複数存在しており、そちらのカメラは焰の魂アイアン・ソールのものよりも正確に事じ態たいを捉とらえることに成功していた。

　それは、落下だった。

　俯ふ瞰かんの視点にてカメラが映していたのは、少年たちが去った次の瞬しゆん間かんに、ヴェルナーへ向け次々と、まるで落ちていくように引き寄せられる瓦が礫れきたちだった。瓦が礫れきの全てが引き寄せられたと思うと、落下は更さらに周辺の浄じよう水すい施設やそれらを囲うフェンスにまで及んだ。建築物が容易たやすく地面から引き剝はがされ、クレーターの底へと落下していく様は、この世のものとは思えない光こう景けいだった。

　報道ヘリの映えい像ぞうがそういった様よう子すを伝えてきたのは、僅わずかに数分のことだった。数分の後には、その映えい像ぞうも焰の魂アイアン・ソールの中ちゆう継けいと同じような揺らぎを見せ、暗転する。暗転する直前に響ひびいたリポーターの悲鳴から、人々はその揺らぎが、カメラ自身がヴェルナーへ落下していくことによるものであることを知った。

　全ての映えい像ぞうは編集され、複合され、数多あまたのタグやテロップを付されたうえで、即そく座ざに情報の海へと放流される。拡散は瞬またたく間まだ。世界のほぼ全ての人々が、様々なメディアを通じて、それを目にしていた。ゆえに──

　その絶望は、様々な電でん波ぱに乗って、世界の人々の目にまで届けられたのだ。







「はは……は……」

　二人の少女を抱え、一ひと息いきに浄じよう水すい場じようの外にまで跳ちよう躍やくした千歳ちとせ環たまきが振り返ると、視し界かいに飛び込んできたのは一いつ瞬しゆん前とは似ても似つかない光こう景けいだった。

　更さら地ち──である。

　いつか境さかい悠ゆう理りの運転する自動車で走った国道に立ち、見渡す浄じよう水すい場じようは、かろうじて水すい槽そうが残るだけの更さら地ちと化していた。地上に設しつらえられていた全ては、環たまきの目の前で、浄じよう水すい場じようの中心のクレーターの底へと雪な崩だれ込んでいったのだ。

「タマキ……」

　気を失っている藍あい原はら美み里さとを地面へ横たえて、ニコラ・ベイカーは呟つぶやく。彼女の視線は、遠くのクレーターへと真まっ直すぐに注そそがれていた。

「あれは、何？」

　彼女が指先で示したのは、クレーターの底、数多あまたの瓦が礫れきと建造物が落ち込んだ澱おりから立ち昇る黒色の光だった。

　互いにみっしりと嚙かみ合って、一ひと塊かたまりになった全てを包むように、ひどく見覚えのある黒色が揺らめいていた。黒色はそこから上空へと吹き上がり、〝樹ツリー〟にも似た形状を持って天を二分している。それはまるで、訪れるべき夜が一足先に夕暮れを切り裂さいているかのようだった。

　きいいいん──と、辺りに耳鳴りのような音が響ひびく。不ふ思し議ぎと、どこかで聞いたことのあるような音だった。

　環たまきが何事かを口にしようとしたところで、彼の端たん末まつが着ちやく信しんを知らせた。どうやら通信が回復したらしい。薄うす桃もも色いろの〝残滓光レムナント〟を霧む散さんさせ、環たまきはポケットから端たん末まつを取り出す。端たん末まつから流れ出たのは悠ゆう理りの声だった。

『無ぶ事じだったか』

「ああ、そっちこそ」

　不ふ思し議ぎと懐なつかしいその声は、一切の雑談を挟むことなく、自らの状況を簡かん潔けつに報告し始める。どうやら彼女は、環たまきと別れた市街地から徒と歩ほでこちらへ向かっていた道中らしい。

『叶かのうの端たん末まつの操そう作さに手間取り、通信の回復が遅れた。それで──』

　通信の向こうで、悠ゆう理りは一呼吸を置いた。

『こちらからも、黒色光は見えている。あれは〈無間怨ゼロ〉の〝残滓光レムナント〟だな？』

「ああ」頷うなずく環たまき。「〈夢幻症ラヴ〉を破って致ち命めい傷しようを与えたら、そこから急に〈無間怨ゼロ〉の出力が増したんだ」

『〈無間怨ゼロ〉が？』僅わずかな沈ちん黙もく。悠ゆう理りの背後にて、おそらくは市街地で鳴っているだろうサイレンの音が響ひびいていた。『あれの条件トリガーは、【気分の高こう揚よう】だったはずだ。死を前にして、気分が急激に高こう揚ようしたということか？』

「いや、多分違う」

　黒色の光を吹き上げる直前にヴェルナーが見せた、ひどく穏おだやかな表情を思い出しながら、環たまきは言う。

「ヴェルナーに致命傷を与えたこと、だ。原因は」

『……どういうことだ？』

「僕らは、勘かん違ちがいしてたんだよ。〈無間怨ゼロ〉っていう〝正夢コネクト〟の条件トリガーを。ヴェルナーは、自分がSWSに罹かかった原因を自殺願望だって言ってた」

　そして、彼はこうも言ったのだ。その感情から、不死の〝正夢コネクト〟は生まれ得ない。ゆえに、彼は〈夢幻症ラヴ〉が自分の〝正夢コネクト〟ではないことに気付いたのだと。環たまきは考える。では、〈無間怨ゼロ〉はどうなのか。【気分の高こう揚よう】という条件トリガーは、自殺願望の顕けん現げんの形として相応ふさわしいのか。

「多分、〈無間怨ゼロ〉の条件トリガーは──【死への漸ぜん近きん】だ」

　今にして思えば、と環たまきは歯は嚙がみする。ヴェルナーの肉体の出力が目に見えて上がっていたのは、いつだって彼が深手を負った時だった。

　過度の負ふ傷しよう。それはヴェルナーにとって、好こう敵てき手しゆを見つけたことによる気分の高こう揚ようと不可分な現げん象しようだ。そして〈夢幻症ラヴ〉による再生は、黒色の〝残滓光レムナント〟を短時間で沈静化させる。そのタイミングは、彼の気分が静まるのと呼応するようにも見えただろう。〈無間怨ゼロ〉の条件トリガーが誤認されたことも無む理りはない。

『成なる程ほどな』環たまきの言葉を、悠ゆう理りは疑わなかった。『環たまき、ヴェルナーはまだ絶命していないのか？』

「……心臓を抉えぐったし、これだけの質量に潰つぶされてる。もうじき死ぬとは思う。でも、今はまだ生きてる」

　環たまきの推すい測そくは、単なる勘かんではなかった。彼は感じていたのだ。先せん刻こくから、自分をクレーターの方向へと引く力が、微かすかに、だが確かに生じ初めていることを。そしてその力は、今も少しずつ大きくなろうとしていた。

「まだ、上がってるからな。出力」

『そうか、まだ上がるのか』

　おそらくは、不死の状態で数多あまたの痛みを経たことが、ヴェルナーの身体からだに常じよう人じん以上の生命力を蓄たくわえたのだろう。

『全くもって、規き格かく外だな。それほどまでに強い感情だったのか』

「ああ。まさか──肉体が及ぼす万有引力まで増幅するなんて」

　そう、それこそが事じ態たいの本質だった。条件トリガーは【死への漸ぜん近きん】、結果エフエクトは【肉体が及ぼす力の増ぞう幅ふく】──〈無間怨ゼロ〉は、増幅する力の種類を制限しない。能動的に及ぼした力のみを増ぞう幅ふくするニコラの〝正夢コネクト〟とは、似て非なるものだった。

　勿もち論ろんそのことは、悠ゆう理りも、そして環たまきも事前に把は握あくしてはいただろう。しかし実際に、本来ならば感覚することも不可能な大きさの力である万ばん有ゆう引いん力りよくを、ここまで増ぞう幅ふくするほどの出力を〈無間怨ゼロ〉が獲かく得とくするなどということは、二人の想そう像ぞうを遙はるかに超えていた。

「ねえ……」ニコラが横から恐る恐る問うた。「ヴェルナーが死んじゃったら、どうなるの？」

『わからん。出力がどこまでいくかは、誰だれにも予測できないだろう。ここら一帯で済むか、それとも科しな出での全ぜん域いきが落ち込むか──だが、ニコ。問題の本質はそこじゃない』

〝樹〟を見ろ、と悠ゆう理りは言った。

　環たまきは、ゆっくりと振り返る。環たまきたちから見て、立ち昇るヴェルナーの〝残滓光レムナント〟とは反対側。そこに屹きつ立りつしている黒色の大たい樹じゆが視し界かいに入った瞬しゆん間かん、少年と少女は息を吞のんだ。

「何、あれ……」

　ニコラの声は震えている。眼前に示されたものを思えば、無む理りもなかった。

「どうして、あんなに大きくなってるの……？」

　かつて世界を襲おそった大災さい害がいの象しよう徴ちようたる黒色領りよう域いきは、その成長を急速に加速させていた。数分前までの〝樹ツリー〟の成長は、少しずつ枝を伸ばしていくような形だったが、今この時、〝樹ツリー〟はその幹みきそのものを、容易たやすく視認できるほどの速度で肥ひ大だい化かさせていたのだ。

　先せん刻こくから辺りに響ひびいている甲かん高だかい音おん響きようの正体に、環たまきは気付く。耳鳴りじみたその音を、環たまきは確かにあの日──悪夢の日ミラージユ・デイに聞いたのだ。〝樹ツリー〟が、天を衝つくほどまでに巨きよ大だい化かした夜に。

　脳のう裏りを、ヴェルナーの言葉が支配していた。中ちゆう継けいの中で、ニコラへ向けて投げかけられた言葉。あの〝樹ツリー〟は、人の恐きよう怖ふで成長するのだと。

「ヴェルナーの、この引いん力りよくで……？」

『お前がヴェルナーを倒したことで、一度人々の心が緩んだ。その揺り返しがきたんだ。人知の及ばない現げん象しようを目まの当たりにすることで』

　彼女にしては珍めずらしく少しだけ言いい淀よどんでから、悠ゆう理りは言った。

『専門家の見立てでは、あれは下へ手たをすると、世界を覆おおう可能性すらあるそうだ』

　数刻前に聞けば薄ら笑いを浮かべることもできただろうその言葉も、今の環たまきには笑うことができなかった。眼前にて繰り広げられる成長は、その様が容易たやすく想そう像ぞうできるほどの勢いだったからだ。

「どうするの……ねえ！」

　縋すがるように、ニコラは環たまきを見る。事じ態たいは、いよいよ最悪だった。このままヴェルナーが絶命すれば、その引いん力りよくは今よりも格段に大きくなる。被ひ害がいの範囲がどれほどになろうと、人々の目にそれは絶望そのものの光こう景けいと映るだろう。その絶望は、〝樹ツリー〟の拡大を更さらに加速させる最後の一押しだ。

　悪夢の連れん鎖さを防ぐには、どうすればいいのか。ヴェルナーにどのような攻こう撃げきを加えようと、それはヴェルナーの絶命という結果を招くだけだ。そもそも、万に一つ〈無間怨ゼロ〉の出力増大を抑えたとして、それで人々の絶望が収まるとも限らなかった。一度勢いを得た感情を制せい御ぎよすることの難しさは、数多あまたの〝覚醒者コネクター〟を見てきた環たまきが誰だれよりも知っている。

　奥歯を食いしばる環たまきの耳に、端たん末まつの着ちやく信しん音が届く。通信相手を確かく認にんし、環たまきは目を見開いた。困こん惑わくした手つきで端たん末まつを操そう作さし、その着ちやく信しんを悠ゆう理りとの同時通話の形で受ける。

『事じ態たいは把は握あくしている』

　端たん末まつから流れ出たのは、特級傷しよう病びよう患かん者じや管理機き構こう総そう監かん、穂ほ積づみ聡そう一いち郎ろうの声だ。環たまきは言う。

「総そう監かん、今は──」

『余よ計けいなことは言うな。私の問いにだけ答えろ』

　聡そう一いち郎ろうの声には、有う無むを言わせない響ひびきがあった。口を噤つぐんだ環たまきへ向け、端たん末まつから問いが投げかけられる。

『諦あきらめるか？』

　一いつ瞬しゆん、環たまきにはその質問の意味がわからなかった。

『お前は命を懸かけ、ヴェルナー・レーヴェンガルトを倒した。誰だれもが倒すことを諦あきらめていた、不死の男を。その事実に疑いは無い。〈オズ〉は確かに任務を果たしたのだ。結果として生じたこの事じ態たいの責任は、お前には無い。ここでお前が諦あきらめ、撤てつ退たいを選んだとしても、Seventhセブンスはお前を責める全てからお前を守るだろう』

　口く調ちようは温度を感じさせないものだったが、その言葉には確かな優しさがあるように、環たまきには思えた。

『もう一度、問う。千歳ちとせ環たまきよ。お前はここで諦あきらめるか？』

「……違うでしょう、総そう監かん」一秒すらも間を空あけずに、環たまきの口は言葉を紡つむいでいた。「僕らの任務は、ただ喧けん嘩かに勝つことじゃない。事じ態たいの収しゆう拾しゆうが、僕らの目的だったはずです。何より僕は──」

　そうして、環たまきは笑えみとともにその言葉を口にした。

「途と中ちゆうで何かを投げ出すのは、苦にが手てなんですよ」




『聞いただろう、諸しよ君くん』




　環たまきの笑えみが、僅わずかに凍り付いた。

『諸しよ君くん。今、私の声を聞いている、世界中の諸しよ君くん。諸しよ君くんらに、特級傷しよう病びよう患かん者じや管理機き構こう総そう監かん、穂ほ積づみ聡そう一いち郎ろうは宣せん言げんしよう。Seventhセブンスは、必ずやこの事じ態たいを収しゆう拾しゆうしてみせる。我々にはそれが可能だ。何な故ぜならば今、科しな出でには千歳環がいるのだから』

　困こん惑わくの表情で、環たまきはニコラへ目配せする。慌あわてて自分のコートから端たん末まつを取り出すニコラ。それを奪うばうように受け取り、二、三度操そう作さする環たまき。予想の通りだった。ネット配信、テレビ、ラジオ──全ての媒ばい体たいにて、今まさに環たまきの端たん末まつから流れ出ているものと同様の声が響ひびいていた。

　全世界同時中ちゆう継けい──焰の魂アイアン・ソールの軽けい挙きよを、そのまま拝はい借しやくするような暴ぼう挙きよ。

『知っているだろう。諸しよ君くん。千歳ちとせ環たまきという少年を。誰だれもが諦あきらめた戦いに勝利した男の背中を』

　聡そう一いち郎ろうの声は続く。声のトーンに、尋じん常じようではない威い厳げんが込められている。映えい像ぞう媒ばい体たいにおいては、彼がどこかの壇だん上じようで語っている姿すがたが見て取れた。画面の隅すみ々ずみまでを満たす荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに、環たまきはその場の性質を悟さとる。

　国際会議。

　直感が、そう告げていた。おそらくは、七つめのSeventh条項の撤てつ廃ぱいを決めるための会議だろう。事じ態たいが事じ態たいだけに、そういった会議が開かれてもおかしくはない。そして今、聡そう一いち郎ろうはその会議にて、世界の首しゆ脳のうを前に演説を行っているのだ。

　七つめのSeventh条項の存続を訴えるためのものではなく、現在科しな出でで起ころうとしている連れん鎖さを食い止めるための演説を。

〝樹ツリー〟を成長させる養分である人々の恐きよう怖ふを、取り除くための演説を。

（何て……人だ……）

　呆あきれた大だい胆たんさだった。本来はSeventhセブンスの断だん頭とう台だいにも等しかったはずの国際会議を、世界を救う剣へと変える逆転の一手。今いま更さらのように、環たまきは思い出す。穂ほ積づみ聡そう一いち郎ろうという男はかつて、たった一人で〝覚醒者コネクター〟たちの居場所を作り上げた男なのだという事実を。

『歴戦の英えい雄ゆう、とヴェルナー・レーヴェンガルトは呼ばれたという。ならば、私は千歳ちとせ環たまきにも同じ名を冠かんしよう。ニコラ・ベイカーがヴェルナー・レーヴェンガルトへ言い放った言葉を、諸しよ君くんも聞いたはずだ。その少年は、戦い続けてきた男だ。痛みを恐れず、数多あまたの心と向き合い続けてきた男だ。〝覚醒者コネクター〟とそれ以外の人々との間で、誰だれよりも悩み続けてきた男だ。その彼が今、諦あきらめるつもりはないと言っている。どこに絶望する要素があろう。どうか、信じて欲しい。信じて、そして見ていて欲しい。我らがSeventhセブンスの捜そう査さ官かん、千歳ちとせ環たまきが事じ態たいの全てを収しゆう拾しゆうする様を』

『……総そう監かん』通信に割り込む、悠ゆう理りの声があった。いつでも聡そう一いち郎ろうを立てる彼女がこういった場で無む闇やみに発言することは、通常考えられないことだった。『良よいのですか？』

　悠ゆう理りの問いの意味は、明らかだ。今の聡そう一いち郎ろうの演説はつまり、彼が長年育て上げてきたSeventhセブンスという組そ織しきが培つちかってきた信頼の全てを、一人の少年の肩に乗せることを意味していた。正気の沙さ汰たではない。公おおやけにここまで言い放ってしまえば、環たまきが事じ態たいの収しゆう拾しゆうに失敗した場合、〝覚醒者コネクター〟の居場所はこの世界から完全に消しよう失しつする。それは、聡そう一いち郎ろうとともに長年歩んできた悠ゆう理りだからこそ、黙だまってはいられない決断だった。

『何だ、悠ゆう理り。お前は反対なのか？』

『いえ、そういう訳わけではありませんが……』

『これは、お前ら〈オズ〉以外のチームの全てから了りよう承しようを得た総そう意いだというのに』

「えっ……」環たまきの目が、驚きよう愕がくに見開かれる。「そんな……ことが？」

　それは、現在Seventhセブンスに所しよ属ぞくする〝覚醒者コネクター〟のほぼ全てが、環たまきの肩にSeventhセブンスの名を乗せることを了りよう承しようしたということだ。信じられなかった。それは環たまきにとって、夢の中ですら想そう像ぞうしたことのない話だった。

『千歳ちとせ環たまきの戦いぶりは、ニコラ・ベイカーの訴えは、それだけ人の心を動かした。では、悠ゆう理りよ。千歳ちとせ環たまきのチームメイトである境さかい悠ゆう理りよ。お前は、千歳ちとせ環たまきのことをどう思っているのだ』

　数秒の沈ちん黙もく。悠ゆう理りの深い溜ため息いきが、通信に乗って全世界へ届いた。

『……自分は、あの程度のメロドラマでは何とも思いませんよ』

　そうして、彼女は言う。実に彼女らしい一言を。

『千歳ちとせ環たまきが信頼に足る男だなどということは、とうの昔に知っています』

『決まりだな』

　にやり、という聡そう一いち郎ろうの笑えみが、世界のモニターを支配する。

『私たちを救え。千歳ちとせ環たまき。お前にはその力と、そして──資格がある』

　聡そう一いち郎ろうからの通信は、そこで途と切ぎれた。ニコラの端たん末まつが映し出す中ちゆう継けい映えい像ぞうでは、もしかするとこの後も何らかの演説が続くのかもしれなかったが、環たまきはそれも切った。自分には今、やるべきことがあった。それだけで充分だった。

「自分の言ったことくらいは、責任とらないとなあ」

　呟つぶやいて、遠くの〝樹ツリー〟を再度見上げた。環たまきの目には、心なしか〝樹ツリー〟の拡大が先せん刻こくまでに比べて減速しているように感じられた。聡そう一いち郎ろうの言葉によって、人々の恐きよう怖ふが薄らいだのだ。環たまきに全てを任せるというあの言葉によって。

　どうして自分はこんなところに居るんだろう、と環たまきは思う。

　位置座ざ標ひようの話では、勿もち論ろんなかった。〝覚醒者コネクター〟であるがゆえに社会に存在せず、〝正夢コネクト〟の特異性からSeventhセブンスにも存在しなかった居場所。そんな自分が、まさかこんな場所に立てるだなんて。

　誰だれが連れてきてくれたのかな、と自じ問もんする。その答えは、問う前からわかっていた。

『方法は、どうするつもりだ？』

　端たん末まつから響ひびく、悠ゆう理りの声。先せん刻こくの発言など無かったと言わんばかりの声こわ色いろ。端たん末まつ越しで実際には見えていないはずの双そう眸ぼうが、真まっ直すぐにこちらを射い抜ぬいている様が、環たまきには容易に想そう像ぞうすることができた。

「思いついたことがあるんだ」

『言ってみろ』

「〈無間怨ゼロ〉の条件トリガーは、【死への漸ぜん近きん】なんだろ？　で、死っていうのは生き物にしか適用されない概念、だよな」

『美み里さとの起き爆ばくと、同じ理り屈くつか──！』

　悠ゆう理りは物わかりの良いところを見せる。条件は、簡かん潔けつにして明快だった。

『「死」というプロセスを経る暇いとますらなく、奴やつを直接物質へと還かん元げんさせる。簡単ではないぞ。相応の出力が必要だ。どうやってそれを実現する？』

「今いま更さら、まどろっこしいことはしないさ。ぶん殴なぐる。この拳こぶしで」

　端たん末まつを左手に持ち替え、環たまきは右の拳こぶしをかたく握ってみせる。

　次の瞬しゆん間かん、環たまきの身体からだを薄うす桃もも色いろの〝残滓光レムナント〟が覆おおった。

「それ、あたしの……でも、それじゃあ」

　ニコラの疑問を、悠ゆう理りが引き継ぐ。

『あの落下物の全てをぶち抜いて、人体を消しよう失しつさせようというんだ。ニコの〝正夢コネクト〟だけでは、出力が足りるとはとても思えんぞ』

「わかってるよ」

　覚かく悟ごを決めた表情で、環たまきは端たん末まつを地面に置く。そうして、自分の左肩に手を添えた。

「出し惜しみは──無しだ」

　薄うす桃もも色いろの光を纏まとった右手で、自らの左肩を抉り取る。

　噴ふき出す鮮せん血けつ。脳のう髄ずいに突き刺さるような痛み。思わず、低い唸うなりを洩もらす。

「ちょ、タマキ!?」

　慌あわてて環たまきへ手を伸ばしかけ、ニコラは絶ぜつ句くする。痛みに身を丸める環たまきの全身を、新たな光が包み始めたからだ。薄うす桃もも色いろの〝残滓光レムナント〟と混じりあうように広がっていくその光は、艶つやのある滑なめらかな黒色で──

「これ、〈無間怨ゼロ〉……？」

　それは、環たまきが備蓄ストツクしていた〝残滓光レムナント〟の、最後の一つだ。

『重ねがけ、か』

　地面の上から流れる悠ゆう理りの言葉に、環たまきは頷うなずく。そう、ニコラの名も無き〝正夢コネクト〟と、ヴェルナーの〈無間怨ゼロ〉。その結果エフエクトは、両者とも力を増ぞう幅ふくするものだ。それらを同時に適用すれば、獲かく得とくできる出力は飛ひ躍やく的に増大する。世界でただ一人、〈暗算子スケアクロウ〉──複数の〝残滓光レムナント〟を同時に扱うことが可能な〝正夢コネクト〟を持つ環たまきだからこそ、それは可能な手法だった。

（流石さすがに、きっついな……）

　眉まゆを顰ひそめ、口元を笑えみに歪ゆがめる環たまき。〈無間怨ゼロ〉の出力を最大限引き出すために、必要な負ふ傷しよう。遠のきそうになる意い識しきを何とか保ちつつ、自らの身体からだを包む黒色の濃化に試みの成功を悟さとる。あとはヴェルナーへ拳こぶしを叩たたきつけるまで、意い識しきがもってくれることを祈るだけだった。

　踵きびすを返し、視し界かいの奥のクレーターへ向け一歩を踏み出す。負ふ傷しようのせいだろう、その歩みは頼りなく、どこか危ういものだ。

（大だい丈じよう夫ぶだ。ほんの少し、走るだけだ。その分だけ、もてばいい。この身体からだはそれだけでいい）

　そうして、環たまきが脚あしに力を込めようとした、その時。

　左の脇わきの下から、押し上げられるような感覚があった。見れば、そこにはニコラの矮わい軀くがある。脇わきの下から抱え上げるように、少女は環たまきを支えていた。

　仕方ないなあ、と少女は笑う。

「あたしも、一いつ緒しよに行ってあげる」

「何、やってんだ。危ないから……」

「やだ。離れない。そんな身体からだで、どうやってヴェルナーのところまで行くの？　我が慢まんしてるつもりかもしれないけど、全然なんだから」

「でも、君だってもうボロボロじゃ」

「ねえ、タマキ。タマキは気付いてないかもしれないけど、タマキはね、あたしのこと、抱きしめてくれたんだよ。出で逢あったばっかりの時の、あの屋おく上じようで」

　環たまきは思い出す。ニコラの車椅い子すを押し、訪れた病院の屋おく上じよう。そこから飛び出したニコラを助けるために、彼はニコラの身体からだを抱えた。それは確かに、見ようによっては抱きしめたと言えないこともない動作だった。

「そんな、ことで……」

「それからも、何度もね……へへっ、だからさ」

　にっ、とニコラが笑う。環たまきを支える小さな手は、温あたたかく、そして優しい。出で逢あってからこれまで、一度も触れることのなかった手。破は壊かいすることなく世界へ触れることは、とてもできなかったはずの手。

「今度は、あたしが抱きしめてあげる番なんだ」

　自分を、この場所まで連れてきてくれた手。

　それが自分を支えているという事実は、きっと希望で。今この時が、少年と少女が初めて本当の意味で結ぶ接続コネクトだった。

　二人の笑い声は、甲かん高だかい耳鳴りや風音の全てを振り払い、消えかけの夕ゆう陽ひに溶け込んだ。

『……やれやれだ』

　端たん末まつから、悠ゆう理りの平静な声が響ひびく。

『聞くに堪たえん。さっさと行って来い』

　さっさと行って──戻って来い。

　その言葉を合図としたように、世界に夜が訪れる。端はしからページをめくるように周囲が闇やみに包まれて、視し界かいに最初の星が現れた瞬しゆん間かん、少年と少女は加速した。

　刹せつ那なで溶ける景色けしき。見る間に近付いてくる、黒色の〝残滓光レムナント〟。隣となりにニコラの息いき遣づかいを感じながら、環たまきは真まっ直すぐにその黒色を見み据すえていた。深い、深い黒色。かつて英えい雄ゆうと呼ばれた男が抱いた激情。その結けつ晶しよう。

　自分がその黒色を纏まとった瞬しゆん間かんに視し界かいを支配した景色けしきを、環たまきは思い出す。燃え盛る戦場。両腕に抱えた肉片の色合いは、涙でひどく滲にじんでいた。ヴェルナー・レーヴェンガルトの絶望。世界の理ことわりを徹てつ底てい的に歪ゆがめるほどの自殺願望。

　──「己おれの心音が、好きだと言ったんだ。あれは」

　今の二人の脚きやく力りよくならば、ヴェルナーのもとへ向かうのに数秒もかからない。極ごく々ごく僅わずかな時間の中、しかし環たまきの脳のう裏りには、そんな言葉が響ひびいていた。低く重い男の声。恐らくは、視し界かいの中心に居座る黒い光から直接伝えられた声。

　──「己おれの生きている証あかし。だからこそ愛いとしいのだと。それを、止めたくはないと。だから、それからかね。少しだけ、自分の心音が好きになった」

　景色けしきは流れる。空の星は、その輪りん郭かくを露あらわにする。どこかで瓦が礫れきが軋きしむ音がした。視し界かいの黒色は大きくなる。大きくなって、手を伸ばせば届くような距きよ離りで揺らめく。

　──「なあ、小こ僧ぞう。己おれは果たして、何を間違えたのだろうな？」

　右拳こぶしを、大きく振りかぶった。その拳こぶしを包む光は、眼前の黒色に負けないほどに強く濃く煌きらめいている。かたく、かたく、拳こぶしを握った。




「そんなの、決まってんだろ──！」




　弾だん丸がんさながらに質量の塊かたまりへ突っ込み、右腕を振り下ろした、その瞬しゆん間かん。

　砕くだけ散った瓦が礫れきの奥、深い黒色の向こうに、白はく髪はつの男の笑顔が確かに見えたような気がした。










　　　　　終章
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「見えると思ったんだよ。ぼくにだって。みんなと同じものがさ」

　千歳ちとせ環たまきは夢を見る。白い部屋だった。床に落ちた影さえ、薄く溶け込んで消えるような。眼前に座るショートの黒くろ髪かみが、視し界かいの中で色濃く映える。少女の閉じられた瞳ひとみはやけに小ぶりで、それはどこか陶とう磁じ器きの模も様ようにも似ていた。

　環たまきがぼんやりと見つめた先の唇くちびるは、彼が何も言わないのを悟さとると、ゆっくりと言葉を続ける。

「本物の眼めがなくても、全てを見ることができる。本物の身体からだがなくても、全てを感じることができる。そんな風ふうに創つくった世界なら」

　結局さ、と白はく衣いの少女は笑う。少女の瞼まぶたは、開かれないままだ。

「繫つながりたかったんだよ、ぼくは。接続コネクト。それこそが、ヒトという生き物が根源的に求めるものだ。高度化した思し考こう、感情が必ず行き着く先だ。全ての精神は、他と繫つながるためにこそ生きている。その軛くびきからは、ぼくですら逃のがれられなかったという訳わけだ」

　何かを悼いたむように、環たまきも瞑めい目もくする。少女のあくまで開かれない瞼まぶたは、本当は開かれないのではなく開けないのだと、環たまきは知っていた。

「でも、駄だ目めだった。ぼくは確かに世界を見ることができたけど──うん、そうだね。それがみんなが見ていたものと同じだとは、どうしても思えなかった。どうしても信じられなかった。だって、どうやって証しよう明めいするんだい？　そんなこと、ぼくにだってできやしないさ」

　再び目を開いた時、環たまきの視し界かいに映ったのは、こちらへ伸ばされた少女の掌てのひらだった。そっと、そこに自分の掌てのひらを重ねる。触れ合ったはずの掌てのひらは、何の感かん触しよくも環たまきへ伝えてはくれなかった。

「だから、発はつ想そうを転換してみたんだ。ぼくに、みんなと同じものが見えないなら──みんなに、ぼくと同じものを見て貰もらおう、ってさ」

　それってやっぱり、罪なのかな──？

　少女は問う。ひどくおぞましく、同時に哀かなしい、それは問いだった。

「見えるものより、聞こえるものより、感情がメインの世界って、そんなにおかしいかな。ぼくにとってはそんなもの、生まれた時から当たり前のことだったんだけれど」

　そこで、部屋の白色に亀き裂れつが走り始める。

　あらゆる全てを敵に回した少女が、拘こう束そくされつつも創つくり出した最後の隙すき間ま。その空間が、終わりを迎えようとしていた。環たまきが生まれ、育った場所。どれだけの時間を、ここで少女と過ごしただろう。全ては一いつ瞬しゆんに近くとも、それは環たまきにとっては永遠にも等しい時間だった。

　──もう、逢あえないのか？

　独ひとり言ごとのように、環たまきは呟つぶやく。心細さを滲にじませないように気を付けてはみたが、それに失敗していることは、誰だれよりも本人がわかっていた。

「君の世界がどうかまでは、知らないが」軽く微笑ほほえみながら、少女は言った。「ぼくの国では、死刑制度はもう十年も前に廃はい止しされている」

　死ぬことさえも、許されないのさ──そう、自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやいた。

　その言葉の意味を、環たまきは正しく理解する。可能性は、ゼロではないということ。生きてさえいれば、彼女が再びこの世界を覗のぞく時だって、いつかきっと来るかもしれないということ。

　勿もち論ろん、彼女の罪は大きい。その人生だけでは、償つぐないきれないほどに。だからそれは本当にささやかな、奇き跡せきにも近い願いなのだろうけれど──

「ぼくの代わりに、君が見てくれ。その世界を。その世界が、これからどうなるのか。ぼくの世界で、みんなは何を感じるのか。そのうえでヒトは何を選ぶのか──そのための新しい人生が、ぼくから君へ贈れる最後のプレゼントだ」

　少女の言葉の最後の方は、幾いくつもの残響エコーに分散して、うまく聞き取ることができなかった。白い空間に亀き裂れつが走る。触れ合う手がゆっくりと離れていく。砕くだけ散った白色の向こうに広がるのは、ネオンサインのように色が散る夜空だった。

　これが夢ではなく記き憶おくであることを、今の環たまきは知っている。




　　　　　＊




　おかしいとは、思っていたのだ。

　焰の魂アイアン・ソールによる大だい規き模ぼなテロから、数週間を経た日の午後。上昇するエレベータの中で、千歳ちとせ環たまきは考える。

〝正夢コネクト〟とは、SWSに罹り患かんした原因となった心的負ふ荷か、つまり感情が、法ほう則そくへと変換されるものだ。その性質はおよそ常じよう識しきでは考えられないような現げん象しようを引き起こし、ゆえに多くの人間には特とく殊しゆ能力のように受け取られているが、しかし。

　あくまで、〝正夢コネクト〟は法則なのだ。

　ある条件トリガーが、ある結果エフエクトへと結びつく。それが、〝正夢コネクト〟という現げん象しようの大前ぜん提ていだ。だから、〝覚醒者コネクター〟は〝正夢コネクト〟を制せい御ぎよすることはできない。マルコ・サヴィーニという男の声を、環たまきはついぞ耳にすることはなかった。そこにこそ、〝覚醒者コネクター〟という存在の悲劇がある。

　条件トリガーをうまく調ちよう節せつすることによってコントロールが可能な〝明晰夢ヴアリアント〟ですら、その現げん象しようの接続自体を断ち切れる訳わけではないのだ。

　だが、千歳ちとせ環たまきの〈暗算子スケアクロウ〉は──取り込んだ〝残滓光レムナント〟を自在に使うことができる。〝正夢コネクト〟の発動も解除も、全ては環たまきの意い思しによって為なされるのだ。

　それは最も早はや、能力としか呼ぶことのできない代しろ物ものではないか。

　そして何よりも──〈暗算子スケアクロウ〉には、決定的なまでに他の〝正夢コネクト〟とは異なる点がある。

　他人の〝残滓光レムナント〟を備蓄ストツクし、解かい析せきし、そして自在に用いることができる〝正夢コネクト〟。環たまきが視認した〝残滓光レムナント〟は、今も彼の左の瞳ひとみに揺れている。

　では、環自身の〝残滓光〟は、果たしてどこにあるのか。

〝残滓光レムナント〟は、〝正夢コネクト〟と分かつことのできない発光現げん象しようだ。これまで環たまきは、〝残滓光レムナント〟を伴わない〝正夢コネクト〟を見たことがない。ならば──と、環たまきは思う。

〝残滓光レムナント〟を纏まとわない環たまきの〈暗算子スケアクロウ〉は、本当に〝正夢コネクト〟なのだろうか。

　軽けい薄はくな電子音が、目的階への到とう着ちやくを告げる。ドア上部のパネルが示す階層は、最上階。Seventhセブンス本部の中で、環たまきがもっとも気後れする階層だ。僅わずかに緊きん張ちようした面持ちで、使い慣れない松まつ葉ば杖づえを操あやつる。

　エレベータを降り、他の階層とは明らかに違う足裏の感かん触しよくを味わっていると、廊下の奥から見知った人ひと影かげが現れた。どうやら、自分より先に目的の人物と面会をしていたらしい。

　環たまきと同じく松まつ葉ば杖づえを突いた境さかい悠ゆう理りは、環たまきを認めると足を止めた。環たまきの身体からだをじろりと見み遣やり、ぽつりと呟つぶやく。

「調子は、どうだ？」

「まあまあ、かな。後こう遺い症しようは残らずに済みそうって言われたよ。そっちは？」

「お前に比べれば、どうということもない。この包ほう帯たいも」右手に分厚く巻かれた包ほう帯たいを、悠ゆう理りは示す。「怪け我がというより、ただの手しゆ術じゆつ痕こんだ」

　そっか、と環たまき。叶かのう理り人ひとによって銃じゆうのグリップと癒ゆ着ちやくされた皮ひ膚ふを掌てのひらから剝はがすための外科手しゆ術じゆつは、ゆうに数時間にも及んだのだという。ニコラ・ベイカーを通じて、環たまきはそのことを知っていた。

「ともあれ、奥でお待ちだ。あまり、時間をとらせるな」

「へいへい」

　全くもって彼女らしい言葉を残し、悠ゆう理りは環たまきとすれ違う。その数秒後に、環たまきは彼女の後ろを歩いていた人ひと影かげともすれ違った。悠ゆう理りを目にしたその時には、勿もち論ろん環たまきだってその存在に気付いていた人ひと影かげ。もしこのまま何も言葉を発さなかったならば、環たまきもあえて声をかけようとは思わなかった少女。

「……ねえ、その」

　互いが背を向けあってから数秒後、藍あい原はら美み里さとは小さく声を上げた。

「ち、千歳ちとせ……さん」

「環たまきで──いや、何でもいいよ。ヘンタイでもノロマでも、ぼんくらでもさ」

　ゆっくりと振り返って、環たまきは笑う。対する美み里さとは、俯うつむき加か減げんに目を逸そらしたまま、うまく表情を作ることができないでいるようだった。

　そんな彼女を、背後から悠ゆう理りが見み据すえている。その瞳ひとみは、冷たく鋭い裁さばく者の瞳ひとみだ。その瞳ひとみの持つ意味を環たまきはわかっていたし、当然美み里さともわかっている。

　ヴェルナー・レーヴェンガルトとの戦せん闘とうに起き因いんするものこそ少なかったものの、先のテロによる人的被ひ害がいは少ないものではなかった。一般市民だけで、三十人以上。それが、美み里さとの〈絆フアミリア〉を契けい機きとして失われた命の数だった。

　勿もち論ろん、環たまきは知っている。美み里さとが〝正夢コネクト〟を行使したことは、到とう底てい自らの意い思しとは言い難がたいことを。彼女は多くの面において、紛まごうことなき被ひ害がい者しやだった。だがそれでも、起こってしまった出来事、失われた命は、誤ご魔ま化かしようもなく厳げん然ぜんとして存在しているのだ。

「あのさ、ぼん──環たまき、その……」

　しばらく言い淀よどんでから美み里さとが口にしたのは、簡かん潔けつな質問だった。おそらくは、あの日からずっと、誰だれかに問いかけたかった想おもいなのだろう。

「わたしは、何を間違ったのか、な？」

　奇き妙みような問いだった。環たまきの主観においては、一連の事件を通して彼女に選択の余よ地ちはほとんど無く、全ては不ふ可か抗こう力りよくだった。むしろことの原因は、彼女に平へい穏おんな選せん択たく肢しを与えることができなかった環たまきたちの不ふ甲が斐いなさにこそあるとすら、環たまきは思っていた。しかしそう問うてきたということは、少なくとも彼女の中ではそうではないのだろう。ふと、あの日ヴェルナーの前で、彼女自身が口にした言葉が思い出された。結局、自分は自らの意い思しで焰の魂アイアン・ソールへ下ったのだと。

　幸いにも、かはわからないが、その質問に対する答えを環たまきは既すでに持っていた。それは奇くしくも、あの星空の下でヴェルナーに投げかけられたはずの問いと同じだった。

「……君が、間違えたと思っているなら」

　どんな表情をしていいかわからなかったから、とりあえず笑った。

「繫ぎかた、じゃないかな」

　はっ、と顔を上げた美み里さとの瞳ひとみが、微かすかに揺れた。

「いつか、こんな風ふうに言った人がいる。人は人と繫つながるために生きている、ってさ。きっと、それは正しい。人は、誰だれかと繫つながっていたいんだ。それを望むことは、きっと罪じゃない」

　自らの拳こぶしで消しよう滅めつさせた白はく髪はつの兵士のことを、環たまきは思い出す。

　あれほどの狂きよう気きと破は壊かいを見せた男においてすら、結局のところ、求めていたものは繫つながりだった。この世でおそらくは唯ゆい一いつ愛した女性との繫つながり。

　心音──それこそが、彼らの接続だった。

「〝正夢コネクト〟は、そういう想おもいの顕けん現げんだ。接続コネクト──よくよく、うまい名前をつけたもんだよ」

　ヴェルナーは恋人が亡なくなった時、その心音を止めることこそが、彼女との繫つながりであると考えた。一方が終わったのならば、もう一方も終わるべきであると。

　だが逆に、彼女はその心音が続いていくことが、自分とヴェルナーとの繫つながりだと考えたのだろう。まるでバトンを渡すかの如ごとく、少しでも長くこの世に鼓こ動どうを響ひびかせることこそが。

〈無間怨ゼロ〉と〈夢幻症ラヴ〉──同じ場所を起き点てんとしたはずなのに、全く異なる答えを出してしまった、二つの想おもい。

「君も、ヴェルナーも。間違えたのは、繫つなぎかたさ。ただ、それだけを間違えたんだ」

　美み里さとは、もう何も言わない。彼女が選択した繫つなぎかたの、何が間違いであったのか。それを考えるのは彼女自身だった。そうであらねばならなかった。

　幸か不幸か、考える時間はたっぷりとある。Seventhセブンスに保ほ護ごされた以上、彼女には通常の法は適用されない。彼女が背負ったあまりに重すぎる罪が、彼女の命を奪うばうことはないだろう。その代わりに待っているのは、罪を背負いながら続いていく償つぐないの日々で、きっとそれは彼女にとって死よりも辛つらい道どう程ていとなるのだろうけれど。

　Seventhセブンス捜そう査さ官かんのコートの胸元に縫い取られた、銀の天てん秤びん。世界の秩ちつ序じよを保つ天秤バランサー。しかしそれは、同時に己おのれの罪と罰ばつを、過去と未来を、自分で決めるための天てん秤びんでもある。

「ニコが、心配してた。後で会いに行ってやってくれ」

　環たまきは振り返り、美み里さとへ背を向ける。しばらく歩くと、背後でエレベータのドアが開く音が聞こえた。悠ゆう理りが美み里さとへ言葉をかけることはないだろう。彼女はそういう人間だった。どこまでも厳げん格かくに、罪と罰ばつを規き定ていする女。

　だが、きっとこのSeventhセブンスの中で、誰だれよりも真しん摯しに償つぐないと向き合ってきた彼女ならば──いずれ、美み里さとの良よい指針となるはずだ。環たまきにはその確信があった。

　やがて環たまきの前に、重々しい、落ち着いたデザインの扉とびらが現れる。ノックをすると、思いの他よく反はん響きようした。入れ、という言葉に、ゆっくりと扉とびらを開ける。片腕しか使えないため、その動作も一苦労だった。

　そして、扉とびらを潜くぐったその先に待っていたのは──

「よく来た。それで──話というのは、何だ？」

　瀟しよう洒しやな椅い子すに腰かける、特級傷しよう病びよう患かん者じや管理機き構こう総そう監かん、穂ほ積づみ聡そう一いち郎ろうの姿すがただった。







「少し、調べてみたんです」

　机つくえを挟んだ向かい側に鷹おう揚ように座する聡そう一いち郎ろうへ向けて、環たまきは言う。歩く時には邪じや魔までしかない松まつ葉ば杖づえは、しかし立って話をする際にはありがたい存在だった。

「藍あい原はら教きよう授じゆの研究は、人間の五感と認にん識しきについてのものなんですよね。どうして、Seventhセブンスはそんな人に研究協力を仰いでいるのか。不ふ思し議ぎだったんですよ。人体という概がい念ねんの破は壊かい、なんていうのは、あんまりに限定された応用です」

　机つくえの上で両手を軽く組みながら、聡そう一いち郎ろうはそれを聞く。探るような瞳ひとみで、物言わず環たまきを見つめていた。

「教きよう授じゆは昔から、仮想現実に興きよう味みを持っていたそうですね。人間の五感を電気信号で刺し激げきし、認にん識しきを操あやつることでもう一つの世界を構こう築ちくする技術。勿もち論ろん、まだそれは実現されていないようですけど」

　美み里さとの部屋にあった立体投影ホログラム装そう置ちを、環たまきは思い出す。従来のものよりも、格段に進化した装そう置ち。あれは、その目もく標ひようへ向かう道中の副産物だったのだろう。

「あなたは、その仮か想そう現実の技術を発展させたかったんじゃないですか？　この世界のことを、より深く知るために。何な故ぜなら、この世界こそがそうやって創られたものだから」

「……檻おりに閉じ込められた者は、まずもってその檻おりの仕組みを知らねばならない」

　不ふ意いに、聡そう一いち郎ろうが言った。厳おごそかな声は、静せい謐ひつな部屋の空気に相応ふさわしい響ひびきだ。少しも勿もつ体たいぶることなく、彼は環たまきの言葉を肯定した。

「この世界は、もとの世界よりも数十年は過去の時代をモデルに設定されているからな。まだ、その技術は萌ほう芽がの段階にしかない。できうる限りの干かん渉しようをして、その技術は早急に完成させるつもりだ。自覚もなくここに閉じ込められた我々が、脱だつ出しゆつの方法を探るには、そのための技術から構こう築ちくする必要があるのだよ」

　やはり、と環たまきは思う。聡そう一いち郎ろうは、全てを知っているのだ。眼前の男は、この世界について把は握あくしたうえで、Seventhセブンスという組そ織しきの頂ちよう点てんに座っているのだ。

　聡そう一いち郎ろうは笑う。環たまきの立ち姿すがたを値踏みするように見て、面白そうに口を開いた。

「まるで別人だな。ヴェルナー・レーヴェンガルトとの戦せん闘とうで、お前は何を思い出した？」

　環たまきは少しだけ言葉を選ぶ。ヴェルナーとの戦いの最中にて、成長を遂とげた〈暗算子スケアクロウ〉。それと呼応するように、夜ごと夢に蘇よみがえるようになった記き憶おく。それが環たまきに何をもたらしたのか。

　数秒の後、環たまきはありのままを口にした。

「自分はどういう存在なのか──この眼めをくれたのは、いったい誰だれなのか」

　自らの左頰ほおを、指先で撫なでる。左ひだり眼めを聡そう一いち郎ろうに見せつけるようにして、環たまきは続けた。

「訊ききたいことは、こうです。あなたは、僕のことを知っていたんですか？　知っていたうえでそれを言わず、ただの捜そう査さ官かんとしてSeventhセブンスに置いていたんですか？」

「それより先に、約束をしろ。先の話も含め、ここで見聞きしたことは口外しないと。この世界の仕組みを知っている者は、お前を含めても、おそらくはこの世界に三人しか居ない。私たちには、人々の現実を守る義務がある」

　環たまきは頷うなずく。念を押されるかと思ったが、眼前の男はその頷うなずきを確かく認にんしただけで、満足げに鼻を鳴らした。何によってか、聡そう一いち郎ろうは環たまきを信用することに決めたようだった。

「知っていたよ。千歳ちとせ環たまき。おそらくは世界で唯ゆい一いつ、創そう造ぞう主しゆにより手ずから力を付ふ与よされた男。お前のことを知ったうえで、私はお前をSeventhセブンスに引き入れたのだ──焰の魂アイアン・ソールを止めるために」

「焰の魂アイアン・ソール？」

　聡そう一いち郎ろうの口から零こぼれ出た単たん語ごに、環たまきは眉まゆを顰ひそめる。〝覚醒者コネクター〟を優等な存在と位置づけ、〝魔女ウイツチ〟を信しん仰こうする一団。その集団に勝利するための戦力として〈暗算子スケアクロウ〉を頼りにした、というようなニュアンスではなかった。あの集団が、環たまきとどう関係するというのだろうか。

「順に話してゆこうか。まずは、そうだな。特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシーについてか」

　視線で先を促うながす環たまき。

「特異性睡眠発作症ストレンジ・ナルコレプシーとは、突とつ発ぱつ的に睡すい眠みん状態に陥る病だ。その後こう遺い症しようとして〝正夢コネクト〟がある。それが現在の常じよう識しきだ。しかし本当は、これは逆なのだよ。〝正夢コネクト〟を構こう築ちくするために、睡すい眠みん時間という準備期間が必要になる。それがSWSの本質だ」

　そこで、聡そう一いち郎ろうは一ひと息いきを置く。

「〝正夢コネクト〟は、人間の感情が変換されたものだ。プログラムがその処しよ理りを行うには、感情を抽出スポイルするための人間の意い識しきが、稼か動どうしていては困るのだ」

「プログラム、ですか」

「そうだ。この世界の創そう造ぞう主しゆがばら撒まいた、感情を物理的影えい響きようへ変換するプログラム。これのことを、私たちは〝魔女ウイツチ〟と呼んでいる。このプログラムは、世界のリソースを少なからず浪ろう費ひしながら稼か働どうしているらしい。SWSの睡すい眠みん時間が患かん者じやごとに異なることは、知っているな。あれが、その証しよう左さだ。お前は使ったことがないだろうが、一昔前の低性能スペツクの計算機や端たん末まつは、重い処しよ理りを行う際には、その時々によって処しよ理り時間が異なるものだった」

　コートのポケットの中の端たん末まつを、環たまきは意い識しきする。意味こそ十全に理解していたが、確かに聡そう一いち郎ろうの挙げた例は、環たまきにはピンと来ないものだった。

　ゆっくりと、背もたれから背中を離す聡そう一いち郎ろう。そうして彼は、自らの背後、硝子ガラス張ばりになった壁面の向こうに広がる景色けしきを示した。正確には、ジオラマじみた科しな出での街並みの奥に聳そびえる、黒色の巨きよ樹じゆを。

「お前は、あの〝樹ツリー〟の正体を知っているか？」

〝樹ツリー〟。ヴェルナーの消しよう滅めつとともに拡大が収まったその領りよう域いきは、しかしもとの大きさに収しゆう縮しゆくすることはなく、従来よりも二まわりは大きくなった幹みきで天を突いていた。

　悪夢の日ミラージユ・デイに突とつ如じよ科しな出でに現れた、暗黒の領りよう域いき。何なん人ぴとたりとも立ち入ることのできない不ふ可か視しの領りよう域いきの正体は、環たまきの知る限りでは未いまだ明かされていないはずだった。

「これまでの観測結果を総合するとな、あの領りよう域いきの中では、時間が停止しているらしいのだ」

　あっさりと口にされた事実は、それ単体でも充分に不ふ可か思し議ぎで、衝しよう撃げき的な話であるはずだった。成なる程ほど、時間が停止してしまっていれば、どのような物質も中に入れないのは道どう理りだ。

　しかし環たまきは、その事実の本当の意味にまで気付いている。それは、この世界の仕組みについて理解した今だからこそ至ることのできる結論だった。

「それってつまり……処理落ち、ですか？」

　その通りだ、と聡そう一いち郎ろう。机つくえの上で指を組みつつ、彼は続ける。

「悪夢の日ミラージユ・デイには、大量の〝覚醒者コネクター〟が一いつ斉せいに目覚めた。〝魔女ウイツチ〟が、同時に大量の処しよ理りを完了したのだ。本来は処しよ理りの完了をある程度ばらけさせることで負ふ荷かを軽減していたはずの〝魔女ウイツチ〟が、何な故ぜかは今もってわかっていないが、あの日はそれを行わなかった。その結果世界の容量リソースが足りなくなったのは、不エ具ラ合ーの生じていた患かん者じやたちの精神を見れば明らかだ。そしてその影えい響きようは世界そのものにも及び、実際に世界の一部が処しよ理り落ちを起こした。それが、あの時間停止領りよう域いき〝樹ツリー〟なのだよ」

　そこで、聡そう一いち郎ろうは一呼吸を置いた。

「先さき程ほど、言ったな。この世界が作られた世界であることを知っているのは、お前を除けばあと二人しかいない。一人は私だ。問題は、最後の一人でな。私の知ち己きなんだが、そいつはこう考えたのだ──では、その処しよ理り落ちの領りよう域いきに居た者はどうなったのだろう。もしかすると彼らこそが、ここから脱だつ出しゆつすることに成功しているのではないか」

「……あ」

「そいつはその考えを押し進め、こう結論付けた。あの〝樹ツリー〟を世界中にまで拡張することが、この世界から私たちが脱だつ出しゆつするもっとも効こう率りつ的な道だと。そうして、そいつは一つの組そ織しきを作つくった。その方策を実行するための組そ織しきを」

「まさか、その組そ織しきが……」

　焰の魂アイアン・ソール。

　聡そう一いち郎ろうは、何の感かん慨がいもなさそうにその名を口にした。

　それこそが、動どう機きだったのだ。かの組そ織しきが多くの人間の命を奪うばい、多くの人間の生活を奪うばった、その理由。おそらく大半の構こう成せい員は信じているだろう宗しゆう教きよう的教きよう義ぎはまやかしで。勿もち論ろん、悪夢の日ミラージユ・デイを再現することに、毛ほどの意味も見みい出だしてなどおらず。

　ただただ、一度に大量の人間をSWSにかけ、〝魔女ウイツチ〟の処しよ理りを増大させ、この世界に負ふ荷かをかけること。それによって〝樹ツリー〟を増大させること。それだけが目的だったというのか。

　焼けた靴くつ底ぞこが踊おどらせたいのは、世界の人々ではなく──〝魔女ウイツチ〟だったのだ。

「〝樹ツリー〟の中に居た人間がどうなったのか、現時点では誰だれにもわからん。あいつの言い分が正しい可能性も有意に存在する。焰の魂アイアン・ソールの行動にも、少なくない理があるのは確かだ」

　だが。

　私は、それが気に食わん。

　ひどく低い声で、聡そう一いち郎ろうは断言する。

「確かに、我々はここから脱だつ出しゆつせねばならん。しかし、それを不確定な論ろん拠きよに基づいた方法で──それも人を傷付けることによって成そうというならば、私は止めなければならない。そのためには、代だい案あんを示す必要があったのだ。奴やつらとは異なるルートで、この世界を目覚めさせる方法を。世界の解かい析せきなどの方法だけでは、到とう底てい奴やつらのスピードには敵かなわない。鍵かぎが必要だったのだ。この世界を創つくり、そして歪ゆがめた存在に、直接的に繫つながる鍵かぎが」

　ようやく話が最初へ戻ったことが、環たまきにはわかった。環たまきの正体を知ったうえで、聡そう一いち郎ろうが環たまきをSeventhセブンスに引き入れた、その理由。環たまきはうわ言のように呟つぶやく。

「その鍵かぎっていうのが──」

「そうだな、お前だよ。千歳ちとせ環たまき。お前の左ひだり眼めこそが、この世界で唯ゆい一いつとも言える、創そう造ぞう主しゆとの直接の繫つながりなのだ。ずっと、探していた。存在は、以前から推すい測そくされていたからな。お前の〈暗算子スケアクロウ〉を初めて見た時は、震えたものだよ」

　聡そう一いち郎ろうの両の眼まなこが、真まっ直すぐに環たまきを射い抜ぬく。

「お前を捜そう査さ官かんとして置いたのは、その眼めを使うことによって、お前の記き憶おくが想そう起きされるのを期待しての措そ置ちだ。思い出したからには、お前にはこれから存分に協力をして貰もらう。全てをもとに戻す道を見つけるために。それが、質問の答えだよ」

　ゆっくりと頷うなずく環たまき。口元は、微かすかに笑っていた。環たまきとて、この世界がこのままの状態であっていいとは思ってはいなかった。その眼めに映った、あまりに多くの悲劇。死ねない男、愛に飢うえた少女。罪から逃げた男、罪と向き合う女。

　全てを救うことができるなら──環たまきに、躊躇ためらう理由はどこにもない。

　ただ──

「もう一つだけ、教えて下さい。そもそも総そう監かんは、どうしてそこまで全てを把は握あくできているんですか？」

　この世界のこと、そして環たまきの存在。何な故ぜそれらを聡そう一いち郎ろうが知っていたのか。おもむろに聡そう一いち郎ろうは目を閉じる。強しいて平静を保っているような声が、低く響ひびいた。

「焰の魂アイアン・ソールが唱となえるには……〝魔女ウイツチ〟は、二人の賢けん者じやとやらを従え世界を創つくったそうだな」

「……まさか」

「〝魔女ウイツチ〟に協力し世界を創つくったはいいものの、その世界に無ぶ様ざまに取り残された間抜け。それが、この世界には二人いるということだ」

　そこで、環たまきはようやく全てを理解した。世界中がSWSに混乱するばかりだった時期に、全てを見通していた男。まさしく賢けん者じやさながらに。そして恐らく、もう一人の賢けん者じやは──

「始まりは、一いつ緒しよだったはずなのだ」

　聡そう一いち郎ろうの言葉は、ほとんど独ひとり言ごとに近いそれだ。彼の背後、硝子ガラス張ばりの壁面の向こうの街並みへと視線を移しながら、環たまきはそれを聞く。

「私も、あいつも。ただただ人の幸せを願って、彼女に協力したはずなのだ。それが、何な故ぜこうも、異なる道を辿たどったのだろうなあ」

　その質問に、環たまきは答えることはできない。それは全く、当人同士にしか結論を出せない問題だった。

　いつか聡そう一いち郎ろうが、焰の魂アイアン・ソールの創そう始し者しやと顔を合わせるその時までは。

「必ず、だ」

　決けつ意いを再確かく認にんするように、聡そう一いち郎ろうは呟つぶやく。

「我々は必ず──この世界から、脱だつ出しゆつしてみせる」




　　　　　＊




　Seventhセブンス本部前の歓かん楽らく街がいを、のんびりと歩く。

　街路沿いの店たちは、その大半が罅ひび割われ、崩くずれ落ちている。あちこちに設置されていたはずの噴ふん水すいもその全てが枯かれ果て、街路はあらゆる彩いろどりを失っている。

　それでも、溢あふれる活気だけは以前と変わらない形でそこに在った。崩くずれた店てん舗ぽの前に、出店のような形で並ぶ商品。行き交いつつ、時とき折おり立ち止まる人々。穏おだやかに空間を満たす談笑に、アクセントのように響ひびく子供の泣き声。人間は逞たくましい。勿もち論ろん、失ったものは計り知れない。街がもとの状態を取り戻すためには、多くの時間も必要だろう。しかしそれでも人々は生きていて、明日あしたへ向けて笑い合っている。

　おそらくは、これこそが千歳ちとせ環たまきの守ったものなのだろう。環たまきたちが、焰の魂アイアン・ソールから勝ち取ったものなのだろう。

　やがて歓かん楽らく街がいは終わりを告げ、視し界かいには大きな公園が広がる。中心に鎮ちん座ざしていた噴ふん水すいが枯かれ果てた公園にも、しかし人は集まるものだ。走り回る子供たちの姿すがたは、噴ふん水すいが枯かれ果てる前と全く変わるところがない。

　そんな公園のベンチの一つに、見慣れた少女の姿すがたがある。大きく右手を振るニコラ・ベイカーへ向け、同じく右手を振った。おもむろに近付き、彼女の隣となりへ腰を下ろす。松まつ葉ば杖づえをベンチに立て掛けると、ニコラがゆったりと問うてきた。
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「もう、外出していいの？」

「思ったより、経過が良いんだとさ。まあ、何日経たったと思ってるんだって話だな」

　そっか、と呟つぶやくニコラ。入院中に何度も見舞いに来てくれた礼れいを言うかどうか、環たまきが迷っていたところで、先に彼女が口を開く。

「ねー、ちゃんと考えてくれた？」

　環たまきの顔を、ニコラは下から覗のぞき込むようにする。

「あたしの〝正夢コネクト〟の名前」

「ああ、まあね」

　ニコラとは視線を合わせずに、答える。案あん外がいと、その依頼には迷わなかった。彼女の〝残滓光レムナント〟を、何度も纏まとったからだろうか。そんなことをぼんやりと思う。

「〈強憧体コミユーン〉」それでも、その単たん語ごを口に出す時は照れ臭くさかった。「で、どうだい？」

　他者との身体的接触コミユニケイシヨンに憧あこがれた少女に、それは相応ふさわしい名前のように、環たまきには思えた。

「こみゅーん……」

　視線を宙ちゆうに泳がせながら、ニコラは何度もその単たん語ごを口にする。

「こみゅーん……こみゅーん……」

　まるで新種の小動物の鳴き声のように繰り返してから、うん、と無む邪じや気きに笑う。

「気に入りました！　それで決定！　タマキ、センス良いじゃん！」

「そうかね」

「そうだよ！　ほら、タマキの〈暗算子スケアクロウ〉ってのも、なんか格かつ好こ良いし！」

「〈暗算子スケアクロウ〉、か」

　その単たん語ごを聞いて、環たまきは笑う。どこか、自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑えみだった。

「確かに、あれはぴったりだ」

　考えるのは、自分のこと。ヴェルナーとの戦いを経て、自覚した本当の自分。

　平へい々へい凡ぼん々ぼんな人生だと思っていた。だからこそ、こんなにも思い出すことが無いのだろうと。人との繫つながりも残っていないし、両親のことだって他ひ人と事ごとのように少しも感情移入できない。それらは全て、自分がぼんやりと生きてきたからこそのことだと思っていた。

　しかし──本当は、そうではないとしたら？

　他ひ人と事ごとのように、ではなく、本当に他ひ人と事ごとなのだとしたら。全ての記き憶おくが、記録が、後付けされただけの飾りイミテーシヨンだとしたなら。

　穂ほ積づみ聡そう一いち郎ろうは言った。悪夢の日ミラージユ・デイは、〝魔女ウイツチ〟というプログラムが大量の処しよ理りを同時に終えた結果、引き起こされたものだと。そしてそれは、通常ならば起こるはずのない処しよ理りなのだと。

　その原因について、聡そう一いち郎ろうはわかっていないと言ったが、環たまきには心当たりがあった。そういった状況を表すに相応ふさわしい言葉を、彼は知っていたのだ。

　強制終了──頭に浮かぶのは、そんな単たん語ごだ。

　あの日、世界は感情の変換とは別の、もっと大きな処しよ理りを行ったのではないか。そして〝魔女ウイツチ〟は、そちらに容量リソースを明け渡すために、同時進行していた数多あまたのSWS患かん者じやの処しよ理りを不正に終了し──その結果として起こったのが、あの惨さん劇げきだったのではないか。

　数多あまたの人間の精神を、同時に処しよ理りすることのできるような世界。その容量がそこまで不足するだけの処しよ理りは、果たしてどんなものだろう。環たまきは思う。例えば、この世界が人間一人を創つくり出そうとしたならば、そんなことが起こってもおかしくないのではないだろうか。

　もし、そうだとしたら──

「〈暗か算か子し〉とは、よく言ったもんさ」

　この世界で唯ゆい一いつ、本当の意味で中身を持たない存在。頭の中は空っぽで、空っぽだからこそ、他の心を吞のみ込める。

　そんな自分に、確かにその名前はぴったりだ。心の底から、そう思った。

「……」気が付けば、ニコラは頰ほおを膨ふくらませて環たまきを覗のぞき込んでいた。「タマキってさー」

「ん？」

「あんまり考えたがらないくせして、けっこう理り屈くつっぽいとこあるよね」

「むぐ」

「まっ、あたしには難しいことはわかりませんが！」

　言いつつ、ニコラは環たまきの額ひたいに人差し指をとん、と置いた。少し前ならば、できるはずもなかった繊せん細さいな動作。

「案か山か子しみたいに空っぽだっていうんなら、自分でたーっぷり、中身を詰め込んじゃえばいいんじゃないかな。タマキはこれまでも、ずっとそれをやってきたじゃない」

　薄うす桃もも色いろの光に包まれた指先は、不ふ思し議ぎなほどの柔らかさだ。

「むしろきっと、そのためにタマキは空っぽなんだよ。いろんなものを、詰め込むためにさ！」

「ああ……そうか」

　その言葉を聞いた途と端たん、環たまきは午後の穏おだやかな陽光が、一ひと息いきにその明るさを増したような感覚に襲おそわれた。世界が丸ごと温ぬくもりを増したような、不ふ思し議ぎな感覚。

　勿もち論ろん、それは錯さつ覚かくだったのだろうけれど。

「そうだな、その通りだ」

　──「ぼくの代わりに、君が見てくれ。その世界を」

　耳の奥にて、いつかの創そう造ぞう主しゆの言葉が蘇よみがえる。

（ああ。見るよ）

　記き憶おくの中の少女のかたく閉じられた瞼まぶたへ向けて、心しん中ちゆうで呟つぶやいた。

（君の代わりに、君が見たかった全てを。君から貰もらった、この左ひだり眼めで。そうして、それらを僕の中に詰め込んでみせるさ）

　降り注そそぐ陽光に、少しだけ眼めを細める。

（再び出で逢あった時、君に伝えるために）

　この自分は──そのためにこそ、生まれてきたのだから。

　居場所が無い。環たまきはずっと、自分のことをそう思ってきた。それが大きな間違いであったことを、彼は今ようやく自覚する。数多あまたの感情をその目で見るためにこそ、彼が生まれたのだとしたら──

　この世界こそが、他の誰だれでもない、環たまきのための居場所だったのだと。

　見上げる空には、大きく歪いびつなシルエットが見える。〝樹ツリー〟。歪ゆがめられ、閉ざされた世界に走った罅ひび割われ。焰の魂アイアン・ソールは、それを脱だつ出しゆつへの光こう明みようだと捉とらえたという。だが環たまきにはそれは、ただの傷きず痕あとに見えた。歪いびつなこの世界の──そしてそれを創つくり出しながら、自ら歪ゆがめてしまった誰だれかの。

「また、ぼーっとしてる」

　環たまきの額ひたいから離した人差し指を遊ぶように回しながら、ニコラは笑った。辺りを包む光のせいか、それともニコラを包む薄うす桃もも色いろのせいか、その笑顔は見み惚とれるほどに柔らかだ。

「今度は、何を考えてたの？」

「んー、大だい事じな人のこと」

　この世界で誰だれよりも、繫つなぎかたを間違えてしまった誰だれかのこと。

　ゆっくりと、ニコラの笑顔から目を逸そらす。

「いつかきっと、また逢あいたいなって、そう思う人」

「ほほう、そんな人が……」

　ニコラの瞳ひとみに好こう奇き心しんの色が灯ともったのが、環たまきには見ずともわかった。

「ね、もしその人ともう一度逢あったらさ、まず何がしたい？」

「どうだろうなあ」

　苦く笑しようしつつ、環たまきは天を仰ぐ。背せ筋すじを伸ばすと、心地ここち良い空気が肺はいに滑り込んできた。

　彼女に逢あったら、どうするか。抱きしめたい気もするし、一発くらい殴なぐってやりたい気もする。ああ、でも、そうだな。その前にまず──

　ニコラに触れられた額ひたいに、自分でも軽く触れながら、笑った。

「とりあえず、あれだ──」

　ニコラを見る。自分の役目を自覚し、何の後ろめたさも心細さもなく、穏おだやかに日差しを浴びる午後。この場所に自分を連れてきてくれたのは、きっとこの少女だった。

　見つめられたニコラは、少しだけ驚いたような顔で首を傾かしげる。活いき活いきと収しゆう縮しゆくする、ブラウンの瞳ひとみ。微かすかに頰ほおを染めているのは、果たして彼女の〝残滓光レムナント〟だろうか。

　数秒後には、この少女の表情はどのように変わっているだろう。そんなことを思いながら、環たまきはその言葉を口にした。間違わないように、はっきりと。

「君のことを、紹介するかな」

　その時環たまきの眼めに映ったのは、きっと他の誰だれのものでもない、環たまきだけの情景だった。










　　　　　あとがき




　まだあどけない子供の時分、私にとって本は、そのもの「本」でした。登場人物たちがそれぞれの役割を演じる物語が記された、大変に魅み力りよく的な紙の束たばです。

　高校生になると、私にとって本は「箱」となりました。一つの世界が中にまるごと詰め込まれた、小さな箱です。いかにも高校生あたりの男子が考えそうな、浪漫ロマンの塊かたまりみたいなイメージです。その箱の蓋ふたをおそるおそる開けるのが、当時の私にとっては何よりの楽しみでした。

　そして今の私、すっかりやさぐれた大人おとなになってしまった私は、もしかしたら本というものは「窓」なんじゃないかなあと思うようになりました。ここではないどこかで、確かに生きている誰だれか。そんな誰だれかの生き様ざまを覗のぞき見ることができる窓です。

　どうも大多数の皆様、初めまして。そして数少ない酔すい狂きような方々にはお久しぶりです。本ほん田だ壱いつ成せいと申します。こうして皆様の前に久方ぶりに窓まど枠わくを設しつらえることができ、嬉うれしく思います。

　電でん撃げき文庫という、私にとっては新たな場での挑ちよう戦せんとなりました。窓を作ろうとちょいと壁に穴を開けてみたところ、その向こうの景色けしきがどうも十代の頃ころの自分が好みそうなキラキラしたクウルな世界だったので、当時の自分が覗のぞき易やすそうな位置に窓まど枠わくを設しつらえてみた次第です。

　皆様が覗のぞき込んだ、あるいはこれから覗のぞき込む景色けしきの中に、あの頃ころの少年が胸に抱いたようなワクワクが少しでも息づいていることを、こうしてあとがきを綴つづりながら祈っております。

　祈りながらも、勿もち論ろん謝辞は忘れません。まずは、のんべんだらりと日々を過ごす駄だ目め人間をあくまで見守り続けてくれる家族、およびそれぞれの人生の荒波と決死の覚かく悟ごで格かく闘とうしているらしい友人たちへ。いつもありがとう、これからもよろしく。次に、なかなか長い戦いとなった作品の制作過程を、共に歩んで下さった担当編集の吉よし岡おか様、本当にありがとうございます。その他、イラストを担当して下さったsune様をはじめ、この作品に関わって下さった全ての皆様に、心より御お礼れいを申し上げます。

　勿もち論ろん、最大級の感謝は、これを読んで下さっている貴方あなたへ。またお目にかかれれば幸いです。次は皆様の前にどのような窓を設しつらえることができるのか、私は今からとても楽しみにしております。

　え？　まるで他ひ人と事ごとみたいな言いかたですって？　それは仕方のないことです。箱に何を詰めるかは詰める人間の選択次第ですが、壁に穿うがった穴が通じる先については違うのですから。

　もしかするとその先は、皆様は勿もち論ろん、環たまきやニコラも呆あきれるような場所かもしれませんが──

　そんなことは、実際に穴から光が差し込むまでは、私自身にもわからないことなのです。





二〇一六年七月某ぼう日じつ　自宅にて　奇くしくも二度目の花をつけた蘭らんを眺ながめながら　

本田壱成
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本ほん田だ壱いっ成せい

１９８８年、宮城県生まれ。著書に『ネバー×エンド×ロール　～巡る未来の記憶～』（メディアワークス文庫）などがある。猫になりたいと願いながら、猫顔負けの太々しさで生きている。物理的に。
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イラスト／sune

本書を手に取っていただくきっかけになれれば幸いです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「本田壱成先生」係

「sune先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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